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懸 賞 論 文 及 ポ ス タ ー 国 案 審 査 委 表

官協合者[1市武装促進運動のーとして珠て懸賞募集致しまし七都市武装に闘す

る論文及ポスター困案は手審査の結果下の通嘗選者決定致しましに。
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第 l  g寸 r  
山 口 悦 三 郎 大阪市東区木野IU]"35帯地

第 2 等第 1 )，仏 ゴEココf
村 T氏 夫 東京市本郷区丸山新IUf 42番地

第 2 等第 2 )お 国 中 進 話1[1戸市林田区長 ffllllf 2 丁目 108 番屋敷

第 3 等第 1 )市 横 国 資 大阪市港区三保通 3 丁目 35

第 3 等江P ) 出

卒 !L'f 男

京都府臨建築工場部内
凶 方 梢 長11

第 3 等第 3 席 大 井 弘 治 郎 大阪市東区室主忌町 i 丁目 35

佳 作 亀 井 幸 次 郎 東京市麹町医大手I l IJ 都市計葺東京地方委員合

懸 賞 ポ ス タ ー 園 案 首 選 者

第 1  等 商 業 美 術 吐 大阪市西成匡新開通 1 丁目 11

第 2  
等 武 田 十 子 児

京都市左京匡修感院停留所竿町東横川牧場西

歴山 j庄内

第
3  

等 ｴｾ＠ 井 洋 大阪市東匡和氏IlI J 2 r 目i アサスタデオ内

佳 作 第 1 席 4鋪 1長 抗 京都市左京区下鴨北園町76 岩田方

佳 作 第 2 席 高 橋 康 1['- 大阪市東淀川区木川西ノI l l J3 ノ20

佳 作 第 3 府
*111 
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佳 作 第 4 席 商 業 美 術 吐 大阪市西成区新開通 1 丁目 11
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都 市 武 装 促 進 運 動 趣 意 書

『都市を護れ』とは近時識者の j底りに唱導するところである。都市の防護は

空の護りと共に都市の武装で あらねばならぬ o 空 の 護 りは兵備で あっ て都市 を

武装するは我等建築関係者 をはじめ枇舎人 の義務である

我が園者[1市の現状 を見る に都市計査法並に市街地建築物法の賞施以来改善進

歩し＿こりとは云へ狛建築物の Ｑ Ｑｉ ｪ 火防空の方面に於て又ｾ難遊路空地等に於て Ｑ Ｚ 吠

米都市に比し快〈るところ甚だ多〈一朝空襲を受けんか我閣 の知さ木造建築の

集 圏 fこる都市の被害は彼の閲東大震火災近くは函館大火災以上の惨放を現出す

ること火を陥るよりも明らかである

この時にあ? こり組園日本指導の第一線にある我々都曾人がこの脅威を自覚し

率先して防火防空の建築物普及に逃進し都市白惜の防護施設の完成を期せねば

ならぬ。時恰も今夏七月京阪神を中心として器行せらる〉陸軍防主主演習を機 と

しこれが助成促進の第一歩 として我が協曾は防火防空建築の普及並に都市計査

の鋪充を計る潟め下記目的方法により者[1市武装民進運動を潟さんとするのであ

る

この緊念重大なる計蓋運動に謝して敢て愛園先貨の土の御賛同を乞ふ次第で

ある

目 的

1. 防火防空建築の普及促進 1. 避難施設の完備

1. 防火地l認の憐大 l  環 j伏放射道路及恐国政;場の設置

1. 防火地 l廷内建築完成の促進助成 1. 者11，!'i !i IJ'[ 主 催 の 建 設

賞 行 方 法

1. 都市武装に関する建議 1. ポスターの懸賞募集

1. 者[1市武装に就いての論文懸賞募集 1. 都市武装に閲する座談曾の開催

1. 者11市武装展! 躍曾の開催 1. 燈火管制の調査

1. 講演並に映番舎に依る宣惇 1. 重要建築物に於ける偽装遮蔽避

1. ｾ都市武装抗』の特輯 難演習

1. バンフレ ヅ トの盛行頒布 1. 者1I市航空港計査案の懸賞募集

1. 都市武装温聞の設置

昭 和 9 年 7 月

主要 日 本 建 築 協 曾



都 市 武 装 促 進 事 業 資 金

第 回 寄 附 者 芳 名
し七月十三日現在)

円
円

株式曾社大林組殿 2 . 0 0 0 . 0 0  
平塚鎗吉殿 3 0 . 0 0  

合名曾社竹中工務庖殿 2 . 0 0 0 . 0 0  
新名種夫殿 3 0 . 0 0  

片 岡 安 殿 1. 000. 00 
今林彦太郎殿 3 0 . 0 0  

中山太一殿 2 0 0 . 0 0  
加藤善吉殿 3 0 . 0 0  

大阪陶業株式曾社殿 1 5 0 . 0 0  
高橋策治殿 3 0 . 0 0  

問中豊輔殿 1 0 0. 00 

ユ二オントレーチング

無 名 氏 殿 1 0 0 . 0 0  
コムパ二ー殿 2 0 . 0 0  

安井武雄殿 1 0 0 . 0 0  
建築協曾職員一同 1 0 . 0 0  

住友伸銅鋼管株式禽社殿 1 0 0 . 0 0  
柳原義平殿 5 . 0 0  

i凡建製作所殿 5 2.0 0  
内藤多f中殿 5 . 0 0  

須賀藤五郎殿 5 0.0 0  米倉威夫殿 5 . 0 0  

葛野丹士一郎殿 5 0 . 0 0  
新 聞 明 殿

5 . 0 0  

井上稿議殿 5 0 . 0 0  岩田勝己殿 5 . 0 0  

徳政金吾殿 5 0 . 0 0  能村知ニ殿 5 . 0 0  

橋 本 勉 殿 5 0 . 0 0  鹿島彦三郎殿 3 . 0 0  

全国購買組合聯合曾殿 5 0 . 0 0  佐々木源之助殿 3 . 0 0  

東洋陶器株式嘗社大阪出張所殿 5 0 . 0 0  泉谷千秋殿 2 . 0 0  

岡本新次郎殿 5 0 . 0 0  久保正吉殿 2 . 0 0  

野津幸三郎殿 3 0 . 0 0  守随乙作殿 2 . 0 0  

関西ペイント株式曾社殿 3 0 . 0 0  荒川義夫殿 2 . 0 0  

阿部朝、則殿 3 0 . 0 0  柿本清治殿 1. 00 

富士岡重一殿 3 0.0 0  村田俊郎殿 1. 00 

浦 英 之 助 殿 3 0 . 0 0  野田義雄殿 1. 00 

渡部圭吾殿 3 0 . 0 0  森 下 博 殿 1 0 0 . 0 0  

清水業ニ殿 3 0 . 0 0  松浦丹平殿 3 0 . 0 0  

鈴木末尾殿 3 0 . 0 0  
守谷商曾大阪支庖殿

2 0 . 0 0  

中津誠一郎殿 3 0 . 0 0  
有国製陶所出張庖殿 1 0 . 0 0  

秋田喜代治殿 3 0 . 0 0  
必E 』3  

計 ￥ 6. 889. 00 

以上( 但協合出資金及1ft 市の分を除 ¥) 後告の通り者1I 市武装促進事業は目下着々進行中

であります 。本事業に釘しては各方面より多大の御援助を辱ふしつ〉ありますが本日迄に

御 ｲｾ 込を賜りました分は上記 の通 りであります。取政争誌上を以て ｪ 享〈感謝の意を表しま

す。

遁而本事業は相営既汎lこ8 9 意外に経費を要し初期の目的を達するには] 仰か難色の感

がありますので向江湖諸賢の御援助を希っております。まに御申込沌れの方は此際多

少に不拘御後援下さいます様; t ，-願いにします。

量t 図

法 人
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閥 防 の 将 来 乞

陸 軍 大 臣

陸 軍 大 嬬

現下に於げる宇内の形勢を大観するに、千芥干岡 lは主↑何白

的卒和をを，帰希希Ｍ号緊夜し つｾ iあちる にも拘ちす. 依然として不安

の? 策は随所に躍り、何時如何なる事態の瑳生を見る

や も計られ ない有様で ある。

此聞に廃して、列闘は閑防就中市iC広岡防の急: 務なる

を認めＮ財政難に哨ぎつ、も向 ｅ 多大 の 経費ｾ支 附 し

て. 替々として. ｾき軍 の 蛾張と防宰諸施設 の 完備に努

力して居る。策し芥開共に ー貝経急: あらば、 i白; に強大

なる庄中勢力金以て敵閣の軍事経済上の線擦を? 急: 裂し

共同カ の中将ij を恨減して勝目立・をー翠に決せんと考へて

居るか らであるご

都 市 武 装

林銑 十 夏目

，:(&の斯かる作戦に針して( 土 、我も亦優勢なる飛行部隊を以て . 空 中に於て 、之に 封抗す

るを絶針に必要とするは勿論であるが Ｎ 防 手［の諸 地 設亦重要 ・な るは論 ｾ 倹 ＿こ な し、。特に都

市防衛 の 性質上Ｎ之を里見に箪 の 情動に のみ依 頼すること能は十 Ｎ 軍民 一 致 凡 ゆ る 手 段 ｾ議

ぜざるべから さ'る は更めて抜に喋々するを要しなし 、c

欄て、我間従来の建築を? 見るに . 遺憾ながら . ド;)j 安上よりしては金〈無力 なり とし、 ふも

()と して過言でな L、。今同 円本主主築協舎に於て、特拘鋭、「武装都市建設J ｾ蛮行し都市自帽

の 防衛を提唱せ らる 、は 、 お Ｑ｜ 市 ｾＩｪ 安の見 地 よれ誠に機 Ｇ 白・に誼する も の にして 、 之により

都市住民の似jZ芸能力作? 進に寄興する所長安からざるべきを信子る次第である。

「閥防の将来はi E しく 安 にあり J とせら る¥今日 ，ｾｩＡ度大にして 、 向衛に通ーす る 都市の現

問速ならん こ とを佐官んで己まぬc

I  Vl t  



将 来 戦
'-'? 

L .  武 市

証士

事ζ 都

参 謀 次 長

陸 軍 中 綿
問謙

11 本直

駒栄の戦争二はず ｉ Ｇ ｾｾｾ ＮＺｲＺｾ のす主主主 にｬＧドひ続 ｫ 共 制 強。 ｾｉ ［ を＿

榊 ＿ にし ‘ 円 共職場 の ｾ Ｑｻ ｌｩ ｾＺＧｩ ＮＱ を蹴大し 、 ＲＴ ー紘のうど臓のみ

ならす彼我共に Ij "j ' {同の 1111'1':; ｩＧ械は桜前 ｌ し 、 ｦ ｩＡ ｴ 〆ｪｉＺ指活ｾｩＧ

不 可能ならしめ Ｎ 内川崎 ｪ 己 の 戦争 ＺｾｇｌｴｾＢ ・［ を＿年はんとするに

う1- ｕＧ ベ〈 毘に閥ｩＧ取 げての ｦ ， ｲｸ ｾ ￍｉ Ｚ であ り、従来の所 ｩ［ ｲｪｾｪ｣

後 の 人もＲＮｦ ｾ Ｍ ー紘と 列し ｜ iF にqfc両ij に法露せら るること

を完悦げねばならぬ。

ｔ 将来戦 に 於てはｾ叫により ｼ 対戦後 ＲＴ 時間を 州 です ・ し

て陥世 ｩＧ ｩ 机 ｲｬｩ は ｉｊｻ ｩ 虚とむりｾ Ｂｾｊ￭ｩＱ ｈ 文明 ｬ 立後 に 終需 を告 げる

でめら う」と (.i 数 年 !iij . 前開備の jA; 〆L られにとこ ろで

じらる コ

勿諭‘ 欧州都市を以て芭 もに il 本都 市に 主J比す ることは一見 世 もi，;. ｾ、様であ る が Ｎ干ｩＧｩ闘

の 大者ｾ i  ｜ リ ｊ は 始ど栴 ｉ ｬＧｬ ｩ に ｾ ｊｾ｢ 訴し Ｎ ｦｦｩ 築物 ＱＱ 多 ｴ は可燃性で あり 、 交通、通信共他 の 重要諸ｊｩ￭ｾ

設は 、多〈は 251必にヂi し現¥f; 防引でめ る等の7{k態i ' 翻察し . - )j 1i'i閥1141羽の情勢故タ IJ 闘がL安

機の異常なる守主主主必然民i訟の彬! ｦ￭Ｚ［［ ろ進 歩等に ｾＮＧｾＮｦｬｊ する昨は首 ￭ｊ 樹備 の τ ー 亦 味ムベ写 も のが

あ らう つ

防宰 』よ 冗来主として ￭ｾ 部 の ｮ ム 引制 ＨＨ 防出に依るも のであ る が Ｎ ｩｴｴ 断固 に 佼 入をｾＱￍ宅 ｬ 制 す

る敵機に到 しては . 者I¥ili ｊｬｾ ものに也援の防本施設を胞す消鋭的 ｬ 山岳を必要とする ｇ

即ち、 ー闘の防 俸は 序上 の積極的及消極的手段阿 k 相侠って始めて自; 義をなすものであ

るが . 此消極的防本に |約 する限り . 始んど令部カ; 軍部外岡氏の; r x屑に !¥Lif. るも ので . 之 がj羽

消闘J(; 防本で あ る。

tJp Ｏｾ都市に針する隊幣 ｬ 之ダ ｉｊ 閥共に飛行霊長 の 任意に Ｔ をする こと なし開策とし 目棋を選 定

Ｑ ノ 、｟ｦＭ ｬｾ 科度ｩＧ決 定し て ｪ 片る 。 ｉｾ 文 に共規模も大で めり 、 之を受げに者 ＺＱ｜ 市は大な る関 与 守主＿集

ることを? 橡期せねばならぬ。

叉 、 無防慢の 者 Ｑ｜ 市が阿 ｪｾ の益保により絶 大なる損 害 ｩＧ受 付 ｴＺ こ ｴ は臥洲 大戦 の 示すと こ ろ

であ る。 ;JII 之、 都 市に す} する空襲 は 、之による物質的損符 に 11 - : ら今、其都市の市民は勿諭 .

V l t  2  



全閣民 に 大な るが ｪ ・ ， ｲｲ Ｑ� 的 ｈｩｪ ｩｬｬ［ｬ ｊｾ 拠 へ Ｎ 延いては同氏 の 職手二意辻 Ｚｾｦ 坐〈一大素凶ともなるので

み るが故に、都市防本の完備は買に問 下の急: 務 t して共必要を痛感する 次第である コ

近時 Ｎ 閥民防 ｩ 誌は Ｑ 往 々共 ￭ｬ 抱 ｩ 到を蛾娠し 、 気象 Ｎｉ ｾｪ ， Ｎ 電集』手 Ｑ 等 の機 ｪ 成の 協力により 主是 々共効

果伝費者I( しつ〉める時 . 更に今 (n( 建築界の機械の 協力を得て 、;本邦都市の防宰上最も緊要

なる武装都市の建設に貢献せられんとす るの企岡め るを? 似るは邦家の潟誠に同陸に f件。えさ'

る所でみる 。要するに . 将来f践に於て 、主要五Ili li はl放の九三 l泌を受ける ことを賢川 せねばな

らぬ。之にきJ し箪防棋に依り前倒的防出を行ふ と共に 、閑民防空のーっとして本誌の所謂

武装都市を実備することは極めて喫5従事であり 、平素之 に闘する必|究 を十分に し. 将来新

都 市の建設に| 努し. 或は者(1市一部の改正に方り. 之を貨際に移すことは誠に有意義で、斯

〈して軍民 一致 J ')，て買に閣防の完援 を期し得るをf三じ、誌に『武按者' 11市建設』枕護刊に際

し湖肢の敬意 を表 する JW. l ; J ，、である。

言t疑者F市に閲する入選ポスター

得 向井: 美術証上
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l - 都 市 及 建 築

号 きぷｾ脊 Ｑｉ 第一部長
1¥夜 軍 '1

1

;1守
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入

手

-

A
悼

寸
耳目

近 1I寺防本 j: lI ，技術〈各) j rf: li に持及し、外地に、 同出演

ｾｾ行 ｬ 土れ 、 Ｎ ､ＨＡ 立 感合 、 ｉ ｾＡＧ 合 、 、 ｦ ｪ［ Ｈこ 、 防本にｾする μｩ 究 ο

1I! まれつ' > zちる{ 之 、邦家の i: .b，，: 成に} ぎ賀に堪へないと

ころでゐる。

似て 、ｼ 山本 ｴＺａ＼ ｾ Ｇ Ｑ こ ｲｩ 二宮を嘆することは 、 献しＩ＾ｫＺ憾に

よる困 ｬ もの梢［， ｜ ＱＱ Ｑ 的動怖と、 似 Ｑ Ｑ 持による ｘｉ｜ Ｇ ｲｊ ｩ の 物 ＧｦＨ 的 ｾｪｾ

; i-; : とを脱力防止することで ある o I( lj して前者は . 凶I亡

の 中附 ｲ ｬｬ 的訓練により 、 後ＺＭｋは者ｉｉＢｲｊ ｩ 及建築の防空的改Ｏ［ｾ

により 、共の大部の闘 的を達成 すること が11' ，米る 。

元ぅk日本; に於ては 、最も恐る べ き災害 として、先つ

第一 に土也 ｾｾ翠げるが 、地 以は 也接 之よ り生ＺＱＢる被 皆

よりも、之に次いで起る火 災により挺に大なる被告を? 作ふものであ ることは、 彼のれ京大

山 ｩ えに就て翻るも明なるとこ ろ で ある。 放に ｈ 本に於て最も ［ ｴ ､ｨ る べ き災 特は ＺＡ｟ｾｦＮ ろ火災でめ

るとも消ひ得ると思ふ 。而して我問の火災は その数に於 ては 、タIJ 閣に比 し1; 11って少いが.

共 同容 に於ては世界第一で 、之が我閥火災の特典性でめる。

ｪ 毛Ａ京国は家 屋の可燃・ Ｑ Ｇ Ｑ ，材料多きと 、太 ｩ 芋 策象の ［ＺＰｾｾ 容を受げて ｊＡｒ ｬ の似き とに仰せねばなら

ぬ。従って我固に釘する般の空襲は 、共爆 弾の投 ドに依り 火 災を生ぜ しめ ることに切める

べ¥. 此型fi . 賦洲諸問に於て (tlf. の土器開 lこ怯 るi成段 、或は毒化を恐れるのと大な る相違のあ

る所である 。 近 う ｫＮ 我聞の建築は、洋式 の も のｩＧｾｾ次多きを カ ＱＱ へ、防 火的 見地よ り制て誠 に

結構な若手であるが、 日本人 多年の↑ iBI 色3. 経桝並産業共他の刷 係 等 よ れ 日 本 建 築の大昔1¥は

将来共.!.A; 振 り木材 を主開とするも のであるこ とは克れぬであらう 。従って円本の建築に劃

しては、全然猟創的見地に( 火り 、材料} l ; 物の砂|究己主・-j 'S: と共他の必要なる施設等 により 、防

火) j 法を考案する の妥が あるう

防空上ω見地に 於て建築 には 、防火に心意ーすること が最 も恥要でみる こ とは前i A; の通り

であ るが ，f占lIt武の爆1
1
事の落下による仰い走防 11ても考へねばならぬ。

土は木造建築に常む ω [討!民JI I'で ，1) らうが . 汀-式建築に到しでは ，i')iAfl"J 家ω i dこ! 火れば 、

日本 V) 洋式建築は地出 に，nit ゆ る乙と! t ' 刷版 しである i完共似肢はは米の ものに比し l必停で 、

1革かの工事 l二依 りまH刷ll iiω 似lA:41・J1-7すこ とカ; 川- * るとの 'Ji で 、ずj し然りとすれば械にコトγC
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ある 。其他防忘、illi 難 、府火皆JIi リυJ 使を? 湾t起することも必要である 。

以上は佃々 の建築につい て述べたが 、建築の集|事11こる都市 につい ても 同械である 。

今回 、画館市はf友興しつ都市計霊に方仁交通第一主義 を災害局限主義に改め にと 云ふが

他の都市に於ても此主義に基き改善せられたな らば、卒時の火災には YJ論、防空上の見地

から も甚? ご首を得 1: もの と云ふべきである D

最近、調逸は閤民の都合集中! t ' 避け る篤 . ili 内のJ，iJ- 家屋 に住む家族散を減少せしめ郊

外生活を奨励し 、叉郊外の家屈はうf めて濁立家屋 とし、成る ベ 〈間隔を大 lこし分散配置を

取ら しめて居る主 Lゴ、事である 。

是元 よ り園民指導上の必要に基きたる施設であらう カヘ 一方亦都市防室の着意に出でた

るも の とｾへられる 心 で あ る 口 共他都￯ｉｊも亦火災 の 外 、 ｾｽｪ ・ Ｑ Ｑｊｊ 、避難 、 ［ 底火管制 等の 便を＿結 ｩ

t忽せねばならぬ。

之を要するに 、 Ｉ ｩ［ ｟［ｫ 防益 ｬ 立、 ｭ ｾ ＧｴｪＺｩＺ の 行 」 、防 ｩ 主 の みで はｼ占 ｼ より不十分で 、 困民向ら行 ｊ 、

)好調国民防空を大に切要とする のである 。即も、軍防益と相{失って都 rJ i の防杢的改善と国

民の精紳的訓練を行」、時は、防2;ちは牌に完壁 に近い のである 。

我閣の都市が建築物並共他の施設の上に於て防出上危険なるは識者の夙に唱ふ るとこ ろ

で、此時に方り、建築拳q¥Lの椛! 点者が、共の副議i!t' 11頃け 、愈 k 防空建築促進の企固めるを

聞き誠に機宜に 油 しに

るも の と感す・る 次第で

ある。

ｉｾ りし て 此 の 如 き合 凶

11 、"IEに園家的事業で

めるが故に. 官事者は

i民意義の組 めて大な る

に鑑み . 又其賞行の谷

.uなら さ' るも のめ るを

思ひ、続 々共の賞現の

震努力せられんこと を

切望すると共に 、此の

有銃なる 企岡 に到 して

は、 軍部は震 し得 る限

りの援助 をなすに 容 な

るも のにあらす・と思惟

する 次第である。

武装都市に関する入港ポスター

ｾ［＠ 式 fU 十 子 クJ
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近 畿 防 空 演 習 に 就 い て

第 凶 向li I羽 長

陸軍 中 ｾ ｉ 守 イド1m

l人!

中

宮

市
i r  

最近に於りる自立主主機 ｬ 劫 ｜ ｾＺＡｩ に飛行機 ω 患者異 的 進歩Ｍは、

同 Ｚ ＱＺ 防 ｩ ｦｾｩ の ｬ て に 一 大 主主Ｂ ， Ｑ ・を官官らし 、 闘内重要都市は ｉ 放

出軍の併j点下にもι協するに至。 f: c l! 1l ち l可能 戦 争 営 時 、

ＱｩＧ ｩ 問 の 上京は イ ｮ ｊ～ ｴｪ の 作 ｨｾ ＧｴＺＧ ｩ ぷ すＧる こ ｫ なし間内は会

〈安む の ｩ 人 ｝ に闘を ｌ 告げて ｾｉ ｈｊ｛ ｊＺｉ｛の後民に専念すること

が ｈ Ｎ Ｇ， 来 ｦ Ｚ の であるが 、 飛行機の発達せ る 今 日 では 、 Ｗｕ ｾ

出力2全〈 一色遣 して . - -1こぴ開戦とな るや直ち に敵 の 飛

行機鮮は大犠して閣内重必都市を室鋭すべ〈 、戦争三の

端組する限り昼より の拘 j点は絶え間がないものと 'r/:.'I l{¥，

せねばならない。従って、なかなか以て日出戦〆j，:常fIキ

の様に問内がき々は! として凶る諸には参らぬ . これ各 ) j

)自iに於 て室 の 誰 りが強調 されて居 る所以である。

か 〈 の 女 ｮ き ａａ 態 に 於 て 米 Ｗｦ ｚ き裂の洗開ＧｴＺＧ受げにことがなし ｸＮ ｾＩｪ 主主に附 する 説地誌が ｊ 主

化不 完全 で あ り、 Ａ ト Ａ ＿に 都 市 の大 部 が 木 造建築の ｾｦｬ 叫であるこ とに思 を致 す と 、 我力［闘終ＡｩＧｍ

I来世の 中心地で める我 近f民地方 に於て 、特 に防空に 闘 す る施設，; J11妙、を完成 して世〈こと U)

ｾ裂なこ と は 、 今更 こと 新 し〈申す までもな いこ とである 。

同際情勢の脳肺! と近議地方の重要J 性とに鍛1 7 - 、 これが防術の 任に! f ' ¥( る偽! 係H!l 1同に於て( . 1

j;t 阪市111三 都
i li を打って一丸 と し、 これを中 心 として車11織的な 一 大防空前仰を賞施しに き熱

製から 、陸 軍中央 蛍j誌の諒併 と援 助 を得て 、11' ，モ年来lお識を延! i めて居Tこのであるが 、害にも

附 係}1守 l降、 i盛信 、鋭 道 局 . 税 闘 そ の他 官公官tJ 全音1¥のま' ( I. iJ 't:' q'. } . 1: ので 、愈 k 来る 七月 ー下1' u't:'

期して 之を賞 現す る ことに決定し て 、 本 絡 Ｑ ，句に準 制 ｩ ｩ ｾ Ｍ ｉ ・設営進めつつあ る のでめる。

岡 土防術 に附す る こと は 、 出 征軍のＡ ， ｾ ｉｾｈ と は著しくその Ａ ｉｬｬｩ ＧｴＺＧ ｓＧｾ にし Ｎ 閥 土 そのものが 職

場であり 戦 闘の ｕ ｾ ー綿であ る 。従って こ れに従事するも のは Ｑ ￯Ｑ に限定されに一部 の Ｇ ボ除 に

けでは な し 問土内 に居住する全国民であらねばならぬ . これを -:l ;=的仁親れば . 肋75の，iで.

開 は 閣 内の諸施設と閥 ｬｾ 肉 帽 であると断 言 し得るのである 。此の立 ｉ ｾｉ こ 於て Ｎ 近〈貨仰せ

んとする近畿防長 演符 に於 ても 、 その主開は閥係 (:! Ii l剖ではな〈して . 寧ろ出何地域内 に包

含 さ れて居る 軍部 外の闘 係係官公許可 営Miめと し、諸 1411l1{V又一自立岡lとr- ib る。従って 、ii ;If予?

}戊県の 州イnHl . - ‘ にーー由党問民のM併 に到する際↑ : '; I)_) YII ("J に行、つで /1ごぶさ わ，るの・じ み る"

、11 6  



満洲事積雪棋機とする岡際情勢の急: / 敢なる鑓化. 特に岡際聯即離脱の効力強生此に海箪

k 縮含議を回目主の聞に衿へて居るこの非常時局に際し‘ 官民協力一致して賓施する今同の

防空演習は、偽〈まで真剣で あ り、十分に徹底しにものであらねばならぬ。即も演習のに

めの演習ではな〈て、ど こまでも賞戦本位の準備であらねばならぬ ‘ 特に守るべき規定に

劃しては、一人と雌も例外の存在を許さないのが防宗の特質である D これ例外の存在は演

脅の慣値を甚? ごし t 減税するからである 。

関係官公稲i諸問特等に於ては、出子干の l- = l 的とする主ころをよく了得せられ . 幾多の凶剣i

ｾ排除し多大 の 犠牲を＿忍ひＧ つつ Ｏ ｩｦｩ ｴ 々として 準備計泉佐進められつつあることは Ｎ 祈 ｪ に感激

に土佐へないとこ ろであ る。

平素より建築に附する取術技裂の攻究後建によ'l 献し、。| せて建築に闘 し枇舎の向上に献

身的針ブj を初Il ひっ h める，ＱｴｩＺ Ｑｾｪ ｬ￬ 去人Ａ こ ｬ 本土 ｉｉ 築協合力人今 同 の 近畿防空演初を好機とし てＮ都

-11-) の武装を以て協令官然の使命なりとし 、之が促進に 751まして 、防火防空建築の普及宣倒、

都市計諜の蛾充にうJfめ諸国1の事業 主? 繋策しめるは， Ｇｾｾこ機 Ｓ ・ ＱＺ に適したる ことであって、 拶 ｩ

符の目的力; ょ t 徹底しにこと の一つの現れとして 、非常に喜んで居る次第である。力、 t あ

ってこそ 、我闘若1¥市の防昼に 一新紀疋を剥せんとする此の京義ある近畿防空演脅は . 必す

れ橡期以上の 成 果 引火め得 ることと 信じ邦家の馬民に波枕に tTl へない。

武装都市に閲する入選ポスター

母F f差J t - 洋
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近 畿 防 空 演 習 の 計 量 に 就 い て

第四師閣参謀長

陸 軍 大 佐
井

日

幻

川

目

他

仰
隆

日

正ヨ

明 司 我カ: 閲に於てやj めて防2主演1.7が行は tl 1: のは昭和 3

年の大限防 ｾ出子＿である。笛時我闘では米 ＱｾＧ 防空演争＿

の何物であるかが. 一般に知られて居なかっ7二時代に

於て全閣に先般をつけ. 卒先して防空tJir押を賓施し1=

のは大限である 。此の意味lこ於て六11.更は都市の防空1:

初めて目醒めに先費者である 。

その後昭和 4 年 に名古F君、昭和 6 年に北九州 、昭和

S  年に東京を 中心と せ る闘点地方に於て相夫で {'i 'j k 大

規模な防空前科が質施され 1=のでめる 。

近畿地方に於ては、昭和 7 年神戸及和歌山版下に、

昭和 S 年滋賀j降下等に於て夫れ夫れ局部的に 小規校ーな

防主演脅が蜜施され 1=のであるが 、属地域にT I . り組織的な而も有事の際l直ち に賞用に供し

得 る様な本絡的の防空演初は不幸ドにして未fご曾て賓施され1: ことがない のである。 非常時

局に直面して 、優勢 な| 憐邦本軍の脅威下 に雌されて居 りながら 、防空 に闘する地設 と訓練

とに快陥が ある といふことL t . 間七防術の たから見て . 震に寒心に棋へ子 . 又頗る不安に

感じて居 f: とこ J ちである 。

熱河 J I( lll谷の直前、同地力; 米fご皇軍の子 に制して居なかった頃、承徳を? 占践してん: - 1: 支那

軍は 、我飛行隊の来襲 を? 符戒する 1: め全市に府火管* 1 ] を賓施し、叉最近雄義、総津地方に

蘇闘の飛行機が活躍し1: 時も 、同地方 のt t R:ーは期せす' して;陪火管fhlJ を行った といふこ とで

ある。 これ らの事賓は 、直商せる危険 lこ針して 、之が劃策を誹十 ることは 自然の要求であ

ることを諸明す るものである。 今や緊張せる闘際聞の情勢は幾多の危機を包離し. 卒和の

保障は皐に外交工作のみ に信頼し得さ' るものめ り. 叉駁々 として底 lとする とこ ろなき航空

技術の長足的護主主は 、民の護 1) を益々問 〈する の要を痛感せしむるに至つに。これ今何、

軍部が 、 閥係の官公 Ｑ ， ｾｪ 等 と一 致協力して近畿 防 宰損宅却を寅施す る所以で あ る 。

近畿防空演習の目的 とするとこ ろは 、京阪神三大都市及共附近要地の防衛に闘 し防衛部

隊を訓練す ると共に 、関係官公紙j 、諸国骨普及一般園民の防衛に 闘す る施設 、訓練を向上す

るにめる。今同の演習 に於て、陸軍の各商防衛部隊 も幾多の研究問題を有し、近畿地方の
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特性に隠す る訓練を行ふこと勿論であるが 、 とりわり重要なことは 、演習参加lの各官公開

諮問開及一般図民の防昼に闘する施設訓練の向上である。

M習の地域は第 4 ，第 9，t青山 、及第 16(f iji 管 に 跨 札 大 阪 、 京 都 の 二 府、和歌山 、奈良 、

三章 、滋賀 、幅チl二、兵庫の六! 院に及んで居る。 これを昨年の闘東防宰演習のー府間! 院に比

すれば . 規模の聞大なるこ主に於て我園未曾有の試みであり 、叉腕!東防空演習は太平洋の

みに而し? 二本州一角の地域であっ? このに反し . 今回の前科は本州の 中部を縦断し. 且つ 日

本海及太平洋の南方に面して居る闘係から 、海上に射する防衛に闘し. 幾多の研究問題が

包蔵されて居るのである。

本部'Y1習は単にその地域が腕大なばかりでなく 、演習の内容 に於ても幾多の新機軸を包含

して居るところに本部初の特色があるのである o ｾｰ ち 京阪 地方に於て賓施する軍隊を以て

する 1守備前科、阪神地方に於て行ふ陪海軍の軍需動目前例、大阪務及舞鶴潤に於て質施す

る陪海軍聯合の手手備慣例の如きこれである。

演予干の期 日は、 7 月26 日より 28 日に至る 3 日間 ( 別に 29 日を橡備と す) である こと は既

に公表し1= llli りである。

布令 ｦ 以外に於て行ふ＿賀子ヲの主要なる課目はＮ情報 Ｑｑｪｾ ，防空監視、燈火管制及終報停建、

防ｾ通信Ｎ防護の五つである ｣ 演押の各課問を通じて、本演習の一大特色 ｴ して菰に明陥

に述ペて置き ＱＺ いこ主はＮ今阿の慣習は、純での茶礎ｾ戦時の要求に置き「賓戟本位 ｊ t' 

42J57i として総てを資限的に、総てを本格的に、組てを徹底的 に、買創なる演習を賓施する

ことである。即も 、煙火管 jt; l] に就てその一例ぞ述ぶれば、従来の防空演習に於ては 、率制.

断舶等の運行は非常管制時主臨もこれを平常' のま〉とし、之 lこ何等の制限を加l八ぎること

を以て本則 t し、従って此等の煙火には墜に遮蔽の) l ! R 置を講十るを以て満足して居つ? こ? こ

め燈火の管制が不徹底 lこ終つ? このであるが、 今何の演切に於ては、戦時の要求を基礎とし

て 「資戦本位」の主義に依り澗圏、蘇闇等 lこ於て質施しある如< r絶劉暗黒」 を目標とし

て、向動車は勿論、荷車. 電車等の前! 照燈、信披; 陸、燈台、船舶燈等は特別のもの若干を

除〈の外全部消障することになって居るのである。

軍部に於では 、本部干qt ' 以て我闘の防ー宰上一新紀元を制すべき意気込みで諸般の準備計

整を進めて居る。 j良子千参;11¥の防l係官公簡を叩] め一般問民に於てふ時局t ' iE しく認識し、

防空の重要性を痛感して 、軍部の計霊 iこ呼膝し活 k として研究準備に精進して居られるこ

とは 、本演習の計話者 として主に感謝 tこ塔へない ところである。特に大阪 、治1
1
戸附近の民

間工場主力
2
瞭起して工場防護闘を編成 し、各地図防協合等が防空思想、の普及防護の指導に

献身的努力をな し、 叉は日本建築協舎が都市の武接運動に乗り ，ＧＭｬ ｬ す 等 、 所謂図民防ｾの精

話11
1が徹底 せる現れとして感激に堪へないところである。
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都 市 の

大阪府知事 燦

武 装

Z刀

J 山、

火災は都市の最大脅威である。国家園民の孜 k 1こる

経管が、火災の矯一朝にして焦土と化し. 多数の人命

e. n額の財賀を烏有 lこ射せしめ? こる 事例は茜Tご多い。

か〈て枇舎の向上を阻害し、人心を悪化せしめ. 共の蒙

る有形無形の損害? こるや知るべからさ' るものがある。

かの聞東大地誌に1 ' 1:って起り Tこる 大火災は恐ら く脹

史上の最大火災と いへょう、死者十敷市を算し、損害

五十f . 0:i拾にるが如き荒し想像する? ごに↑ 染然? こらさ。るを

得なし、口本年 三 月の画館大火も亦詑憶に新なるｾであ

る。即ち者11市の最も恐るべきは地震に非十して、依っ

て起る火災で あ り、風害に非十して、烈風時に起る火災である 。火災の原悶と して古来兵

次の1肢は甚Tご少〈ない、戦年てあ る鹿必す・披塞. 堂塔、者I1邑のその厄 に遭遇せるは降史に明

かである。殊に最近航空機の張建に伴ひ都市の燥躍は最 も新らしさ戦法となりしこしか

の敵洲大戦に見るが古川 、 然も大戦後今日迄の飛行機の航行カ、 ｩｦｾ 荷力の設建は更に劃期

的のものあるに於て、今後戦句、と都市の爆般 とは同語? こるべし市して操般に依る都市の

火災は恐ら〈地震 に仲ふ火災に比すべきものと想像し得るであらう。

都市は錠々膨脹 し、共の機能は愈園家的に 重要性を加1へつつあり、都市の災害がその大

きと 重要性に係比するとせば、都市に射する 災害防備は一日 も忽せにするを得ない、貨に

圏雲表的緊要事fこるを思はねばならぬ 、殊に大阪市の如きは工業都市として我閣の死命を制

してゐる 、之が火災防備は閣家的見地よりするも最も重要なるものと 信す' るのである。

今岡Ｎ日本建築協舎に於ては、今夏行はるる近畿防ｾｕｩ￭切を機として、益 製共の 他によ

る都市の災害に劃し、府〈市民の白魔を促 し、叉最も恐るべき火災に劉し防火建築の普及

徹底を期し、以って所謂者11市の武装を賓現せんとする計聾あるを聞き 、誠に時宜に泊した

るものと信する。真〈ば . 一府努力して所期の目的を達成し、此の閣家非常時に際し 、官

民相提技 して、 益々闘家の隆昌 に寄興する鹿あら んことを?。
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近畿防空演習芝大阪市の防護 に就いて

大 阪 市 長

法 皐 博 士
B目

我が園の時局は由民る重大であっ て、 所謂閤際維酬のJ 1 ' . i 貼

が、近い将来にあらうことは誰しも考へ得ら れる ことであ

る。そこで、我が図民はー府文武互に其の職分に憾循し 、

衆際各其の業務 に狩・附して、奉園閤維打破に協裁; g 往しな

りればならぬのは勿論であるが . 要は園力の充在と閤防の

整陥とに在って 、イlすれも- ] : 9' 1ータにして出来るものでな〈、

常に心掛くべきことである。

近時. 我が園の各地に於て日本精 lilt 作興の聾が翁然と 興

k 愛園の赤誠{ e ] 妻露 したる園防献金や園防渚耳慣の結成・

防空兵日時の献納等の美智量ド行はれ. 大仮l荷 ・市に於ても、

これらの批撃を陸蹴耳にするのは最も欣快に堪へないことで. これは園民の閥心がーに園

防に集中されてゐる歴然 fこる設協と謂ひ得ら れ る。

この園防に就いて 、先づ第一に考へられる ζ とは兵器の進歩で、 20年前の欧洲大戦嘗時

に比較すると隔世の感がある。就中、特に著しし、強透を遂げにものは航空機であって、天

使の如き卒和の飛鳥と思はれ? こ航空畿が惨虐なる盗聴の武器として行使され、戦線{ e 甚Tご

し〈鏑大し、戦場とは軍人以外の一般園民までが馳駆する慮 fこらしめ、今や陸の竪盈と海

の餓騒のみでは ー閣の安泰は期待する ことが出来な 〈なって 『防空な 〈して国防なし』の

時代に歪つにのは賞に精〈べきことである。

彼の肱例・| 大戦中. 調逸の空襲によって倫敦市民や巴里市民の受りに損害は、J l i i に死傷の

みでなし物質上精神上の打撃は査し莫大なものであったが. 最近外園に於て搭載量15噸

の大爆撃機が完成され、叉航続距離 4，800 粁の優秀機が製作されに と聞き 、四国境海の我

が閣 に到する空襲を察 し、 我が園経済の中心地として戦時財政の心臓部 とも謂ふべき大阪

市の防空 に 想到 す る 時、 誠に傑然 ｦ こｾ ｾ Ｎる を得ないのであ る。

無論、軍部は細心の努力を以て帝園の国防に任 じてゐる のであるから これを論議すべ き

ではな いが. 高 一大限市に敵機の宰舗を受りたと して考へる時. 共の防衛を軍部にのみ委
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して 、どう して長如 1: 1 ) 得ょうか. 軍民協力、官民一致、進ん で防衛に営り防護に任じな

ければならぬ こと は明臼の迎で 、肱米各都市が都市防衛に専念する所以は、決して封岸の

火災j硯することを許さぬものである。

E 然 らば、如何にして都市の室裂を防 ぐかと 云ふ に二つの手段がある口ーは主と して軍 部

に屈する任滋で、 各種防[ 室機闘の性能登輝による 積極的手段であ り、他は要地を侃袋地 lli' i

して敵機襲来の目棋をうたはしめ るのみ ならす¥襲来 による被害を強防料減することで、 Aて

として都 市民の鴬すべき消極的防衛手段である。而して 、これ らは臨機に E庇注世すベき卒?

の訓練 と災 筈害Ｚｾ純 ｆ怒 ｅ 減の兵開的 ｩ準手判 ｩ備結工作を念＿して置かねばならぬ こと は言をを＿汁 ｦ侠夫＿仁こなしい、のであ る 。

今川 、本月下旬 を期 して 4 日 3 1兇に亘って行はれる近畿i坊主演習は、即ち 者IITI-i防衛の重

要 性に ｾＱｾ みて行は れるも ので 、 京阪市 Ｑ ＡＱ 三都市及共附近要地の防街 に Ａ品Ａして防衛部 ｼ歓 を訓練

すると共に、防i係各官公術 、諸闘関及一般官民のl坊耐に附する施設訓練を 向上する凶的を?

有ってゐるのであるが . 軍部、泣に闘係者全開ーが 、非常に熱心に準 備及 E丘施計畳に首つてゐ

られる ことは、 国家としても各都 市としても 欣肢に地へぬところであ るコ一問、者1II Ii の肋-

議機胡は闘係官公情 ・市民 ・防護i生|の三つより成り 、都市の防護金主 として五日前此の自治

的自衛に倹 ＱＺ ねばならない の で、大阪市に於ては大阪防 護 ｉｾ ，ｾｾ 設け 、 各区 には匡防護 ｉｾｩｬ の

下に多〈の防護分ｼ与ｼを設げて、 Ｑ Ｑｉ ｦ 内舎員 、 男女青年間員 、 在郷軍人 、 知人凶問 、 Ａｽｾ生等の

活動及各種工作業務に従ふ工作班の前回j とに待って、 本市の防護に高遺漏な さを期してゐ

るが. 業務は要地要防護物の崎駿 ・遮蔽 ・燈火管i! il J ・交泊 ・通信 ・防1<. ・防ぷ ・救護等} [ . ' (

がしに互 h 市民訓練の至維なことが痛感されるのである。

是に於て 、 更に 一歩ｾ 進めて ＲＵ 製災害 の粧減 に 就し 、て 考 へる時 、 都 市計 註の鍛充 と防火

建築物 の普 及との ＡＺｪｔ 要なことが姉切に思はれる。交通機凶 ・ 道路 ・ 橋梁 ・ 公閥 等カ［ｾき製 時

等に於 いて如何に役立つか 、防火地区防火建築が如何に火災時等に必要かは説明を要せぬ

とこ ろで、現在の大阪市の木造建築物及完成注ヒの都市計5止を省み 、防火地区の』広大と似j

火位築物の普: 及促進は、 者11 ｩ｛ ｩ ｴ￬ 十ｩＡｽの 筑充と共に 大波 市永 ｾの設以筑であ り、 大阪 ｔ ｉｩ 似 ｩ 主 上

の急務であ ると雌信し 、大 いに力を致し度 いと思ふのであ るが. これは全〈技術者 、王i玉I"J

家の卓見 と手腕に頓らなげれば大成 11' ，来ぬものでめる。

然る に、 今回日本建築協合が者11市武装促進浬動を起して 、防火防卓上の重要11TJJ l l i の促匙

に非常に努力されて ゐることは 、賓に感謝に堪へないところで 、私は今次の近畿防主出習

を機と して、各方面が協力 一致、大限市防護の にめ十分なる活動を潟 し、 将来有事の際に

備へら れんこと を只管闘ってゐる次第である。
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都 市 の 護 展 を 堅 買 に ぜ よ

日本建築協合合長

工 皐 博 士
片 問 安

現代都市の特徴は 、人口 の榊加 とその地域の蛾大で

めることは言ふまでもないのであるが . 日佐&t らに人口

の大なる と地域の腕さとのみを以て誇る詳にゆかな

い。むしろその資質の優秀なるこ とが望ましい のであ

る。殊に戦時叉は天災H寺に於ては 、都市の大なるおiぷ

江主的に被害惨Ｎｦ ｾｲｬ ｾｲ が茜 ｦ ごしいのでめるから 、 益々その白

't1の堅"j.: にして防火的のもの? こることを緊要とする。

は米作聞に於りる都市は 、!京JliJ として 、防火建築{ f 以

て充＿こされ、 ＱＩ 、部分又は場ぷの部分 ＱＺ 於て脆ｾ｢Ｎｦ 燃焼Ｇｩ ｴ

の建物が{ f 在 するに過ぎさ' るも、我園の都市は最近改

造されつ〉める部分又は地区制1:&りば 、 その大部分が

ｬ 施 ｪｾ 燃焼貫の木造 建築物 の民 ｬ 却 であって、まことに 危険千部の ｊ 伏引 であると 言ふを 妨げぬ。

之を言ひ換ふれば 、我閣の都市は共大ノj、{f 論ぜす・大慨に於 て天災叉は戦時にi i ' l 過せば .

一朝 にして大惨禍を? 被むるように出来て居るので . 官質的 に見て危険此上もなき存在であ

る。人口の数から叉は地域の大さから見て繁栄凶まりなき大都市 L 若 し非常時の到来を

考ふ るな らば 、過去のその繁祭娠りは徒ら に惨耐力激甚なる分量全噌すべ 〈準備 され?こか

の女n< 思はれる のであ る。

過去の挺 史{ f 播け ，:r 、毛l<: 園都 市の歴史は概ね火災の迎闘であって、 その間夫ひ たる物資

の分量は製げ て算ふるに勝へ子 、人命の損傷さへも少からぬ のであ る。彼の有名 なる明j所

三竿の江戸大火の如き、' L 1 に世界の歴史を通じて空前絶後のものであっ7こ。西暦1666年の

倫技大火は臥洲に於ける昼前絶後の大火災ではあったが 、その焼失区域は明暦の江戸大火

の Ｕ 分の Ｑ にも及 ぱす ｜死 傷者の敢 に於ても我 の十時人の死者を ｾｈ し Ｗ こ るに比すれ ば問題

にならぬ程恒微のものであつに。市して彼に於ては 、共後建築物は大間に於 て不燃 質物を

採用 するよう になったから恐るべき大火は絶無となったのである。這般の肱洲大戦車に際

し. 猫逸飛行機の製濯を受げ? こる こと 数次なり しも 大火災の誕 き闘からは菟がれに こと は

有名 なる 事賓である。 之 に反 し、 若 し我閣の都市が一朝敵飛行機の製般に過へば 、その燐

13 V I I  



夷磁の数個に依り忽ち大火災を起して全域することは明かで あ る、帝都fこる 東京に於 ては

大医火災の復興計霊以来可な り多 〈の建築物が改善さ れ?こ とは言へ 、向 iま其大部分は依然

として脆弱燃焼質の家屋 を以て充? こされて居 るのである。我大阪や京都 、利I戸等に於ては

その比例は更に低率で・あって、 -i;j): J有事の時を想像すれば 、賓に戦。陳に勝へぬので ある。

吾 人は都市の竪賞なる殻展には、 堅牢不燃質の建築物が集凶 となりて、 それ ぞれの地匿

を形成す ること を目棋とし、その賞現を促進せねばならぬと考ふ るのであるが 、本合創立

以来あらゆる機舎を利用してその念要を叫ぴつ〉ある に拘らす¥ その計豊と弘現は遅 k と

して進ま 守、 卒時に於てきへも常に不安を感十 るのである 、況してや非常時を考ふる時は 、

その危険は賓に絶大のものであ る。 今回我京阪市1
1地方を中 心と して防主演習が資

l庖きる〉

に営 仁 我々は更 に一段 と都市全滅の危険を痛感するので 、我園都市の堅官なる存在とそ

の安全な る保護 とに思ひを廻ら し. 官民一致の努力 そその賞現に挑はねばならぬことを両

日昌せ ざるを得な い。
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本 年 の 防 空 演 習 に つ

工 皐 博 士 武

き て

田五

都市防空の必要なるこ t は、非常時日本に取っては、

何事にも先んじて考へて置かな〈てはならないことで

ある。都市建築の 9 tlJ までもが、道路とは名のみの狭

い小路を挟んで平野集して建てこんで居る現在の我邦の

都市の惨献を見て居ると、之れが- J ; l f J戦時に於て敵飛

行除の空襲 を受げたりと仮定して、其結果を献想、して

見るし日{主れもが安閣として枕を高ふして居ることが

州来るで あら うか、近〈は闘東地 主ＧＢ後の大惨 ｹ 状 ｾ目幣

し、最近には上海事鐙後のよ1ri 市何の情況を見? こ日本

人lこは、何を発し置いても非常時園防日本の施設主し

て、 防空施設を最急: 若手事項としな 〈ではならないで

あらう。

図防にも海あり陸あり何れ勝り劣りはあるべき ではないが、今日では、もはや此の卒商

的考察を立開的考察 に進めて来な〈ではならな〈なつに。

地下 の製 ｾｉ きは米 ｦ ｾ Ｇ さ ほど心配はない ことで はあ る が 、世界 各園競ふ て 飛行機航空の研 究

に必死 の努力を Ｑｾｩ けて居る 今日では 、 防空の考へは一日もゆるがせ にすることは出 来な い

こ とは云ふまでもな L、。全〈防空な〈して園防なしとはよ〈も云ふ たも のである。四面環

海の我邦では 、何方からでも強力な飛行機できへあれば、撒時間内 に、園境外から首都の

上空に恐るべき燥聞を持って来ることが出来るのである。

ソピヱツト極東司令官の 1 人が . 大東京は 十数時間の内に出減することは容易であると

成言して居ると云ふことである。 iJ l i 闘から常備飛行機の一部を動員す ることによって、我

邦の中; ! 1 高機闘が数時聞を/ J ¥です' して共機能を中止I: tt 猷せしむる こと が出来 る と、敵に豪語

せしむる ことを得せしむることは残念至極なことではあるが . 静かに顧みて我邦都市の現

況を看るとき 、 此 ｾｩｴｬｦＧ の前では 、 吾人は全 〈一 言 もないと 云はな 〈てはならない。

戦端 ｉｊ 似合 の 長初 の 五 分 間に 、 我邦者 ｛Ｑ 市の上空より焼 ｊｾｾￏｾ の数 十 叉は数百個が終 下し来 り

にりと 想像 して見ると、7 j 三世の兵営は焼かれ、交通機闘は破壊さ れ、市民は極度に iまやか

されて、如何に勇敢然比の我園民 も共士気を担ij_Qせ しめら れることは如何ばかりかと坐ろ

に恐怖の念 に駆られな〈てはならな い。
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都市の大前分が木謹家屋の一大集闘であ り、しかも、共れが通る lこ道な きゃうな特集妖

態に建て連ね られて居る とすれば、如何に精鋭無比の我陸軍k 隊 と難 ト 共 都 市 火 災の救

助 にカを奪はれて、 共闘防カを殺がれる こ とは明 らかなる こと である。

都市金障に渉る 防空考案は 、暫〈 吾 人建築家が注意 しない として も、都市建築に射 す る

防 空考 案 ｦｾ けは 、 如何に し ても 吾 人 建築 家 の責 任主して、市民に先んじて 心 配し、 共 れが

質現に 努 力しな〈ては ならな し、。共最初の出護黙は都市の防火構浩で ある。早急: に都市全

部の建築を防火構誼とすること不可能 としても、共一部を防火地帯 とし、 或は防火道路 と

するごと は出来る筈である。 それ は翠に市民何 人 k k の観念の持ち 方で出現 し得 ることで

ある。2さ製 に聖母 して は、防火建築も高居な るほど下階は安全率 を塙す理窟で ある。之 れに

地下階を添加すれ ば、其階劃( { t 檎す比例と 安全率 とは同比 を持って進むも のであること は

云ふ までもない。

防空営局の方 k の指示せ られ る極 k な僚件に舷じ . 之れに 油/!f!; する 都市建築柿遣を 1 日

も早 〈進めて行かな〈ては、防空軍営局の人々 の努力は 、如何 に大な りと 雌 も、 共効果は

大 して期待 し得な いこ とになるで あら う。

本月 末の防25演習が 、可な り大規模に 官民令 同で京阪前11
1の刊で行はれる こ とになっ f: の

を機舎 として .吾 人建築者は再び都市の防火施設 に深甚の反省をして見な 〈て はならな い。

武装飾市に関する入港ポスター

佳 作二!宿 高 織 成 介
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主幹ひに大阪市の主要なる街路に商

す る建築物は、 高居なる耐火椛逝 と

なっては来て居る が、すぐ共れに接

す る裏町の家屋は殆んど 全部木浩建

築で ある。 如何に 箆固 なる耐火建築

でも、共問問 lこ薪の如き大家屋が櫛

比して居 て、之れが火の海となっ? こ

ときには 、其等耐火建築もどれほど

信頼 し得 るも のか問題で ある。大阪

市以外. 榊戸 、京都、大津、堺市な

どに至つては 、防 火防ZS的見地 より

見て、其者1¥市構成の建物は全 〈も の

にな って居な い。 恐 るペ 〈叉主主心す

べ き極みである 。

本年の防空演習が市民の自売 の上

に、 叉市民の防宰防火建築の認識の

上 に、 一大飛躍 を輿へ られるよ うtこ

切に切 に希望す る次第である 。



都 市 武 装 促 進 に 関 す る 封 策 案

抗日市武装促進

委員曾委員長
池田 寅

il 唆近飛行機の張主主 lこ1' 1，って戦時 iこ際し都市に多} する

安裂の可能性及び共 の方法の如何など〉云ふことに就

ては他に評判lに詑述せられにものが多〈且つ相官に成

<  itfi -fIj せられてゐるやうである . 陥って都ili 武装の極

めて 1必要切' 白に辿れるものなる所以並 lこ之に闘する都

市武棋 の兵 問 ｉ ＧｉＧｾ方法工作等に就ても相首識者、専門家

のli nに於て論議せら れ又研究せ られつ〉め る事rl 1であ

ると考へる ので、 j釘かる 前 提(I'.j にJsする司f杯j :! i立に J Uiw.

的工作等に就ては、今之に ｦｲｬｾ る〉ことを避りて全然之

を省略して 、直に者Ilil j j ft 桜促進に闘する劃l Xi :t 1こ闘し

て一千干して見ゃうと思ふ。

者11市武装の方法は之を分ってことな すこ とが出来る 、印は1 ] 三時に於げる共の根本方法で

あって 、乙は時機に臨んでの腔急: 方法である。共の際金方法に就ては今之を省略 して、根

本方法に就て者慮して見ると. 共の方策は結局卒時に於け る都市計撃の範暗に師納 し得 て、

全然共の方途をー にす るものと言って可な りであ る。要す るに都市武猿 lこ闘する 根本方策

の主要な る部分は端的 に一言以て之を蔽へば 、都市の針火防備に過 ぎね。而して都市の封

火防備は是亦分って二者 とすること が出来 る。即も 共 の第一は若11市を耐 火建築物の集囲?こ

らしむる根本工作であ り. 第二は火災時 lこ於ける 劃際方法として の消防施設の完備である

が、 消防施設は 如何に 之を完備しでも、 極度の大火災に於 ては途 lこ共の用を な さぬ こ とは

近 き過去 に於り る撤去穴の大火 に徴 しでも明なる 事賓でも あるか ら、此の消防施設の完備に

就 ては是亦認に論述すること を符略 して、劃火防備の根本方法?こる都市を耐火建築物を以

て充資する t 云ふ方面のみ に限 ることにする。 駈っ て都市武皇室促進に閲する劃策は詮 じ詰

め ると 、耐火建築物の促進助成 にあると 言つでも 差支な い諜であ る。今共の耐火建築物の

促進助成の方法 に就 て従来論議せ られつつ あるも のを一瞥 す る し 耐火建築物に 針 し

1. 建築設の一部補助

2.  低利資金の融通

3.  家屋挽の減完

等を奉げ ることが出来 る。
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此の中、建築費の一部補助主低利費金の融通に就ては、市街地建築物法の施行せられ? こ

る宮初に於で、防火地医の完備促進に闘して我 k が第一に之を唱導し、内務営局に進言 し

? こことで あって、 共の首時は園庫 に於け る官余裕なきの故を以て殆ど一顧の債なきも の k し

て軽 .k lこ看過せら れ?このであっ?こが、 共の後大正12年に於ける例の閥東大震火災後の帝都

復興の際 ｩ こ蛍って此の 二 方法が匝至急Ｚ的に行はれ、相営の数果ｾ恕げ得たことを見て、他鹿

ながら心悦ばし〈思ふて居る次第である。此の方法は都市が一朝災厄に慌かり 、共の復沓

に際して臆用するは正に油蛍の方法である k 同時に、共の事前に於て強め之を行ひ 、而し

て後起るべき災厄をして出来得る限り 最少限度に止めしむる の方法を執 る方が. 更 lこ賢明

なること明にして其の経費を要するこ主少き のみなら す¥共の数果をして最も大ならしめ

得ること lこ留意しなりればならぬ。随って防火地区の完成に閲しては其の二方法を誼用す

るの必要にして叉最も遁営なる所以は今更ら改めて悲に収 k するの必要なき程明瞭な事柄

であって、刻下唯之を一 日も早〈賀行に移すべき必要の切迫せ ることを言ふ fごりに止.め て

十分であらうと思ふ o 殊 lこ防火地匿な るも のは共の全部が耐火建築物を以て連続充質せら

れて初て防火地区? こるの数果を現すものであって、イ間々に賠在するが如き有棋では全然無

数のもの と言って宜 い。きれば此の方訟を防火地区 iこ誼用するに 就 ては、蕊に 2 - 3 年叉

は 4 - 5 年の極めて短期の期限を定めて、共の期間内に全部木逝建築物に封し共の改造を

命すもるの英断に出づる必要あるものと思ふ。

第三の家屋税の減売に闘する譲論は 、審1;市武猿の方面より見れば. 火災 iこ劃する危険率

の多き木誼建築物に劃して多額の租税を訴し、安全なる建築物に射して之を減菟すること

は、即も耐火建築物の張主主促進に劃して極めて有効誼切なる方法である。唯租税なるも の

は其の本来の性質として成ベ〈負指カの徐裕あるものに劃して高Z容を課 し、 負措カの少き

もの lこ向つては之を低下せん t するのが共の根本義であるが、木話'建築物の所有者必す・負

捨力の少草者にして 、耐火建築物の所有者必す・負描カの多き者な りe Wr 十る こと は叉根本

に於て誤 りである o 1 ) ( : し是は向ほ他の日に於て種k 考究する必要があらう t 思 ふので 、此

の事は是以上蒐に論議するこ t はがI < . 保留する 。而して之 に代る べき ものとして今悲 lこ提

築せん とする 事柄は 、恰も火災保険の料金蔀が耐火恩築物に笠} して低〈、木浩建築物に針

して比較的高原なる事官 lこ割問し、叉火災の割膝施設 t して消防機関の必要なる根本義に

: 立問l して之 を一考して見る じ 1666年のロン ドン大火の以後 lこ於けるロンドン ili 内の木遣

建築物を禁止し? こる lこ鑑みて 、ぞれより 270 年徐を経? こる今日 lこ於て今倫ほ 重要都市が全

然木逝建築物を以て充満せら れある哀れなる教園の獄態に想至IJ して、我園の主要都市も全

部耐火建遊物を以て充? こさるべきを以て原則となす必要のある ことは殆 ど之を論議す るま

でもなき事柄である c If住之 lこ要する経費のl I l }i より して、 我閣に於ては所謂六大都市を首め

其の他の重要都市に於 てすら之を敢行し得ざるの幼稚なる !U;態に在るのであるが 、主i!. 立や

るに 、一二の例外剖徐げば、消防設備なるものは* 誼建築物在るが故に之を必要とし、又
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之に要する多大の経費を支出せねばならぬのであっ て、 若し都市全部より木造建築物を悉

〈 緋除し 、 耐火建築物を以て之を充宜し得 Ｑ］ ならば 、 共の ｊ 白防設備並に之に要する経ｾｾは

今日のまf I ＼大なるを要しないであらう。斯〈観じ Ｊれば 、消防設備並に之に 要 する 経 Ｑ ｾ は

木逝建築物の存するが震に之を必要とするのであるから 、随って共の経費は嘗然木造建築

物の所有者が負出すべき性質のもの なり と断定して :zlfo: /ii iJ ないと信子る。 1合も前述の火災保

険料慈の女nき桝l係にあるものと見て可ならんか、叉者'1li/i 計笠に於ては道路敷設共の他の場

合に受主主者負拾の忌n税組定があるが、是は受益者にめらさ' るが一種の危険者負担と見て、

都市に於ける消防ｾｾは之を別途 ｆｈ 十の主 ｮｾ 立前とし火災に針し最も危険率多き木迅建築物

の所 有脊に劃して家 屋 税 以 外に特に消防 Ｑｾ 用 の負訴をｾｾ ｾぜしむる 方 法に就て考慮をＱＧ ＩＱ｜ って

見る: 必要を認める。

1MI ま次に一案として考慮を? 要する事頃は 、現行市街地建築物法に於ては木造悠築吻と| 耐

火建築物との聞に高さの制限以外建築主をして何等木遣を排して| 耐火構造に向はしめんと

するが如き進歩的叉は促進的方策の加味せられき' るを遺憾とする。或論者は翠に建築物と

しての製術的方商よりのみ論じて、木造と耐火構造との聞に相営の差異 を附することを臨

時する者もあるが、都市計霊の大局より之を見る時は、都市武装の政策等を此の法律に取

入るることは必十しも無謀のことにあらすると考へる。即ち建築行政 も猫ほ一つの行政でめ

る 以上は 、之に祉舎的 政策或は促進的政策等の 如ｾ或磁の政策を加味することは 決し て不

令理 に あらゴるのみなら子、 ＱｾＱＮ ろ最 も必要なることと思ふ。市街地建築物法は単なる建築

感の法律にあらざることに想ひ到るべきである。仇も建築主をして木造建築物を排し、耐

火建築物にすることを寧ろ有利なりとするの観念を懐かしめる方法に就て大に考究する必

要があると思ふ ，共の一例を事ぐれば . 室地;tl] 限の如きも 、地域に依つての 差別こそめれ

木浩建築物も耐火建築物も之を同等に取倣って居るが、。f: し之を能〈考慮すれば、火災に

劃する防備の方商共他より見て、耐火建築物に比し木造建築物がより多大の空地を有ーする

こと の必要に して、叉それが極めて合理的なることを思はしめる。換言すれば同 一敷地内

に於て木造建築物は耐火建築物に比して多大の空地を要するの制限みりとせば、共の建築

面筏の利用叉は延商債の利用の方面より考慮して 、建築主は進んで木造建築物を排して 、耐

火建築物を係る に至るべきであら う3 叉階数の制限に於ても木造建築物は二階迄に峡 ド

且屋階 を設〈る ことを禁止するが如き 、高さの方面に闘する制限をー居厳重 にせば、同一

敷地の利用上よりも営然耐火建築物の有利なることに気づかしめるでゐらう 。而して前述

の第一第二の方法、即ち建築費の柿助並 に低利責金融通の方法を之 に併せ行はしめたなら

ば . 都市に於げる建築主は翁然と して木造建築物を来て〉 、耐火建築物に向 ふて走り来 る

であら うことを疑は ない。

斯〈して都市を安全なる耐火建築物の集圏 fこらしめ‘ 主主に於て棋本的に都市の武装を完

成し得 るに至るであ らうと 信十る。
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都 市 の 武 装 構 築 に 就 い て

都市武装促進委員合

副 委 員 長
?皮 江

J悌 夫

都市の安率幸幅の矯め並に衛生保健、交通運輸、公

園芸地、港湾運河 、街路街匡の整備、不良地区の改善、

美観地匿の維持など〉云ふ都市金悼の考慮を排ふ見地

から . 都市改善運動並 に都市計聾等の事業が大正年聞

に唱導せられて 、着 k 我園者'11市の進歩殻達が促進せら

れつ〉あっ? こが、聞東の大出火災を一期黙 とし て幾多

の賓物教訓を切置に味はつ7こ闘係から 、各都市 とも其

の賓績に徴し更に考究調査に若宮なる努カを惜まな〈

なっ? このである。就中都市の災害の最 も大なるものと

して、 出火災に劃する平時の用芯: 或は畳悟叉は研究の

上に於て、都市の市街地建築物は 、耐火構造にすべき

ものであると云ふ主張を我が建築協舎は常に機舎ある毎に唱道して居つ? このであるが 、都

市の災害が関東山火災のやうに極端なる誼例を頗殻する場合には、都市防火の問題は市民

の頭を離れす・に 、識者の注宣告? 喚起しつ〉あつに。然れども 、比較的災害の無い数年間金

詮って来 ると、 何時か是等の問題は鰹 k に看過せられ. 最近函館の災害が徐りに剥著であ

った誌に 、識者並に都市の研究家の好題目となり 、我閣の各都市 に向って畿多の野告注意

が促され てゐるのである。都市の建築をして其の大部分を |耐火的ならしむるには 、経掛的 、

財政的幾多の要件が揃はなりれば 、共の将来の理; 旬、ま で到達 するには 、向ほ 50 年 100 年

の日子が要 る ものと考へなげればならぬ。

徳川時代に於ける大阪は幕府の直轄地であって、城代の管迎! 下に世かれに 3UO年間の歴

史を見ても 、時々頗設する大火の経験 に鑑み 、早 〈より土離迭の建築を奨附j し. 筒術の重

要なる辻々の建物は特に法令を以て共の賞時に於げる耐火構造にす ること を奨lfJi lJ し、次い

で重要なる船場 . 島之内の虫nき商庖櫛比の IsT k に も耐火的土議遣を奨励し. 叉-lfi i耐火的

土蔵の建設に市民が努力 しに。こ の結果. 賀永の大医並に安政の大震の際に於ても 建築の

其の嘗時に於りる耐火的設備の努力其の甲斐あ って、 江戸に 於げ るが如き地震に伴ふ大火

災は起らなかったのであ るの是は主 として、 土蔵造建築の徹底的推奨 と其の建設に努 力し

に過 去 の大阪 市 民の前後 ｾ ｏ ｏ 年 に 亘 る 皆 ｫ 苦心 の結果 で あ ると 考 へられる。是等過 去 の土
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戴浩建築並に土蔵は其の営時に於ける耐火的構造であるが 、今日の進歩せる時代から見る

L 甚にお粗末な B坊主である と云は なりればな らぬ。 然 も兎に角過去の大阪市民が特に建

築に劃して有効に金を利用 することを忘れ なかっ?こ一例であ る。

斯かる見地から見 る し 今日の大阪は共の財力と 共のJJ0脹力 、並に共の進歩的強民力か

ら見て 、者Ili li 全部! に亙る防火的建築と云ふ都市防訟の霊策は共の宜績に於て柄ほ前途泣述

の感があるのを遺憾とする。

今日 の都市は出火災に針して の防護のみならする . 世J¥L の進歩 lこ1' 1' っていつ何時非常時に

於げる 敵機製来の裂 なしとすることは/ 1 '， 来ないので 、縦令地主H的に絶句 の天険に， lj 似せる

我岡 ｕｩｦｾ｢ ，故 Ｊｦｩ 文化 の 利総を以て 裂 はれにならば 、 は 初 Ａ大戦 の ｼ療に於げるパ リー 市及び

ロンドン iii の如1¥敵機のL従来を袋って 、: 以蝉叉は焼夷抑或はぷ瓦Wi 叫のお見舞を? 絶N に受

げないとは言へない時代となった。

パリ ー市及びロンドン市の室裂 を受げし時代は 、飛行船並に飛行機のまピ幼稚な時代で

あっ 1= けれども 、戦時中 にパ リー rlTは約 300 ii 余11占!の 版 弾 を 袋 れ ロ ン ドン市は 7リO徐11Mの

版怖をお見舞された のであるが . 此等の都市は過去約 300 年間に立つての経営により都市

が防火的建築てホ切皮されて ｪ 計ったがｾに 、どれ ｦ ご り非常時に於りる市民の覚悟の上に役 立

ったかと云ふことは多言を要しない所である 。

制って我閤今日 のiHl rli の' hl] i 引をよよると 、不幸にして| 耐火的建築構造はま fごま に選t. -'dこる

有ぼであって 、 ｉＧｾ広 の ＡｉＡ Ｇ￭Ｎ｜ Ｚｬ￬ ｈ 診断叉は ＱＲｅ 刻 Ｇｲｪｬ の女 ｮ きも のを象ってすら 、 ｾｾの災害の恐 る べ きも

の〉あることは l見 k を要しな い。

我閣の都市が封建時代の峻下 111) としてそれぞれ要害の地鮎に進歩張達を遂げ来つにこと

を顧みる た、 今日の都T I i が世界的非常時に際して 、共 の要筈の地域に熔じて近代的都市の

防護を研究 すること は今日必然の運命か とも 考へられる。 11{主如何にして今日 の者111打を益艇

に依る危険から防護するかと云ふ問題は、消極的に敵機の防禦及防護圃の機敏なる /丹!i J.&

市民の安全逃避等の演忽訓練等にのみ頼ることは出来まいかと考へられる、進んで者I1市建

築の防火的設備の集団を形成 し、現代の文化向上に伴ったる 理想的都市を建設改注す るの

は近代市民の責任であるのみならす¥今日の知識と経験を以てすれば、数百年の長日 )=J ｾ＠

H注としないで も‘ 比較的早 〈共の理想的都市の完成会見得る可能性がある と確信す る。

今や近畿地方 に於りる 大規模の防空演習 に際して深〈大都市の近代的武装設備と 云ふ題

目を研究考慮する時に、都市の基礎的構築に必然的なる重要建造物耐火耐度的ならしむる

事は一日も忽せにすることは出来ないのみならす¥都市改善事業中の重大なる要素として、

都市の諸建築物が} . I < の内容 に於て、共の賓質に於て今一居i深〈考慮の捌はれんことを絶H千
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して己まない衣第であ る、 都市の近代的武装設備とは何であるかと云へば都市の諸建築物

をして耐火耐民的ならしむるにある といひ? こい、乍併これは中 k 大事業であ る、せ めても否

等は、者11市を構成する建築物中特に重要ななる公簡や高級商業の建築築図や. 高居建i i ! t 物、

重要生産工業建造物等に於て特に此の重要見地に立って考慮を抑ふと同時に今日の都市の

中心地置を構成する住宅長屋等の建物を集園建築に改巡し、共の内容の充官を期せなけれ

ばならないかと思ふ。是等重要諸建築物並に諸建造物が今日の進歩せる科書詩的見地から見

て、耐火耐点構造で構成せら れにならば、空襲の非常時に封しでも、卒時の大露火災に劃

しでも 、 是が防護の協 ｾｽｩ となって 、 都市防設の大策を途行することが出来るかと思ふ。仇

も進歩的都市計聾の見地から見て、非常時の防主主砲機や防宰機の毅着所や大なる宰土ι 大

なる級樹地帯、或は大なる生産縁地等が非常時に於て夫 k 必要なる都市防設の重要要素と

なり得る次第であるが、是等は都市の中 心地区 、都市の重要地区の完成と相侠って考へら

れなければならないのであって、都市の重要地区 、都市の中心地区の建造物にして非常時

に射して非常なる不安がめつにならば. 結局共の都市共の ものが大なる不安 にl燥されて居

るも の と考へなげればならぬ o 今日の急; 務は都市の重要地阪の令JlH的 、科製的 、進歩的設

備の完成でなければならないと 信す・る。

".. 2'"2-

武量産者F市に関する入湿ポスター

佳作三席 小 畑 六 不



空 に 封 ず る 都 市 の 備 へ

大阪市建築課長

我関凹周の情態ｾ集ん十るに、我闘が現下関際的危

機に直面して居る事は否めぬ事官である、或る論者は

我園の情勢は1i. 程危機に在らす・となすも「備あれば殆

ふからする」寓ーの複合に具ふる賢明は強ち徒事ではあ

るまい。

目下、明年に於げる軍縮合議の猿備交渉が進められ

つ冶あ る反商lこ於て、 デIJ 聞は孜 k 汲 k として益製問題

に就いて研究し論義し、有事の際の優越植を保持せん

事 に全力を傾注 して居るのが今日の有機である。さて

古来、近時までの戦闘に於ては一切武人に間家の存亡

を一任して、伊良は銑後 lこ於げる戦時経ヂiの保全に任

富 士 岡 重

「

十れば事足れりとせられたるのであつにが. 将来の戦闘に於ては銃後の閑民と雌も更に都

市防空に闘する充分の準備、作業を必要とするに到ったのである。

去る殴m吠戦前に早〈もかの潤逸皇帝のカイゼル日 < ｲ 将来戦に於てはＮｾ裂により開

戦24時聞を出です・して敵洲の敵都市は麿嘘となり肱砂H文明は張に終局密告げんJ e 、而し

て 、 は＿こしてＮその議言の如〈開戦間もな〈英併雨闘の都市は調機空襲のｾめ終に廃嘘に

煮 k e しfこのである。叉彼は戦後和蘭の「ドールン」披の奥深〈に幽閉の身となっ t: 後に

於て も、更 に猿言して回は< r予の議見にては遅〈とも 1937年 には今一度恐るべき大戦が

起こる lこ相違ない、而してそれは僅 k 数日聞か叉は撒時間にして終局主なるでめられ則

ち宣戦布告の同一瞬間に於て飛行機及び飛行舶より成る毘大なる空中戦隊は無線通信に依

っ て 出動を命せＧられ即座に敵の商品ｻＧ￭ｾ瞥破し 、 都市殊に大工業地を破［民する 、 即ち宰 に 堂 ｊ

する戟闘準備なき園家は48時間 にして滅 亡の運命 に陥るベ しJ e . この言や如何なる程度

の誇張なるや、叉亡者の空想、なるやは別とするも、昼裂の戦闘威力を如質に語ったものと

考へて宜からう。

f命敦市民は今日なほ次の如1< 云ふ「昼裂を受げにる経験なき人 k lこ袋製営時の恐怖i! 惑を

説明 する 事は難 し、 昼製 こそ質に言語を超越し? こる或 る種の恐怖 と狼狽 とを伴ふ ものな

ＲＳ ｾ ｖｬｬ＠
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り」と、叉日< r賄来再び2さ製きる h 事あらば倫敦の住民も工業も共に字減するに到らん」

更 に日はく 「臥 ｾ ￬ｈｩ 大戦の記憶は吾人の脳裡より去る事あらんも「ツヱツペリン」 に 依る宰製

の深刻なる記憶は永久に去る事なし」と更に彼等は「古 より 今迄は英図民が海の人? こり し

と同様 に今後は更に昼の人? こるペし」 と云ひ、列閣 に率先して大戦未Tご終ら ざるに園民の

輿論と努力とにより宰軍を潤立せしめ、後更に卒時より防宰の司管ぞ設置し、最近叉市民

は昼艇により死活的の脅威ｾＡＧｉｬＡへられ＿こるを以て監視及字予報の責任を陸軍調自のものと考

へす・と叫ぴ、防宰に閲する地方軍を卒時よ り編成するに 至つ?二。而かも 、こ の悲惨なる経

験 こそ拘に力強き英岡 今 日 の防昼の法礎を築き上げたるものであ る 。ｾ｜に彼れ等市民は

「斯の苦惨を嘗めさ' る他岡民は勝7こして幸か不幸かは一概に断す・べからぎるものあらん」と

語っ て居る 。祭冗' 設 に流れ? こる 1閉めれとも、こ の言動は今日我問 k 民に充分の反省と鞭j主

とを興へるものがあらう。

吾 人は去る 大足災に於 ては以滅的の大都市の惨酬を目鍛するあり 、叉本年の l函館ili の大

火災に於ては死者 2，000 名損特別G:Ull ｾ蒙るものある大惨事を見 Ｗ こりと雌ト現今の設建

せる燥僚機が以上に劣らぬ盤害をｉ￭ｬｾ成し得る事は易 ｫＱ こるものめりと断言される。

がIIk 大戦中の陥術t の持者'11市はFff ど不燃焼都市に近きものであるに反し、我闘の諸都合は

不幸にも木ii! 建築を主府1j として柿築されにる者| 叶i なるが上に 、爆1111の威力は更に大戦営時

より 目費ましき研賞張主主を ｦｦ￰ｩｩＮ 必せる今日に於ては、そのｾｾ告 による被 告・ Ｗ こるや決 して大 淀

火災の比にあらさ' るべしと考へらる o Ｉ う も ＲＰ 旺の特日 ｬ ［ ［ 鹿 ｾｾｲ ｪＡは能＼ 30卒方米以内の如何な

る物轄をも焼き、 ＱＰＰ 卒方米 以内にその効力ｾＺＦＡますの威力を有し 、叉 毒瓦斯弾の Ｖ 噸 ｾ

以て僚に Ｑ 卒方粁の入者を殺害し、掩ｾの不完全なる地区に於ては、その Ｓ 分の Ｑ の毒瓦

斯量を以て能〈人のがi動を阻止せしなる事を得. 更に細菌慨を水源地及河川叉は空中に散

布して倒染病の傍燃をなす等、室朔る天刑病の脅威1= るや思ひ釘l るべきである。従って如

上の威力を有する爆仰を批へて帯同の頭脳? こるべき東京市や産業の心臓地1: O大阪市とを

室製の標的として来らんか、此れ等大都市の破壊は同家機能の中掘を失へるに等しい終

に図箪 の士祭 に闘する ｲ ｩｦｦ ｙｲｙ なから守 、嘗て 究開政府が 、 縞 に、東京市 の水道量の調不 ｅｾ 命

じて消防力の程度を判せe しめにち t 云はれるも叉背かれる事であらう。

ここに於て吾 k 都市民は徒らにおl、手しrて非常・時 を叫ぶのみでは不充分であって、 11: し〈

今日より有事の際の防空方策を樹立 して両全を期 する必要がある、その方策や如何となれ

ば

1. 宰製を未然に ｾｪｩ ぐ事

2. 一旦空襲を受げる に際 して被害の減少に努むる 事

前者は全 〈軍音I1の野プJ に侠っところのもの 、更 に寧J . ( ! ; 一致を以て防Z主将備 に首る事の訓

練にあ り、 後者はこれ全〈都市武装の問題である。



今簡里担に都市式接に;銑て必見を述べて見んに ‘ がPk この古来! こるや甚fご概怠的ではある

が 、 要は宗 興 に備ふるｾめの 計 ｉｬ ￯ｨ ・ の 構築にある の で Ｎ 是を色々 の 方的ーより制 苦笑 し て 結局は

衣の 三項に師するであら う。

防火建築、 IsiJ 柿建築に よる不軌焼者Ili li の構築

2  有'11iIi 交通網の保全

広製防空1機関の設置

Ｈ Ｑ Ｉ は所謂防火 、 日 ｊｪｾ 建築の普及 に あり付 Ｉ Ｈりは都 市計識 の蛾交 に闘する 事項でみ る。

ＱＰ 片蹄建築とは 、 即ち投下煤抑 の ｉｾ ｖＺ 力を ｉ ［ ｉ ｉＮ ｊ ｉ Ｚ するに必要な る 構ｩｊＡｴ法を 考究すべき も の なれ

とも ラld.: 合理的定設な し あ りとす る も頗 る空想的にして反賞用 に 近 し 不 可 能 的の もの

な るが 、 要 するに現在 の技術的見 地より可 能性あ りて 、 市も経 済 的に効よｾｾ 牧 め得る 考築

主? 要するものであるが、可能性ありて; 最も肝要な るは防火建築であって 、則 ち防2:S; {e もカ"

味す る防火建築の普及が願はしきもの である。此の問題は今 日に 11-.ま らす . 者II市永遠の方

策 であって 、今夏事新 しき PIl 題に ては非子。十数年来論者の提唱する所なるに不折1J ・米?ご

しの感あるは此れすらも事終桝上己むを得 F るものと して. 普及貨現の遅 k なるの!tk態に

あるのである。或論者は火災の如l きは 、消防力の充賞を以てすれば. イnJ 等危協なかるべし

との設 をなせども 、是れには l画自由〔の大火がその反需を零げ て居 るのである 。l羽館は焼失戸

数 19，7!i 2 戸、人相: 災人口 101後部入 、死 者 2，000 入、 損害約何百tlHIなり と栴せらる〉が 、l面

倒市の消防機闘にる や我園最阪秀のものと され た るに十七] はらす¥風力の威力の前にはその

延焼. 如何とも防止の方法のなかっ? こ事貨があり. 東京市は大震火災によりて約 70() 高士f

の焼失医域に及 び. 之れが肋・火に際しでも、あまりにも大火の前には消防の能力なし全

〈傍観のJ I : むな きに J I:り 耐融子の猛威 に委ねら れた のである。閃って東京市の復興計需の

樹立 に営って防火地肝: 1 : して約 J 04i i ，OOO :t'F.の凶j積を設定し、更にその地院に於げる地上建

築を防火構造? こらしめ 、 その賞施に於 ては財制上種 k の苦難に打勝ち 、建築助成林式合前t

の設立に よりて. 1主J民一致以って漸 〈今 日のm' 1 裁を具備 するに 歪つにも のであ る。之れを

以て概すもれば . 大22災が却って| 坊火建築達成の劃j 固となり し事は . ある意味に於て幸なり

とも考へ られる。 該助成合祉は費本金 10，000，000 固にして. 更に政府より 60，(J(j 0，UlJ O lil lの

融費を市に下附し 、i b ' より更に営合;1止に融通 し計 70，000，000 関を以て立況に今日の東京-r! i

の商回 向上 に興かつに次第である。

然るに . 今1耐Rって大阪市をはる に‘ 本市は北 lp/cの大火以来何 等上ill に近き災害も艇にる

な し 今日我聞の商工業の 心臓地として人( ，: 1 Ｒ 月 ＱＩ餓肉 、 日本第二仰の大都市となった て欠 ｾ ｊ ｾ

でめるが 、 将来有事を思ひ到るＱｉ ｾＧｦ Ｎ 1i 1S市の安1史上誠に心*I ij き槻が ある。防火地lばの!夜城に

して も、 首大阪市は大j f . 12年 7. Ｉ］ｊ 内 務省令第 ＲＲＷ 蹴ｾ以 て公 示さ れ Ｑ Ｚ る ‘ ｴｦｬ 純防火 地ｼ 平［と

2 6  ，γ11 
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して 中之島及堂島の集剛地主 一枚に堺筋線及都市計華街路1: る御常筋綿を始め ‘ 共他市内 耳，.

要街路の南側各百 聞の建築敷地を指定され 、乙種防火地l長 t し.c此に次 ぐべ き重要路線ω

爾似 ｉｊ 各 ｴｩ ＿ｴＧ指定ｾ tL 1: るも のであっ て此れ等 は結局

ｆＮｾ種防火地位 Ｔ 約 丹同，: -S月丹 卒方米 ( 1  fi3，OOO : 降)

乙種防火 地 ｾ Ifi4，Ol :i 卒方 米 ( 47，000 坪 ノ

以上のI地也E医t合 計2却0鳥

誠 に{似泌均 1たミる ものめりh、J似}児t んや防火建築の建築さ れめる 1数段に於 ては千有徐 に過 ささざ， るロ吋Hし.  

漸 t 大! 阪仮騨前繋理事事. 業によりて約 7，1川00 徐坪のの 4集長闘防火士地也医をを「得んも. 貧弱なる黙に於

ては1nJ 等異らないのでめる ω 成鑑速から す・凶館の大火の教ふる所よりするも‘ 貨に防空0)

見地 よりするも一 日も 速か に木 市 に防火地l輔の増設 をなし‘ 高金の} j 策を樹立する 44の告さ.

苦労 なら んと忠 ｭ するも の である 。 我 ｫ は都市建築を ー タ Ｇｊｾｽｪ 火建ｴｬＡ物 ｦＺ らしむ べしとのま Ｑ ＱＡ Ｎ 剤

治者に非さ' るも . 到 底今 日の大阪市の情態をJ ' J ， T . 将来有事に安全なり左謂ふを得き' 毛主裂

は{nJ 人も説、u ' る左ころなもん。

初Pk 火災とは車にその務火家照の災三さのみにみらす・して 、 その延焼蛾大の成るべきにあ

り‘ 因て路線防火地! 阪はー閤敷地 . - 1副会lJ 匂i こ共の} 判長老に沿ひて之を設り、延焼をーlκ 刑

制に Ir. めん事が最 も賞行可能の策1こりと考ふるものである。而して . 更に闘下の建築高さ

ω最低限度は障に美槻上の;賞味より設げる ものに過ぎゴれども、者11市保安の見地に立っ て

防火 0) 白的 による 最低制限を設定する1 ftが更に令法的なりと 思'ttI' するのである し/ りも建築

物法第 1: - 1僚及 同施行令第 11僚を 適用し 、更に市街地建築物法泌行組員IJ 第 1:1fi 僚 の 、地方持

' 宵は防火地院内に在る皇室築物に剛し本令の組定の外火災T制点上必要な る命令を殻し3くは底

分? t ' なす事を得 る. との僚 T民営以て 、現在目貫の大路線開似IJ の防火地区 なりとも . 建築直i

0) 肢併限度ーを定むる 主事力 2必要であると考へらるる次第でめる 。元 よ れ 事 経 費 に闘し建勢;

キ Ｑ Ａ ＱｉｊＧ ＩＩ 見 地に立て ば Ｎ その笠現は相営の問 ｾＴｾ なりと雌 もＮ高所に 立ち て 都市将来の安ｩＮ［ｦＮ (e 

考」、ろ時 は 、決して不合開ならざ るべしと信十。願〈は寄人協 力、以て安全なる者11市構築

ＰＩ 建成 に努力致す ぺ きでゐる ω 更 に 望むら ｴ は 、 防 空 建築に針する 汚慮 ｊ 士 、 事長 瓦第ｾに劃 す

る防衛l k . び府火管命IJ 時の燈火の漏洩隠蔽の矯めには建物開孔の設備遁首なる ものが事求さ

れ. 更に信号1 - . に於ても i直営な る遮 蔽方法が講 ザ しるべ 手でゐらう。

次 lこ避難設備と して最も安全とせらる 〉は地 下室の利用に あり 、既存の士山階附耐火 i附誕

生主築物は非常時の避難所に充嘗せらる べ し 因 て そ の避難上 の性能につき強め充分調夜の

安め り、 且叉将来の建築に於ても向上の目的の矯めには. 成 るロi J ¥ 1耐火建築は地階の設世

の充分なる事が宅まい、のである。倫避難所と しては更 に公園 、維土也が める。是は勿論屋

外なれば主主瓦斯悌の場合に於て何等安全ならざる も. 早詩集避難の緩和地帯としては芳分司j



果めれ大阪市内に現存する公闘は組数鮒ケ所、総面積 108 高卒方米であるが . 近〈本市

の第二次都市計聾事業が質施せらる〉に於ては. 公園出 ケ所、ノj 、公国13ケ所、公国道路 12

線が初lへ られ. 向市の帰l阿部に新設せらる、強定の各土地I亘書リ撃現組合地内の公園が. 約

ＱＩ Ｐ ケ所ある ｩ こより此 等を ， 合す れば、 その総数は ｬ 川ｾ起へ 純商積も約 Ｘ ， Ｒ￶Ｒ ， ＱＱＰｾ 卒方米に

及ぶ見込みである。大阪市の人口刈り l崎を後想するも市民 1 入賞り公闘泊1績は約 2. 76卒方

米となり 、鈴程 j : 1. 1-: 0) 目的に添ふ ベ し左思考 される のイI:l tノ「口 ンド ンー| の「カウ ンチ ーカ

ウンシ JL . _ I の民域内には R( l ( l 蔦坪の公園と線地あり . たロンドンのl r . i 域による時は. それ

h; 1  ， ｾｉ ｦ＾Ｑｬ寓坪となる。情聴ってＮ "4t  ( 京市の筏興事業後の公国1 - i 4R，Il(l 11 坪に比するも. 常犬阪

市ω線地帯は j豊かに僅少である。望むらくは術ー・居ω禿貨を閉すべきであり. Ｎ ｾ にそ の分

合 ｪｾ 見るも者 Ｑ Ｑ 心に於てはＮ七地利用の閥係上誠に分ギ ｉｪ 捕にして ｊＧｉ ・ しく主主物の地下室を以て

よれに充営せしなるに如 lカ・十。更 lこ是等縁地帯に油嘗なる地下避難所の設置は 、 父必要な

るべ〈そ の官現を去を む ｉ ｬ ＺＹＨｾｾ ［ ｾである。更 にＷＱ＼ Ｑ 百遮蔽の問題は水路の多き営大阪市 に於てはＮ

特に必要なるも ω でＮかの ｉ ｾ 県 ｬｕＩ セーヌ ｍＮ ロン ド ンのテームス ｍ はＭＭＭｉ｣戦昔時空襲 に 際し Ｎ

夜中に於てすらその光とを' : ' 1: どりて各都市の空襲を這うし? こる次第で 、巴里に於てもそ の

附近に於( r t るセーヌ何周 I泊賠と同型の屈曲貼を儒接して . f誌の巴里市土見へ るべきものを

i宣つにのであるが . 此ω主! 日き場合に

!伶 τ. 設t，告遮織を併用する時は更に

Ｒ 美保協 Ｑ 摘 の ｾめ ＱＺ は安 ｪ 凡さあり ｫ 棉ぜ

られる υ

営大阪市 l二於ては防宰i貨包そ山他

ｊｫ 道防誰Ｎ港 ｩｦｾｾｪｪ 護 、 時火管制等の

消Ｍ費に充てん力［ｾめに ＲＰ 数［ＵＧ ｴｾ Ｑ を計

上し? こるも のであるが. . i s t に完全な

る防主主施設の矯めには並 k ならぬ賛

同を妥す ベ 〈、技術ー卜:O).';;!. 地のみよ

りするも到底 1 市 1 11川を以て満足な

る効果は牧め難し' 配敬〈準闘一致

ケ以で I広場製産の心臓 fこる首六阪市

今充分安全に訴ーの場合 と雌もそ の

機能活動に危' 1 ' 具なか らしめざる方法

智識す 〈き哀を望むも ρ であ る内 6匙

E冨

都市武畿に ｾＡｉ する入選ポスター

佳作四 n?J' il:i;袋 詰長術量t
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武 装 都 市

都市計遊大阪地方

委 員 合 技 師

の

，鳥

都 市 と 空 襲

建

井-

す L

Hえ

は洲大戦後今やー1.イず飴年 . そのt Hlに於て航益機の設建込

沙は全〈滋呉の限りであって 、出掛威力は1: ，攻洲大戦絡;l;f，1，JtJ: 1

の もωと比し恐 らく数1ft; して 1，1るとエへょう . 9t にそ の行

Ｑ￬ ｦｊ￭｝ Ｈｾ ｬ ｪ ｾ ｴｊは日 一 円と 拡大さ れ、 我が同の合 ｦｉ草 地迎 ｈ 的ｸ［弘は叫

に六 三 ド減 ｬｾ ｊ し 、 最 ＱＱ 主海洋 の ｦｊｊ ｾ 山として 安 ｦＲ ω Ｇ Ｇｴ Ｇ［ を丘って ｬ ､

る諜には行かな〈なつ t: 。 今後の 1! lQ' { l には宵: 椛と I.t J

ｬ ト＿に我々 の ｕ 向上 ｬ こ敵同 Ｑ Ｑ ｾ 行機の出 Ｍ ￬Ｇ ［Ｚ を Ｑ ＱＱ｝く ものと Ｇ 白ｼ仰すな

げればなるまい 、我 が 空 軍 がJ 二治(，，': ｾ Ｙ Ｑ￮ ｨｴｾ｜ したように、大

取して Ｈ ＮＨＱ 皮の 航百三機 ｴｬｾ 燥地主ｾ ＨＱＩたｴｈｾし完 令 に ［ｴｴｬｊ 安材 Ｑｩｾ Ｑｩ佐保すれ

Lf，Ii 'J題 は な い が 、依 り に 我問の航2・守勢力が敵同に芭l抗するとも現今の防Z号機闘では 、障々

な る 両度 、方向よ り Ｊ損 する敵 機ケ完全に抑 止すること はＣＮ燃であって 、 ｦ 放の 小 数械はｾ、

すや防百三制を失似して J災ひか〉 るも のと '陀 lf tせなければな らぬ コ 爆 "!I空機が一度背|叶i

0) 上主主に撤はれたとしたな らは' 共符Ili l: ，¥はイIIJ 人にも悲! 像に刻H ないで めらう 、都 市;桜 悦 こ

Ｑ Ｑ ， な残 忍非 道の 行 筋は Ｓ 止と めるま いＮ附 倒的 ， ￯ｑ 両 ｌ に於て Ｈ ｩ Ｚｴ［Ｇヰ ｊｊ 起 によって 幾多無主主のｽ｛ｬｊｾ j ; (子・に

刈る まで Ｎ 一 ｪ 車爆投 ｅＮ 毒殺 の 惨似 の 以りを諜し Ｎ 生き乍らの併［斜地ｾ，誌を現，ＧＯＧ ， し 仁、 然 し ｍ

ｴ 州各同 Ｇ ｘＧｾ di の建築物は純、ぺて| 耐火tWi s であっ たカ・ら 、悔恨を? 受けても火災の設予1" も少 し

被害は ｊ，［Ｉ 部的で憤んに の であるが Ｎ 我が問 ｘｉｉ バ ｛ の 虫ｦｉｾイミ ｩ￟ 家屈の集 ｩｾ ， Ｈ Ｑ ではＮ 一 度安楽ｾ受

くるとせば忽 tう各所に火 災を起 し. jI} ぴ附京大炭火災、 IP制的・大火 災の惨献を現1 - '1す る止は

火金 ＱＱ 作るよりも ｬ り ｪ らカＧである Ｎ 今絞 ， Ｇｩｈ の 場合を ｾｩ 象 ｴｈ ｬ せば Ｎ さしも栄訴を 誇 った大都 市も Ｑ 以 ［

時 liJ l ｾ出ですして焦土と化し 、 幾十誌の子 ｫ 援を ｔ Ｗｕ 失す る やも百十 り ［ＩＺ ＱＱ れ ないのである。

貨に六 ｘＧ ｾ Ifi は岡の 心臓部である . 政治経済の中1W; であると同時にL f ( ' ，'，;' 工業の似7心地でめ

るから忽ち戦闘 力 の ｩ 政上主峨 械 を来し 、 日ー つ ｾｩ 耐 に 艇 はれたる Ｇ ､ｩｬ ＨＺ の促飢 と 符 ｪ 点は 、 ｪ 盆 に椛

φ 利益偵を不可能なら しひる 場令なしと云ひ難いのである 、 近 Ｔ 代Ａ，Ｇ ｵＮｾ は ｊＺｾＧ ， ｰＺ のみ に よ って 勝 負

をも決 すると云 ふのは 、 同家中 制 ｾｾ機酬の ［ 爆穫にあ る のである 、 恐ら〈人類 ｉ ｾｾ 下の Ｑｍ 色せさ Ｇ

る出n . 兵部の発達と共に将米経 k 荷1¥fli出i I 供と云 ふ 天 人共に許さ V るM行のJ ' j i ( 行せ らる 〉

もの と見なげればならぬ p 故に吾人は7象め者11I! i防護の3立を講じ被害を減少す る矯め



1: 高官市計蓑並に都rli の建築を防火. 防空的に改境賞行 する ι が、我 々に謀せ られ fこる刻ド

の重大なる問題でめる . 是れが武援改造の急務は . 恰も防空機酬の装備改革主投行に施行

せ らるべき閤家的重要なる施設と考へ らる 〉に到つ 1: のである。

都市のを興 に は防益［ｲ ｬ ｾ 行除及高射砲除ｾ以て積械的 に 判舷す る のが最 上 の策であり 、 父

似りに益袋を受げ にならば如何な る措置をなすべきか . 平時に於て; 股火管市11. 消火消毒の

鞍備. 避難救護、?予備 、交通の統制等消極的防益法の訓練は重要の事であ るo 然れ ども欧

米都市と異り我が園者11市は主主辿に針してはそた〈 の無防備であって. 到底か〉る防益法を以

て ｊ ＮｴＡＺれりとする課には行かぬＮ進んで ｾ Ｉｪ Ｚｫ ｾＩｪ 告の 建築物 普 及に過進し、高官市向慢の武敏村長

築の安!成 !t' .，1十らな りればな らぬのである 。

2 武 装 都 市 の 建 設 封 策

占11 ､ ｪ 向慨を武猿楠築しＮ 之 れに偵 ｩ 械的 ［ 反消極的肋空法を＿攻究す る ならば恐らく被筈 ｾ ｊ 司

郎的に減少し火災 の 延焼を阻止す べ きである、そ の 都市的針策ｾ構ぐれば

( A ) 都市計壷上の封策

( イ) 従来者ｉｉＢ ｦｾｩ 計 妻子 は大都市集中 主 義であって都心を「センタ ー 」 と し てＮ周囲に集闘

Ｈ Ｑ りに 膨 ｊｊ 長すべきも の として、計 費 主ｾ樹 、 Ｇ Ｈ し之を賞行して来＿このであるが Ｎ かくの如〈して

結成 されにる過大都市の弊害は漸失郊外電車並に郊外放射道路の新設及改修 . 争点猿等の交

油機酬の殻逮を似 し. 近時性宅及工場の郊外時間せんとす傾向特に瀬幸子であるから 、此;ti! e

ｦ 凶向ｾ 普 導する矯めＮ急速に過 大 者 ｗ､ｩ の 防衛を根幹とする衛星都市の建設を樹 立 しＮ 郊外

J也に於げる IIIJ 村を開発して大都市と純情上、交通上互に述系統ーを保? こしめ. 町村の問凶

XIIi li 化を計り. 又大都市の刑阿部には現在治ほ都.di 全的[ 僚の過宇は農耕地. 森林地、能畿

地として Ｚ 各地 の 存イドするを以て其 の ｼ付主要なるも の を ｾｩ Ｇｩ ｾ 定して之を永久的に存置せしむる

よう . Xi lTI i 計蓑法改正の上森林地域、農業地域として指定し . 者11市全自ー僚に: f . t して建築雨

前比を縮少し 谷 ｾＱＡｲ の 活動 、 避難 Ｎ ｾＩ ｪ 火等 の 使 ｬ こ Ｑ ｊ ｴ す 。

( 口) 現行性居地域 . 商業地域. 工業地峡等の地域制を改正し作地域の指定目的を徹底;

せしむ・る矯め、用途の異なれる挫築物は地域的に制然と匝分 し. 工場 . 住居. 除'j J苫等の雑

然と混泊二するを許さす . 又市内に散殺せる火薬庫 . 危険契品の製造、貯戴w類は郊外地に

持出せしめ非常時に於げる災害の鎖大金防ぎ . 住居地域の問園化を計 ると 共に各地主主 iこは

級樹I ，lu y . を以て隔離す。ヵ >< の如〈地域的に隔継し、 E 目的の異れる 建築物の混在を許さ V

る結巣工場は工業地域に集合し共同で動力線の地下埋設、共同の避難所の設置〈或は工場

街 の 多数 の悼 Ｎ 突を利用し室 泌 時に特種接置により禁煙を吐出し工場湖Ａｾ迷彩するを得 Ｎ 父

共同して工場建物全部を餓'目・鋭阪張等の軽易なる不燃性とす るし、 有効的に耐火地帯とな

す 等 、 卒時に於け る 各地域別に都市的能率上曾進ｾな す と共に戦時 に 於け る 防昼 、 避熊 Ｎ 防

火ｾ容易なら し め空襲 時 の混￭ￆ ｌ を軒減 す るを得 。
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( ハ ) j首路 、公閣. 殿場等の公共用宰地は我が間都市に於では根め て 少 い 東京 18. %• 

大阪替市の 11. %であ る。之 れを臥米各都市のi l 5%乃至45. %に比し著し〈少ないのである.

故に 幅員大なる 幹線、宇rh助械を縦横に通し更に: 段j伏及放射線を設け . 是等の聞 に統一連系

全保ち更に市中央の Ｕ 密 集地 に於ては 幅員 Ｗｾ ｐ， ｯｮ の間隔に 、 幅 Ｑ 町飴の緑樹帯ｾ以て ［ 絡子

阿に1廷剖し、周間部に到るに従 て紘樹併の間隔を随め . 放射棋を以て郊外地に 連絡 し叉所

々に大公園舎設げ紘樹幣と辿系ｾ保＿ごし む Ｎ即 ち 市中心部に於て 設げら れたる ＶＭＷ Ulf 角

の建築「 ノロック」は周囲に IPIi ¥1  II 汀飴の級樹幣を以て取繰 まれ、 ;Tt: rブ ロック」の中 i 相 二

於て幹，悦街路を交叉せしめ. 幹糾の雨側に補助おii を設し之れにより道路は 6 - 7 IIlf ご止

に線樹帯を横断するを以てぷ瓦均iの滞. 却を防ぎ. 防空機関の活動を充分ならしめ 、全面的

に建築面積の縮少により投ド仰の命中漆を減少し. 維扮I帯は避難所、避難道路. 防 火地帯

等の 用をなきしなると共に 平時には 、市 民の保健 、 街牛 Ｚｾ ｬｦ ｾ に娯楽 の用 に 伏す、 ｊ 止等の縦士也

にはご主主して防火刷樹木、かし. しに. ｾんごじゅ、いてよ、の類を栽植す。

( .:. l  防火地区の大楠暖 と ) { : 急速完成は我が阿部 ili の現i ! kに鑑みて 重姿なる施設でめ

る、 ｘＱｬ￯ 市 ｛ の害 摘を防止す べ き絶 ｾｊ のｾｾは都 市 の建物を防火防本構造 と なすの外はな い 。

都市の筈綱の蹄斎場ｾは火災であること、かの闘東大災火災、近〈は画館大火災は之を

除りに明瞭に詩明 して居るのであ る。我々は此作l点を向費し未然に !t 災酬を防止する 矯' &' J

X1n行の建築物総てをl防火、防本陣j j ! i となきしむるは: f lj ¥惣である が . 百Il ili の現秋に即して向

早であるかも知れぬ. 然し現行の防火地[ ぷは ?宇都市左も' 貨に申諜的の小商債にして. 都計 1

の災害時の防火 には徐りに貧弱であ るD 伏に此1:持急:0) 1待機に 於て防火地阪の大樹i長

け訴を樹立し. 都市の栴築地区を集1#1的に . ｾＩ青 ｬ 閣に於ては縦ｦｊｗに走る怜線又は級樹併 ￭ｽＩ

Ｑ 伺側 を防火士 ｴｬｬｬｮ Ｇￍに指Ｇｩ＿して都市を腕純Ａキ ｼに 民り防火的に ｉ ｊ 、 ｉｾｊ 却し Ｎ火 災ｾ 局部的に 防止 し、

日つ避罪 Ｑ ｾ を安全ならしむに充分なら しめ Ｎ 1利次都市[の全T白i的に施行する計霊と し、同地防- : .

0) 先成は- - Hの急: を要するを以て共促進助成 には 岡家に於て その方策を樹つ ると 共に都市

人の向資金似し進んで KI¥市・全開に| 山火防主主建築の建築をなさしな。

( ホ) 投-F爆怖による 占!l rli の火災の成るべきは云ふを待にない、之れと l，iJ 時に堤防の決

此 による Ｗ ｫ 災をも 考慮し ｍＩｩｾｽＩ 有 ｾｬ￯ｴｩｲ 印・より尚き鹿は堤防の爆設による Ｗｫ 災に備ふる矯堤防

には特に充分の伶章を榔ひ . X 水道断絶の場合に備ふる防火用水利司f[ に飲料7k に闘し7象備

的設備を備八、通信娘、 ｉ 五億屯 力 総 Ｎ等 ＷＩ重要 機胡は地下に ｊＱＱＡ 殺 し、路ｼ白 ｦ 電玲 ー司 ｉ ｩＺｾ尽なる

ものは地下鎖道 と い坑道は非常時 ｏ Ｉ［ｬ［ Ｇ ｾ 著札 所 に供 す の

( 8 )  都市の建築上のお策

(  -1 )  敷地内に建築する建築物の面積は出来る丈少なくし 、敷地内 には 多分の空地を接

して之れに植樹をな し保障の命中Z容を消極的に減十と共に隣家により跳j lをしたる時片の破

等 を防止す C これにより建築面積は縮少せらる〉結果 、極 めてIJ、な る建築敷地の所有者は

計隣 主ヰ円相? きそなる而待に糾 今 1_ ｦ 司常 寓 ｽ 銅賞小商問ｾ右するまヰ同建築となさ し ぜ ｊ ｅ
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線＾＾Ｇｬｉ Ｑｉｊ 暗まをヲ耐持Ｇ的柿 ｩ 生とし、或は 地下 室 ｛ ｻｴＧ設 ｴ る等防きさが ｊ 設備を ｾｬｩ￺ｩ す全容易Ａ ｳＮ ら しめ、土

地ω有効的利用 と都市自悼の機大を防J I-:すO

f ロ) 官公樹、工場は節 目a 建物とすることぞ挫げ 重安部分は之を隔除して特別の防設監

置を施し . 建築物の外廓fjil 及街術 に建並ぶ建築物の壁面は殊に ー・直線 となる こ とを挫り.

色彩 も白色の如き 空 中より目標物とならざるよう建築物の形献及色彩を撰ぴ 、建物の中庭

必至年五斯の冊子湖、及周囲壁岡の破壊さる〉照れあるから 成 るべ t 之を設げないようにする ζ ，

此趣旨から街簡の 「プ ロック J の周囲 に建築物の建，i f ; : ぴ ‘ その中央部に本地 のイf する 悠築

物の配置を防ぐ。

( ハ j 建築材料中鍛筋「コンクリ- I-_J は燥憾の侵徹7J. 爆悦力、焼夷作用等に針し厳

も耐弾力を有することは穂 /.( Ｑ よる賞臓により罷明せられて居るから Ｎ都市 の防火 地 ｉ ＮｆＮｾ内建

築物は館骨織筋 「コンクリー卜 」コくは銀筋 ! コンクリート! 迭とし、現行市街地建築物訟

中の外壁の煉瓦 、石 造、ブ ロック誼にして床、主要J恨の木造なるものは甲種耐火構造より除

手. 建築物を防火防益梢逝となすの外昼製事に備ふ る矯め該法に改i E { t ' カHへ. 下言E趣 F干の

i康項を構造設備として添加すること 。

( a)  甲種防火地| が内 の主主築物は鎖骨鍛筋 I コンクリ ート 」浩又は鍛筋 ーコンクリー 1- _:  

迭 となすこと。

( b)  建築物構活 は版 Ｑ ｾ ＱＮの「シ ョック 」 に耐ふる構造とし、屋根は耐抑的構逝にあ ら さＧ

るも のは塔屋形「 ピラ ミット 」形等とし爆弾を弾〈形Me なすこと 、父爆弾の地上位兵般に

よる被害防止の矯め下府階の壁 を)手 〈すること。

( c )  建築物の設備 に就 ては建物規 模に従ひ地下室 ( 規模大 なる建築は地下 2 階J を設

げ、葱に防護室 を 設 し 屋上 の出入口及 「ヱレベ ータ - J 務は耐蹄構造に注意 し. 下層階

の窓、出入口 は誇瓦斯の似入、 ik蕩 力及破片の作用に耐ふるよ う、銀*'1". 銅入硝子とし入

念工作すること 。

(d)  瓦斯防護室は勿論 、地階 l 階へ の出入口の扉 は瓦斯の侵入に雲I し緊衡なる構造た

し. 非常時には前訟 を取設〈る鼓置とな し完全なる温風装置を附す 、叉地下容は地下数迫

の附近にあるものは相瓦連絡し又地下安は近隣建築物内地下宇ーと連絡せしな。

要するに空中攻鍛に封しては都市の武装は都市計警の摘充 、建築敷地内の本地の蛾大及

防火防ｾ椅迭の建築を主 ｈｉｾ としＮカ ｈ ふ るに建 築物の耐蹄 ｼ 幌、防毒装置の設備 に止まり之に

より爆弾の命中率を減少し. 又燥惨を受〈 る主も被害を局限 し他に 害耐を双 lまさ Y る趣宵

である 、訪り都市の武猿針策は我々の日頃主唱せる都市計聾並 に者11市建築の改警の趣旨を

科 ｾｫ 蹟大強化しにるものに、更に建築物 の 防空的機進及び 設備を添加 ｼし たもの と 見る事力Ｚ

出来る のでめる c
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第 l 表 六 大 都 市 防 火 地 域 原

者j ; 市宇; 地 区 の fifi 別

土 竺 ー|路 線 版 問? |竺 竺 巳

都 市計 ｾｉｾ 域
百分準

荷 主賞

一 一 一 一 一 一 一 一

甲 稀 集 |叫

1， 152，000 

路 線 式
434，000  

-_.・ー

• 京

乙 科 集 WJI 

62，000  
大 i E 14. 4.22 169，0"12，422  1. 04  

(士ド〉

路 線 式
113，α xl  

合 計
1，761，0∞ 

' j 1 利 !.t 剛

路 M. 式 39，r6つ 3，255 

芹: 都

乙. f >l i 日， I哨

4，275  
火 花 11. 12. 1 97.561. 755 0.04 

路 線 式 2，400 350  

千T 首「
45，735  3，605  

甲 級 ｾ＠ I'!i l  

路 線 式 96，420  8，6∞ 

一 一 一 一

大 阪 !.h fwl 
大i E 12.10. 1  Ｈ Ｉｾ ， ＸＶ Ｒ Ｎ ＳＱ＠ 0  0.28  

乙 科

路 線 式 46，560 3. 9句

合 計 199刈 o I  12，550  

ーーー一一一一一，ーーー

甲 稀 I!.l i  I叫

138，000  

路 線 式 5 1. 0∞ 

横 演 I  ，ｬｪ ｾ＠ f¥<1 
大 iE 14.  9.  1  42. γ43. 白S5 0.44 

乙 稀

路 線 式

iコh  音f 189，∞o  

集 問 50，7∞ 

甲 稀

協 級 王t 24，846  2. 428 

中'
戸

乙 稀 11 2長 ｉ ｾｉ ｉ＠
大 i l' . 12.2.11 40，538. 962 0.41 

路 線 式 93，558  7，859  

iロh  
計 169，104  10，287  

一 ー 一 一 一 一

甲 種 ' ;!.R 聞

路 線 式 51 ，240 4，320  

一一一一

名 古 屋

乙 窓1 | 集

関

大i E 12. 7. 1  

49.736. 081  0. 017  

路 線 式 35，340  2，945 

大 正 13ユ15

一 一 一 一一 一 C:i自力日〉

.g. 
言t 86，580 7，265 
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3 .  我が園都市に於ける防火地匡並に大阪に於ける耐火建

築物に 関する朕羽

(  ;f )  六大都市に於りる防火地区の指定は別表に示す如〈である o 東京、横演に於げる

防火地阿ーは大出火災後共経験に鑑みて指定せられにも のである 。

此表 に就て見るに各都市とも防火地匝の商僚は者Ilil.iiH霊F 域の商積に封し鴬〈 ベき 小範

閲である 、殊に大阪に於げる防火地直は東京の同地院に劃 し約 9 分の し 横j賞、紳戸の も

の と殆んど大手堅な い程ノj、商積である。

( 口) 大阪 に於りる防火地阪は指定後12年聞に於て同地匝内 に於て竣J } J した耐火建築物

は第二表の通りである D

第 2 表 大阪防火地区内耐火建築物調査表 〈昭和7 "1球調〉

務i 5) IJ  

防火地区而積

料l 数 建築而桜 百分率 世li 考

( 有効政地〉

甲 や ｾ ｩ 防火 地区 136，041( 坪〉 239 32，326( 刻l ) 23. 07 

指 定 前 10 1綴 11，728坪

指 定 後 138.t車 2)，593坪

1，240主l'指 定 前 21綴

乙柿防火地 区 37，972( 主f ) 44  3，042( 珂l )
6.33  指 定 後

23械 1，8: 2坪

バ口』

苦「
174，013( 主1' ) 283 35，368( 主j l )

即 ち大正 ｬＱ ｾ ｦＭｬ ｏ 月 大阪 防火地 ｷ［Ｚ指定 以後円 ｩ 種防 火 地 区 内には Ｑ Ｒ 箇年間に耐火構造建築物

138 棟建築 され、指定前既存の 101棟 をかlへ 239 椋で ある . 防火地区の全面積に封し 23. %

ｾ充しにのである。 乙 種防火構ｩｔｉに ては 同年聞 に Ｒ Ｓ 棟建築 され既 存の ＲＱ 椋を刻ト合計 ＴＴ 棟

で同地医の 6 %に過ぎな いのであ る、 此 割合 を以て地区内 に建築せらる、とせば甲種防火

地 阪の 完 成 に は 今 後納 Ｕ Ｙ 年 を 要 しＮ乙 種の完成 に は ＲＳＸ 年・ｾ 要する事となるＮ賓に前途遼

速 と云は なげればな らぬ。

(ハ) 大阪都市計葺!? 匡域内に現存 する耐火建築物は第三表に示す遁十である。

第 3 表 大阪都市計垂直域内耐火建築物表( 昭和 7 年末調〉

構
i1旦市 - JJIJ I車 重責 建 築 坪 数 !

611手織筋コ' . / ? リー ト逢 112 36，524 

俄 筋 コ y ク リ ー ト造 1，749 278，069 

煉 冗 主査 1，164 319，676 

石 話量 22 3，319 

昔「
3，045 637，589  

此表に見る如〈耐火建築物の総面積63寓 7 千絵坪は大阪都市計壷匝域の線、面積 6 千 8 百
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大 医 都 千P i主 寸 書 直 士宝え 向

系叙空宇氏物|、鉄骨及含失tG?毘凝工溢/比較表

大隈井1建築古来欄食事干事長F域 えが参集 ヲホ ス、

第
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開高官会主F中共 7 割 5 歩を有効建築敷地面積 とし之れに劃して 12，%であ る。

( ユ) 大ｼ仮都市計聾区域内に年 ｫ 建つ線 、 建 築物 と 鎖骨 ・ 及餓筋「コンク リート 」遣は ｍｾ 凶

表に示す通 bである。

第凶表に見る如〈餓'目'/及鱗j出 「コンクリート 」迭は最近 5 箇年卒均 403 1 * 、共延呼は 11'1'

年の14高 5 千絵坪{ f 最 とし. 最近 5 ヶ年間の平均は 8 寓 7 千 7 百i徐. t ; f である。

( ホ〉 大阪替市内に於げる餓骨、銭筋 「コンクリ ート 」造建物内地下室は下表に示す通

りである。

第 5 表 大 阪醤 rli 内 法筋土今リ雪 ト主 建 築物 の 地 下 室 調 ( 思24)

階 見。 J点 重立 延 坪 It 

地 下 祭 (1 階〉
507 63，264 

同 ( 2 階〉
14 14，910 

同 ( 3 階〕
2  3，590 

計
523  81，765 

大| 仮の新市は地下室{ f 有する建物は殆んど無いから大阪市内には地下室の総面積は 8 {.i!; 

] 千絵呼 と考へてよからう。非常時に際し恨りに此 7 割が避雄所として利用出歩I<iる ものと

し J J:'jO- に針しり人を牧察 し得るものとせば約50;' 勾入を避難せしむることを得。

4 - 東京、横漬雨市に於ける防火地匡並に防火地匡促遁助成

に関する獄死

東京に於りる防火地区は大正 11年 9 月小範閣に於て指定せられにのであっ7こ、地u後 i

年にして大正12年 9 月の大長火災に際金し何の効巣も殻ドli するに 歪らなかっ七、然るに大

時火災の被害の多大であるのに鑑みて特別都市計重委員に於ては 、防火地匿を大概 j長完成

の言十霊を樹立 し、大正14年生月鑓更指定せられにのである o 問委員舎に於ては共議決の際、

似災民の経済的打勝 並 に財界 の不況 にも拘 ら争地区の完成促進を百十るｾめ政府は防火地区

内の建築に釘し柿助金を交附し、且つ低利資金の融通を織すよう希望を附し之を内務大聞

に建議 しに のである 、脳出も 全 〈之れと同じ経路を踏んfごのである o これ により政府は防

火地区建築1 ' 111助金は総額 2，000 前凶を限度とし、大正 13年より向ふ 5 ヶ年間 に支出し之 れ

を交附 することに 議舎の協 ｾｦｴ を経＿このである 、 然るに区劃整理の ｵ 延 、 財政緊縮等の尽め

総額は書きらないが其M助朋聞を昭和 13年 8 月迄更に 10年間之ぞ延期しにのである。

建築補助規ｊｻ ｉｊ の要旨は焼祉士也の防火地匡内 の建物の 外 壁 、 床及 住を ｾｉ 耐火構造 とすると き

床面積 1 坪に付金50凶以内 、建物の外壁 を耐火構造とするとき床面積 l 坪 に付金40回以内.

叉数人共同して建築する建築には更 に床面積 1: 咋に付金25回以内を増加することを得 、即

ち共同建築の場合には Ｑ 坪に付金 Ｗ Ｕ 闘の補助金を支給せられる ｚ お となる、 狛 Ｑ ま地 下 室及刻 ｉｾ
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盤岡上45尺を超ゆ る! ぶには支給しない のである 。 これにより大正14年より昭和 8 年 l U月米

日迄約 ｾＹ 年間に於げる東 京の肋 火地院建築 ＱＱＱ｜ 助金 交 附件数は Ｙ ＹＸ 件、延 坪 数 ＲＰ ｦＭ高飴 ￞ Ａ，Ｍ Ｎ 余

額 940 高飴同l、横簡に於ては同期ti U119 棟 、延1' !，-数 3 高 3 千絵Tl三、金額 133 高 9 千絵闘で

ある、即ち東京では年額平均 100 tl旬以1. 横演 に於ては年額卒均約 14高 飴凶{ f tilisjJ しに・情出

である。

叉一方に於ては焼 ｾ ｬ ｬＺ 地 の防火 地 Ｑ ［ｲ［［Ｚ ｪ～ｊ の 完成を計 る 矯め資本金 ｬ Ｚ［ｦ寓民 Ａ の建築復興株式合

祉を輿し、東京市及捕前i l I l立政Itf より金 6 千高 1(11の低利資金 ( 4 分 2 ) 反) の融通念受り之

を同合i仕資金 として 貸付り 、東京市及横前市の焼失地内に於ける娃物の建築に劃して訓! 以

Ａ以資 、 及建築資金の貸付営 Ｑ Ｑ 的として ， 苫業剖 Ｑ 則合し 、 大 ｪ ｛ｬ Ｔ 年 より昭 和 Ｘ 年 Ｑ Ｒ 月 末 に ｾる

約 !I ヶ年問、東 京に於げる: f t f7j" 決定件数は 77: ) 1'1二. f i H決定住築純、J: '! ，- 数日前 8 千絵上1; . 11' 

付 資余巧 千 6 百10悶i徐似!である 、叉悩dii に於ては同 lりJlm1i 付決定数691' 1". 貸付ー決定住築延

坪 数 1 高 6 千絵ffヘ同金額月百7fl 高似|である。

東京 1: 於りる防火地阪は焼失及非焼失地F王もあり又共内には伴山の官有地等ありて、之

れを以てして 直ち に肋火地阪の妓，%{ f 完成せるかは知 る111 もない が、IJ 災後の部材料騰貨

により建築費 1 坪に到し1i1l助金の交附制は少し 〈少ない様にも 思はれ又政}{f よ り融過を受

付1: 低利資金の利子¥4 分 2 IfJ : (は首I侍の金利として は倒めて低率であっ? こが . 今 日では一般

財界 は低 利となった ｾめ 、 ＿Ｒ［ 合 ｊ 仕上 の 位業 ｩｕ 、態は漁民 ｽｪ のｽ，Ａ ｈ｝ ｩ ｻｦ恕ぐるを ｾＱ ＧｊＮなかっ ＱＺ が 、 ｼ山火

地 1a王内建築物に111i 助金の交附、i!-: に Ｑｊｾ 利 資金の融通は東京防火地 ｌｲＺ ｬ Ｎ の完成 に蒋し き功 Ｊｬｩ {f棋

げにと云はなりればならぬ。

5 結 ー=-
一口

張主同極 東司令官「プリウヘル」将"Ji:は虎耐l此々 、東方日本 を惜して;以jrii の日噸もめれば

之{ f ii'( 減せしむるに充分であると栄訴して )，，_i るのも 、我間々防の重大欠Wd二る者|叶i の木造

家 屋の集 ｉ ｾｩ ｬ { f 主主興し. 問の中縮機閥 . 一枚に軍需工業{ f I!山政 して勝を 一翠 に決せんとする の

であらう、我 が 園 者 ｉｬ￯ ｬｩ の防火 、 ｉｖｩ 益的施設は前 に述 べ ＱＺ 如 Ｑ ＼ 側めて貧弱であって始んど現Ａｾ

ｼ 坊 怖と 云ふ 情態である、貨に 問土防衛の亜大な る欠 陥は都市の木造家屋の集 ｉ｜ｉ ， ｾに ある と 云

ふぺきである。

この時にあ? こり 組問 日本指却の第一線 にある我々都合人は この合成 を 肉 質 い 宮 民 相 批

へて者11市計聾の鏑充 、:，ii ，:に肋・火、防主主建築物の普及促進に池辺; し、こ の間Il 右上の欠陥 1: る

都市自悼の防護施設の完成を期せねばなら ぬ。
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犬 火 に 封 す る 都 市 の 防 備

大阪府建築課長 中 津 ; 滅
，r

、
‘
，

一u

h

円

ｲＱｩｴ 全なる精 Ｑ ＧＱＯＱ Ｏ は強他なる身ｾｾに杭る」占 ｉｬ￯ｬｩ も常に斯

U) 如 〈で ある。

然らぱ強fi l l : なる者Ili li とは何 ぞや。あらゆる災害に打

ち勝ち 、之にlnえ得る者11市? こること才ーである。

I見今我固といはす¥世外各問者11市に於りる者Ili ! i 計霊

は、都市の統制ある機榔、合理的なる構築に向つであ

らゆる施設を進めてゐる。 川注地以iljl J、容積地域{ f ; 1] ， 

等比 k 皆然り。恰も成育しつつある青少年の或は' 丹tIi 与

を正し、民 ｌ 行ｻｦ良〈し、占も常鑓 ｊ 診なる稜育を ｾￌ 象防する

が如〈である。之と共に肋ー火地区HJ¥J 、或は木iiS建築肋ー

ｊｉ て令 に 似て札者 ＱＱ 市のー ｽｾ ｊ 音 ｪｬ ｘ は全部に針し木迷建築を禁 止し、之に代るに ｬ 耐火建築を以て

するの制度を採用してゐる し之れ即ち者Iliti の災筈に抗し得る最上の施設であって 、強他な

る者11市の建設に於いて必，* J ; { 無二の要件である。合理的なる都市は 、車 に護育の異常なきを

意味 するに止まる Ｎ 更に、加 ｬ ふる ｬ こ ｾｬ￻ｴｩｬｬ なるに非ゴれば、今日都市 ＱＺ るの責特はないので

ある。 都市計警の目的は、世に 正常に して E 強健なる 都市の貨現を期するにあり t いよ、 ベ

〈、かくてあらゆる生産機能はその能力を殻部し得ると共に 、安んじてその業務佐官み得

るのである。者IIi 打の弊. 枇rr の起は従って逗: 散霧消するに至るであらう。

2  

都市の災害は多種多様であるが 、共の致命的なるものは火災である。若し自| 叶i より火災

を除き得?こと するならば、H百和 7 !4三中、 我園 121 市に於いて、 2，600 s毎回を失はす・して済

むTごであらう つ

今者Ilrl iの火災に依る :回答の例{ f 一瞥すれば

火 災 件 数 | 火 災 の 数 | 久 災 損 害 額人 口

11，676.2α)  

( 128)  

9，143. 100  

( 100)  

2，959 

(135)  

2，186  

( 100)  

3，635  1  18，107. 616 

( 117)  I  ( 212)  

3，120 8，5 18. 0∞ 

〈100) I  ( 100)  

Ｈ ｾｩｩ 利 Ｙ ｻｉｾ Ａ￭ｴ 日 本都 市 年鑑に Ｈｴ＼ る〉
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之を以って見れば、都市に於ける火災件数. 火災戸数は略人口に比例せるに拘ら令、慎

害額は約共の比の 2 傍に首る。恐らし 10(-有者11市と 100 高者1Ifll に在り では、人口 の比例 1ヂ1

10なる に封し. 損害額は 1封 20 e推定する こと が出来る。即ち都市の火災防備は、者! I 市カ;

大なれば大なる丈け、共の必要の切なるを見る 。

更に 、昭和 7 年中の全閣 121 市の損害 2，600 寓困に比し 、本年 3 月 21 日の曲儲大火に依

る 損害は賞に Ｑ Ｓ ， ＰＰＰ 寓 闘であって Ｎ その ＵＱ 書 に 首 る 。更ら に、ｾＩＮ ｾ東大震 火災に 依 る損 害Ｚ

55憶を算するに 至りでは、蓋し桁外れの感なきを得なし、。然も 、これが事賞であつに こと

を思ふ時、都市の火災、特に大火 に劃する防備の最も先決問題? こることを思はさ' るを得な

し、。

消防施設の完備素 より結構で あるの然し乍ら過去の大火の例 に徴す れば、或は地民 . 或

は烈風の局、共の活動意の如〈ならさＧりしことは甚 ｴｾ 多い ｯ 之れーの天災にして 、 決して

消 防の活動不 如 意なり し ｾ火勢力 Ｒ 大となりしとか Ｎ火 勢大なり し 震活動Ｏｊ ［ ＱＱｊ 来ざ りしＮと

かいよ、闘係の問題でな し、。要は大火といふ一つの別個の天災であっ て、 普通の火事ではな

い。普通の火事は 、消防機闘で消 し止め得 るであらう 。然 るに、 之 とは引j に各種の起し 、保

件が重な り合って. 全 〈ーの天災 と隅すべき火災の あることを先つ女11 らねばなら ぬ。

都市の長も恐るべきは大火であって. 大火は天 災 ともい ふぺ 〈普通の火事 とは呉るもの

なることを記憶せねばならぬ。「火事は最初の 5 分間にして消し止めれば大火にはなら似」

とは、大火に劃する認識不足であって、漉薄な類［推佐をを ＿ιｕ 以Ｉ，、つて大火の ｦμｕ 在をを＿虫無Ａ民 ｾ ｉｾ雨刷 礼し＿仁ニ 言Ｚ 口可Ｇ

ゐる。 これ 3を? 無硯すると否とに拘らす十大火なるものは普通の火事とは別{ 自側l的川b川iの存在てで'0めbるU

3  

従う1<: . 大火の) 原因は地誌 、烈sll 等であって、闘東大震火災に 、画簡の大火災に、生々し

き記憶を存してゐる。然るに航宰機の護達は 、隣園よりの空艇を1象め考慮に入れ世〈こと

の悲 しむべき必妥を感す' るに 至つ に。最近の俊秀な る爆般機は 、2 随の;爆弾を積iほして艇

に1，500キ干を往復 しf与るといふ 。1限りに] {1m 25庇の段対墜と すれば8011&1 を積むこ とを 得 ベ 〈、

木造都市に在りでは 、完全に 80{I M所より殻火せしな ること を得るであらう。東京の大火に

在りでは Ul O例所より琵火しにといはれてゐる。恐らく 2 機の飛来することあらば 、東京

の大 火の この鮮を ｾｩＮ 員十 ることなしとせない。この Ｒ 機の ｊｉｾｾ＼Ｚ は 把 裂 に終 ら しめ泣い 。 ゑ ｪ 論

閣防の第一線にある軍部では. 恐ら〈斯の虫n事場令のめり得ない確信があることであらう

し、都市民の訓練 と消防の施設は 、最小限度迄災害をクレ〈す ることが IH米るであ らうが .

然し大火に釣する根本施設がないならば、恰も砂上に楼闘を築 < t 弓川、或は2主意j長りの

域ｾ院 し 得な いといふべきである 。

市して我が大限市の如きは工業都市 として我園の 中按を篤す もの、若し 、服りに此底に

事あらんか. 賞に閤家存亡の危機といふべきであらう。即ち大阪市の如きは軍部に於ける
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「症の譲 り」と共に 、不断に都市自慌を防設し置〈の緊要なるそ痛感し、大火 に劃する根

本施設を用意 し置〈の開策? こり 、市是? こるべきことを高唱するものである。

4  

大火に劃する根本鋭としては、現今世界各闘に採用されつ〉ある木造建築禁止令、並に

防火地区制度による外なし、 。我問現今都市は共のE 大 に過ぐるが故に 、且つ性宅と他のm

注の混在するがt誌に 、木浩建築{ t >全部f禁止する 事は幾多の困難が作ふであらう。 若 し. 将

来 、都市の岡管に依り 、或は地方言十重による中ノj、m) 市への分散を促 して . E 大都市強生の

IllI .JLが可能とならば 、此の司T1こるや易 々たるも のでは なからうか と思はれる。従って、現

今'tf 方面されつ〉ある防火地慌の制度をより徹底せしむるより外に現在道なきは甚ピ遺憾で

あるが然も共の官紡?こる や誠に百年黄河の楕きを待つが女f I <.、 大阪市過去10年間に於ける

防火地ｾの完成情況は 、 下 表の 如 Ｑ <.、 33t ろ大阪市には 防火地IM:1nr : しと栴するを営れりとい

市 令 市 税

争1'(

ＧＯｴ ｾ フ 表

円， 43.80  

18，714.∞o  I 額 へ ! t{l ーノι

へタグーノ， 1 乙 13.80 

事n

第 二 表

防火地凶建築線 完成政卦b K接 す

の長 さ |  位 築 紋 の 長 さ

rl' 3 1，477  I  6，645  

約 キ ロ メ ー ト ル キ ロメ ー トル

乙 12，889 一 一一寸 砺一 一 一 一 一一一一一

手1I キ ロ メ ー ト ル キ ロ メ ー ト ル

ふべ きである。

最近 、大阪鍛道局並 に私設錨迫電'1th

合ni _ t の組めて好ー意あ る理解の下 に. 大

阪市内各高架線に封し. 防火上相官の

施設を篤すことの了解を得て 、着 k 共

の完成を見つつあるは誠に喜ば しいこ

とといはねばならぬ。 これに反し 、月1

に日銭丈りを受取っ 1こに過ぎぬ市内防

火地 ｔｾｩ ， Ｎは、一日も早〈之が 完成を促進

するｾ に、 岡山又は公共闘慨が之 に 布 ｮ 助をすること は 、 宜に営ｻｴ＾得 ｦ こ方策 とい はねばなら

ぬ。現行防火地匝の匝城を姉張するこ とも 甚 t:.' 結構ではあるが . そ の翁には更 に柿助 し之

が宜現を促進するの必要がめらうと思ふ。

大阪市 には 防 火地 区ありや 、 大 火 ｬ こ 針 する根本方策ｾｦＱ何と私は 反問提唱 せきＧるを 得 ない。

都市計誌は都市百年の百十?こ ると共に現賓に即する の要ある は言 を侠fこぬ。 現在の情況を以

てして 、果 して長虫nとして都市の殻展を期し得ら れょうか。如何にしても強健なる都市と

はいひ得な い。百年の青! として甚 だ不足なる防火地区あるも ‘ 現在の防火地阪はな い0 ・

ｗｊｾ ［ｦＮある時如何 に して大火なき事を期待 し 得 るであらうか 。

現下、非常時に於いて、 都市の大火防備の震、少くとも防火地底の扱張並に之が完成 を

促 進せ しなる 策 、 開 設 又は 公共 同 胞の制 ｩ 助の必要を痛感し 、 Ｇ ， ｉｩ 民の 之に劃する 王 Ｇ ｐ Ｎ 解と Ｇｾｾ Ｇｉ 百

の要切な ることを繰 り返し述べて共の貫現を品rr るも のである 。
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夢

都市武装促進委 員令 ノ査

宣 俳 部 長 b

政 金

It しがき 、本自主に は「都市武装のー防7i た

る家械税 j と行」、短 目にて 執 筆 す る 激 定 で

あったが 、共材料 ノJ>Ii J 島がイミ充分であった

ノJ で、是を制愛 し、 J: t. れに 代 る に 此 のr! 歩J

を 以 てし た 、 ＮＩＺＱ［ の Ｇ ｩ Ｇ ｉＧ Ｍ Ｈ ＱＧￌ Ｑ ＧｬＺ ｾＧ、で ある と とｉＮ ｴ

勿論 である。

三丘

ι 1  

慢附しい梅雨も夜オ ｅ から ｬ 時れて今 Ａｾｊ［ｬ は私安 一裂の 虫 ｦｉ

普段み切った安である。

工場の悼突から は悦脊の厳に異色な煙りが益に消へ

て行 〈。

街路には胸{ t ' ｾ Ｑ ｾ って ｩｬｾｪ ｴ￞ーする若人主主力滑れ。電車も、

パスも満員で 、総ては卒和の大阪である。

駒山、午餐 ｾｴ 向し仁和、は、電車で崎北の丘陵 上 に建築しつ〉ある現場を見廻りに ｾ Ｑ＼ｩ ＱＺ 。午

後の休息を了へて工人誌が仕事に掛かる時、フト 私は峠の ウナリに似fこ7まを聞いにので同

を」ーげf て六 rjJ山 の }j { t ' 見ると 、共の中腹には恐ろしい火中1:が上って居る。 山火事かと思ふ

て更に安を見上ると ? ? ? ' ? ?

鴫 の製来 ? 務然? こる fllllt雨佐保つに無数の却1除飛行機 ! 共保育さへ微かな高安 ! ゑj

論日，( )OO メ{ ト J¥. 以上であらう 。其 の故は 1，000 機- 2，000 機 ? ささ { t ' 覆ふて飛んで居る。

その透か下 ｽ ｪ には Ｒ Ｐ 機ばかりの飛行機が縦横に Ｑ ｲ ｾ 行して居る。敵機 ＿ 何問の飛行隊?

未 Ｑｾ Ｇ 何岡とも宣戦全布告し＿こことを聞かなし、。

今各岡聞では軍縮11¥11置で年般の比率1が八ケ間敷論議されては居 るが、共れも戦争を起す

科ではなし、。経例封鎖が却って日本商品の悔外流 ｈ Ｇ ， ｾ誘致して 、 今世界は日本 ｦｵｬｬ の ｉｕｾ 泊 に

717息、11-1: ，官、である。第 i 希に 5民間英同が悲鳴を上げ次で和i捕に及び今共れは草1 1 . . 1 < 合前をして

居る 。而して是等は表面に現はれに重要なる外交問題であるが 、其他世界の各所には是れ

に似 t: 問題カ: 起って居る ことは想像に難〈な い。共等が管罰して各問を して日本に到する

恐怖心を惹起せしめにことであらう。而して共結果は某岡を先頭とし? こ此の聯合軍の不意

の大空襲 ?

先頃の敵洲諸問の元首の1止さたの舎合! ァ、共れが此の… … !

此芳へが私の脳裏に柏訟の様にヒラメイ? ことき私はハット思つに。
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20機ばかりの逆製を物色もせす . 丞の蛙の群はモウ大阪の員上に来1: 。

刺I!-ヨの方は山[ 庄でハツキ リせぬがモウ所 k に悟りが上って居る。大阪方面には毛ウ恐ろ

しい燥穫の音が逮需の様 に聞 え始め た。火焔は所 k から炎へ上る。

彼等が束に向 って旋阿する とき共尾部は 、呆然として居 る私の上 に来1: 。私の立つ前の

谷聞に一つ 、其上部の住宅の上 に一つ、都然 1: ￕ 燥褒が起つ ＱＺ 。我に返っ ＱＺ 私は丘ｾ馳せ

下り、 緋路を走つ ＱＺ が［ｾはちっ とも官官に進ます心が前へ行〈ば かり である、周囲を走る人

Jそも只献々として居る。夕日が 六甲 の峰に懸つに とき、今度は極めて低空の敵機が向現し

1: 。其舷側には毒蛇 の様な機開銑が肉眼にも見へ . J妻鹿から雨の様に此避難者を帰明 して

蜘妹の子を散す標に ｩｬｬ げ廻ろ入ＭＭＧ＼ｾ機 ー ト ー か ら 明笑る様に見て居る。

タ時 の 宗 に は火 ｦＮｦｉ で諮い ＱＺ ｾ 誌の形が見へる。

機ｾｾ Ｎ 銑の雨を、鍛治のプ リツヂ の 下に避げた釈は橋 事の 隅へ頗鮪 の様 に隠れに。外は真

暗である、雨が降って来 t: 。

ドサン左大きな千幸をJ r て 3 税酪の上 に何か落もて来1: 。時 中をすかし 見る k其れは異様

な飛行機の裂であろ c 敵機 ! 間もなくガヤガヤ何か解らぬこ t を云ひながら多数の人が

析 の下八集まっ て来る枝子 である 。不時着貯の11l { 等は雨を避けて此の橋下 に ? 息を擬し

てf.i'.- 1: 私は . ｦ ｲｴ ・ 等 の 眠ろのを聞き澄し てゾロソロ主、 手ｾ ＼Ｇり ｬ ご彼等に近つＩｾ 、 ＱＺ 。 彼等の

Ｑ 人の枠 ｾｉｊ に手 ｬ の手が帽ろるや否や布 、 は其れを抜取るより早 〈 、 先辞からの「悲情Ｚｊ ｉ 二、東

も遇 ｨ とや ｅ σ 可腹部ｾｆＭｬ持して刺通し ＱＺ ，そして私 は 阿修羅の椋に彼等 に ヲｉ￬｜掛っ て 共の ＱＴ 人

を ｾＡｉｬ 通し ＱＺ 。 併し 彼等は 中々死に相もなし 、 。私は大聾 で時に向って叫ん ＱｾＧ 1 " 詐か日本万金

持ってゐぬか」陪の中から私に近づい 1: 1 人は 快から短刀 を故事 出し? ご 口和、は其れで 14人

に止め を芳し1: 。

手! は敵機に忍び入り 2 挺のピスト} l - ｾ探し ＱＺ 。ぞうして其れを持っ て機を出るトタンに

敵が機に上って来ろのにI " f l ，遇つ1: 。私は直 lこピス ト}l- ｾ無茶苦茶 に打つ 放し ＱＺ 。敵が機か

ら蹄り務も ＱＺ ので布 、 は機からヲ ｒ ｈＭＧＮし ＱＺ 。共ｾ ，， ｾ慌 ＭＭＧ＼ＱＺ る響き ｅ 共に宵車が突進し て 来 ＱＺ 。

私は叉 其れ に ヲ ｉ￬｜乗 っ ＱＺ が ｾ ↑骨 其 れは無 葦貨車 であっ ＱＺ 。 無 葦 貨車に干名られて行〈草Ａの眼底

には火 の海 主化した町の光景が凄惨?とる形で映って来 1: 。私の顔は涙 に濡れ1: 。

豊臣時間か の後 、布、は 3 人の同行者 t 共 に敵の士官に手1:はれて敵の哨兵主主の前を通過して

居 1: 0 ［ｊｴｾは敵の火繋 ｦｴｮ である こと が想像され ＱＺ 。案内の士官は樹演 に 居 ＱＺ e . かで日本語

が巧で あっ fごo 1j[: し1I' (i兵主主の前では吾 k は彼等の際誇 を遣はねばな らな かっ 1: 。其御i笹で

革l、建は何等嫌疑を受 〈ること な し 其底を誼'過したが私は其時間行の人 k に彼等の重要地

黙を注意すベ〈目配せし こと は無論であっ 1: 。私主主が逐は る〉維新の志士の様な，むを懐い

て、共の際家 に向ふとき、手j は何者 にか横肢を突かれて明け易 事夏の夢 を破ら れに。其慮

iこは尋常 2 年生の1) 、幼子が 、私と直角に寝て居る の を見出 し1: 。
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村野建築事務所 イ宇 野 千 良

最近に於ける我園の封東欧圏際闘係は満洲園 に閥聯

して複雑を極めてゐることが. 陸海軍の珠算、外務蛍

局の活動等に表はれてゐる。そして吾 k は最悪の場合

についても考へを及ぼさねばならぬといふ態で ある。

軍部が如何に針策を講するるとも 、 者 ｾｉ 市が昼製をうり

ること を絶開に防 lとする こと は至難である と言は れて

ゐる。従って都市は自ら防空的考慮、をしなげればなら

ぬで あら う。然 るに吾闘の主要都市は、今日に於て、

非常 に非防空的である。都市の大部分を構成する木造

建築群は、焼夷掛弾の製繋に劃 しては 少 しの抵抗力も

な し 再 び 大 疋12年の災害にもましに不幸を繰り返へ

きぬと許印 B言ひ得ゃう。耐火的建築八の改新は防空上焦念の問題である。併し一方に 叉都

市計霊 に於りる防空的躍世 に闘する 問題 も未t:: 9i をされてゐる。本編は空襲の災害を防ぐ に

は如何に都市の計主主をすべきかに就て i St adt ebau H eft 10 1933J 中に Hans Schos zbergel  

が述べてゐる 論文の意を体へt: ものであ る。

戦争が建築方面に興へた影響は、古来都市計霊上に殊に著し〈現はれてゐる。羅馬殖民

都市に於ける 設営計撃から 中世紀 の城塞を経 て ＳＰ 年 戦 ｾの終 りに至るまで、都市は戦 争 Ｑ の

影響をうけてゐ t: 。そ して戦線戦qi: となる に及んで始めてゃ んにのでみる 』併し、末期に

於ける -(11:界戦争及ひ' 共後の武者圧の殻建は 、吾 J々に将来の戦争は最早地上に限られにも ので

もな〈、亦軍人同志t:: けのもので もないことを示しに。一般の閤民即圏内 に向つて の戦qi:

となり再び古の形式にもど っ?こから 、都市計笠 も従って亦影響をうりることになっ t: 。将

来の昼中戦争に際して都市殊に大都市がどんなに軍大腕されるかは自ら明である o .  ［ｦｽＱｾ 街 地

域には潔 山の爆弾が大効果を修めゃう とする o 大戦後の飛行士は 、活動的な防禦によって

非常な損失をうりても向おそるべき損害 を輿へ得る自信を持ってゐる。それ故に、防空の

第一原理は大都市をほごすこと、局部に分散させることである。

往時に於ける戦争の影響力: 種々なる理屯都市案、( Filarete，Cat aneo， Scamozzi 等) に特

ｬ こ明 に 見られる如〈、防 Ｒ 芸と者 ｾ ｉ 市計註と の 闘係も 、 更に精ＧＸＧＮＧなる研究をす る前に、 防空的
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主H想者11市を見ることによって概念を得るこ

とが1-1' ，来 る。燥河川こ到 しでも 安全なる都市

の迎! . :旬、型について 、従来どの棋な研究が な

されてきたであ らうか。

百IlTli 計挟に劃する防益保1'1: は最初露西! l l i

の ｋｯｳ ｨ ･ｷ ｮｩｫ ｯｷ によって「筑間 化 接戦ｾ Ｚ

に到する 都市及び主 ｊｾ 的所計設への道 、 第 1 闘

Mos k wa  1926J 中に提言され てゐる。 即、街路の幅員は、建物が崩壊され? 二時にも向救助

隊. 消防除がf丹動tI¥来 るやう に、雨側の建物の高 さの和よりも庚くすること コ主要道路は

恒風の方向に、そして ＱＺ ＱＧＮ来る ＱｾＧ け氷〈日光が嘗るやうな位置をとってＮ化撃的武絡を ｊ Ｙｩ ｴ で

早〈分散させ、日光で族強させるやう にするこ主 0--<袋町をやめること。主要道路が共土地

の傾斜に従ひ . そして大きな水i Hi 叉はP_ ! t t 泉で了るやうになってゐれば毒瓦斯の分解は容易

になって非常 iこよい d 重要建築物はー筒路に両 し、又は- hl [ 域内に' l f iJ 長させぬ こと 。開般

的な 言十重. そして大きな庇場の必要。 i 都市の峡 tJii 度は建築宿度と建物の高さとに比例す

る」

lζ .oshewni kow の以上の提案は、併し都市の組織には少しも燭れてゐない一義的の もの

であるが、ドレスデンの都市計聾委員 Paul Wol f は「防空的都市計霊問題、 Dr esden 1933  J  

中に防空に考慮しに都市形態楽を述べてゐる。即ち氏の有名な理忽都市を改正し、工業地

域を止めて11日々 の工場を都市の問溢に分散させ、主要公共建築は全市中に散らし、住居地

域は術星都市とな して ゐる 一此{訂星都市に於ては、街路の位置と方向は風で毒瓦斯が自然

的分解をする様に考慮されてゐる。 ( 但し最近の研究によれば、毒瓦wi 惜の危険は焼夷爆

弾 、破壊用爆弾等のそれに比すれば 、前述の二者が考へてゐる程重要なものではないこと

が知れた)

防空の馬に都ili をほごすことは、併し、成両国に鏑げることばかりでな〈都市の高さを

1'1
1すことによ って も逢せられるのである。ほとされに田園都市と同時に一方に叉峻天懐知

市がある。此民業は初め有名な ｾ蘭西の防空専門家 ｖ｡ｵｴｨｩ･ｲ が「室中の危後と園祭の持

性、 Pari s 1930J 中になしてゐる。

Ｑ 噸 の 破壊用爆弾を防ぐｾには Ｔ 米厚のコンクリートが必要である。そして次には共下

に出来るにけ津 山の人を保護 しなければならぬ。そこで、摩天棋の屋階に必要なコンクリ

ート 版を浩ることになる。問題は此防弾版が爆弾にプレーキをかげ、同時に金〈防・ぎ止め

るか否かである。 一方分散都市に於ては人口密度は向上曾す一方である。巴里共他大都市に

謝して、 Vaut hier は Corbusi er の「明日の計霊」を範としてゐる。( 第 l 園) そして此提

案の現山と して V authi er は次の如〈に言ってゐる。大都市は康 〈分散すれば今日よりも
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ー居非経済的以態になるであらう。地下の

防昼地帯は人間の健康や策分にと って誠 に

不愉快であ る。 と言って従来の住宅では完

全な防空は出来な いから 、澗管し? こi高居往

築ｾ頑丈な防室的構造に す るやう Ｗ よ経情的

負拾をよぎなくされる。併し . 非' 拘1寺には

下階が瓦斯に耐し、上階は破壊j刊桜弾. 焼

ｾｩ ぷ捕 に劃して危 害を防 ぎＮ中 階が安全帯

として役立つであらう。但し Vaut hi er は

Cor busier に反 して中央停車場をとら十 .

叉 Cor busier の言ふ住居街 も止め てゐる。

簡事な 、自然的五斯分解をさせる には桂放の家を建つこ とであ る。紘併 に沿って水面叉は

ｾ ｴ ｴＺｬ誌があ れ ば 化 著書兵務の戦争 に は大 へん 役立つ 。

Le Cor busier は V authier の研究 に非常に興味を もち. 防杢的都市問苗 に手を染め て

ゐる。氏の Alg ier の新都市計霊築はVaut hier が「明日の計霊」中で異議を隅へ? こ部分

ｾ 避ｴＱ t: 非常 に防空的な ものである 。( 第 2 圃)

V authler は叉防空に闘して芸大の虫nき提案をな してゐる凸即ち建物の改造明 に一定の朗

限を指定 し、 古い建物では 20年新 しい もので 100 年 とす る。そして市町村に は20年間 で完

成出来る都市の計聾案を 5 年以内に出きしめる。之を完成 する舟には防空保 l牛が成就す る

毎に新課税を荷すのである。若しも市町村が此期限に違反し? こ場合には 、共J伏態 に舷じ、

違反の時日 に従ひ一定の方法で市町村挽は高められる。問機に fl 羽人に封しでも 、 もし防益

義務を賞行 しなかっ? こ場合 には漸進的に税が高めら れ、 之に反し . 防主義務を途行しに建

物 、期限を後らせなかっ? こ建物 に劃しては免除が行は れる 。義務を果さなかっ? こ市 ;II T村に

は制裁が行は れ、 戦争による被害は自ら償はねばならぬo 11M人の建築は制限され 、共同建

築 には減税が される、 一つの建築群が別 k の入の所有である場合 には成可組合に統一する

や うに、 そしてもし も住居人の半数以上が望なならば 、或は叉縫物が危険地併 にある場

合 . 又は一個人の増築が金問の防空t条件を慣ふやうな場合には強:nlJ 組令を設けなけ ればな

らぬ。 V aut hier の提案は 、併し、付III泊西の宰慣の言へる虫n (， ￭ 宰製に ｾｈ する消極 Ｇ ｉ ｦＮ｝防禦

に つ いて の賞際的指導」であ り、 ｾｾ ｩ のを子 ｡ 視線、監の防空整理 も亦 氏の徒系を考慮 ｬ こ い れ 之

を利用しにと ころに特別の意義そも って ゐるも のである。

• • • 
併し最近 lこ至つてはじめて、都市をほご すこ U .: りが防空上必要な のではな 〈して、 我

々の都 市の組織 が防空t条件に過 してゐな いのである こと が一般 に知ら れて きに。線、ての理
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想都市( 例へば Si erks 氏、 Wol f 氏案の も

の等〉は放射献 に護主主してゐるが、防空的見

地より見れば之等の王Iil，想il'lI i打の最大快恐li は Ｇｾ 国

都市中心即 Ci ty のある ことで ある o 此都 住 騨 叫 =

市中山こは交 通 幹 線 開 ル 主 安建築物 同 た2 5士ででりぺr ーー

は櫛比 し全都市に針して特別の役 制 約 し Ｇｌ ￆ ｊＧｉＡ ｾ ｾ 勿勿勿ｾゑグ必万 ｚ

てゐる。そして一見してはっきりと 他の部 制 車 一 一 一 一 一

分と 判別問来 る一地 帯 を構成し、こ 〉には 第 3 liii l  

安 rl' 戦に 際して稲田Eせねばならぬ重要建築、例へば官眠、皆察署. 消防器 、中央郵便局な

とがある。そ れ故、 石|叶i の一部分伝倣壊するにげで全防禦機刷会捕縛せしめることが11-1来

るのである。叉容易 に近づりる交通中心を破壊すれば全市の交通は生活i神経営鼠ねたも同

然である。飛行機の空襲では決して; 臨海少周溢の 地併に落す や うな徒はしないで. 数少い

爆閣で者11市の rf- l 心を製ひ効果を? あげる。 C ity は、師に. 岡氏経調的ばかりでなく戦術的

に見ても者11市滅亡への加を もってゐるも のである、吾々が防空的立場から 望んでゐるとこ

ろのものは . 線ての部分が同じやうな 重要性を持ち 、ど の部分が倣唆されでも全憶に到す

る被害は一様で あ るやうな都市の組織である。

此僚な組織は既に 1882 年西班. ! f に於て Sコri ay Mat a によって試みられ . 3たいで露西盗

に於て 絞済的及び交通的見地に悲し 、fこ帯紙都市ーとして試みら れた。調主主に於ては Er onst

M 乱y の提案で古 くから知ら れてゐ? こが . 此露西! l l i の僻} { k者[1市は Mi l j ut i n が「枇舎主義的

古Iliiif 待成の問題. Mos k wa  1930-， ｾ ｉ Ｍ ｉ に辿ぺて ゐる 如〈 新社合主義的経簡 を質現すべき都市

計設の提案である。個々 の-di¥市古，1分は . 他の理想、都市の如〈に凶孤叉は直f今月} ¥に密集する

こと な し 交通総 に沿って都j伏に配置 されてゐる。 ( 第 3 1出) 帯妹都市は、そこを製奇書され

ると全市が無力 になって了うやうな中 心のな い唯一の都市組織で あ り、而も線、ての憐 fll ニを

虫食ね備へ空間的分散はあって も| 時間判隣接が保fこれてゐる大都市型である。特殊主要部分

の存否は都市の生命に決定的意味を輿へるものであるが直綿献に配列しに都市には それが

無〈、こ〉では同じ程度に 主要な部分が一列 に完全に均一な貫走 をしてゐる 空襲 に備へ

た直線市は 、町巾も 裏 庭 も狭い者'11市中心の建物洪水よりも. はるかに破産が困難であり 交

通及び共他に闘しでも非常に安全である。叉室襲の釘俗となるイl付々 の地域即工業地域. 付ミ

居地域、農業地域は分離されて ゐるから. 空襲に劃する積極的防禦が出来る。

帯状都市の防宰後術的意味は鍔p_! j 5[ に於てやがてはっきりと知られるであらう o .'4'i-に閤

民経済的研究から張生し都市の組織が. 今日特に防空的都市と して引用 される女第であ る。

帯状都市の防空技術的形成に闘する文献は少いのであるが、之は 日の浅い故 と一方叉露西

12t の戦術的研究が掛筏を保 fこれてゐる放で 、事貨は露西互Eの都市防空事業は既に非常 に進
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t_ ｾ＠ 4 間

t11  5 凶

弘_..... γ.. 

賀ｾ 6 闘

& してゐると 言は れてゐる。

第 4 岡 . 第 5 闘はー貼に集令し1: 者|叶i と

-i l i 紘に沿って設展しに者11市を示す もので

あるが、防空上の相異を7知 ること が出来 る

であらう。南悌蘭西の Br a mは闘の如1 <同

形に配置さ れ、瑞西の Fr ick は直線11火村訴

として帯! l : k 都市の原形を有してゐる。 何れ

も、略同一面僚が同数の住居で Il i められて

ゐるが. どちらが敵機の杢製に際し. I.D:肢

の燥514によっ てより大なる被害金うけるか

は自明である。

露間亜の併妹都市は創設であるが、西欧

雑巴 に於ては事情異り . 既成都市を玉虫想都

市に迭り鑓へねばならぬの である。 K nell er

は「集合垂線 Berl in 1931J 中に於て、交通

技術上から既成都市を帯j伏都市に鑓へて此

問題を解決しゃうとしてゐる。( 第 6 闘) 即 .

既成交線網の中に二三の短い交通棋を挿入

して都市の遠距隊急: 行線共他の念行線を都

市に 謝して同一方向の垂線 ｾ 犬 にするのであ

るし霊ー線の集る 所の附近は繁盛 し、そして交

通線の方向に盛携は侵入してゆく。か〈し

て漸時に、自ら長〈延び仁幣j伏都市の形が

出来上る。 Knel l er は現在の大部分の都市は

此方法を賞現させる可能性をもってゐると

言っ てゐる。充分に大きいIJt 携が組L、てゐ

て、而もそれが公有のものであれば. 帯! l : k

都市への改造は忽ちのうち に何等建築的干

渉な〈して出来るのである。

伊太利に於ても亦都市計壷の防空技術的統制が熱心に行はれてゐる 。既に 1933年の伯林

建築博覧舎に於て注意を惹いに如し伊太利の都市計蜜案の交通機闘に闘する力強き進歩

は、防空方面iこも非常に利用されてゐる。初期の頃には法律営費して緯ての街路、市内電

車、鍛道、 地下畿道等に劃して防空的設備を命令 しに。そして此様 にして出来Tこ集合避簸

山146



所は充分 lこ頑丈な屋根を設け、毒瓦拶i除り暗渠に通じ、人工的詮祭設備をなし. 特有の燈

ｾ備へたも の であつに。

以上に述べt: 責nき所詐i提案の大部分は理l:11!案で長短相牟ばするものである。皐寛都市計

撃的理想郷は、絶えす自宅まうと野力してはゐるが総括的に見るならば決して到達さ れるこ

とのない一つの日棋である に建ひ なし、。 都市計聾家が 、考へにヨラ八を重ねて一つの盟ー想、者11

市形を得t: にしても 、 それが賀行にと りかかる前に 、既に別の防空官条件に射する理想が表

ばれて〈る。宮現されるのは常に一部分Tごりである。吾 k の都市は分割 されでも ゐなり れ

ば叉芳五斯 に劃して一定の町の方向 をもっ てゐるも ので もない。併し、 都Tli 計聾家は常 t三

共仕事に際 して は防2さを考慮 に入れる 義務を持っ てゐるのである。今日 の防空技術の程度

であれば 、おそら〈漸次に完成してゆ〈防空設備によって爆弾の作用を著し〈緩和守るこ

とが出来るであらうし、将来は全〈無効にするこ主力; 出来 るかもしれない。

ド Ｚ［ｪｾ 主的主 ｝Ｑ 想都市の問題は 、 都市計主主と防 Ｒ さ と の数多きｉｍｩ ｉ 係の 中 の 一 部分 に過ぎない。併

し、 経済的 、技術的、 政治的等の僚件か ら見ても . 都市は防空の場合に於げる と同じ く、

分散するこ とを要求してゐるものでめる。向防空に刷係深き 人口移動の献況 と都市計霊 主

の闘係など lこ闘しでは叉稿を新にするつもりでめる。

抑制韓訣凝彊

ょせ設建を市都的火防空防

Ｍ 書簡鑓建ＺＪ目 ［ＭｾＮｽＭｾＮｾ
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都 市 武 装 に 闘 す る 論 文 審 査 概 評

日産募期間の短かつ? こ矯か今一段光彩あ る論速に接するを得なかっ? こ のは遺憾である、思

ふに 、現代都市機構等に闘しては、多〈の建築家其他に. 信IJlli 的見地に立つ人 の比較的住t

きやうに 考 へられる のは甚 ｦｾＧ 物足らぬ心 地がする。

いま 際募論文の大要につき短許を加ふ れば、第一に飛行機の護法、作用、爆弾の種類.

2さ製の可能性などの前提の論述に詳し〈して、 本伶が求むる内容、即 ち具開的防備叉は武

接の論症が少なかっ? こ。前者の分量がー論文の内に於て 4 分の 3 に及び、後者の分fiEは残

後の 4 分の 1 に過ぎないのが多い。第こ には普遍的 に如何なる駄に着服するか 、安製の悦

様等の設建的の論文が . T!ft 嘉敷金憾の 3 分の 2 で、建築物に劃する具際的の方法、研究、

その他の論文は、 3 分 の l であっ f: 。

第二の多敢なる普遍的論述は、その論述程度が殆んど同じで 、精 、組の差こそあれ大開

似たものである 。之 れは一般建築主共他都市人 に針 して 、者Ilili 室i Wの恐るべき船、及びこ

れにますする防慢を完備せねばならぬ t 云ふ 、自費心を喚起せしむる里山に於て相官阪航ある

ものである 。叉第二の少数なる具閥的事買を論述しにものは‘ 夫 k 或部分を捉へて各判長

ある論文であったが、イ中身むつかしき問題である矯め、 ｾ論文中 には宣 行 不可能に見受け

られるものもあっ ｦＺ 。併し諸問貼、即 ち 如何なる 舶 に 活 ｭ ｾ すべ き かを暗 示するもので、今

後建築家其他専門家にとって研究のー資料を提供 し? こものとして見るな らば . 必すしも無

償値のものではあるまい。

営選 1 等は普; ¥ni 的論述 2 等 1 J市; は兵開的論述、 ともに 優秀なものである。

最後 lこ膝募論文中規定違反〔例へば頁1肢の不Jdその他 〕がかなり多かつ fこが 、之れは l眼

募者に劃しては策の美子ーであるが 、容脊. する方 に於ても遺憾のことで今後の矯めもあり認に

注意を うながして置く。

審 査 員
C干E 十 苔ユMf [ )

大 阪 府 知 司E !際 忍

日本主1 ' ; 築協令都市武技促進委員合委員長
地 閏 賓

大 阪 都 市 協 合 理 弓手 小 川 市 太 郎

日 本 建 築 協 令 々 長 工 事 博 士
片 岡 安

大 阪 市 長 法 準 博 士
闘

京
都 守管 箇 大 聖島 霊主 f受 武 居 高 四 郎

第 四 阿 悶 長 陸 . m '1" 持イ白 傍 ｲ 寸ｾ
内

z昔・守._  

海 軍 監 ' s ' - 官 海 軍 1]1 終 原 五 良日

日 本 建 築 協 合 /ul J 合 長 松 室 重 光



【懸 賞 論 文 第 1 等】

都 市

内 容

前 編 都 市 立t接の重要性

t! ' P 章 ;符来の戦争

ｾＱＲｭ 恐怖を感せＧよ

後 編 者[1市の武装

第 1 章 訓 練

第 2 章 施 設

l 一般計霊

( 道路. 自由地の蛾大。防火地匿の扱張。特極

建築物の耐火。消火，協 として の運河。地下鍛

並に地下道。重要建造物の配置 と侭接)

2 建築物の武装附遺

( l 政底力の考察。卒間; 1-1- 帯。設備。構造)

日既存建物の改iis

武 装

山 口 儀 三 郎

前 編 都 市 武 装 の 重 要 性

第 1 章 将 来 の 戟 宰

1  . 日 本 は 島 l興 に 非 ず

交泊の程遠は世界の距離を短縮しつ〉ある事は何等の異誌を押めな し、。 汽車 . 汽舶の雅

明によって従来交通不可能或は至難と考へられて居? こ地方と極めて短時間に往復出来る様

にな り. 之等交通機関の進歩改善によって益 k 共の時聞が短縮 される o 故に時間的に考へ

れば世界は日一日と 接近しつ〉あると 言ふ事になる。

航空機の蛮明は世界短縮上一つの制期的の出来事である。従来英帝国並に我カ: 日本は大

陸から分離せ るーの島腕 として考へられて来1: が航空機の出現に依り貨に大限に編入され

にと考へねばならない。此の事 は吾人の生活に封し極 k の軍大な る意義を有する。世界の

貿易上より考へれば誠に鹿賀す可き 事であるが之を園防上より見る時は賞に革命的の出来

4 9  Vf l  
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Ｔ ｊｲにｾｦｉ営 する 。 即 ち海開 Ｎ ＱＭＱ Ｑ 岳等を ｾＩｩ 禦上殆んど無意義 な らしめ ＱＺ のである ･ 放に現時に

於 ては我が闘は地勢上よりの防禦方法{ f 全〈奪はれ裸悌ーとな っ fこと 言ふ も決して過言 では

ない。

2 . 鞍 争 は 不 可 避 で る る

今や 世 界は各同協力して人類共同の栢 ｪｪｬｬ ｬ Ｚ に 向っ て歩み つ 〉める ｾ ｨ は事官である。共の潟

に 各種の間際僚約を締結し Ｎ 名称の向山 、 聯却を和 ｬ 献し共 の 白雪Ｊげつ〉めるｾは有定川

米な ｌ 、 。然し之と戦 ｾ ￮ｩＺ の有無とは日Ｑ｝ ＱＱＱ ， Ｑ の 悶念である。問 家 は共 の イ ｦ 立目的に向って絶 え 十

意識的の努力を費す。岡際協力が共の存立目的 t 一致する時に於て のみ之 をなすのであっ

て、其の存立目的を犠牲にして迄岡際 協定をなすもので なし、。多〈 の産業的間際助ブj は之

伝馬す事に依って各問共に共の存立 1=1 的をより有効に主主せられ得る。放に此の意味に於 て

間際組 犯 の準守は必要である。然し＿叫 ｾ ｪ￭ Ｚ に 隙 ｬ する場合は間際法規 の ｭＺ Ｎ｣［ ｊ ・力 ［ ｊ 止って 岡家の 作

立を危〈する場合が栂めて多し、。誌に雨者の根本的なmuが存する 。: t も現今の如〈問隊長

ｩｬ ￬ ｾｾＧ 議の張主主 し＿二 時代に於ては雨求に同 一 概念を誼灯 ｬ することが庇 ｫ あり 、 叉それを ｊＧ ｉｌ ｬｉ ｬ と

すべきであらう。然し同家の構成要素を領土 、同氏、統i削'1Iiの三 とする以上ー岡家の存プ(

目的と 、全人類の利銃 とは必らす・しも 一致するものでは無い。此の放に間際i帥111、間際'，，1

法裁判所等 が戦守，: を絶無にするものとは到底信じ られない。尤も之等の機闘が不必要な る

ｦ￟ｴｾＺ＠ r t ' 減じっ〉ある事r t ' 宅も否定しようと 言 ふのでは無い。

之を問内に就いて考へて見るに我闘 の 如き法 ｪｦ［ 問に於 て は如何 な る村ￏ｛力とＡｬｾｬＧも故無くし

て例人の生命 、身開 . 財産等を似す事は H'，来 十 、叉同家機i鈴l以外の'白ブJ 行使は禁じ られて

ゐ る。然しー田正営防I;;;j が に緊急! : 1 伏態、期待可能性等 を主主法1;11. 1，P!hi
[2; 1と考へる貼よりよLて

各ｻ日Ａ人の生存慌を如何に待重してＩ， ｊｲ るかを鋭 ふ ｾ ｮ が ｴｬ｜ 来る 。 法的秩序 の 不 Ｕ Ｑ Ｂ ［ 全なる 間 際 Ｏｬｊ Ｑ

に 於て戦 ｾｦｩ Ｚ 無しどは如何にして信するることカ［ Ｏｉｾ， ボょ う。

3 . 将 来 の 鞍 争

従 来 の戟午、は先 つ ε 外交上の行 ｊｉ ＱＱ りを前提として 、 出 Ｚｲ ｪＧＡｾ M-j Jj" 或は雨間後ミの' {!'ブJ 的N(j ;; たによ

り始めて戦時 ［ｉｊ ， 態となるを通例とする 。 開戦並 ｬ こ攻恨の方法 ｬ こ就し、ては問 際 ＱＱＱＱ に杭 ｫ の が Ｑｾ

史を存す る。然し事世問題として吾人は同家の在京を守する 一切j の1i1: 1に射してき付抗し之

刷会去せねばならなし 、o :}t のプJ 訟の杭- h 括的なると lf! J倒 的な るとはイIIJ等 II: Jふを要しな い。

凡 そ＿践 ｱｩＺ の目的とする所は倣問の事官上の戦闘能力Ｚ［｝立に ｲ ｪＧ Ａｬｬ ｾ Ｎ ｈ のな，，ｾＺｻｦ失は し める事 に イ ｦ ー

する 。 故に戦闘員 fこると非戦闘[ 1 1こると将叉野戦なると甘i 1 句rJ !Xな るとは前日 IJ し能はさ' るも

の と 考へなりればな らな し、、口現 ＱＱ時 ｩ咋 Ｕ の Ｑれ刊附 ｩＷ百 Ａｖｪ 勢 に於て Ｑ戦孔 ノ叩 ､斤Ｚ 能 Ｗ力 ｪ の ｪ侠 ｪ捉ｾｩＱ幻似』か ｬ は共 の 問 の 兵 ｲ総 Ｕ の Ｔ製製 ｦ型 ｆｩ 辿ｾ主 ＡＵｩ 能ゴ力 j  

に有りと 考八る事カが; 1

1

川t叫'，3来ド花i る。此の;芯芭味 に於てE箆走業若刻都11川I司市!打i の1槌J辺延佐ν :1幣l

のと 言はねばならな L、、。又者刻都|目町阿l汀川T甘市liのJ泌3持担，1快i搾2は共のIι 片処4の?J.悲!':惨なればなる科それにげ同氏 に封 し

て戦争の気力を失はしめる効県が大である。故に私は病予!そのYi tl/ [i :は者11di の主主J誌 を以て始ま

りR つ此をJ;J、て共 の 運命を iJ とするもの と三樗へ る。



第 2 章 恐 怖 を 感 ぜ よ

1. 爆 弾 恐 る 可 し

t制¥'11{ f 大別すると建iti 物破瓜) 1] Ｈ土 也 ｔｕ 爆弾 、 Ｑ ｾ ｊｩＮ ｬ ｩ ｬ 爆 弾Ｉ火災惹起 ｎ ｊ ( 焼夷弾) 、人音殺傷

ｈＱ Ｈ Ｇ ｉ ＡｪＺ［ 瓦斯ｾￏＨ｛ Ｎ ｦ 政片爆弾Ｉ、ｾＺｴ の 他となる コ

( 1) 建 造 物 破 壊 用

2さ" 院に依って現在円本各都市の主主出物を破壊するには大なる妙作を要しない。建造物の

大部分を占むる木造建築物の如引ま風i l i I 40 メートル程度の暴風に依って きへ大なる被害を

袋る o 披新干:1撃の粋を誇る鋭筋コンク リート構地物でも 1，000 町蹄に依って棋底より木業

微躍に i淡壊されて了ふ。今各階並 に屋上の! 択の! 手 きを見るに依程の大建築物に於ても 20例

以上のコンクリートを以て構造されてゐるものは先つ少ない。故に僅少50底部の段下に! 大

つでも共れに安全に堪え得るものはーっ として無 いと 言はさ' るを得ない。

( 2 ) 爆 実 弾

我岡部rti の恐脅は火災にある。かの! 姶l ' .k大地誌に於て斯る悲惨4返る情態を 惹起 しにのは

地山そのもので無〈共に依ってきl二. じに火災である o 然も火元は 80数11Mと言は れて ゐる。然

し乍ら敵機より投下される焼売 ｾ｜￯Ｑ によって生す・る火元は共の敷 Ｑ たなるか 、数十 ｦ ｬｅ な るか を

思ひ及ぶ時、我等の都 市は一瞬にして烏有に師するものと観念しなげればならない。我が

え阪市に於げる現状を見るに 1 n卒均数11/，1に過ぎぬ火災に 針 して、消防職員約 2，000 人 、

ポンプ自動車数十室を用意 し高金を期しつ〉ある にも拘 ら十火災に依りて失はれる財貨は

年 k 百鴎闘以上とされて居るで・は無いか。日 k に生す・る 1 ヶ年間の火災が時を同う して予1'.

じ1: 場合を想像して見よ 、空襲による結果はそれに倍する共決して劣る とは考へられな し、。

( 3 ) 毒 瓦 斯 弾

毒瓦斯の恐 る可き事は今更誌に喋々するを要きぬであらう 。ヰ瓦Wiの使用は園際規約に

より 禁止 されて居るとは言へ 、何人が共の資行を保 し得ゃ う。世界大戦に於て毒瓦斯によ

る死者の数は英 . 米 、樹 、併合算 して 18，000 人と稿せられて居るが 、共の後の瓦斯化撃技

法振 を見る時は共の如何なる種類に局するを問はす吾人の聡傑に慣す る。某所の計算によ

れば 金大阪 市民 三百 ｾｪ ｛， 人 を Ｓ 分間で 全滅 に至 ら し むる に 要するす ｊ ｩ 瓦 ｪ 釘 の量は ＹＲ 噸 、 之 が 投

下には32I f の飛行機にてJ t ると。然も米閣は 1 R にして共の全立を製造し得 る能力を有し

て腐るではな いか。

2 . 周 園 の 威 力

今試に周囲の昼軍を検討 して見るに

支 那

満洲事鑓に於て空軍 に悩 まされに:支部は今や全力 を傾注して之が充負=に奔狂しつ、あ る

と 言ふ事が 出 来 る 。 既 に五 千 南 元 ｻｦ投じ て 宰軍 Ｓ 年計笹ｻｦ樹立 し 欧 米 各園 より 優秀な る ｊｉｾ
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VI) - 5'2 

行機を ｾ ｮｬｬ ｦｯ 入し且つ多数 のｼ盤 ｬ 式Ｇｩｦを ｊ 日 開し其 の指導を受げつ〉め る。 支那が購 入し にと船ぜ

られてゐる飛行機 の 教 は ｦＱＨｊ ｴｉＱ Ｗ 年に Ｑ ＲＶ 益 、 昭和 Ｘ 年に ＹＹ ｾ 与 Ｚなりと間〈。 一 方各園の意味

深き支持により叉支部閑此の先限によりやがて強大なる宰軍の宜現を見る こと はさして辿

い将来ではなからう 。

蘇 園

ｩｾｻ＼ 悶民全般 の古 ｩｬ 主主問ｼめＭ執は誠 に他 ｬＺＺＺ 比煩を＿ 見な し、 。 即 ち全 〈卒ホ ｬ Ａｬｫ 態にあっ ＱＺ J  0年前既

に 400 ;京以上の飛行機が問民より陸軍に寄J付せ られたとの4 J } で ある。我闘が各方 IJ JI より非

常時非常時 υＡｊￋＢｮ ぜられつ〉有る現今に於て献納せられ ＱＺ 愛凶 ｪｬｾ 行機の数は百数十京なる

に比較して見ても鮮問の問 li}j >'1; ¥伝説_k i; ff /J ;出来 る。最近1派閥を親し 〈訪問し共のi情勢を脱

察 した倒閣航空大 1: 1をして 『近き将来に於て蘇問の空軍は悦外第ーとなるであらう 』 と絶

川せしめにのも ;vえに官然であらう 。

岡 家 を一丸とする大資本 荒涼 ｪｾ ｾ 必 政 治 の 下に思ひ切って北大なる経貨を ｊ 交じ 凡 そ先進問

に於て紛析と認められる ものは之を? としどし然保1 ' 1二に収入れ、 今や従質的に先進閣を凌ぐ

の感がめる。共の有する飛行機は 2，500 誌 と稿され、 然も 共の二割近〈のものと多量 の以

仰を極東に用意し 今や全 〈 作機の形ｾと りつ〉 ある と の事 で あ る。蘇園極東司令 長官ブ リ

エヘル氏は 、:tJT1'ril 2 噸を? 批;1? し十数ify. ;mｾ［ ｬ 室し 得るも のを .. 1 : 0必用意す . 之に 依れば日 本手十

郎市を- ! 鮮に鍛滅 する事 を? 得と、極めて 1! !1ii1i 作に表示してゐる o iilB(".! よりは我困各都市は

均んど同距離に あり然 も作 復 ｊｉｾ 行の ｼ 舗内 に あ る 事 も吾 人 として強 記 しな け ればならない 。

米 国

- * = 園は航空穂111'(， 0) )也で ある にけに技術の優秀なる事に於て枇外を瓜慌してゐる。現在有

する飛行機は ｊ ， Ｘ Ｐ Ｐ 去 と ｦ￭ｾ せ られて居 るが Ｎ 有事の際ｕｊＺち に ｬ ｪ ｉ 月 ｪ に供し 得 る 民 ＱＱ Ｚｊ 自ｊＧｌｾ主機は

貨に 医大なるも のが有り 且つ JCの製造能7J ｾ思 ひ伊ぺる時は之叉吾人 に到して大なる不気

UAミさ ST9aへて ゐる 。

今彼のミッチエル将軍が下院の陸平委i : i 舎に於てたf ! ; ベt: 事堂参考迄に附記 する。

次の戦ｾ，は ｦ 政園の揃要なる中 心 に ［ｴｍ 般を如 Ａへる 司王によりて決するであらう。我々の肢も

危険な融は日本である 。余は米閣が航空要送即ち地下飛行場をアラスカ 、ハワイ及びフイ

リツ ピン ＱＺ 建設し Ｎ 買にｼ地主的僚の ｅ 男席官数 ｊ ， ｒｏ Ｈｬ［［［ｾ 4，HR-f 誌に J1' :rカ11することを強制する o

t  

後 編 都 市 の 武 装

凡 そ武装の方法は之を純然fこる軍事上の もの し それ以外即ち一般図民によるも の と大

iJ Uする事が出来ゃう ο前者に射しては共の専門外である私は深 〈言及す る知識 を持 fこない口

然し上の分類 も絶! 日i的の ものでな〈其の雨者が油常に 交そ し叉結び付いて のみ共の本 来の

目的を濯する事が山来るも の と思ふ 。



次に 一般園民の武装も更に之を精府1
1的のものと物質的のもの即ち訓練と設備とに分り得

ゃう コ之叉雨者相侠って初めて武接の民の目的を主主し得るものと言はさ' るを得なし 、。

第 1 章 国11 練

手正大の安11民を行政ってill きi皮る防空特報、寸時にして問ゆ る敵味方の飛行機の爆昔 、雌慨

による連制的の大昔話ｾ、交叉する砲時、イ政 ｴｩ ｬ 叉破段 、 紛いて起る猛火の波 、 之等 の場 裡に

於て周章てす・1えます・秩序を保ち国民として閣のにめ -;n- のため効史的に立ff i J 寺巡難を全うす

るには如何にすれば良い j p。誌に訓練の必要が生する。訓練には一般的のものと技術的の

もの とあるが、如何に優秀な設備を有 して居ても訓練の不足は徒らに災害金大ならしめ敵

に乗するる機舎を!J i J へる事になる。私は主として技術的訓練に就いて少し〈述べて見fこL、が

之の事は女子供に至るまで充分徹底させて世か幻ばならな い。

先づ防ｾ管報の正 しき聞き分げである。之により直ちに燈火管制に掛 らねばならな い 。

若し益撃にして夜間行はれるとすれば、敵機t; 爆1!i lの目棋とす るのは燈火に外ならない。

故に之が遡首の管制は重大な る意義を有す る。戦時なるが故に軍需品の製造は夜間 UI主も

立を停止す る事は出来なし、。否卒l時に於りるよりもー居紫酬を極め る。認に股火管制の難

しい鈷が存する。 l 人の不始末は全市民民亡の原因 となる 。

次に一度火災が生じたる時は之に到し誼宜の庭置念講ぜねばならなし 、。避難は其の次の

事である。

毒瓦j析に劃 しでも T象め充分の知識を要する 。マスクの使用に闘しで も熟知 し置 〈を要す

るつ避難に就いても徒らに先を争ふことな〈汲め定められに方法 . )1国序に従ひ迅速にな し

得る様日頃の訓練が必要である。彼の世界大戦時に於て潤軍の空襲によるロン r ン市民の

避維振は官に見事である。 雲授の如き避難者が秩序疋しく地下鍛入口に吸ひ込まれて行〈

有様は思ひ浮べる Tごに胸がす t 。

第 2 章 施
さ' "
量又

施設は之を都市全般の防宰計霊と 11' ，1-" の建i主物に就いての構造施設とに分って考へねば

ならな い。此の事は閤民各佃の任意的態度に委せては共の資現を縦貫なら しめる事は困難

f ある 。故に各其の百行は弧行法よ見守制定し園家或は強大なる公共闘悼のがi!li: bに侠1: ねば

ならな い。

之に就き今迄役立つて来たも のは都市計霊法並に市街地建築物法であ る。然 し之等の法

規は防空を主眼 として護達 しにも のでは無い故に之を都市武装の結 より見る 時は未ピ到ら

ぎる所多 k あるを菟れぬ。故に吾人は同法規の此の方面に闘する内容の充貰と共の寅行の

時保. 叉必要なる場合に於ては才に 附する y _ f . 滴法の制育: { f 鶴首しで作つのである。

1 . ー 般 計 壷
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(  1  )  道路、自白地の撰大

道 路

迫ー路の本質的目的は交通にある。放に之が決定には現在j [ z に将来の交通拾を基準とすべ

き事は勿論である 。然 し之 を都市の防禦 上 より 考 出 す る時は被' 占の範囲を可及的ノl、な らし

め且つ防禦行震の所副j をf#. 辿ならしめる。故に道路は大なれば大なる程望ま しし、と 主 践す

る論者が有る 位 であ る。然し一方都市な るが故土地は有効に使用 しなげればならな し、。徒

らに大なる道路を計 書をす る事は経済的の立場から許きれな い。 そこで如何な るWfi t に迫路

乞設 〈可き か 、叉之を如何に配置す可き か Y 研究の 中心になる。今先輩閤の宜↑ III- を見るに

道路面 と金市街地の割合は

ワ シ ン ト ン 43，% 

35，% 

35，% 

ポ ス トン

%

d

n

M

P

 

n

L

n

L

n

L

 

ウ ヰ ン ベ ル リン

ニ ュ ー ヨ ー ク ノミ リー

然るに我岡の現AAは如何、点J . J!. に於ては焼失医域は約 30，%に 主主 して居るが醤 di 全慨に

就 いての それは 17. ! i ，%見岱に過ぎぬ コ大| 仮に於ては活に 少 < 10，% 内外と見 られて )，1: ' る。

自 由 地

向山地の校本目 的は市民の位以 . 者11di の品 i立等に イ子す IJf と，目、ふ が . 之{ f ド;)j 主の上より見

る時は大nl 告道路と相似た意義を有 する 。火災に 到する i日間ωi として. 或l主戦時f ，:i SHli 臼等の

設置場所等 として考へる ＱＱ キは挺にー ｪ 骨重要性 Ｐｾ ｾ官、め仰 る 今向 Ifl 地のYf l>'r.を ，'i ｴｊる公 ｉｾｾ に

就いて共の全市街地と の; 川合を比較するに

ロ ン ド ン !I ，% ニ ーム ー ヨ ー ク '1，% 

，.，% 

12，% 

も，%

守% ポ ス トン

シカ ゴ

ベ ル リ ン

之に封し東京及大阪に於げる替市に就いて、点ぷl立<5，% ｾＮ旦 Ｎ 大阪は Ｒ ，Ｅ弱である 。 右も

公闘を全市何地 l面的に到する i則合金以て示すを? 不、適討とし人 口 1 人営りを以て示す訟もめ

る。然し人口は絶 えす・榊加 す可〈且つ現夜比較拘下ILなるJ i J f . f 引守ボ1W集の可能性がノミであ る

故以 上 の示 し方を以 て ｊｾ ると思 ふ。

以上道路町 街並 に公 ｉｾｩｪ の取りブ ｊ が Ｎ 我閣 カ 切 ｮ (fl J( こ劣って射 るかを会119 f J.る 。之に 闘し泌i

ｪ 定 としてｾ 者の殻表する所によれば 、 ｩ 誼路をｾ <50，%. 自II I岳地{ f Ｑ Ｐ ，ＥＨ内 ＵＥ 以上を公 ｉｾｾ と

すＩであ る 。吾 人 は以上の似併を Ｚｩｴ 走小限として記、森しＺｊｾの白現の早からん事を熱情する。

( 2 ) 防 火 地 匡 の 蹟 張

現行法は防火地ｾｻｦ ｲ ド極と乙種に分ち之を通話 Ｇに配 出せんとして居る。 ノじ来防 火地阪 の

制定に就いては我園の如き木浩建築の多い闘に於ては特別の考慮を要・す るo 者ll iHにuつ建

浩 物のすべてを耐火構J J ! t 乃至準耐火構造とすることカ qj 走もら望ましし、。現 1生峨洲のれ剖li li に

於て は木 ｪｪ ｴ 建築は帰んど見かけ ＱＡＡｾ し 、 口然 しそれとても 青 ｉｬ￯ ｬ ｩ 質主主の 初め カ ・ ら斯 る ↑ Ｑ ＱＱ ・ ｦｩ ｅ であっ
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の1=で は 無 < )}仏、mJ のれ柿.の法規の適用が今日あらしめたのである c 特にロンドンの如き

も品 は我問同様木ii!; 建築 が 大 部分を l 'i めて居1このであるが 1666年の大火後木浩建築をす芦. 11:  

し途 に今 日の如1 ＼全市 ｩｾ ｈ ＭＪ ｦｊＱ築主なつ Ｑ］ のでめる。全 ￯ ｬ ￯ ｬ 耐火建築でＭあっ Ｑ］ れば こ そ 全〈日 ｊｪ

会設 備 ｾｮ ｾ ＼ 百 十数 同に も ｩＱ ー する制軍 の益 ＡＧｪ｜ＧＺｾ受付 Ｑ］ に ｾｩＧｊ らす大火災から菟 れ る事を得＿この

で あ る。我閣 の附 京大地 ￭Ｉ ｾ ｉ こよる大火災 ｚ 焼失匹 以 は前記 Ｑ Ｖ Ｈｪ ｬｩｾｲ のロ ン ドン大火の焼失 ｬ バ

域の 町に ｬ ｾ 引 に，［計量・すさ。然るにも ｊ拘 ｻ旬リらすす， 弓寺我 ｫ 問力が ［Ｑ 依火然オ木 ｾｩ 浩 ［Ｒ苫 ＡＵｪ 建 Ｒ築 ｴ荘 ｢ をを ＿ｚ 詑，ゼ ｴ己、 心むるは何故でめるか Ｎ

品終《宅 Ｚｾｴ 桝ヂ桝 Ｇｩ ｬ白的 ｉ杓句 Ｑ並世に問 ｪ民ぐ寸引ＮＡ刊 ｩ

るf態主! 度支は過i甘派!凡A的 使υ法ミとしてのみ是5認記し作る 。然る代り日w防jぷj 火地医の鎖大は 目下の急念:務 と言 は

iね，).1ばnな4 らな しい、。

Ｑ Ｑ 下我閑各 令 ｴｬｬ￯ Ａ ｩ の｜ｶ［火 地 ｰｲ Ｎｾ 白施の↑ ｬＡｬ 態を見るに 、 東京をｼ徐〈他の者 ｗ ｦ 行は誠に幼 ｭ 観るも

のであ る。jji jJ !｛ の磁怖は後 ｉｪＡ の戒め である。重ねて 言ふ 、 防火 地 ｊ［ｒＮＺｾ蹟大 せよと。

( 3 ) 特 種 建 築 物 の 耐 火

ド:)j 火地1M:. を古Ildi の或る部分にのみ質現 せしめる事が過渡的使法である事は現行 法も之を?

記、めて ｪｺｕ る。 ｾｴ の放に或る￭ＺＧ ｲｩ の ｩｬｬ 築物に就いては地区の如何 剖 ｉ Ｍ ｾ ， は す耐火構造又 は準 耐火

州 ｩｩＡ［ とすべき引を似要してｲＮｲｾる。誠に営然 の主 である。即ち

本逃建築物は 3 階北t 且つ高 さ13 メート) ¥. - ilLI官i C)メ ート ルを限度 とし、共の他 l主IJ場 、公合

'l位、放郎 、百円以; 等及び之に灯iす建築物は 、共 の定日 、階数等に! f 1[ . じ各 k 共 の 主 要 部の l耐

火柿迭を要求し 、Fl . つ巨:j さ(i ;j Ｉ｜Ｎ ＮＺｬ く ＨｪＺ， ￬ ｪｩＮｦ高［ｪ ｕＩｾ を超過するえ ｝Ａ［物 は 川 途の 如何剖 ｩｾ はす耐火の

州 ｩｬｩ を 要 する ｾ ｆ とし 、 一方偏平 な る主主物と担任も大なるも のは等 しく防火壁を設げしめて居

る 。 之等の規 定は一 μ 必 ＱＺ 完備してゐる様に見えるが 、 ｾＪの山際に於て上に該営する建築

物 l立政に於ておiめて少し出車私叫仙ihず市J山'iJ ，

な る コ 故に ｪＭＮ Ｇｩｬ ｐ ｟ のが ｾλＺ を更に更に蛾めねばならない。

防 火地ｾＮ の鎖 。 民及本町 ｩ Ｉｩｊ，ｉＮ定の ｊｊ Ａｴｊｬ長に 就いて は Ｍ ｩ￹ｩｬ Ａｪｬｾ の財 政 ｩ 伏態 も 考慮しｼ附火建築助成

令のjl1lJ 度の 「ドt現 を希 ふ。

( 4 ) 消 火 線 と し て の 運 河

火災のIV防り幼iよμ.1止l

の耳専1門 家 に 委 ね 叶 j工f な らな い。

政に消火秘とは弘の作 つ に言ｾである。共の意味は火事の延焼を阻害 する に役 立つー 辿

の地設 であ る。一つの控築に就いて の 防火引に核営する t-日市の施設であ る。一連 の 防 火地

事が共の一つで ある。

高架線はより泣z)) せる交通機酬であると同時に 一つの消 火 線である。此の意味に於て高

架線の設置を促進せねばならな い。

道 路並 に自 ELI 地 も消火似 のーである。之に就し、ては 巳に主sベ 1=。芸大に何川は自然的 の消

火 線 として主要でめる。 fドj 火月j の7.K ｾ供 す る黙に於 い て更に重要性を持つ 。 蛍大阪は 極 め
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-c 多〈の I"T川を有する r 然し共等のMJ II は中央より北西部に多〈存し東南部に於ては吋ん

どj取り上げる可き何物もない。故に東南部に於ては人工的 i"f 川即時運河の抑撃を要する ω

( 5 )  避難としての地下錯並に地下道

III :J早大戦宮崎交戦問者1I の"1[ - の避難場は地下餓であつに。同下地下獄は東京 、大 阪、京

都に共の一部完成を見て1617 る。 然 し大阪、京布1Iの ものは共の規棋倒めてノj 、さしE l < 市民

のiill 難所としての機能を期刊する事は川来な し、。吏に蛾'J.長充質すべきである。が} 現在大阪

の餓下鋭は御三;thbなる大足路の直下に有る。故に敵機が地下銑破壊を企出l し? 二時は伶りに

ｊｴ の在り場所が明 ＱＱ 余すぎ敵に便利 ｾ Ｎ ｗ ふるの結果となりはしないか。

次 に地下道である 交通地獄を絞和する? こめ 、車道のb旺断を目的とするものであるが、

各 所 に ｾｾｉ ［［Ｈ｛ する Ｇ， ｙ［ に於て也難所として ｪ 止も使利である。 交 通量の特別に多い場所には急設

する必要がある。之に依り平時に於ても少なからざる利経営享受し得る事と思ふ 。

( 6 )  重要建造物の配萱と傷 装

広ij. 与の 日棋は者11m- 全開である事は守を侠1: ぬが . とりわげ主要企II 進物は版幣の可能性が

多い。故に之等の ものを古[1mの各所に鮎布させる事が明ましい。東京市に於りるメLのl入l 一

市 はＡ被 として 先 す Ｎｴｬｾ ー に爆破しなりればならぬ地イ作と考へられる。常時の多少 の不 便より

も非常時の安泰 をmんす・可きものと思ふ。

次 に之等の ものを敵の目 より j世 〈る方法としてカ モフラヂ ー( { 得控) を泌す必15がめ るc

ｾｾ の にめには初 めから除 り 回ゴ ､ こ ぬ械な主主て方をしなりればならない。カモフラ ヂ ーも村 Ｑ

ｾｎ ｉ ｾＢｊ カ モ フラヂ ーと 絶望ｽ的カ モフラ ヂーとある。前おは共の何れが よ ｈＺ嬰なる辿 ｩｩＡｉ 物である

かを不明瞭ならしめる方法で、 f走者は主主ift 物向身の存・11ニを不明i欧ならしめる方法である。

者[nti のr[ -' -火部に辿つ大 1j . る建iijI 物を組前1 . (I'.j にカモフラヂ 戸す る事は至*11ーである。然しf ' t ' i郊

外に近い建iiE物には之が可能でめ るつ7 k 似池 . 稜電所等は後者に属する 。瓦斯タンク等も

ｾＺｴ の 出 ｩｩＡｴ を改良する事に依って後者に ｬ ｩｊ せしめ得る。

カモフラヂ{ の方法は樹木によるのを最良と考へる。共の他塗装乃王は雑物の附カ11 も相

営の効果ある事と信子る。

夜間 に於りる カモフラヂーは; 股火色i; l!i l]である。又全然起; 浩物の イf 在 しない場所に股火をナ

ｾ， ｬ ￭ｩｬ Ｂ ｑ し 、共 に劃して全然無効の ｩ ｗＧ ｩｾｾ 行はしむる ｭ も 一 方法である。

2 . 建 築 物 の 武 装 構 這

掛仰の目的は建ii!i 物の liJl<.庭、火災の惹起、時瓦斯の撒介J に有る ことは既に述べ7こ泊り で

ある 。火災にままして は師に扱って来Tこので以下登} 破壊 、射 tb: 瓦J切に就いて考察 する 3

先す ， ｴ＿ￚ 刊の放出力を＿凡るに 、 土 器 ｾ ｲ ｩｬ ヵＺ目棋に命中して之を貰＼Ｎ 7J 即ち侵i放力と 、千4・i放し1:

後n裂によって破壊する力即時肱{ 淡力とに分りて考へねばならなし 、。今煤仰投下の高度を

Ｚ ｾ， ｏｏｏ メ ｻ トノレと ｦ 限定し各ｦｬＱｬｊＮｕＺ ｾｊＧ ｩｩ の 各極 材料 ｬ こ ま ｊ する 侵倣力を見るに
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侵 徹 力

爆 郊 の fffi 叙

下 記 材 料 に 針 す る 侯 微 力 111

kg 

普 沼 の 土

50  5. 72 

100 7. 25 

2J O 12. 92  

3∞ 16.40 

500 18.80 

IOCO 26. 95 

2COJ  35.10  

次に燥躍による際力を見る に

爆

砂手IJ 交 P 砂

3.12 

3.95  

7. C5 

8.95  

10.25  

14.67  

19. 13 

接

砂 地

良 質 コ シ タ

リ{ ト

1. 40  0. 145 

1. 78  0. 185 

3. 17 0. 328 

4. 02  0.415 

4. 62 0.480 

6. 62 0.687 

8. 62 0.895  

魅 力

良 質 鍛Wj コ

ンタロート

0. 073 

0. 093 

0. 164 

0.203  

0.240 

0. 344 

0.488 

爆 ｾｾＱ の粁類 爆 善 良 の 意

爆後中心より下記の距離に於ける底力 kg/ cm'  

kg  kg  
0.0 1  m 0.1 111 1 m  4 m  40  m 400 111 

50 25 1，280，∞o  12，800 128 8  0.08 0.OC08 

100 50 2，560，OJ O 25，6∞ 256  16 0. 16 o. ∞16 

2CO 10)  5，120，α) Q 51，2∞ 512 32 0.32  0. 0032 

3∞ 150 7，680，000 76，800 768 48 0.48  0.0:J 48  

5∞ 250 12，80:J，OJ O 128，000  1，280 80 0.80 0. 008 

1，αXJ  5∞ 25，60J ，000 256，α) Q 2，560 160 1. 60 0. 016 

2，OJ O I，CO' J  51，200，α) u 512，α) Q 5，120 320 2. 20 0. 32 

獅主主 の1'r験 5，∞コ 256，OCO，∞ご2560，0∞ 25，6∞ 1，6∞ 16.00 0.16 

上の 2 表に依って爆弾の破壊力を目告知る事が出来る 。然して事賓問題 として吾人は如何

なる程度の爆弾に劃して備へれば良いか。叉如何なる程度の爆弾に劃して防備が出水得る

かを知らねばならない。今日の爆撃機を以てすれば 1，000 1ff;蹄或は 2，000 妊時金携行し、

2，000 キロメートノしを往復する事も出来得るが、新る大なる爆弾は l 機に 1 個又は 2 (聞に限

られ. 然も種々の防昼施設の妨害を突破して来ねばならす、従って目的地に至ら予して曜

墜されるもの も多 し E つ 目的地に到建し7こから と言っ て爆弾力2確質に効を奏す ると限 ら

ぬ。放に 1 0001 f f ; 以上の爆揮は特別の場合の他は先十考へる必要は無い。然も若し有ると想

像して見ても之に劃する防護は殆んど不可能に属する。叉 300 砥乃至 500 JAの爆弾も事質

そう使へるも のでない。故に吾人は普通の場合 として 200 1 i f ; 弾以下に就い て考慮すれば良

し 叉其で満足せざるを得ない。然らば 200 1 i f ; 弾はどの位の威力を有するかを次の仮定の

下に求めて見る。

蝦定事項

5 7  V I I  



VI I  5 8  

I  餓 筋 コンクリ{ トに劃する威力宇径を 104 cm とす。

11 鍛筋コンク リー トに封する侵徹力営 21 c m とす。

I I I  爆 弾の責133慢の 中心と爆日iの先端との lftーを 7fi cm とする 。

I V 餓if1' j コンク リート スラブのj享さを各々次表の釘l しとする。

鍛 筋 コ ン ク Y ート 造 家 屋 の 被 害

各 階 ス ラ プ 厚 cm 政 援 階 数 !l止 態 官「 哩1

10 3  

侵i徽 7J により 2 21 - ( 10+ 10) = 1  

ＧＩＺｾｾ ｉｙ ｊｩ 力によ り ｬ 104 > ( 75ー 1) + 10  

13  2  

佼1f{，力により 1 21 - 13 = 7  

爆 破 力 に よ り l 1 0 4 > 0 5 - 7 ) +  13 

16 2  同 J :  

21 - 16 = 5  

104> ( 75- 5 ) +  16 

19 2  問 上

21 l守一 2

104 > ( 7 5-- 2) +  19 

22 爆破力によｾ 1  104  > ( 75 - 21)  +  22 

24 同
争 k 104>( 75 - 21)  +  24 

50  
。 最 l 階 床大 破 す る も

104 = ('75 - 7. 1可+ 5 0

辛じて穿孔を ￝Ｈｾ る

上と殆んど同様の仮定によりて千1if 聞の戚) ) を見るに、大略スラプを 3 メート ル以上と

して辛うじて穿孔を菟れるのである。故に事賞防誰の全〈不可能なる事が解る。

(  1  ) 平 面 計 重

卒商の形は翠ーブロックを最良とする。凸凹の多いものはそれr:: け破底力を大き〈する。

特に中庭式の時はー居破壊力を大事〈し且つ売・瓦wi の消散を岡難ならしめる。次に建物を

高〈 する よりは可及的偏平にし、 E つセンタ ーホールシステムを排し間仕切壁を多〈有効

lこ配置する。之は被害を応部的に止める震である D 向スカイライト 、 ドライエリヤをが1 = さ

ねばならない。スカイライトは I政慌し易し且つ燈火管l I i lJ に就いても不便が多い。ドライ

ヱリヤは一苛瓦1析が流れ込み且つ破叩関、地雷弾に封し建物の恭底部に大なる損傷{ f JIdへる

原因となり易L、。一方瓦斯、水道、電線等の配置も被害をノj 、部分に局限出来る核考慮を要

する。

( 2 ) 諸 設 儲

防弾床

建物の附近の地中に爆弾力: 命中すると地中に入って鮮裂する。然る時は最も大切な地下

宝石? 慣傷される。故に斯る事の無い様に建物の周囲に 、平岡rl1 4 メート; L - 位. 厚さは建物

に按 ー する貼で Ｑ メートル 位の防 ￬ｾＱ 床ぞ設げねばならな し、 。建物の側面で昨裂 する 鋭部は共

の昨裂中心が建物と最も近い場合が有り得る枚 特に注 を要すスー

空気清浄装置

避難室の 州入口はて lri のE堅持とし Jt の中に 空気の清 ip' 抜置を要する。此の二一重壁は相営

の間隔を必要とするもので 、寧ろ控室と俗す可きであらう。



吸気筒

毒瓦斯は比重大で多〈地面上に管j幣して居るから地面上近〈の宰気は良〈ない。故に相

営の高所 よ りポンプを以て吸ひ入れる。斯〈して得 ｦ こるさき気を更に ｩｬｾ 過し之を避難室に怠

る。共の場合避難室の空気の底力を大気より高める事はポ瓦斯の侵入防禦に有効である。

煙突、エレベーターの虚理

煙突叉は エレベータ{ シャフトの中 に寓ー脱却が飛び込むと . 共の建物は致命の損傷を

裳る。故に前記吸気筒と共に l享2 糎以上の鋼製凶錐形のまを設げる必要がある。

窓及出入口

窓及出入口はすべて防火シャツタ ーの装置を要する。爆風によっ て シャツタ ーは講から

外れぬ様、特に講を深〈しなりればならない。向窓はすべて二重窓とする E が望ましい。

股火管制に封しては厚千ri 黒色カ ーテンで良いがシャツタ ーを下すに越した事は無い。

避難室

長範下室は其の天井及同国の壁障を? 特別に厚〈し、且つ能ふ限り地下二屠式が良い。地下

室が避鈎tの; j : 良線地である。建物が大き い場合には. 共の建物の全員を一時に地下避難室に

lJ:iC容する事は困錐である。斯る場合には階段室を腕時に他の部分と遮断し得る構造として

置き、襲撃と同時に全員を各其の属する階段室に導主入れて之を遮断し、然る後徐々に地

下避難所に移す。

( 3 ) 構 造

架 構

爆弾の架構に作用する外力は之を静力事的に鹿王! 日する 事は不合理である 。然し目下の虚

其の正しい計算方法は確立して居ない。故に便宜上之を動荷重中に算入するも一方法であ

る。然し乍ら事質問題として 、彼 の上海事件の宰惨を受 げた建物に就いて之を見 るに、架

構の各部材がt員傷して共の断商の減少を来す程度のものが多いo 故に将来の設計に劃して

は、 .或る程度の安全 を見越すを以て足るかの感が有る。然し乍ら或る部材が完全に破壊す

る時は荷重の分布欣態に鎚動を来し、従って全部材の腔力に鐙 化を見る謹であり、忽に出

来ない。此の問題は将来の研究 に侠?こねばならな い。

スラフ

スラプの j享さを何程とすべ きか 、叉動荷重を何の程度増jJ l l さす可きか。之は爆弾に封す

る防禦方針の確定を先決問題とす。最上房のスラプのみに依って爆弾に犠えしむるには前

述の如< . 2 百軒弾に劃して 、共の最上居の厚さを50糎以上としなりればならなし、。然し斯

くては大なる荷重を架構の最上部に有する事 となり耐持的に商白からぬ結果を来しはすま

いか。故に最上居と其の女の居のスラブ とを厚〈し、二居を合して防禦せしu るを得策と

考へ る 。街出来得れば更に之を第三屠に迄推し鎖め Ｎ 最上居 、 次居ｾ専ら侵ｻ故カの削減に

嘗ら しめ. 第三辰乃至第四屠に於て喰ひ止むる 方法を可 とする 。此の方法は上層を戦時に
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於て犠牲 lこ供するの欠結を有する。然し之は! とむを得ぬものと考へ る。

共の何れの方法に依るを問はす¥最上居に砂唐を置き爆弾の速度を低下せしむるは 、簡

にして効有るものと信子る。

叉建物 に依つては 戦時に 、 高射砲其の 他 の設備をなし得る様Ｎ動荷重の 徐 浴ｾ取っ て 置

〈必要がある。

壁 韓

壁 慢の厚さは原則 と してスラブと同じ程度以 上 にする 事Ｚ ｾ要する。之 壁 曜 の 出 傷 は、 壁

時自身の損傷 に止らす¥直 ちに架構の生命に 影響する ffr甚大fごからでめる 。地下室の壁鵠

は特に 50師以上なる 事が望 ましい。

3 . 既 存 建 物 の 改 造

以上述べ?こ卒面計霊並に構造設備は. 将来作らる可き建築物に封 する 方針である。既存

の建物に就いては別に考慮 を要する 。木造建築物に到しては何等地す可き 手段を持fこな い。

只僅 に毒瓦斯に劃して其の侵入 制防止す可〈極めて幼稚な方法を講じ得 るのみ。

今 銭筋 コン ク リート 建築 に 劃 して、 改造 す 可 き 要 ｾｽｩｾ 列 製 して 見 るに

イ センタ{ ホールに間監並にj未を遺 ること

ロ スカイ ライト、ド ライヱリ ヤを相官厚 コンクリ{ ト 又は銀筋コンク リ{ ト を以 て茸

をなすこ主

ハ 瓦斯、水道、電税等の配世にして不適営な るも のを改良 すること

ユ 防弾j末、空気清却装置 、政策i均等を設げること

ホ 煙 突、エレベ」グー の類に餓ff;E{ e 設げること

へ 窓、及出入口のシャツタ ー設備を改良すること

ト 地 下室の壁 制 11Hlil し、避難所に改造すること

チ 屋上スラ ブ上に !ftJ J待重の官会俗の約三ド量 の コンクリ{ ト打植 すること、 更に必要に雌

じ之を防空材料 ( 特種鋼) によって保護 すること ( 以 上〕

入選考紹介 本 綱 の筆者山口俊 三郎 君は東京高等工業挙校建築科の卒業で今 、大

阪市 立都島工業者弘校 に激戦 を とって居 られ る、製究的 はだのよき削i表 であり、 1'1:

業教育界 の一体材でも ある 。
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内 容

第 1 章者| 叶i の防護計霊( 序説〉

第 i 色m 積観的計51fi

1  Ａ ｾｮｊｾ 迫路制の 促進

2  公共線地の保有

3  防火地区の助成
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第 1 章 都 市 の 防 護 計 豊

序 説

税近国際間の緊強せる事| 肯は各種兵格の 併究に聖母して 異常なる拍車をか〈るに至った

が‘ :共の中でも全〈驚異的な躍進を遂げにものは航主主機である。

即ち. 其の性能の異常な る進歩に伴ひ航続距離の延長 と搭載荷重 とを著 し〈 増加l し得る

犠 に 成つ に 儀、今や ￬Ｑｾｾ 担叉は 比 律賓 より容易に内地 の主要都 市を爆撃し 得 る事が可能とな

るに至つ に。

従って今後の戦場は我 k の生活す る都市の上空に迄蛾大せら れ、 之に封する防備は捕り

61'  Vt l  



軍隊のみに依らす¥貧に我々市民の負推すべき 義務 と謂はねばなら な〈なったのである。

まことに都市の防誰は園の防護であり、都市の崩接は園家の破滅で ある。

之を惟ひ彼 を?想、ふ とき、 都市の防護は最も緊要なる問題であり 、市民の責任亦重大 なる

を感ぜす・には居られないのである。

都市の武装は此庭教年の聞に於て重要なる命題となっ fこが、往 k にして単なる宰想、論に

終始し、或は百年にして共の効果を知るが如き議論を闘はし、以て事足れりとするの論者

多 〈未 t :"1こ適切な る計聾あるを聴かないのは甚fご遺憾である。都市の防誰は今日の間宮で

ゐり 、数十年後の将来に期す可きものでは無い。従って之が研究に闘しでも先づ将来を約

束する以上に現質に質施し得る 計聾であらねば成らぬ。本論は此の緋に留意 し先づ積極的

に者11市計霊として資施の必要ある防護計畳を怒り' て共の意義を説寺 、女に消極的に l怨念胞

設としての防護計霊を論じ、更に投下爆却に依る 1[，見rt l1終ブJ 金1i f f討して jl loj k の建築物に謝す

る防護方法を説明し以て共のJii.ブJ {f極度に減税せしめると同時に建都物を して可及的lnrf 爆

の効果を礎部せしなる賠に於て特に力ぞ注いにものである。

第 1 節 積 極 的 計 重

1. 幹 線 道 路 網 の 促 進

都市計重の 施 設と して、 幹線道路網計量は六大都市を初め各ｾ届要事 ＱＱ 市に於て此 に 計費せ

られて居るが、此れは平時に於げる交通運輸の上から必要であるばかりでな〈都市防誕の

見地かもしでも重大な意義を有する。

即ち幹線街路は航宰機の都市侵入{ f !IIU てせんが震に活躍す る戦闘員及兵務 に充分なる 行

動を輿へる要路となるばかりで無し更に市民の救世、避難民の牧容. 食料の運搬等戦時

工作に重要なる役割を演す・るものである 。

仰って此等の計霊道路の内で も地方都市との相互的連絡を司ど る主要政射線 と都市の近

郊を廻ぐる環欣線とは是非とも会: 速な賞施を必要とする。己ならする此等の道路の要所には

E提携を配置し. 高射他陣地或は防空兵料設置のf誌に共の場地を典へなげ ればな らぬ。然ら

ば之を如向に配置すべきか。先つ> [ 1 先場は放射緋環状線の交叉出lj に設置す可きであって、斯

〈することに依り陣地として の蹟澗なる硯界と活劫の敏速を得ら れると同時に、最少限度

の土地 に依って 完全なる効果を護慌し得 る利結がある。

而して庚場は高射砲相互の配置距敵に閥聯 して必要なる角度迄完全に操作し得る範囲に

共の面積主? とらねばならぬ。

是等蹟替差の者 ｾｉ 市計壷としての取得方法は、街路庚場或は公園、総地として現行法規に依

り保有し得られるのであるから防空路設として速かに蹟星通計霊を樹立し、 その寅現{ f l創る

と共に主要放射線、環丹犬紘の完成を一刻 も早 4促進し以τ 防空の 完備に遁進せねばな ら

事:l.。
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2 . 公 共 緑 地 の 保 有

近代の都市は人口 の集中lこ依って著し〈共の領域を蛾大しつ〉ある。大都市郊外の近況

は人 口の増加に従って線地耕地が次第に般廃せら れ、加速度的に市街化の護展を見つ 〉更

に超大都市 に向っ て鐙 l診せんとする情態にある。

都市の保健問題に就ては既に煤煙に依る 昼気の汚湖、日光の遮蔽等に闘 して幾多の議論

が聞はされ共の救済方法が設かれてゐるが、最近に於げる最も頼著なる傾向は緑地保有の

問題に集中せられて居る事である 。

線地の保有は者fl 市環境を向上せしなる黙に於て最良策Tこる事は議論の絵地無き鹿であ る

が . I間! って防空の立場よりしても極めて重要なる意誌を有するものと考八られる。

即ち 線上也が防空 に ｾｴｴ Ａ へる効果は 古 河こｴｊ￭ ｩ 述 の日 ｽｪ 室料 ｆ 地として の利用のみでは無 し公開緑

地は非常時に際して航空機の不時着陸場 となれ暫定的な避難地ともなるが . 共の最 も重

要なる効果としては有力なる防火幣となることである 。我 k の者1¥市ーは次第に耐火建築に費

へられて行〈。然し共の辿度は遅 〈完成は極めて翠 k 1こるものであれ依然として木造都

市＿こ るに 過ぎ Ｑ ｦＡｾ ｾ、 のである。木 ｩｩＡｩ 都市の最も恐る可きは火災の延焼である ｯ 1 例の焼夷弾

により偶費ぜる 火災が者l¥i li : t ' 次態に蹄するこ主は極めて容易である。

既に識 者の設 〈が如I < 、我が都市の防誰は一つ lこ防火割策であらねばならぬ黙より見て

も絵地の保有は都市計繋の施設 として最も緊要であると詞はねばならぬ。此彪に緑地の保

有に制する方針に就て言及せんに、先づ現 今の 都布が者 ｦｾ 心を中心とし或る範囲迄環欲的に

主 憐

第 1 岡 防 空 緑 地 と 幹 線 街 路 針 盤
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庚カ旬、共れより更に放射綿般に褒展しっ、ある賓AAに鑑み、郊外より放射線聞を縫ふ て

大量の縁地を棋欣に取得し得る可能性がある。

此の現象は東京市に於て最も顕著であり他の都市に在つでも容易に認識し得る。

最近の大都市計聾は斯〈の如き方式の下に都市の蛮展助長 を企聾するのが最も合理的な

りとの読明を輿へ1: 。

都市の稜展を指導せんには自然の稜展を強座 すること無〈其の趨勢 を認識して之が詳導

を企圃するのが最良の方策である 。此の意味に於て放射線閣の農耕地を防空縁地として保

有することは合理的で あ り、且つ平時に於ても農閑或は保健上の慰柴地即運動競技場、公

国等の諸施設に利用する事を得、都市の保安衛生に重大なる効果を慣らす事は極めて大な

るものがある。

右の縦士也と 主要道路 に依る ｾＩｪ 宰計書のモデルを第 Ｑ 闘として提案する。此の模型は一般

の都市に適用すべき方針の大綱公 示したも のであっ て前 2 項の結論とも謂ひ得るものであ

る。

3 防 火 地 匿 の 助 成

都市計章一としての防火地区の設定は本邦六大都市に於て師に見るところであるが、何れ

の都市を問はす・其の範囲は政治経慣の 中値地のみ に偏して都市全般の考察より 地医の普週

的分布が施行されて居る鹿は無い。都市防護の立場より見るとき現在の中心集中主義は不

可であり、更にー居地区の棋大 を計 らねばならぬ。 東京市は出災 に依って或る程度迄地ｾ

の蹴張を見? こが大阪市其他は極めて徴 k 1こる現献に在る。

防火地区計壷が都市防火の重要施設なることは既に明らかな事ではあるが 、之の賞質的

効果は耐火建築の完成 に侠つのであるから防昼の立場よりすれば速かに共の完成を 促進せ

しめる方法を構ぜねばならない口

往 k 都市防護の方策として防火地区の主張あるを聴< 0 然し計葺のみでは良策も徒ら に

議餅に止まるに過ぎぬ。即ち此の制を活用せしめんにはどうしでも園家より充分なる柿助

奨励を得ることが必要であり然らぎれば共の完成は売っかないのである。

例へば東京市の防火地区は凡そ ＸＰｾ 高坪に 亘 る直域に指定せられ且その一部に楠助金交付

の思処も有りなが ら耐火建築の建坪数は現在に於て約 7 寓坪. 即ち金悼の漸< 1 割程度し

かその完成を見 るに過ぎない情況 にある。

市民が耐火建築の強制を受入れる 1::.' けの経済的能力が有れば格別、一般都市に於ける現

欽では到底地匿の設定に依り直ちに共の効果を期待する事は出来得ない。

故に防火地匿を論争るには先づ助成策を解決すべきが現今の最も急: 務とすべき事であ

る。次に防空のf誌の防火地匝は通常の概念と多少其の趣きを異にする。等し〈防火の施設

なりとは云へ平時の防火は主要地匡の防火にして其の範囲も比較的中心地の領域内に於て

済まし得られるのであるが非常時の防火は敢多の強火地黙を有するが矯、康〈普遍的に計
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撃されねばならぬ 3 依って従来の集岡地区制は多少疑問の生十る底 となる。 過般画館大火

の消息は集| 剖計聾 よりも 「プ ロック 」地区の有効性伝記、なる に至つ に。現欣の路線式地阪

の稜展は「ブロック」地区に迄成長せ しめて初めて完成の岐に到達すべきものと謂ひ得 る。

之が鴛従来の集回路線の方式は「プロック J tr，IJ に改革する必要が有り共れに依る計撃の達

成をｻ突って初めて地ｾの完壁ｦＮＧはかる事が 出来る 。

i¥"!( に防火地直の計撃は「プロック J 11;I Jの採用を最も賢明な策とし . 更 l二助成方法の解決

を見る に及んで積極的防火制の確立を期 し得られるものと云はなげればならぬコ

第 2 節 消 極 的 計 婁

1  ' 防 火 ブ ロ ッ ク 計 霊

前節に記述せる諸 百 十喪はＧｪ ｧ Ｈ め 非常時を ｾｊ 象想し共の封肱策を都市計安の施設として行ふ場

合 に就て論じにもので|立質上其の質』面も早急: に施行 し得な いものが多い。

営商の問題としては、危機に際して直ちに賓施し得る計霊を樹立する事が最も緊要であ

るo Ｑｊｾ て本節に於ては悶 ーの 際に急Ｚ施すべき防護計繋を提楽し 、以て 都市の防慢に高遺漏

なきを期せむとするもので ある。

此 j起に防火ブロックの計裂を論争る前にー舷rb民の避難方法に就いて説明するの要があ

る。者 ｉｮ ぢが空 襲 に ｪ 迎合し＿ こる場 合市民 主＿速や か に安全なる虞に避難せしめる方法は防ｾに

闘する1 f i ' 要な問題である。

我闇民の特異性 として永{ t，地に異常なる 愛 着心を有する事質は既に幾多の事例に依って

示されてゐる 。過ぐる閥来UJ 災に於げる惨禍に徴しでも市民が自己の居住地を森易に放棄

しなかっ fこ矯貴き生命を徒 らに火焔の内に失って了つに事貨は枚号室に迫力: ない。

此の鈷を考察するとき、 昼製下にある市民を都市より 郊外へ直ち に逃避せしむるは全〈

不可能であるばかりでな〈共底に牧拾し得ぎる混乱と不安とを矧来し防空統制上、或 は 秩

序維持の立場より多〈の支障を来Tこすこと明らかである。市民を して瞬時にもせよ 自家よ

り速く隔慨し之を保護する事は困難であるから先づ近〈 の避難所に保護する策を講す可き

である。即ち都市を分ちて幾多の防火ブロックに分割し、各プロックに耐火耐爆の公設避

難所を設定し、此 ｅｅ に �ｪｊ 老 ｾｪｬ Ｇｩ !J:: 子{ f J放容し而してt!f 年男子は協力してそのプロックの防火

に専念せしめる方法を採るを最も賢明な方策とする。然し金ブロックに亙って避難所を新

設する事は多大のお情的負拾を興へる事となるから既設の公共建築を改装して之に充営す

るが安営である 。此の貼より製段 、医役所等は全i'ITに一様に分ギli され、 E 此等は近年不燃

質構迭に改築されつ〉あり防空i 8 刻t所 として有力なる候補となり得るもの' ( ' める。

防火ブロックは都市の 人口 窮度に舷じて定 u 可きであるが恨りに IJ、事校を避難所 とし、

之金中心にして符 度 Ｑ 人に付 ＲＰ 坪と仮定し Ｎ 其のｾ文容能力より商積を算定 するに約 ＲＰ 寓坪

を制して I プロックと定めることが出来る c
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プロックの計霊は能ふ限り避難する際に支障となるもの無き様に設定す る必要があり .

同時に周閣を約30米突以上の道路 、濠渠或は防火建築帯叉は宰地帯に依って他のプロック

E完全 に絶縁す るやう計聾されねばならぬ。

理想的には此の 「プ ロック」 の周遊は防火地匿 となすを必要とするも、貫之に伴はさ' れ

ば その効果を期待することは出来な いか ら、非常の際その有効性を陥保せんが震には、此

の周囲 を最小約30米突の範囲に亘って空地帯を作る必要がある。故 にその範囲 内に可燃性

の建築物あれば之を破壊して装地帯を作り以てプロックの防火的効果を挙げねばならぬ。

斯〈しτ プロックを完成すればその問聞は完全なる防火祢に依って間続せらる〉ことにな

るから . 爆弾に依って火災が護生しでも 1 ブロック の犠牲に依って慎み、果しな〈延焼す

ることは無〈なるのである。

此の号ｼ聾は都市の大局より見て ＱＹｾ め一部の建築Ｈ防火幣境域内の建築Ｉを犠牲とする事

に依り木ii!; 都市を壊滅の危機 より救演する方法であ って 、各方町より考察 して最良の針策

なりと信十る。

第2 闘( 次頁参 !!H) は東京 を例にとり既設ノj 、，¥}H:交を中心に面積約 20高坪を以てプロ ック

のｾＮ位とした防火ブロック計笠にしてブロックの境界は現存の道路Ｎ河川Ｎ ｾ示渠 、 銀道 Ｎ

軌道等凡そ防火的効力あるものを可及的 採用して防火帯に利用し? こ築であ る。

放に此の築に於て己むを得す・防火常設置の翁に破壊を必要 とする 11日所は比較的僅 少なる

匡域にて済み 、之に布11mを! I i ! ふるとしても些して巨費者? 要せぬ見込である。

ヨ次穴に避難所として採用せるノIJ 伊

する ブロツクに於ては 、之に代る riJ ｾ耐火建築を物色する必要ーがあるが之れは敢に於て甚

ｴｾ 少なし、。避鰍所に就ては 肉臨 ｫ の施設を要 するが之は後立に譲ること〉する 。

此庭に防空の痛の避刻t所は単な る火災の場合 とは異り、 悲瓦斯にも (Jfこせ備へねばならな

ｌ 、か ら ￯ｦｬ にｾＺ�也のみでは避 ｾＴｴ 所の費絡が無し、。過般東京防空泊予干の際に往 ｫ 宰地を以 て 避

難所とし? こるが如きは大いなる誤りと云はねばならぬ。

2. 都 市 儒 装 計 霊

消極的防護即ち! 匹急防諜の一方法として既に製合識者の間に 11日導されて居るものに備法

計聾があ る。 侭装計設は主として都市の主要建築物防訟の手段であ り都市金悼の慌披に迄

之を及ぼす事は非常 ｬ こ難かしいもの ｴ 思料される。此の計喪は建物の外部ｾ種 ｫ の色彩を

以て塗り敵に錯覚を起きしめて 主要建築物の安全を計らむとするのが目的である。

然し傑銭の効果は敵軍に精斡なる地闘を獲得された場合全〈無力となる危険が在る。

蹟 淡fこる! 野外職場に於て極めて IJ 、さい武探を隠蔽することは容易であるが都市金植を鎚

形消去せんとするは至難であり 、 恨りに侭霊長が成つでもその 一 部ｾ看倣され〉ば直もに主

要建築物の位置も判明するから 、此の際の破綻は全〈大なる影響を粛らすことになる。

偶接の依貼と も糾す可きことは如何に建物其自憶が巧みに| ぼ蔽されで も白日 下 に商事 問
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園

東 京 防 火 ブ ロ ツ ク 計 輩

.  

赤 黙 は 小 事 校 即 も 避 難 所 の 位 置

県 太 線 は 防 火 帯 を ? 示 す

線 黒 占 は 未 fご プ ロ ツ ク 用 の 避 難 所 が 完 成

せ ぎ る も の

( 注) 復刻にあたっては「赤点」および「緑点」は次の

ようにおきかえた。

赤点 → 黒点 緑点 → 黒三角

( 不二出版)

jf: 

十
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す陰 影を 如何 と もする 事が 出 来な い 事であ る 。 空襲の 時機は ｾＺ夜の 別が無し 、 。故 に 九ゆ る

場合に有効な る偶装方法を採用 しな りれば共の目的を達成 する 事は 出来ぬ o 仇て偶装の効

」民主? 徹底せしなるには先づ建物のi佳影を消去する 事を第ー とし、次に諒渠 、河川、 道路等

の偶装を 考究せねばならない。斯 〈して佃 k の建築物の慌裟が完成 しでも 更に都市全般に

亘 る慌妓診考究し完全に消去隠滅の方策が樹立 されて後初めて共の効果 を期し得られる 認

であるから、都市の協装計霊に就ては向ほ将来に多〈の研究富余地が残 されて あるも のと云

はねばならぬ。

故に現在の偶猿方法では都市の防誌を之に一任せしめる事は出来ない。従って他の防護

計叢と併せて適用すべきもので、計聾それ自臨調立し? こ防;lK方法とするは不可能なりと信

するものである。

第 2 章 都 市 防 空 建 築

概 説

者11市防空の完備を計るには都市の防護計一謬? を施行すると同時に個々の建築物それ自悼の

防護方法をも併せて考究せねばならぬ。

爆1車に劃して建築物は無力なりと断するるは早計である。筆者は建築物に到して燥樽の破

壊力を防止する震に或程度の構法を考へ得る 事可能 なりと信十る。以下順を ｩ 宣ふてその ｾＩｪ

註論に言及しfこい 。

防宰建築即防爆建築に就ては左の三万商より考究する必要がある 。即 ち

( 1) 爆閣に封し完全に抵抗し得る構造即ち i耐帰建築の研究

( 2) 雌弾に依 り一部を犠牲に供して主要構造部の安全 を計るもの即ち防弾建築の( i J l ' 究

( 3) 雌弾の孫下に3討する 誘導を試み て建物に興へ る爆破影響を可及的減少せしめ る方法

即ち避弾建築の 似「究

此の内耐閣建築はII 怒微なる爆弾謂は' > 200 砥地雷弾程度に劃 しては可能性を認め得 るが

重爆弾 iこ劃しては構造、 経費の上から極め て困難であ る。之に反 して防滞 、i世弾の構法は

相営の域に迄貧現し得るものと 断定し得る。依って ( 1) ( 2) を合 して之を耐爆建築 、( 3)

を以て避燥建築と名 付け共の構造を論究しに L、。此等の計壷に際 しては先づ爆弾特に地雷

弾の爆破力を険討するの要がある 。

第 1 節 耐 爆 建 築

1  弾 塵 カ と 爆 塵 力

爆蝉の侵{ 放と燥i成威 力を考慮して共の以tぷi，fs闘を推定す る震には

w  Ｓ Ｏ ｾ ー
W=y  eLア ( 1  )  
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なる式がある。此の際の W {e威力宇俸 と栴し共の範囲内の障害物は全て粉畔せられる宇

慨を示す も の で あって 、 ｌ はダＧＡ ｾｾ礎量 、 ｃ 及 ｄ は被爆開及桜閣に闘する係数である。

此の算式に依れば高度 3 千米より 200 旺 地 宙 慨 を 投 下 し た 場 合 の げ は l 米となり鍛筋

混凝土ならば50刺 j享の床版に依って完全に防禦し得られる事になる。

ヨたに爆 曹に依る瓦斯mは ( 2) 式に依り算出し得る。即ち

. P=  C x 与 ( 2  )  

此 の際の ｐ は任意思ｾの瓦斯費者 、 ｗ はタ Ｑ ＲＳ 庭量 ｦ 五Ｑ［ Ｉ 、 ｘ は孫下煤張型 ｴ ーより任意総迄の距

離( 米) 、C は爆護係数である。今此の式の W に一定値を興八距離 X {e零 より 50米迄鑓

化 せしめて算出した P の値を闘表に官官'Mば任意の距離に於りる爆設による五斯陵台直ち

に知 る事が出来る。

、-"

， ，・4

-ι 
'. ， 

第 3 初l

第 Ｓ ｴ 酋 ｬ は即ちそ の 国友で 、 ｗ に ＵＰ より ＵＰ Ｐ 迄の 値を ｾｩ Ａ へ Ｎ そ の各値 に劃して ｘ を本よ

り5 0 *迄鑓化せしめて作成したるものであって各種の地冶惜に射し50米迄の任意製ti に於り

る瓦斯墜を容易に求める事が出来る。

瓦斯摩は ( 2) 式 に依り距離の二乗 に逆比例 するのであるから爆設鮎に近げれば近いf WM

vl l  7 0  



カは大き〈なり距離零 ｾｹｪ に於ては無限大主なるのであるが 、 算式が資験式であるから之は

己む佐得な L、。瓦斯! 肢の一例を穆げれば 500 むの: J : j :築吐を有する地雷慌の型転力は 5 米距離

に於て 1 平方艇に付約 100 砥、 10)1とのm= i 隊では約25紅 、30米にては 3 むと云ふ風に倒めて

小さい盤力となる。

此の事賞は耐爆建築の可能性に 重大な る光明を興へるも のであって、建築物の1耐燥は慌

に此の黙に基いて出張せねばならない。

第3 闘は距離と瓦新監の国表であるが之を共催建築物に I.tQ;JIJ する事は出来ぬ。何となれ

ば建物の壁程に劃 して瓦兵Jj Ju1は俄悼下部に於ては直LEI 尽力として作用するが上部に行〈に従

ひ斜眼力となり、共の闘係は節4 闘

の如〈である。故に建物に就て考へ

るときはこの斜摩カを壁憾にl ! j :frj な

る分力し並行なる分力に分げて考

胤せねばならぬ。市して ｌￜｦｊｾ なるブ ｪ

は也駆ブJ となり並行なる力は「ス ラ

スト」として壁簡を吹上げんとする

作用を及ぼす力となるが、之は構造

自開に就い てはさして重大な影響を

興へるものとは思はれぬ。

第5 凶 は 煤 援によ り壁慨に及 lます

力を直l摩及並行力 に分ち て作成した

闘表であっ て、横軸に瓦 Ｚｬｴｊ ｪｾ 理力、縦

ｾｩｬ｢ に壁惇各部の高さｻｴ＾表し嬬環献と

蚊鰐との距離 X の各値により t波紋1

4宇部に於げる直墜力と並行ブJ とを闘

表に表しにものであって中央の壁間

表 示 線の左側 に直 邸力 、 右Ｈｊ ｬｾ に並行

P l  4  

in 4  li，"j] 

カを? とつにものである。 fyiJ へば之の闘表より距離 2 米の監間各部の直噴き力{ t > ; ; _ k めんには左

方の 2 米曲線に依ればよし 壁底部に於ては約 190 f ( f ; 平方お札 5 米高の底では約101tl ;なる

ことが判り更に並行力に就し、ては右側の 2 米棋に依り壁氏背11に於ては零. 日米爵j の底では

約川正Eなる事が容易にはt1¥し得る。

第 ＵＱ 箇は止ｪＺｾ寝量 ＱＵＰＱ 並の出慌にｩＡ｛ Ｎｊ する国表でめるが之佐川 ｪ う 至 Ｕｕｏ 11. の爆慌についてJ t J i

る圃表を作成すれば壁面に及ぼすj車力を各種の爆弾に就て知ることが出来る許りでなく共

れに基いて主要構造部の断面を決定する にも・用な資料となる。此等の闘表を全部此彪 に摘

111すること は煩維を重ねること h なるから第5 闘を以て代表せしめ 他は之を省| 附する。
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斯〈 の 如〈如 何なる爆蝉と雌も共の 瓦斯 ｾは近距離に於 ては極めて大であるが ＱＰ 米も

離れ〉ぱ微少なる肱力となって了ふ。高に就ても問機であっ て. 例へば壁の外底部で様設

しでも ＴｾＵ 階の壁面に興へる力は極めてノ ｪ 、きいものである。但し普通の構造では此際下

階が崩壊 されるにめに上

5  第

階ち倒壊 して 了ふのであ

を距離 と高 さに ついて算

に1)1; する。

出しに結果を掲げて 参考

布の隣 力は泊1i ・の風略

次 に三種の爆憾の摩プJ

等に 比較すると 段違ひ の

大 きでは あるが 、概して

るa

及 ぼ す 直 魅 力

体 孫j j I :

爆 破' - l ii とii!: 高 0 111 前J 1  J Il 自 5111 高 10 川

憾と の距 縦 のｬＡｬ ｾ 力 の A 力 の A 11 の E民 力

0. 2 III 637.CO  48. 0 0.40  0. 05 

11' 255. CO 90.0  1. 92 0.25  

50 kg  3  m 28.00 24.0  3. 85  0. 6i  

5  J l 1 10.20  9.6 3. 60  0. 91 

10 III 2. 55  2.5 1. 82  0. 89  

0. 2 m 12，750.00 96. 0  0. 81 0.10 

5 10.∞ 180.0 3. 84 0. 50  

l∞k g  3  56.66 48.0  17.70  1. 3)  

5  20.40  19. 0 7.20  1. 80  

10  5. 10 5. 0  3.60  1. 80 

0.2 m 38，250.∞ 2tl8.0  2.43  0.30 

1，53コ.CO 540.0  11.54  1. 50 

30: )  kg  3  170.CO  145.0  23. 00 4.0J  

5  6 1. 20  57.6  2 1. 60 5. 40 

10 15.00 15.0  10.∞ 5. 40 

壁 間 に

3 米以上も離れ h ぱ力も

徐 程 小 さ 〈 な れ 算 式 上車 位 は kgf c山 三
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の取扱 も比較的容易 となる から極 k の構匙的考案も 出来得 ることにな る。復雑な計rr は此

庭に省 き結論 としての防宰建築の構法に議論 を進めよう。

2. 耐 弾 建 築 の 構 法

耐蹄建築の構造は前節によって凡そ その倫廓 を君主5:[1す ること が出来る が之が構法に就て

は芸大の二鞘に注意す ることを必要 とする 。即ち

( 1) 上国即屋根及上階床版の耐弾的考察

( 2) 側面即外壁及外側柱の耐碑的考察

である。( 1 ) に就ては破底力に抵抗し得るにげ床版のj立を増加す れば良いのであるが最

上階の床版の みを厚く すること は構造上至難であるばか りでな く不得策であ るから之を最

上 階 と 次階に床版の厚ｾ分つ方法が誼営である。之が ｦ 詰蝉卿による破壊力は 芸 大階に迄及ぶ

が それ以下の階は安全に保護し得る こと が出来る。

次に側面に就ては最悪の場合壁間の最下部に落下蝉殺する こと を考へねばならぬ。

此の際には如何に 重厚な監臨もこれに抗し得 られなし、 から午ろ 外側桂、外壁には上階の

荷量 を負捻せしめす・或程度の破壊力に3討する抗力を興へる のみに 止めて之を犠牲とし それ

に依って内部の主要構i 1 ! l 部の保誰を闘るのが賢明の策である口

放に 外壁及外側桂lこは製榊のf . 1I亜 石? 興へぬ様に設計しなければならぬ D

以上の結果 として第6 闘の如き結

論が最 も耐爆に射して合理的なりと

断定出来 るのである。第6 闘に就て

説明会1mふれば先つ' 主要構造部を内

側! の架構とし外側架構の梁は之を突

梁構造 としー其の荷重は B 柱に負指

せしめる。而して A 住は金 1: < 構

法上の役割より除外し車に外壁の支

承物程度に止める。床版は屋根と 6

階佐厚〈約25糎と す る。撚るときは

200 瓦f爆弾の投下に迦ひても 6 階を

犠牲に供する のみ にて足り 5 階以下

は安全に保護 し得 られる 。

次に側面 A 往の下端に落下しに

ｉｾ＠

卜-

作三

寸-

i -

寸ー- _

」 一

卜 ¥

ト- l 川 ー

R  

6  

IB  

号

4  

11  

3  

ト一一一一一I!

2  

h  

長 二 三

:::-.:.-:、F  

ド寸

ド寸

ド「

「

ト_ . J

レ/

場合を? 考ふるに l 階の階高 5 米 、外 A  B  c  円 A'

側往と内部往の張関 3 米ならば 1 階 第 6 間 耐 5朗 建 築

の A 柱と 壁腫は破壊せられでも内側の壁睦及柱は安全である。向 3 階以上の外壁は瓦斯

摩の影響が殆んど無いと見ても差支へはない。
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此の構造法に依れば 200 111版部に射して砂〈 とも 赤色線内の部分は安全に保護し得ら れ

るが、更に B 及 B I 側の住に沿ひて最上階迄 20 糎厚の壁悌ーを設げれば75瓦斯の見地より 主主

k 安全の度を保設し得ると信子る。

第6 闘の構造は| 耐部建築として最も有効 且つ直現可能性を有するも の と考へ られる。 而

して 原根及上階の床) 恨の) 豆と 外柱の強度及内住のMi 弛i限度は珠 iJll J し得る 爆慨に劃する瓦斯

底力の ＮＺｴｉ ｾＱＱ Ｑ によってその断商を決 定 すれば良い の で一般ｼ耐強建築 の最 良案 とし ￮ｩｸ て此虚に

提案せる次第で ある。

第 2 節 謹 爆 建 築

本部に於ては投下燥閣の綿下f立世或は雌琵位置を人僑的工作に依り 誘導し以て爆[ 政の建

築物に及ぼす影響{ t >可及的減少せ しめて s}j 訟の 11的 を達成せんとする方法念論じ、併せて

憲 瓦斯弾又は細 菌 弾投下 の 考忠より 一般 建築物の配置 ｾ Ｍ ｉＮ ｪ ｊｬに迄議論を進め Ｑ］ し、と思ふ 。

1  避 爆 建 築 の 構 法

上空より落下し来 る爆弾 を人括的に排避せんとする方法は師に例 jllj i e!i 内務省の問民数慢

の内に共の例を見る。 即 ち第 フ闘 A の如〈 屋上に急; ftii 斜の餓仮屋摂を架して版部を flilJ 聞

に孫下せしめる方法である。 然 し此のブj 法によりf J W聞に孫下せしめても建物の近傍で燥設

させてし まって は瓦斯肱に よ り建物の基底 力; 以上表されるか ら結局何の効も 成 さぬ。

側 l百に落下せしめ? こ ならば地上燥設に依 り建物の受りる 影響を成可 〈僅少 なら しめる方

策を考へねばな らぬのである 。

之 より して屋根商 の祉協 を計らんが震には寧ろ餓Ａ反民 ｾｪｾ を設ける よれ 太き餓筋を網

C  
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ＺＱＩ［ に絢ん で 照上に架す方法ｾ と るのが賢明な方法であ る。即 ち第 フ 闘 ｒ の 如 〈 すれ ば熔

1撃は此の網上に於て燥殻するから反って建物自慌の安全を縦保する事力: 出来る o

要するに毘根商の避燥に就ては急Ｎ傾斜のｆｲ ｍｬｾ を設〈るか或はそれに代 る 方法によって共

の 1-:1 的を達するのが最- 良の策であり 、それ以外には途な しと考へる。

三大に壁植の避爆に就ては第 フ闘 C の主n< 建物の周囲に 宰 援引) 目撃する こと を推奨した

いo ｾ芸談の ＱＱ Ｑ は最少約 Ｕ 米を要する。之の理由は ［爆穫 による五斯盤石＿考慮し に 結果成 る 可

〈近距離 の阪穫を避り んとする意凶より出＿こも の である 。ｾ涼の 断面 ｾｖ 欣にし＿こるは爆

強位置可及的建物より離し?こいが詩であって、更に建物側の法面は厚 1 米以上の混擬土居

ｾｊ［ｊ、て被覆するの必要がある ｄ 此の目的は建 物 の基礎或は 地 下室を防護 す る属であっ て 縦

令この法商上 lこ71存下隊穫しでも混凝土の強級なる抵抗に よって爆破エネルギ ーを消耗せ し

め以て建物の防護を完全なら しめ得るのでめる J 但し右のi昆凝二1 : - . は建物主腫と絶縁せしめ

る事が必要である 。益減の利貼は叉比重の大なる 官f 瓦斯の防禦からしでも重大な効果を粛

ら すこと明 らか であるが Ｎ 更に亦此の、漆に水ｾ湛へて孫ー下揮の瓦斯摩ｾ減殺せしめる方法

或は多少安: 惣にヨiミるが極めて抵抗力の少ない粘質性の物質を以て袋を充? こし都下弾を地下

深〈突入せしめて爆殻させる 方法も 考へられるのである。

之を要するに避爆建築の 主 ｾｬｾ とする所は

( 1) 屋上に鍛筋網或は鍛板を組立て〉 走1; 傾斜の屋根を設け投下爆弾を昼 中或は地上に於

て燥寝せしめること。

Ｈ Ｒ Ｉ 控慌に就ては建物の 周闘に 宰、涼を設げで議下傑弾 ｾ 可及 的建物に影響齢き位置に誘

五基爆稜せしめる こと 。

の二項に 東 きるものと思ふ。此等の方法は何れも質現性に宮み且つ有効なる針策 な りと

{言ーす・るのである。

2 建 築 物 の 防 護 計 壷

l耐様、避婦の論究により此庭に建築物のM証的卒商計主: が考へられる。建築物の防誰的

平岡計実は爆破に劃する考究ばかりでな〈諒瓦斯弾. 細菌弾の方面よりも併せ考へる こと

が必要である。

ｾＩｪ 設的見地より考究すぺき建築の卒而百十 聾は 投下爆弾の命中率 と 被害容を極少 な らしめ

る貼に その目 的を有する。

空会る ときその結論 としての方針は建築物を成 る可〈散漫に 、換言す れば相互距離を大 き

くとって建築すれば宜い事 になる。然し地恨の高い都心地に 之を要求するは無担Hであ り且

土地利用の上からしでも面白〈ない。故 に今一歩賞現性を容易ならしめる震 には成 る可 〈

一定の敷地に充分に建築し得て然かも防護効果が大である配置の考究 をしなりればならぬ

事になる。

此れが矯め第 Ｘ 固ｾ提 出 し て 其の 可 否を論じゃう と思 ふ。建築物の間隔を庚 〈とる 意味
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よりすれば第一に A の配置を誰 しも採用するに遠ひ ない。 此の間隔に就ては建物 の壁間

に相嘗な耐爆手法が諦ぜられて居る場合凡 そ15米乃至20米あれは‘ 先づ充分である D 此の意

味は一方の建物に近< ｾ［ｾ設すれば他方 の 建物は 安全 で あ れ中 央に決下 すれは ‘ 控 ｽ ｪ 共安全

であると云ふ意味の もので ある。

放に相互距離を20米にとれば A の場合は掛岐に ついては宜しい のでめる。然し志瓦;l!:J i

の貼 より 考慮する とき 版稜によ り蛮散しに毒瓦其II があまりに開於的に配置されて居る震観

S - N方向に於てはことに著しいも のがあり、然かも その際めて急. 激に四方 に繍散する。

風 の助力が あれば主主 k 棋散速度は急: 速で ある。殊に隊側性の瓦J折陣、例へばイペ リツト.

ルイサイ ト弾の投下に合へば持久性の特徴も手停って D4J; に蛾散し、忽ちにして多数の負

傷者を出すこと明 らかであ る。五斯慨に劃しては閉鎖式卒 l断が良くないと同時に あ まり悶

放的な 平面も 宜し〈な いのであ る。

イ也のプ ロックにまうI し芸大に B の配置に就ては相互距離も 20米以上あ り煤似影響 ち少し

ても一方に於て建物聞の開口部カ: 独し 、? こめに A よりも瓦Wiの防114に就ては有効であるが此

の中央に 孫下し1: 場合に 於 ては四棟の建築物が同時に影響を受 げるか らこの賠に向考究の

飴地があ る。

VI I  76 



然るに C は更に良き配置となってゐる。然し X 賠に落下しにる場合を想像するとき阿

隣の建物に及ぼす影響は甚大であり此の貼向研究の要がある 。

此慶に於て D {e以て最低なる卒面計聾なりと断定する事が出来る。即ち

( t ) 同一敷地に劃し建築面積を最も庚〈取り得且つ

( 2) 瓦惣i披散については建物聞の関 口部が狭い矯に共 の蛾散を遅延せしめると共に停滞

す る こ と も な し 他のプロック より 侵入する際の障害 主もなるから之を鹿沼! するに

も、避難者にも時間的の徐裕を輿へる利駄がある。

(il) 叉何れの箇所に爆慣が投下 されでも建物への影響被害を最小限に止め得る。

此れ D 案を以て防護計霊の最良案なりとする所以である。

此の平岡計査は直ちに防護鐙築として一般市民に勤め 1こいも のでめ る。如何に構造に於

てl耐出的なりとは制へ卒商計霊を も顧慮しな かったならば、被害も棋大しその効 l尽の寓予で

を期する事は出来なし、。此の意味に於て D の計整案を提唱するのである。

次に前章の防火プロック計壷の避難所として必要なる建築的要件を記述する。防火プロ

ック計撃に於ては小易保校を以て避難所としにが全部の小事校は| 耐火建築でーは無いカ' ら差営

り木造のIJ、謬校は l主ちに D 築の平陥[ 計釜lこ依り| 鮒翠建築に改築するを急: 務とする。叉 そ

れと共に従来の| 耐火建築を避難所とするには岸線及壁腫を避爆構治第 フ圃 C 会長の如 〈す

る必要があるが更に左の要件を具備せねばならぬ。

避 難 所 の 交 遁 ・ 防 火 的 施 設

( 1  )  周圃に相官な空地を保有する乙と

避難所力引1向に耐火的建築であっても周同に密接して燃焼家版が充満して居てはやずもな

ら!1.l o 的てそ の周囲約ao米の隔に豆 り宰地を置〈必要がある。之が尽にその範宮内に在 る

木浩建物は之を撤去しなげればならぬ。

( 2 )  主要荷路に直結する道路を設けよ

瓦斯磁の爆設によって鎖散しに毒瓦均iを除去する篤には通風の良好なるを計らねばなら

ぬ。之が局めに避難所より四方に主要街路に達する道路を設げる必要がある。此の道路は

首に五均iの排除に役立つ の み で な し 越 維 民 の 牧 察 、食料配給の泉市よりしてもその利用 i質

値は甚大である。

( 3 )  地下道lこ依る連絡を圃ること

理想的に一歩を進めれば避難所より他の避難所或は地 F織道と の連絡のにめに地下道を

l消撃する の要がある。之に依って高ー避難所の崩壊に際しでも容易に次の方策を構守るこ

とが出来、併せて避難統制の賓も穆るものと謂はねばならない。

避難所として地下室のみを諭す・る意見は相営に多い. 勿論良き方法では d) る口然し何等

防禦方法ｾ構 ザぬ遺物の地下宣伝をそのまま謀総所とす るは極 め て危険でありＮそこに向多
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〈 のｴｩｊ ｬ ‘究を 必 要 とする が少 〈とも 筆者は雌憶の腿 ｊ ｊ より凡て地 下室 より ｬ ｾ ｻＮ ろ上 層 階の安全

な るを雌言し得られ るも の主信す・ る。

結 論

前ゴ干{ に於て論述 しに各種の計j !f 施設は 、何 れ も古Ili li防誕に 闘する 重要事項1: るも ωであ

るが、此等は相互的に多少の闘l帥を有して出るから 、防護計世の樹立に際しては よ 〈共の

聞の消息、を察知し有効適切に之が前期を計らねばならぬ。

都市の防護は前各項の計霊地設を資施するに非玄れば勿論満J . E し得るも の とは謂へな

い。然し此等諸計霊の内にも "1 ら共の宜現に難易がある のであ るから 、共 の計量二の如 何台

問は十賞現容易な るものは辿かに之が/ 百・子ーを企岡すべきであり 、191)へば級地 . 閥均ーの虫nき

は現 ｪ 伏に於て充分にそ の 計笠を世地し得るも の である。巳ならすＧ官現至 ｾｈ なるも の と並 ｈ も

高基ｾを排してそ の 完成に針ブ ｊ せねばな ら ぬ。例へば道路 の 事業に於ても此 の 際校史に亘る

ものは之を延期し Ｎ 先つｾ Ｑ Ｚ 付ＺＩｾ道路 の Ｇ貞現に ｊ ￵ Ｗｊ を ｦｬｪｩ ｩｔＺす べ きでめ仁更に防火地 ｾｲ［ｬｾ の ＹＱＱ ｾ＠

も速かにM¥助規定の制を設げて loit 火| 耐肱ー建築のJ庭1'i11 J { f 計る必要が ある。

亦 111，1/-< の建築物に就ては辿かに防護平面計1!{ とloi -rt tjj 控除の州法全完成して之 が奨励指導

に専ら努力せねばな らぬ。然し乍 ら筆者はJ見在のh!t 勢に 鑑み紋も辺白地の必要めるものとし

て防火ブロ ッ ク計聾の樹立を提唱すると同時に主要挫築物の| 耐峰. 避爆的改装を? 要求す

る。

イ"J e なれば之 に依って他 の施設が完成せす' とも者11i !i { f 以! 械の危機より充分 に救桝し得る

と信する るが震である。

入選者紹介 本帝 ｍ の ｾｅ 者吉村辰夫 ｉ ｉ ｉ よ Ｊｊ［ＨＧ ｉ Ｇｂ［ｉ ｾ ｬＨｪ大単位築科の卒業で ｘｲｲｬｩ ［ ｩｉＢ ｭ 委員

合技師 として都 市百I.m東京地方委員合へ勤務されてゐる 、 担iPli ;) 1笠方面の品ifi :l i除

〈して 斯 界 の- }1彩 である 。



【懸 賞 論 文 第 2 等 第i2 席】

会

d都 市武 装 に け就

時 局 の 危 機

て

回中 進

市 ｬ � 代 の 古より幾千年、東洋 の 一角に天興 の 楽土 ｻｴ＾ ｾｦ

って来 ?こ光前Il 日本も、 11寺勢の鑓特は遂に世界の立役者

として園際舞華に雌雄を決せき' るを得さ' る立場主なっ

て米 fこ。

Ｉ ￭Ｉ ｲ 謂 ＱｾＩ ＺＺｬ Ｕ ｾＱＹＳＶ 年 の 大時局も ＱＱ 聴に迫札非常時

H-1>: の合言葉は津 i々l 日々 に 響 き 波 札 全国民は一身

開となりて此の園出11 を失i成すべき真に邦家の大危機は

府に来ら ん k して居 るのであ るo

然らば この危機の根底をなすも のはそも 何か ?

約すれば我が日本の世界的殻展に射する列閣の偏見と 愉 ，'u_i. の念、及ぴそれに l'ド』、妨害であ

り、 「白人優越」 の観念と優秀大手口氏族の権利と の個突である 。

吾 人はこ の直面しfこる時難を果して乗切り得るであらうか、我等は再び正愈1J を? 抜き放ち

砲火の聞に彼等と相見えねばな らぬか 、そは利l のみの知l り給ふ事であらう o

?こ Y 世界を? 墜する我が陸海室軍の沈獣の威 力 し 生きん とす る大手口民族の真剣なる精 'lil ll

力、そして これを表現する外交工作の妙味とに依り彼等を投敬、反省せしめ得るな らば 、

i向1
1図は永久の安泰を得るであらう。

戦 ひ

:吾人は決して白から戦
! oJ t t ! るも のではない、而し不蛍に挑まれる戦に射しては欣然と

立って租閣を?11生らねばならぬ 、第 ・棋に於てえを交える のは勿論陸海空軍であるが近代慨

に於ては極大なる園家総動員計ー輩: の下に全園民がー障となりて国防に嘗l J . ｉｾ 放を織減して

始めて戦型撃を確保するに到るものである o しかも間協と同時に航空機による敵本土の宰 鋭

日¥l ち園土戟は真先に開始されるも の と莞悟せねばな らぬ . 過ぐる肱洲大戦に 於ける ロンド

ン. パ リー の空襲、最近の上海事境に於げる 上海 共他の都市燥喰はそ の小さな例で ある口
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防 空 の 根 本 義

却設吾閣が依りにタト閣 と戦端を開〈として我本土は巣 して敵航宰機の爆撃を受〈るであ

らうか ?

室は室々渓 k 、敵機は何鹿からでも忍び来 れ その出管は者: 夜を不論我々の頑上を見訴

ょ、であらう 、 しかし吾 人は断じてきさJJ l J :の侵入を許す事は 出来な い。

吾が園土は日本海軍が全滅せぎる限り 、即ち太平洋、 日本海 、黄海. 南洋の制海地ー従っ

て制空機が我が挙中に在1 ) ， 111せて陸軍が満洲、沿海洲、特太 、東支那を完全に抑 えて居

る限札そう無造作に我が者11市の上空に敵機の慣行を許容するも のではないと信子るも の

である。 l幽園日本は地形的に天来の防禦態形を備えて居る上に . 我が防空11白] 氏線は常に本

土から1 ，000 粁 、2，000 *l の外! 湖に進出し 、海上に 、沿岸に 、| 地上にと向車五重の博へ金持

続するからである。

亦戦略の原則に従へば航主主機が都市 を攻般 し或程度の人命や家! 討をおi傷しでも 、 それに

依って閣軍の死命を制する事は不可能で ある 、否そ れ以前に軍艦 、航益機、野草t軍、要案

:等{ f 攻喰せねばならぬ任務を有するのであるから百Ilrli の益J泌を受ける のは第二議 . 第三茶

の事で 、高 a にもささi誕を受けるとすれば宣戦布告前の不意打か又は決死の1投機が服' Ti : なる

幾段も の防禦線を突破して位入し. 人心出枠の門的のf誌の室典しかなし得ないも の と思ふ。

何は兎もあれ開戦と同時に我が陸梅宰軍は『攻撃は最上の防itどな り」の餓則に基 己、献

の; 様般に先行も 、敵の爆 F際機械地主? 誼減、市領し、閤土防きさの完全を期するものと雌{言す

るも のである。

此蕗に依りに我が者11市が益艇を受りに場合{ f 考えるならば、・特集生活の我が都合民は{ 捻

科の統制を強制しない限り必す・や秩序{ f 失ひ問章3b! 1貝して恐怖i出荷Lの佳 となる 威力 2甚fご多

いのである。即ち今迄徐りに室製の惨禍が宣体され. 宰袋を? 受げると腕時 にして闘司王犬山

災や上海都市の様な惨Mkが展日目きる〉如〈に想像されるか らでめる .1}'(; 集の恐怖心こそは

融機の襲来よりも 、 もっともっと恐ろしいも のであ るJJ;: { f 探く洞制して 、指導営局は大衆

の危急: に賞するi l J ll沫全もっとあ' i ! ! I{I !.J ，こ変地されん事を切 萌する芸大事である。

私は防空の第一義は陸海宰il: t の充貨に あ り、;本j 二回同 の制海 . 111l J益慨を絶封に確保す る

Z誌が緊急: 必須の防空方針でーあ ると 信 じ、都市武接を説〈前に此虚に 重 ねて園軍の完堕を絶

叫し度い . それが都市を護る第一要件で あるから。

去り乍ら私は決して都市の防宰施設を無用1mしに1 ) . 1州車建築の不必要を唱える者では

ない . 都市がささ製を受げる可能性が幾分でもある以上我 k 建築家は常に蔦ーに廃する丈の

覚悟 を以て研究を重ね . 封策{ f 質施する事が首然の貰ー務であらねばならぬ っ

以下 章 を ＺＢ ｾ Ｎ皇ふ て私 案ｻｦ述べて界 ι 度 いと 府、」 、 。
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(  1  ) 爆 撃 機 京 び 爆 揮 の 性 能

| 成洲大戦に於て英京 ロンドンを安製しfこのは猫逸のツェツペ リン飛行船 主飛行機であり

その同数は各 k 月01止問である 、市し飛行船は爆製能力は頗る大であるが他商船慌の彪大で

あ る事 . 運動の鈍重なる: j ，}L 天候に劃する抵抗力の小 なる事、無関内の水素ガスの爆設の

危険性多い事等防禦力に甚t.J 決〈る劉多い錆 . 現在及び近き* 等来共昼裂は主 として飛行機

が用ひられる事 t 思はれる。

依って飛行機中宰裂の最大能力を有する重爆f待機を求めて威力の規準を推定するならば

CA)  英国のヴアージユア型爆撃機

事者動機 2  ｾ＼ ｾ＠ 計 1，400 馬力

主E 1J  
最 大 183 粁 最小 8 0 粁

J芥 紋 f注
燃料 2，474 泊

同 ［爆 ｾ ｙ ￬ｬ 3，712 砥

航縦時 lill 12時 1¥¥]

航続距隊 1，738 粁

乗 員 5 名

(8)  米国の* - ; f ング爆撃機 ( 金属製車業)

習を動機 2  ｾま計 Ｑ ， ＱＵＰ ｊｾＱｊ＠

爆 5!O:J:芥載 'Jil; 1，090 砥

乗 員 5 ，y， 

CC)  米園のマーチン爆撃機 ( 鋼ジュラルミン製)

ｾ ｾ動機 2 法 昔r 1，2つ0 馬力

沼 ｾ 1J 最 大 320 粁

爆剤搭載f j l ; 1，5∞) f f ;  

(D)  ソビヱート露西E のテー・ベー 1機 ( 金風)

災 動 機 Ｒ 集計 Ｑ ， Ｓ ∞ＮｉＡＮ ｾ 力

主主 力 最 大 207 粁

爆 5)¥1終 戦 低 3，0つ0 砥

と云ふ事である。

即も均i弾搭載ー註iこ於て 4 噸 . 航続距離に於て 2，000 粁を重爆撃機の性能の基準 と考える

事が州来る 、?;j 論搭; 紋爆慌を滅すれば航続距離はもっ と増加l し得可しその行動竿係( 爆

部投下後再び根棟地に師還し得る組問) は爆弾 l 噸搭載の場合 2，1) 00 粁以上に も及ぶもの

めり t 云はれて居る。

次 に爆弾の威力を簡単に記するな らば 、その陸類には

1.  普通爆弾〈破片弾、地雷弾. 破甲弾等)
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2.  焼夷弾

il. ガ ス 弾

があ り攻<' WI-I的に舷 じその何 れかを用ふるものである。その威力に 就ては吾川"]外撲 には

詳細 を知 るを得ない が大関 1 噸版慨はコ ンクリ{ ト府を灼 l 米の深 さま で貫通し . 悦裂す

る と 更 に Ｓ 米 の 以 上表 ｾ Ｑ ｾｻｓ ｩ ｾ { f 有する と聞き 及んでゐる。

又鍛銀にきIする崩御の: 爆破ブJ は 1 噸蝉 に於て 20桝 の侵微力を有する と云はれて居るから

我 々は 右 を耐 ｾＧｩｾ 構築 物 の 材料 の 大きの基準 と 考えて よい と ， ｬｂ ふ 、即 ち空襲 に 使 川き る』投

下爆開は l 噸弾を? そ のI定大限度 と推定して業支へ なき もの と忠ふからである 。

(2) 防 空 的 都 市 計 重

凡 そ日本の都市 f'r，無計jJI にj厄大に務主主ーし7こ者fli li も砂し 、であらう 、 しかも共の大部分が火

災に、地'丘三 に、 将叉宰1叫に全然抵抗力 な き木i i 1f:J:宅にて充満してゐる事は自 に慨' 駄 に地 え

ぬ次第である。

近年者I¥rl'i計整法及びrli 1J3地建築物法の従施に依 り大者!l i I  ｩ の Ｑ Ｚ ｾ ［ｦＱ ｾ ｩ 部 分は女第 に ｩ ｬ ｩｩ r- Iを-X3r

しつ〉あるがしかも 肉、 泊路の5点目t、益地 ( 廠場、公開 、運動場等) の僅少なる事 . 地下

錦 、高架餓等の高速交通機闘の不充分等 、非常時に際しての避難、救護、防誌施設の誌に

貧弱なる事は定 に遺憾王極で ある。

就 ｾ ｉｬ 私 の最も ｬ りＺかはし 〈思 ふ の は昨今各都市共 切 り に 隣接 ｜ｉ ｦ ｪ 村 を哲 ｲｴｩ に 合 併 し Ｎ その 回

顧 の蛾犬、人 n の塙加 を誇 として居る が ( 勿論大都市ilil J{fイ"ri ¥事は経桝上及行政上の諸問

に利する彪多々あ り、 且つ者fnli時能の生産的殻誌の必然的 に然らしな るものではあるが)

同時 に悪弊をも fi: ひ交通は錠 k 雑踏し、 住民はー唐斡集 し，勢ひ非術生的生 ifi {f徐1誌な くさ

れ. 関民保健上Bl k しき柄恨を生じっ 〉あ るものであ る。

向 この人口 の集中、 特 に可燃性の商応、/J 、住宅の特集は非常時鑓に際しては拘に不都合

を来す もの では あるまいか。

私は者1¥市は中J i l f {f得 fこi商積の商業都市を中心とし. 工業地域 ・住宅地域 ・教育地域がllX

るIii コ・離を離 してf:f itr_的 に分散し、 間続する事が辰も羽! 想的な るものである と思ふ、即 ちそ

の地域聞には必す; 0lil .:l ilJ 的 に空地 ( 公問、耕作地. 市1( 昼港、練兵場 、競馬場 . 大運動場等)

を設定 し、そ の昼地の連j引を防Z宅地帯に 活用せ しめんと するものであ る。

今都市の武装 に就 きて 考ーえ るならばその徹底を期す るには、者11市{ f 要家{ じする か. 地下

に都市を建設する かに依 らねばな るまし、。

主ｾｾ 化幻ま即 ち者 ＱＱ 市内 の 建 築 物、工 作 物を 純、 て 耐弾的 にし、 ｈ 要 所 ｬ こ 防安其 他 の軍事施

設を備 えて戦時に於 て最 も防禦に款よf!: め る様立裟せねばな らぬ 、而 し現存既に 成育 し7こる

大都市‘ 剥 k に活動しつ〉 あ る大都市を急: 激に改造する 事は云 ふ可〈して先づ質行不可能

とせねばならぬ。



都市計護法にて道路幅員の蛾張 を計り 、主要幹X) jl ｻＡ＿郊外まで延ばし、橋梁 ｻＡ＿ｪ 昨 ｴｾＱ 耐火的

に改築し、叉防火地l夜、i耐火地直の完備に努力 せら れつ 冶あ るは甚f: 喜 しき 事でめるが、

何之を以て木造者11市が地底や室製に依 るH¥火 に封し安全 な りとは云ひ得ないので ある。叉

住宅、小陥'j }苫の全部 を餓1l J : j コン ク リート埴に改築する 事も経済、上の鈷でそう一朝一夕に質

施し得 るものでは ない。

依っ て私は此庭 lこー・つの提案 を示 し室製 を受り に際の全市の壊滅を救ふ一助と致し度い

t 思ふ。

第 1 I百l

長 ｉｊ ち ｾｾ 1悩I ( 格子型街路) に示す如〈市( 或は l町、村 〉蛍局は大英断を以て或 る街直の

一 廓 つ〉を狛｜Ｑ ｉ ， ｉ ｊ 的 に 買 上 げ建物 ｻＡ＿ｊ 反榔ひ て 益 地 Ｈ関場 Ｉ と なし 、 縦令Ｍｾお ｬ に 火災が 起り

ても隣医 に 燃焼せざる様 こ の袋地の連Ｚ￙ｾ {!? Jスて自然の防火肢 を構成 さす. そ の空地には日}j

火樹を ;ft({込み常時 に於ては市民の遊歩道、 IJ、早校の運動場、児童の安全遊戯地帯、叉特定

のt也知 に於ては自動車の臨時駐車場に使用等社合施設に提供 し、非常時に 際 しては消防機

酬の活動地帯 、各種防護園の集合、作業地帯 主な さんとする もの である。

各装地には地ー下水汲上井戸{! ?設け 、樹立 しfこる動力機闘にて 多量の消火用水を汲上げ得

る桜設備 し、水道特の破債に備ふ可 きで ある。

向現在地上に林立する 電燈、電力、 電話の新線 をこ の際地下に製設する 事は念務中の急:

務であ る。

叉 ｩｪｩ ｬｬ ｬ 戸 市其他阪 ｾｩ ｬｬｬ 間 都 市 の 如〈称の主 ｮｾ 納 長 引 ｩｪ に あ りでは第 Ｒ 圃の様に町営幾つにも

縦 lこl足分 し全滅の悲惨を防がんと す るものであ れ 第3 闘は 蜘妹Jj ! ，型街路 ( 放射型何路 )

叉は悶園都市に於 げ る方式を示し? こるも のであ る。

次 に市の外厚sを間続する前述の防空地帯には都市防禦機関として 、防空監哨 ( これは全

閥的に 、組織、統一 し?こる 厳重なる網が張られるのであるが特に都市の周囲 には細密なる

8 3  VI I  
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角ii 3  1前l

蛇ilNを置く ) .  聴脅除、高身・j 他

除、 ｊｈｾ 宰除、 ｾｉ ｬＮ寒気球… ＮＮＮ｛ Ｑ 且烈

網を戦時方式にもとづきて配置

し併せて防空飛行除基地、 1筒装

者11市等を<: . tNj 築するもので ある。

共他電波 ・ 係力 ｾｊｾ 等に依る敵

機燈u主の総械を是非共吾人の三子

で発明完成のー ｫ 者 Ｑ Ｑ 市防備のｾｾー

械 に活眼させ、 敵機の舵入ｾ杷

ｦ ｾ ｴ に阿止し度いと思ふ。

( 3) 地 下 都 市

人f 1 は愈々波 縦し、 ニf-.:l也は 111t

K 騰貴する近代都市に於ては建

築物は宰へ宰へとや1
1
ぴ て 行 仁

而し日本にては現存法規の制限

に従ひ一律に 33米と頭金.jIJIえら

れて仕凝っ 1=ので. 地下こそは

011;- のや1
1
ぴ場所となって来七.

大都市に於げる地下 2
階

H 階の

建物は昨今随所 lこ在地せられつ

〉あり、か 〈して地下は亦池上

の立開化に相他:じ 、いよいよ探 <fl . つjd・( < 立時的建設のスタ{ トを切つに のであ る。

jLF麦!?1 それは好むと古子まさ' るとに不拘必然的に日目 1 . 1 Ml合 引 械 す る 優 越 な る 新 文

明である。

亦都市の防益的見地から 考え れば地下都市は最上の安全地借 であら に 依 っ て 以 下 少 し

く将来の地下都市に就きて論じて見度い と思ふ。

オキ1問の建築物に思ひ思ひの地下室を設 〈る 時代は早や過ぎ今後は地上の都市計j ' ! ; " i : 同時

に地下の都市青|設を? も立案されねばならぬ。

即ち地下の幹線歩道に商する地下 ｊｾ Ｒ 階の各室は 地上と同様 の ｊｾ 舗を構え商 ｉ 占街を構

成する。

撃持機の来111:; らしき護法じ l山7k構造法、排 lkti 白設の完成 u こて全〈地上建設と同連の

二 ｲ ＮＱ明 を以て Ｏ Ｇ ＱＧ ， 来上る地下 ＱＱｾ は 、 ＱＱ Ｈ ｈ 開設備 Ｎ t臭気設備の進歩に依り 、清潔 、明朗なる商業地

得金也り 、防青桜丘の完備により地下街を静寂なス トリートになすで あらう。



地下 2惜 街 路商に は水平エス カ レータ ーが敷設され、地上電車の l広騒 と危険を救ふ 、叉

ｊ 也下 Ｓ 階以深ｾ縦砧 ｬ こ 走る高速度機酬は 、 プロ ペラ ー 式懸弔電車を除用し時辿 ＲＰＰ 粁 に 近

き高辿を出し得て、都心と 郊外又は他都市との聞をー|院にして紫ぐであらう。

地上 との連絡はエレベ ーター及びエスカレ ーク{ が間断な < 3l l i 仰され る。

5l . . . 太陽光線 と同等の妓ブJ を持つ電慌の研究 、電力問題の解決に依り 、地下居住民も地上

生活者主鐙らぬ快適と世t康を保持する事が出来得る であ らう 。

地下街は20米以上の深度を有すれば爆弾に針して極めて安全であ り、毒ガス慨に i討する

用意としては各H'，入口を筏閉し得る様構iiE し防市: 室を備ふ可きで あ る。亦換策装置の主主風

機には各々ガスの拙過装置を設備せねばならぬ。

防火壁は小j.ri j 刊に阪分せらるから縦令失火の場令に於ても似めてノl、同部の被害ですぐ消

火する事が ＱＢＭＱＧＮ 来る 、 即 ち 地下街にはｾＮｲ ､ Ａｬｬ ｾ も ｲＮＺ ， Ｇｊ 風もなし、から ＱＱ Ｑ 火に際してはその位置の検紙

袋世を停止し . 防火扉を閉ぢ. :i也.下11<. ｾｴｩＺＺ 入する操作に依りＱ￯ ｾ Ｚｪ ｬ 担にその目的伝達し得るの

である。

以上は大儒将来の地'下都 111・の理惣を描きたるものであ るが、驚嘆すべき 近代科書島の護逢

は必十や吾人の惣像以 k のスピードそ以て 、完全な素晴らしき地下都市の建設営促すでゐ

らう 、 そしてこれは地 k 建築物の強化と相侠ちて川市の武装を克明に導〈ものである と確

信するものである。

( 4) 耐 喧 建 築 方 式

木造建築物が ｬ 耐皐性 、 ｩ 耐火性ｾ持 ｔ こない事は論を侠 ｦ こぬ彪であり 、 煉瓦 ｩ 孟 ・ 石造 ［ 及び従

来の鍛筋 コンク リ戸 ト建築物亦爆弾の威力の前には屈せざるを得ないのである . 而し銭筋

コンク リー トは前述の虫n< 相官j享き場合には燥 弾に抵抗し得るも のであるから . 我々は先

づ鎖筋コンク リート 造( 織怜銭筋 コンクリ ート 治なれば挺に強| 占|な り に依り耐抑建築ぞ

構築せねばならぬ コ

空襲は頭 t から攻惨を受けるものであるから建築物も 亦第ーに頑を武装せねばならぬ。

頭を重 〈す る事は| 耐出上旬・まぬかIであ るが現在の底 火薬の制点 に針しては他に 方法もなき

もの と ，ｾ ｜ は れ るから 、別 箇 Ｑ Ｈ 衣民参 Ａｉ Ｈ ｏ の主 ｮ ｾ コンク リート ｬ￳ｲｦ［ 思犀般を考えて見ゃう。

耐 弾 屋 根

煤燭が建物 の内部 に慌 ｩ 放し・爆費したる場合には 、 その火祭の ｴ 経 費盤力に依る街 Ｚｉｾｾ -) J は非

常に l高摩であり 、( 室 l人J が桁閉されてゐる程そ の獣力は大になる〉建築物は到底裟減 を避げ

得ゴ るも の と・覚悟せねばならぬ故、版慨は是非共l副長上に於て作製せ しめて仕鮮は ねばな

らね。

空襲に際 して の爆1撃は 1 噸以上の超大型のものは殆んど使用 されぬであら うから 、l 噸

慨に抵抗す可きコ ンク リー ト版のl厚みを保定す るなら ば . 大腫 1 米l享の良質餓筋 コンクリ

96 v1t  
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ー ト ( 叉は餓村・梨構併用) 居を? 有すれば良いと 考えら れる。

今爆弾が 1 米! 享の版を貫通して後作裂するものとせば、その ι叫に於て非常 に大なる 風匠n

カ? : ' 生す・るも のであるから、 文位の四国にはT，f 憶を設り す・線、て開放して爆風の逃散を計ら

ねばならぬ。

叉建築物最上階の天井版は弾の風脚力及破片等にて相営の臨以を受げるものとして . 日()

Ｊｌ ｾ￭ 以上の ｪ 享さをなす可きである。

重要なる防禦昆根の外而ーには 1 制厚特殊鋼Wi?:'1長り 、ー屠の11旧民主? 施す事、. 即ち J *Mの

特殊鋼鍬は 100 キロの爆弾に耐え得ると の事であるから . 100 キロ以下の小型爆怖の場合

には鋼絞の損傷のみにてコ ンク リート l阪は安全を保持し得るであらう。

第 Ｕ 闘及び ｕｾ Ｖ 闘は第 Ｔ Ｑ 韻 Ｑ ( 基本型) の鑓型でめるが . 版画と の角度により成る税度ま

で爆蝿を跳ね Ｑ Ｑｾ ぱし得るも の ｴ 思ふ、但し此場合は附近 の 家ｬＭｴ ｈ こ被 害を輿え ぬ隊建物 の 問

国には Ｑ Ｑ ｾ 首腕大なる主主 地主＿用 意する事が必要 であ る。

懸 垂 防 禦 網

次に闘示の如< ili: f先に 5*以上の突梁を設り弾片防禦網を一重叉は二重 に釣り得る装置

とし、爆5躍が側面に落下せる場合 . 叉は地面にて爆裂せる場合、作裂開片の被害を? ドVJ ぎ、

第 4 闘

第 5 圃 第 6 幽



爆J l tの努力を殺ぐ様考慮するものである。

X これに偶接布( 最近鋭の研究から | 活安式の偶数f I i 塗料力2夜明されつ、あると の事ゆえ

これを塗ギfj し7こ荷J片を懸垂 すれば. その1' i i は附近の色と同一色r彩 l二鑓 じ、 その賞f盟主? 全然

ｉｾ ｾｾ ・す事力［出来るＩを釣り下げ、附近の樹木 、 地表等主全然色調を同一 にカム フラ ー ヂユし

建物の識別を困難ならしむる事も有効なる方法であらう。

在来の建築物に iii i重なる i耐時間棋を纏ぎ j止し施工することは危険であるから . こ の場合

には全然調立しに鎖11' j・コンクリート桂を建物に市IJ ひて建設 し、 その上に耐弾屋u H'架設 す

i l J きでめる。

木 造 建 築 保 護 法

木浩住宅に多額 の ｾ Ａｕｉｈ ｴＧ投じてコンク リー トのｼ切 さきＩ以 を浩ることは娃 ｲ ｾ 話 速なる方法で

めるが . ＲＱｾ Ｗ 闘 の 虫 ｮ き ｉｮｦｗｾｨＡ 似を構築するなれば出慨に劃しては安全であらう、但し建物

ｾｲ［＠ 7  li 'I] 

川出にでか裂し? こる弾の風l必力( 空気の振 i設) に依札建物各部に被告・ {t' 受〈る事は或は

i世り得られないかも知れないが 、こ れは木造建築の材料の1欲財に依る ものにして如何とも

なし得ないであらう。

地 下 避 難 所

現存. の建築物に闘係なし且つ地下都市等にも係りなし単調に敷地内の岳地に附J;z. j };! 

として地下避難室を設世する事は 、最 も簡単 lこ寅施 1J . し得る ものである。

今その方策 {t' 示せば 、地下室の天井! 肢は爆蝉の貫通計ILJ ヒする 矯 4 米以上 ( 位倣プJ に針

し1 米、爆破力に劃し 3 米 のj手さを要すも の として 〕、周壁は 2 米以上の良質 コンクリート

屠 ( 肢の内面側には餓筋を挿入する事) にて構築せねばな らぬ、室内は天井、側壁共厚い

木板を張り 壁の法制l を防ぐ。
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宣告には毒ガスに封する用意 として密閉なし得る出入 1:) {t> 2 ケ所以上設け 、i慮i品装置を持ー

もfこる換気設備をなす事。

又隣接の本家地下室或は他の避難所と の聞 には連絡用の腿道を遣って置く と避娯u，u女助

に便利である 。

向費用を掛けて電燈( 停電用強備電池包設備す )、 電話 、水道 ( 又は地下水以上げ手動ポ

ンプ〉、を施設 し. 更 にillj 皐なる台所、便所、寝室. 貴重品保管J nI等を完備 して相首時間起

居出来得る様設計するならば、H陸軍に室製時のみなら守地民‘ 大火災の際にも 阿鼻叫喚の

巷から極め て安全に避難する事が出来得るであらう。

建 築 の 卒 面 計 壷

防空建築の卒厨計繋をな すに 営りでは 、敷地耐積に劃する建築面積の比を成るロr¥ノj 、l 二

なし爆弾の命中率を減税することにう ｈ ｊ る事 、 叉高一命中した る 場合にはそ の 被害を ＱＱｾ ， ｾミ

得る限り一局部に止まらしめ 、建築物全慢の加盟、iJH泌を発がらしむる様、基礎、 娘 、村ニ

の紫材を緊訟になす事 、且つ耐以壁の如き強固なる 壁贈を建物 の主要部分に配置し、 安全

性を増す様考慮 {t>捌;ふ 可 きで ある。

卒商 の形扶は毒ガス滞流ｻｴ＾避 〈る ｾ Ｎ凹 部 或 は ｕ 型 の 中泌をｩｩＡｬらぬ様にし 、 ｔ 型 ｙ 型

の場合に於ても常風方向をよ〈考慮せねばならぬ。

文大阪市の如 ¥M7kの巴! 広なる都市 にありでは 、敷地内に池又は流ノk {t>誘埠し、，JJ ;万ス

の股I汝並に分解に役立?こしめ、時に膝じ消火用に供し得るやう 刷志する事は適切 なる事 と

思 i 、。

結 ぴ

上述の外、都市の武接に闘しては 、股火管Ibl J、4浮報施設等の電気、通信闘係 、道路 . ｾＺ ＺＮｾ＠

道 、 港開等の土木捌係 Ｎ 消防 機 胡の克賞 方 策 、 防護 、 ｾｹ ｾ 備 機闘 の 組織強化等、各方 ｬ 印に沙

りての綜合的計蓋並 lこ貨施に依り て始めてその目的を濯する事が，I-Hボ得 るのであるが 、そ

れ等の事項に就 きで は亦夫 k の専門の各位が御研究であらうから 、本論に於ては大関鐙築

閥係方面のみを叙越し 、識者先輩各似の御教示御日ヒIE {t>仰 ぎにいと思ふ のである。

以上甚だ抽象的な引 のみ多 〈述べ、且つ数字的に 説明 なし得な かったι却i及び脱私のj話術

紙態に於て許容され難き貼等 Ｎ 社 ｴｾｾ の 誹 ｭ れ難きも の があ る が Ｎ 日佐 ｴ ＮＺ 一 介 の 寄生 として の

校術報園の念. この胸中より遊り出するる 愛関愛郷の熱意のみを減収っ て戴き得るならば策

有宅外の喜Ｚぴ と 致 す ｾｾ第である。

' 111 ee 

入選考紹介 本編の筆者問中 選君は紳戸高等工業主位校に勤務さ る λ 少i U: 有銭の

人で、本舎がかつて〈昭和 3 年〉 募集し た懸賞論文 「終米の 日本の住宅 J にも入 ‘

還され、今回え1 fi ねて入選の祭を織はれ? と伶材である。
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卜 益興と都市の災害

2. 都市防宗一般の要領

月 積極的防安の中楠. 防室飛行場

..J.. 防益; と有11市計担:

(  1 )  ｾｊｩＮＪ 地阪の蛾大 と分散的防火 ブロツ

クの結成

(  1I )  迫路蛾大と還株主全射迫' 路の設置

(  11 1)  永久的橋梁の附設

( l V )  公園 、府場の附設

(  V  )  電線. 交通機闘の地下学I l 設と 伴 悦 場

( V l )  建築物に就いて

口. 有II -r↑1・:武装計J!?ーは t l¥"rli 計智: のま思想、と一致す

1. 空 襲 £ 都 市 の 災 害

計

三註

ｾＮ＠ 諭

横 田 寅

近代科原延1. ¥歩 lこnふ均il 谷機の惣典的務主主と共戦闘会加とは 、戦場の形態をー挫 して従うk

の平面的より: v . 鴨的ならしめにのみならす 、戦踊の及ぶ範囲も所謂「戦線」なる概念に限

定されす・して交戦闘土の至宝町に及ぶ隊 にな 仁 川悶環海の地の利 も、 も早摘むに足らす・ し

て、蝉出は今や所構はす・地上構築物並 に、 共鹿に今迄安伎を求め 7こ図民の頭上や身溢 iこ印

されるに 至つ に ，

者ll rl i益処Tよる戦術の保らるる に歪っ たのは質に世界大戦に際 して であったが、共間[ 命敦

じ Ｑ ｦＱＮ の安叫 ｾ裳りたる ｦｮｈ 汝は前者は ｉｕＴ 問 、 後者は ＳＲ 凹に及び 、 共ｾ袋 ｯ tこる死傷者は倫

敦 4，1:$:10 人( 死 1，4 12 人、傷 a，4a8 人) . ｾￆ＠ 869 人( 死 266 入、傷 60a 人) に も及んでゐ

る。相手間の調逸 ｬ こ 於 て は 、 ダン ケ ルの女 ｮｾ 宜 に Ｑ ＷＷ 阿の多数 に わ ｦ こ って安製を受げ てゐ

る次第 である。

大戦前期 に 於て未 ｴｾ Ｇ 英閣が防谷施設の完備ぜせ Ｇ る 間 Ｎ 此益ｾ に 辿ひ ｔ こ る 蛍時の恐 怖は到
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ｬｪｾ 他の想像も及ばぬ科で 、 ｦ 命敦市民の誰もが非常な精神的豚Ｎ辿を受りＺｾｾ ， 今夜も亦例の

ｾ在ーが従来して来るのか」とは向然 に 市民の脳裏ｻｦ往来 しに 通念でめった と 云ふコ叉 共の

震、工場等の生産力も著し〈減退せしめられにとの 事 である ｯ 然るに 今や 峨洲 の 戦 ｾｌ おさ

ま りでよ り工，1 < . も十五年を経るに至つ 1: 。此聞に於ける飛行機の進歩は非常なものであっ

て. 従て共益製能力も亦往時の比でない事は次の事質によって明白に知り得るでめらう J

今 rI の飛行機は重爆幣機一機に 2，000 Ii f ; 内外 . 甚fごしきは 3，000 1正、時には 8，000屯・の爆強

を搭載し得る とい ふ。叉共飛行力に於て優に 1，fi OO粁の行動宇俸を有する飛行機が現はれ

てゐるとの事で あ るo 11支に普通型の重爆雪号機二誌が其の爆蝉搭叙量の宇を焼夷5撃を以てし

各 100 例を撚載して者11i -rI袋製を行ひ侵入し得 fことすればー摩に して 200 例 の焼失障を投下

し得るのである。其の半数が火災を起し? ことしても、 100 ケ所の火 災が勃設する a 叉大期

航安伺: 艦は飛行機 100 ;;:;，r: 以とを搭載し件 . 内字数は爆d待機で 1 機の爆部修11従量は大関乃OlJ

ｊ￼ で あ るとの事であるか ら Ｑ Ｐ ｔｴＱの焼 ［ Ｉｾ弾ならば ＵＰ {rh1 を撚E慨し得られる計算である υ 今111:( 1; 

に ｬ 隻の 航 手 ［母 撒から ＵＰ 機 の燥 ｬ 待機が排Ｑｉ戎量の宇を焼Ｉｾ慨を 以てし、 ＲＵ ＱＯ Ｑ ， Ｑ {f持:，1託して有II -dI

槌 ｴｴｾ { f 行ひ其 2 筈IJ が飛行機、高払! 砲の :1符退. 身j 墜を克れて者Il dT上空に飛来し得 fことするも

一家 にして Ｒｦｩｏ 例の焼，Ｉｾ滞金段下し件るの で あ る 。 而 し てｾ 半数が火災を起し にと仮 定 す

るも 一時に 125 の火災が勃設 するに至る のである o 彼の大疋 12年の大民災の時 . 東京の 7

宵IJ ｻｦ焼き拶 Ｑ｜ ひ ＵＳＷ 高坪の家 ｆ 討をＱｽ＼ＮＮにし 、 Ｑ ＰＰ 寓の死者ーをｴｉｾしに火災ですら 、 共火冗の数

は l ::l fi ヶ月nであっ て、共の内即時消 し11-.められたものが制ケ所に及び 、時 りの92 ヶJ i J f の火

災が燃 え上り延焼し、史に 飛火を起して抗大しに のであつに 。谷組による火元政と此大山

災の火元教を 比較せば、 安製j武力の如何に恐 る可き かを推測し件ら れるで あらう。殊に 安

製 に用ひる 焼夷弾は殻火すると: : l ，000 度の高熱ぞ瑳し・ LO分位持続するのであるから 、鍬

材をも容易に熔融せしめ、 J OO 平力米に共効力を及ぼ し又水を J;人てしては消し得十 、土砂

を以て消防に営らねばならぬので其の消防作業の困難は非常なものであらう。右も焼［Ｉｾ弾

の火より他の物関に延焼し? こ :k. は水で消し得 る所で ある。

大 μ 災の場合には如殺する徐 民 の恐ろしさがあっ ＱＺ 。安製には焼ｾｾ弾の外 、 Ｚ爆部 Ｎ 訪ＧＱｩＮ

:Wi.  ¥毒菌の投下といふ厄介なものが附加される のである。若し益槌 を受 け? こ場合、闘東大

山 災の 二の舞を 演す・る様な事になれば 、 彼の時 以 上に 多 Ｑ 肢の 死傷者 ｻｦ ｍ Ｎ ｉ， し、数十億 の ｍ ｊｾ

{ f 焼失するの惨献を現出するに 烹 るであらう事は火を附るよ り明かである 。

我 k カ:此の恐 る可 き益 i却にit し向街上者:[1市の武装をなすは不可避白人j 緊急: 事である事は綿

子る迄も無いのであるが、向我々の決意 し度い貼は. ￳Ｚ主製 に 射して者ｉｉＢ ｲ ｬＭｩの武装を矯す ｾ￯ は

同時に他の凡ての非常災害即ち大民災. 大火災、大洪水、大風等に劃しでも、 共の まま役

に立つ事であ る。即ち室製 よ り生する .Wni 品，¥{ f 目棋として者[1市武猿を整備 しておりぱ、共他

の非常後災 に就ても同 様容易 に之にま Ｇ ｦｾ する 事が 出 来 るのである 。 ＳＲＲ し ささ製 よ り生 す》る 惨

害は他 の天災地鑓より生す・ると想像し得ぺき惨害の最N}}. のものにも優る故である。
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か 〈て空襲に射する都市防備は他の如何なる 災符 に1'1しでも都市の被害を最少限度に町

限しf:}- るが企f I 寺 、真に有効なる 't日市百年の大計i ! f { f 包含してゐる事を知らねばならぬので

ある。

者 ｉ ｬ ￯ｉ￭ 武当主計 ｅ ｅ の要虫 ｾ ￭ { f 支! ! ; ぷる前に 11国序として次に都市防長一般 に就き 111告設しゃう 。

2. 都 市 防 空 一 般 の 要 領

凡そ要地防空行震 には t 'H民自分 u 1 位、磁的とのこ方市Iがある。襲来し1: 敵機{ f ｾｉｾｴｾ ｾ ｾ 叉は ［Ｑ 柊退

するは積極 的 ｗｾ き で ゐり 、 敵機 に劃し攻ｩｉ 匹目的を隠し 、叉は投 下 燥郷 、 焼 ｖｾｾ 車 、 審瓦 斯 の

害{ f 最小限4度に止める到J 作は即ち消街l的防益である。制緩的防さきが能〈整八ば泊倒的肋・益

は不mなるが如〈であるが 、!m向に 積極的手段を耕す・ るも それには限りあ りて、はiJH大戦

に でも 益型機の ｊＮ ｏ 乃 互 Ｓ Ｑ｜パ ーセン ト は防ｾ 施設を突破して ｮ 的地 の 一 卜宰に到達してゐ るの

である。而も積倒的手段は莫大な る経貨を要する故、無制限に共機闘を噌大 する事は言ふ

可〈して行ひ得ぎる所である。泊倒的防空は共底に意義があり必要がある諜で 、杭級消極

並び行はれて始めて都市防空が完 全に行はれる のであ る。

者Ili li に制する防空配備は先づ防益監硯呼'i' を若|叶j の前方法 < Iこ配置して敵機の稜見に任じ

其報告に依り曾報を偽へて 、 ｗｪｾ 準備を撃へ 、 股火官 制を命じ Ｎ 都市の外方 問問 ｩ こ 配置せ

る防 昼飛行除 ｻｦ ｊ［Ｑ、 て地上 のｊＡＨ ｾＮ 室慌の援 助 の下 に 敵機を 攻 ｩｬｦ ｾ し Ｎ 之を要地 の上Ｖｩ ちに 達し能は

さ' らしめ 、夫れを突破せるも のは吏 に高射砲の射般に依 1) jl 持政叉は墜退す る。叉間 以来1政・

{f ?i iliii 上空にめぐらし、1&流気球 を放ち敵機を近づり ぬ方法も採 られ、煙幕や 、{ 得談又は

足 ｾＺ ｦｾ Ｇｩ等の 手段も構 せＧら れるのである。其 ー ＱＮＮ 向日袋 り ＱＧＮｽＮ ベき被 符 にま ｊ し機を 失せす劉釘ｾｻｦ 柿

じ得る然 、 都市には消防班、ｾｾｦＮ ｗｉ ｽｪハＺ 、 ヰ女設問 、 交通 Ｓ 豊田肌等を＿配置す る の で あ る。

而して此等 の ｾ ｉｊ 、 積極 的防益手段は主 として軍 部之 に 官 Ｑ ・り 、 消極的 ｾｍ さ手段の内作備は

軍部と地方官民の協同 に依り共他は地方官民に依 り編成宜施きる可きも のである。

3.  積極的防空の中植、防空飛行場

J ; J ，j - . は都市防空の一般を略越しにのであるが 、我 k のj: 日窃 とする都市武装計裂は原則 と

して凡て上述せる 防益要領 と有機的闘聯の下に施行 さる 可 きで あ る事は誰 しも 異存の ない

所であらう。然る限り者1I市武装計症に も鞘悩的 と消極的の二方面ある事は分り易き辺Hでな

げればならぬ。積極的防室の篤には都市の武装紅国は皐に市内のみに 止 まら守して、 速 く

都市郊外40粁の地黙迄其計藍を展開せねばならぬのである。即ち 積極的防空手段 として都

市郊外に 防空飛行場を設置す る事 こそ都市防空の中帽でなけ れば な らない のであ る。 何故

なら 徹底せる 防空は飛行機を中心と す る積極的防空 なる事は多言を要せぎる所で ある故で

あ る。

我精鋭 なる戦闘機は此の飛行場 に雌伏 して敵機の飛来 を要般するのであって 、前方より

91 VI I  



V I I  92 

の報告 に依り伝入路を経て直ち に上昇し先づ待機地帯に 入 り次で敵機の襲来を認 むる や戦

闘地帯 に入 りｊＡ ｈｾ 燈の援助の下に彼ｾ ｾｉＪｾｾ せ んとす る のである 。

我園都市 に は米 ＱＧＺ 此 の ｾＩｊ 空飛行場のｭＧｩが備はっ てゐないのであって、此れが設置こそ都

市の災害を未然に防! とするものとして者rli li 防宰上最大の急: 務? こる事を知らねばならぬの で

ある。外聞都市は此の鮎著し〈進歩してゐるのであって 、倫敦には有名な民家飛行場のク

ロイドンとか或は へンドンとかへスドンとか云ふカ川崎 永久的崎設をしに飛行場が 11 も有

るートーに不時着 陸13 も可成り多 〈設げられ てゐる のであ るo c . . ' . I Ti も問機であって 、ル ・ブル

ージエ飛行場 を始め大なるも のが 6 つあり不時着陸場が 4 ケ所 とし、 ふ様に設りられてをり

紐育市でも共完備せる事は以上 2 市に劣らない有様である。

かかる防空 飛行場は若 ｉｬ￯ ｬ ￯ 郊外 ＳＰｾＴＰ 粁の地獄 ｬ こ都市営包悶するが ｾｮ ¥ Iこ数{ 開設りられ

ねばならぬので、共飛行場ーの問問は飛行機の湖 IrJ :1培の妨げとなら ぬ枝特別の・注意が拶1¥はれ

ねばならない。飛行場料 ｬ 近 のわ ｪｽ 奇建築物並に 高 ｬ 邸紘は共 同さ の ｉＰ Ｑｐ［に 、 飛行場のが ｪ 力 ｾｾｴ

失させるものである故、初めて之の設置を避げるべきである o Ｑ ，Ｇ行 ｉ ｾ 行場には右前 ｬ ｩｬｪＧ 心部と

の連絡の需に芭糾の股射泊路を設世し 、叉各飛行場 11¥1の横の主li 絡の翁に環欣道路を設げる

ｾｪＺは飛行抵の性能を充分に琵怖さす上仁志、る可からさＧる川立であらう。

我々 の νｪｚＴ の第一線は此の Ｉｉｴ 行隊の 爪 ー助 にｻ尖つので ゐ るが、此第一秘ｾ突 ｉ 政し ｵＺ 入し来

る 敵 機には第二中 ＺｊｾｾＧｆｪ 也として 有 ｉ｜￯ 打 郊外 に数霊に設けられ＿二高射砲の猛 Ｔ 鮮が力 ＱＱ へられる事 に

なるので ある。 が、更に之を央政し右Il di 上宰に 11.点機が現れに場合は市内各所に高射砲 、而

tH機側銑の配備 あ りと b稿、者Ili li は投下姉の町下の下に燥される事を.rt' !Ti せねばならない。

此れに笠.JI . r ! f すペ〈我 k のとり得ペき針策としては 、投下弾による災容を最少脱皮 に11食止め

る必死の努力があるのみである。

4 防 空 と 都 市 計 書

敵機の投下慨に釘し都市を如何に救ふか、我々は防昼都市青|整に考察を進め度い。

先第一我問者i¥i ti {t' 見て献しも不安の念を禁じ得さ' る lJ は我問都市が木iit 家屋のP句集よ り

成る事買である。 ul : 事は焼列強に射して全滅ーを意味する。之れ防火施設の強化が我園者Il i村

武装に於ける最大京貼とされる所以であ る。従て先づ此貼li より考察を進めやう 。

( 1) 防火地匡のt慶大と分散的防火ブロックの結成

近時都市 に耐碍耐火建築物と して、 鍛筋 コン クリート 浩 1) も、ボツボツ見ゆ る様にな っ

1: のであるカヘ ぞれも米1': 極〈一部分で都市の殆どは木浩家屋なる情態であ る。都市武装

O)J:ll1， IJ!、から云へば都市のを階築物ぞか〉る耐定耐 火構逝とす る事が繁ましいのであ るが、

それは玉虫但であって 、我関の 'h!j: ちうでは此事は云ふぺ〈して蒋易に行ひ得る所ではな いので

あるから 、;内来の建築物に耐五1耐火時ilj を極力奨i却j すると共に他方都市の大多数の家屋が

木i I ! なる現; 伏に立 l仰 して有款な る防空手段 {t' 研究するより致 し方無いで あらう 。



月II が我々の希望 して 己まない 、か〉る| 耐火建築物と雌も共れが木造建築の 1111集する中 に

貼在的にあるが如草場合には決して共放力を護叩し得ないのでめる。桑地に於げる有能な

る技f : rli に依 って提旧せ られに事質即 I1耐火建築物に刻l八られ? こる 防火工事は 、その建築物

の内外に近接 して可燃建築物の建築を許さ れ ること に依って全 < Ｑｈｾ 炊ならしめられる」 と

いふことは専門家の問 に腐〈 認められ る所であって 、叉事賞止t事は 1政次の大火 に於て詩 lリ1

せられてゐ るのであ る。|耐火建築物は 只それが、集中的に配世され る場合に於て始めて;kt-

放浪を表はすものである事は都市構築上極めで注意す可きである。

従1/(: の百I1市計霊に於ても Ip陸防火地区、乙種防火地区なる地区の指定に依り火災を- w ; :

ｾ Ａ刊 に ｉｲ Ｎ め る方法が係 られて来 ｦ このであ るが、来して 従来 の 虫ｦｉｾ狭小なる防火地区により 、

よ〈大火 災を防ーlヒし得る所であらうか。私は此貼につき危 ljLのJ制限きを得ない。従来の者11

計上の防火地医は無風に近いＧｉＢＨＮｻ態の下 に 於て始めて有炊なるがｾ ｦｉ ｾ程 度の も のではなかっ

?こで あら うか。私は防火地区の撰大を必要とすると共に共配置について徹底的方法を採 用

する 事を 希望 し度 L、。 それ には、各種の防火施設を行ふ前に先づ全市を有放な防火線{ f .I;J.、

て油営な 10数医叉は 20! j 投降に区制し、仮令火災{ f 生す・るも共 q 王;!lI J丈にl喰ひ止め得るが .1m

き方法を講す・る事を以て基本となさねばならなし、。即ち共れは都市全躍を数11日のプロッ ク

に分ち出来る丈幅員成事道路叉は公間 、昼地 等で 、 それぞれ のプロックを隔離し、各プロ

ック の外側全路線防火地区とするのである。而して此 ブロ ッ ク内の家屋の配置に就ては投

下部による被害を出来る丈小範囲にーIr. め る震に結集する 事を挫 〈べ きで. 殊に杢製自憾 と

なる如ｾ 重要建築 物叉は 工場は 極力分散せしなると共に、之に近 接 して人 家を 建てる事を

避りしめねばならな い。

知iか る防火プロックの配置に就てはプロックを l立線地区となす事を避りねばならな いο

古ｾＺ し 直線的 な ら しなる時は 敵機は柴 ｫ と共上を 一直線に飛行し 、 チ Ｈｫ に 易々と爆慨を落下

し得る可能性がある故でめる。械で鮎在的の分散方法 により 各ブロックを散在せしなる事

がよいのである 。芸大に此 ブ ロック の防火壁設定については 、Inr-l"民耐火建築物の外に高速度

餓道の高当日堤防の利用と市中を流れる豊富な るかυ11 を利用する 事 に よ れ 一 居 共放 浪を皐

げ得るであらう、共上各道路に緑樹併を? 設置するならば益々有'主主である。

緑樹の防火上の憤fl 直に就ては防1点大出災で庚 〈認められ た所で あ り、此の間の 画館大火

に於ても 、繰樹併で火災がーlトーまってゐ る所もあった との事である。繰樹は防火上の伯{ 直に

附加へて都市を蔽ひ隠す数県があ る故に、都市内外に津山 の植樹 をなす事は都市防空上良

策 とされてゐる。

河川を防火線作成 に利用する 事 に就 ては一言注意すべき 事があ る。そ れは河川に i直接し

て建築物を作る事 を避げ る事で ある。何故なれば大火の際 には河川 の水面 に一種の気流 を

生じ . 火勢力; ーの流れを詩して劃岸に迫る事があり得る故である。戸n官ひに建築する時は

「何ぺり」 より 相賞の道幅を隔て〉家を設 〈る様にすると共に河岸に公園又は繰樹を配置

9 3.
V' 1  



するのが賢明で あらう。 向「川ぺり 」の建築を避 〈可寺 、 も一つの迎由 として仰筒の活助

を妨ぐる貼が ｾｦｫ げら れる。非常時消防にとってわＧｦｉｉ ｬ は非常に重要な補助水利 と なるのであ

って、 人家櫛比する 11寺は 、opp怖を入れる に際し非常な不便を興へる事となるのであって此

紘からしで も 1Mべり」 の建築は避 〈可害事が云は れ得るのである 0 ・消防の補助水利とし

ては河川 の外 、井戸を設 り、 j也. ft' 作り 、プールをI}目いて7KをJ!'i' へる事が必要であ る。叉消

火栓を市内至る所に檎設する事も潟さねばならね所である。

此鹿に向一言附言 し広 い事は 、市街地建設に首つては毒瓦斯の惨害 を免れ しむる 宗主. 針

めて高燥な場所会司法ぷ事が必要な事 であるo Zt し瓦斯は2主主4よ り 比 重 重 し 低 い 所に流れ

行〈性質がある故 、凹地に市問 を建築する 事は禁物なる故である。

( 11) 道路擁大と環斌放射道路の設置

多くに 各防火ブ ロック内外を縦凶: に過す・る道路について述べて見るに 、; ヒづ道路悩員. f t ' 蹴

大するｾ主力Ｚ必要である。

道路 ｰ￭ｩ Ｇ［ 員を＿餓大するのは消防機ｩｍｩ ｬ の活動 を使な らしむる事が共Ｑｉｬｾ目 で あ る。即ち 今 ｈ の

消防l立自動' - ! i npp向による放水と{ 政壊消防とであって 、自動車Uf! [1筒は強火地鮎が狭 き銘路内

なる場台は現場に近づき得ないのであって、又、卒常は自動車仰101の通行に妨げなき位の

道路でも 、火 災 lこ1' 1辻、家起の倒 tjl ， 家 ｊ ｾ の 道 路占領等に より通行不 可能 に 陥 る の であっ て

共1語、給水栓 と問先の問に多数途水管の接儲等に時間. f t ' 要するが故に、共の聞に火勢猛烈!

となり既に延焼せる後、放水する場合が多 い:iji-.ft' 思 へば 、1直ちに道路蹴民の必要を肯定し

得るであらう。又道路蹴大は ｊｉｾ 火の危険ぞ減少せしめる う 技Ｊもあるのにが此方は 徐 り営て

に11'，来なし、。 此駄に ) 比てx も賢明な方iii ーをとってゐるのはソビエツト ・ロシアで、都市計

聾又は工業地建設 にi捺して「建築物を道路より共高さ丈出it し. 以て きさ袋 より する破壊に際

し. 街路を閉塞する無からしめ 、叉家L話相互 も問機の間隔を奥へ、且建築集合間の後方に

益地を存す ること 」を質 行すべき一項目 として命じてゐる 程である。叉プロシヤ都市計霊

法記長( St adt ebaug巴setz) に於ては 「佳築協」と「道路境界線」を一致せしめ争、建築線は

建築物を失出せしめる限界糾であるに反し、道路境界総は交通地坊と建築敷地との境界線

となして其建築仰と道路境界線との間に介在する土地は「前庭」 として保持 される事とな

っておーり主J-. ｉ Ｍ ｾｲｲ 削建築制 ｵ の 規定める事等ｾ思ひ合するない ｌ 建築線と道路境界線を

閃 ｦｾｉ する 我閣 の 方 法 は改めねばならな いと思はれる のであ る。迫 Ｍ路蛾 Ｔ 長に 際 して ほ［ を＿月 Ｑ ふ

べきおｾは重要街路を其者 ＱＱ 市特有の ｪ 乱の方 向に平行させて 設 く べ き事である 。 此れは 常 に街

路の宰寄託金清浄ならしめ 、風力により 茸瓦斯の逸散を早からしむ る放 巣があるのである。

叉街路に木造ーを用ふる事は廃止すべき である 、荒し木道はぷ素. f t ' 吸I伏する 性質. f t ' 持つが

放である 。

次 に者I1市には幾重に も環状道路を設 〈ると同時 に都市の 中心よ り共外部に向って 多数の
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政射道路を? 設世 す る必要がある コ此の環欣欣射ill iL持のぷ世は各防空機関の迅速 なる 連 絡 を?

闘る 1別指上の型自 に基いてゐる と共に 、併せて 、消防( 泊ぶ) 隊の前動を迅速ならしむる

1誌に必要なのであ る。主製に よる 火災は一時に多数の火 J じを殻する故 、泊、防隊はf:l ケJi fr掛

り持ちで ｩｬｾ 防に従事せねばならす ｜ 従って迫・路系統 の 適否は 、 消防持 力に 也らに影響 す る

のであって 、我問都市の通例 1: る器拡 1-1式向路系統では必慌の 一角より一角に亙るに三 角

形の二遊会話回 す る事になる詳であ る故此の快Fれを|徐 < -uJ ＼ 、 ｊｾＱＺ 伏 、 放射附ＮｩＺ巨峰を＿ 加 味す

るｾが叫ばれてゐ る のである。此［ｉＡ ｽｩ 東京は賢明 Ｑ［Ｇ 何路系統を採 ｊ ｉｊ してゐると云ふベ〈 、 大

阪 、京都は削. る危険なり と云はねばならない。泣 :1)¥放射道路のぷ世は. 大i¥反. }7!:1'f I¥J ) 如き

在1¥市 iこ共急; i : ! 5があ るのである D

( III ) 示 久 的 橋 梁 の 噌 設

向此等道路上 に架設せられ に橋梁は非常時交通上重要なる[ 品!係を作っ てゐ る故 、線、ての

楠梁は鎖 ｪ 街コンク リート ｾ使用 し て ｼ 制点耐火構造とす可きでめる。橋梁の永久的出迭 と ［ｽｊ［

i合設の必要は彼の闘 * - 大出災の苦き経験が之を雄知に物語ってゐる。

防 ｉ ｑ ｲｾ 災 前に は東京 に約 ＶＰＰ の情於があり 、 ＧＹ ｻ ￬ んど木造にて ｬｯ ｈ Ｕ も耐火の構出として氷久

的構造によりしものは齢〈 、 問問 川 に架設せら れ に吾妻崎、 ｬ ほ橋 • jk 代憾の如きは榊i盆の

大部分が餓目・にて 、橋尚は本iiEなりし箆め 、大 出 災の際情上に避総し?こる多数の人 k は橋

の雨端からの延焼の路 、rt 重なる家J! オの焼失のみ に止まらす 、更にずす き人命をも失ひ 1: る

ものが多数に上つにのでめる 。市して橋の焼失 に よって焼死しにるもの以外に 、火を避け

て橋」 二 から ｍ 中 に 飛込み雨 ｊｾｾ が延焼中の馬めに遂に ｍｾ 泳 ぎ 切る事が 出 来な〈 て 溺死 し た

ものも Ｑ ＡＡ ｾ ＹＦである 。 之等は艮 ｰ ち橋の構造の不完全なる矯 に斯 かる惨害金受け ｔ こ るも の で あ

って 、殊ーに火:院に迫はれて逃げ延び1こ:群衆がi斬〈川端に至って始め て橋が鹿今年ちて J Mこの

を::):11つ にのは1I，' j : . 既にJ b s < 遂に如|向んともする能はするして多〈の惨死者を出 しに事は 、2E

時橋梁際の死者ーが非常に多かった .j: Jf に( 交って推 J:11 し得るのである o f(ri して被害を受りに

( l ( j ( j の橋梁の大部分が反容に 依 てよりも火害に依って袋った被害: の 方が多かつに惑は花立

すべ きである。

さき裂時は; 爆岬 に より橋梁の幾 つもが破壊 される 事が想像され るのであるから 、橋梁は不

燃焼性と した上に史 に其数を地 してーが{波浪 されでも向他 で以て川 を針i じ得 るが虫n< し、

以て交通の使 と安全 左右? 刷 る事にせねばな るま いo ::; 亡、M川の凶を通じ て交通 し得るわ'f応

トンネルの設備を設〈 る時は 、避 難 所 とな る許りでな〈 亦. 交通上 多大の[ 更 'Il が輿へら れ

るでゐらう。

<l V ) 公 園 、 鹿 場 の 増 設

防空防火 上 局 す べ き 施設 として 都市内外 に 公闘 、 脱弘ｾ多く設 〈る 事が考へられる。

公園は非 常時に際 して火災 . 地 点 . ｾ ，会 風 、 洪 水 等の楯 と な る 一面 ｩ 世間 ｨ 者の牧容 地 、 救護

所となる放栄がめる ので、防益の理怨からヨミヘぱ、公園 1m積 の都市 l師践にまうj する剖合は、
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2 分の l 乃至 3 分の 2 となす必要があるときへ; 詮〈人もある位である。然し此割 合が我閤

都市の現 :U; よりして賀行困難なる時は、出来る丈合理的に公園を配置して防宰の放巣を禦

ぐる様に工夫するのが受賞であらう 。艮P1，か〉る意味に公園を考へる場合には大公閑も勿

論必要であらうが、全市至る所に謹i営の面債を有す る公闘が遁'j' I: に分散的に配置せらる〉

事が望ましい諜であ る。関東大長災により畏醒され7こ東京市は其復興計霊に於て系統立つ

1: 公悶古 |塑: を樹立 してゐるのであって、其れによると. 都市の中央に大公闘を設け . 全公

闘系統計聾の核心 となし、次に全市間企蚊医に分ち 、各方面に方面大公園を設置 し. 之を

中心とし更に方面ノj、公闘を配置し、 郊外に自然の大公園含設け中央大公1:¥11、方面公園 、郊

外大公闘を放射的並に還 :1火的公悶道路を以て相連鎖する事になっ てゐるの である 。大阪も

最近公闘の必 Ｎ ｾｾｾｾ痛感する所あって共設世に同｜己、し 、此 の間 物故された 大屋霊抜氏等の手

により 多〈の公聞 が設置 される に王仁公| 凋間砧は東京を凌ぐ に歪つ にと 云は れてゐるの

であるが、向E 外図の公園間僚 と比較する時甚1:: 見おーとりがするのである。市も此等新設

公闘の多 〈は郊外公園であっ て市内 は依然 として殺風景極まるを菟れない現欣である。非

常経災の f誌の施設と して公闘を考へる時は 、むしろ市内の人家評J集し人口澗管な る所に於

てより 多〈の面積が公園の昂 リザ ーブされねばならな い。即ち中小公闘を人口捌需の度に

感じて市内至る所に設置する事が今後次阪i li に残さ れにる問題であると思はれる。

公闘の全市的配置は都市の積極的防 宰7こる高射胞の油首な配備にも非常に 助 け となる の

である。即ち軍部は此の公闘に高島村l包を据える事を希咳する所であって共震には此の様に

公闘が全市に系統的に散布される事が望まれるのである。

郊外公闘については紐育rti の如きは市の外出に三重に公凶施設をなし 、之に他棋を剖 し

航空機の来襲 に備へてゐるのである。か〈高身、j地附i地として公闘を見る時は公悶附近の建

築物が高居建築化す る事を避 〈べ きは説明する 迄 も無い所である つ叉避難所 、救護所 とし

ての公園には池と非常に強烈! なIl j'["; k が用意 される 。池は樹木と相まって火 災に到 する 防備

には把釘必要であって、池 の 無い所で多数の人間が死傷しに例はＮかの被月以阪 ｾｩ ｻｦ想、記す

れば判るのである 。噴水は誌J; 瓦斯{ f i J l ひ流す f誌に必要 とされる Nr である。

向公闘と同桜な償値を持つ ものに 腕場がある。日:i1場の設置は外園都市 には康〈見 る所で

あるに不J旬、何故か我問には古米より共殻迷ーを見なし、犠である。試みに外国に於げ る前場

として 有名なもののみを数へて見ても 、例岡山l : rH二、ヱ トアー}t- の殿場 、サンミツシ ヱル

成場 、 ノート ルダムの旗場 、サンピエルの航場等があり 、伊太利ロー 7 には、サンピ エト

ロ寺院前の旗揚、ペニ スに、 サン マルコ康騒があり 、調乙伯林にケ戸ニヒプ ラツツ、英京

倫敦に トラフアル ガルスクヱ アー あ り. 其他ウイン、 アムステルダム 、フランクフルト・

アム ・マイン等到る rvi 旗揚があって 、夫 k の民族的歴史的興味と 111: 麗な る造形重芸術美 を以

てtll 市の I日格を高める と共に、 攻りっぽい都市にあっ て、 段 々として輩 きざるオアシス の

感覚を味はしめてゐるのである。旗揚の設置される場所には二様あってーは、街路交叉貼
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にして交通雑踏絞和の手段 として利用せ らる〉と共 lこ都市美の数果をも併せ有せしむるも

のであ り、他は者1¥市建築物街集地域の問に介在せ しめんと するも のであって、 共の何れも

は公闘 と共 に有事の| 際には避難mとなると 共 に叉高射砲陣地? こり 得 るのであ る。更 にげfノk

の設置 により 寄瓦斯救護の役阿佐なす事等全て公闘 と同級であ る。f古T此の成拐の設置によ

り 生 す ・ る副利 益手 として は 、円 ＿Ｑ ［ りよきｾＺｲＮは 、 投下部の毒 物 を平 〈 稜 ｪ 設 さ せる事 も出 来 る 禅

であるJ

何れ にせよ 我問都市の如 〈木治家屋新築せる[ J Irでは 、公問販場の多数の刷訟を? 儒す事は

防杢防火の 見地 より する 時共必要が殊に痛感さ れ るのである。

( V )  電線、交逼機関等の地下設置と停留場

次 に、 電燈線 、 動力線或は電信総等ｾ地上よりー姉して地下にき ｲｵ 設す る 事が必要であ る

其 強度は約 Ｒ 噸の爆閣 に 射して安全な る 事を要す と さ れ てゐ る 。地上 に ｪ｛ ｬ 等の電ｾＧ ［ Ａｾを館 山

する 事は爆慢の投下により切断 され叉は火災に より焼げ務つ る心配があるのであって 、'j=!t

信総の故障は者I¥rri の通信機闘の連絡を壮絶 させ防空機闘の能力を低下 させるに到る司 〈、

動力綿の故障は工場の生l芸能力を低下し、電; 陸線の切断fは都市を毘の暗黒ならしめ 、此 等

の鴬 lこ人心戟 -"t旬k として流言註認の筒L鮮は牧拾す可から 5 る事態を惹起す るに到るであ

らう事は閲東24災に徴しで もl切らかであらう。叉此等の電線が在中到る所共緋j を? 張っ てゐ

る事は高射砲の前動の妨げ となる事も共地下担設の一四由 として準げら れ るのでめ るo 之

に 閥聯 して 毅電所 ‘ 給 水 所の虫ｦＱｾ源泉地は最も宰製目棋となり易 いも の で あるか ら、 此等

は地中深 〈置〈 事力; 堅ま しい のであ る。

以上の如〈 電線の地下1
f
t ! . 設と共に出来得ぺ 〈んば街路上の交i [ 機関も之を 地下に与H設 す

る事が得策である。侃敦 、巴A の益裂 に於て地下道、地下鍛が避難場 として技n警な作用を

潟しに事は徐り にも 有名である。地下鍛が現在の路面電車網の如 〈市 中至る所に 凶泊八主主

す る事が防空上 よ りして祭ましし、諜である。

今の大阪の地下鍛は概ね頂端の上に狛10尺以上の土被 りを有 して ゐる事であるから 以て

市民を護 るに 足 ると 云ふ事が云はれ得 る。此極地下餓に訪: 瓦斯防護の施設が仰 されて、 全

市 に散イti され る時は都市交通上の必要のみならす防空 k の作用亦大なり と云はねばならな

いで あら れ 此貼に就て伊太利 ロ{ マで は今後、本rr に建設さ れる 電気鋭道は室製時の避難

場所 fこら しめ ん として全部地下線 とする 方策を採って ゐると 云は れて ゐるのであ る。

術 交通上重要な る停車場の防護につ いて は特別な注立が初II はれねばならぬ。此虚では調

乙防宰協舎の月 刊雑誌 Di 巴 Luf t wacht 所載の「停車場と防護」 なる 論文 より 要所を放草

して参考 とし度い。

停車場の防護 を第一停車場の建築構造に閥係す。

最も通営 なる 建築は多〈 分散配置せる地下室にして之に依り従業員 をして如何なる 場

合に在りても最後迄止 まりて其任務を途行せしめ得 ペ し、向「プ ラッ トフオ戸ム」は現代
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の方式よ りー居迅 注tこ乗客をして出場せ しなる如 〈し.l3.I:1'.口 を遠方 より 見ゆる如 〈棋 示

すべ し。

貨物 集積所 も 分散を要 す ベ し、 特 に 石炭 ｊｬ Ｇｊ Ｇ 杭所及機 ｉｾｦｴｬ 率五 ｬＡｻｴ＾ 大 ｨｬ ｪＺｩ向性 に 分散する こと を

願 慮すべ し、叉室裂に依り動力破i主され? こる場 汽直ちに 他の電流{ t >.Mi 充する虫n ＼ 、 廊ｪｊＩｾ Ｚ

し世 くこと は必要なり 、之等防護 を容易ならしむる n r鋭迫劉益l山祭hl I J ｻｴ＾定め共 ｨｬｾ 聞

は緊急の度 lこ臨じて誼J '¥: 1'!Iff. ii; し、列車 、耳1酬の魚には住民日n避難すべき特別準備ある管2

現場を設り 、叉 夜1m益製を受 〈れば全列車也ちに泊即する のみなら す' 其腕時より( #J I - . す

ベし。

( V )) 建 築 物 に 就 い て

木古家屋の都市 に不可なるは云ふ迄も 11民いのであるが 、此れからの都市建築は従来のぷ

味 の1耐出耐火柿iiEなる 上 に憐聞のか裂その他 の勤怖により主主物の持直せき。る様 、11f肋材料

等の使用 に より土55 その他を充分以 I7i Iにする必要がある。又{:，h立成る可 u手くし閣の似J i'  

等によってもI k : 容を袋らぬ月l A まもl l ¥' 嬰であらう。

更に必要なのは屋仮に特別のt ｩＺ 立を Ｑ ， Ｑｾ ふ ［ＩＱ でめる。 即 ちが棋の形 ｪ 伏は成る可＼ A 形なり

「ア ーチ」形なりにして爆帰が他所の方へ迫れて務ちるがtln ｾ形式を＿とる事が 理 想とされる

のであるが 、 経済上叉は主主物の性質により之が困難なる時は、少〈とも相営なる ｪ 与さを ｾ｢Ａ

へて小さな爆弾は佼{ 散しな い綴にする必要がゐる。それには- 10N'll hl:の j立さが治蛍fごと云は

れてゐる。

叉都市 に 多数の高層建築物を有するｾｊｔＮは ＵＢ［ ＡｊＮｾに到し不利である。闘 に 依ては Ｓ 階を以て

遡度 と し中 に は Ｒ 階を ｴ［ｾＧｬｩ｜ ｩ ，高 としてゐる問もめる。此の烈 Ｑ 米関人 ＱＩ ; 世界ーを以て誇るキ11:育

マンハツタンの ｊ Ｇｴ 天 地の ｴｬｮ きは ｴｲ に危ないも の と云はねばならなし、。但し Ｒｾ｡ 階を以て

過度となす所に於ても都市の所 k に高居建築を世き 、敵機の542観に使ならしめてゐる" i j ( は

忘れではならない所である 。

又高居をさげるー而、地下室の設世が必要 となってういる。此れは地下合応 、地下泊 、川

底 トンネル 、地下銚等と共 lこ投下版部 . 瓦斯粥に到し盟主刻IJ¥': を完全に防詑し 、併せて投下

弾 のj点力を減殺するものであって 、地下手' の入口には二車或は故mの桁間接世を設けて IJJ i

瓦斯の侵入{ t >1坊ぐ )11芯が I必要である。 此の地下s ，: 築地に|際しr r - . 立すべ きは出、気を 1¥んぐ 'Jf.bえ

ぴ採光ぞ十分 に し 、 百 Ａ ｪ 汗な 昼気のお ｉ､ｦｦｬ に望 台 ｽ し ｦι ｉ 二の設計を＿なすべきであらう。然も ｾｉ Ｇ ， 入 Ｑ ＭＱ

の扉や窓は勿論 、間 突 口、 ; 股肱 口にも五{ t > 鱈しq' J . る様考l邑してむ瓦斯の侵入 を防ぐ可きで

あ る。

斯〈 の 古川 地下室を有する Ｒ ｾ Ｓ 附建が王用組 とさ れ る 事は我園者 ｛Ｑ Ｇ ， ＱＧ［の 如 き府い而 も 低 い

都市には質に好都合 と云ふべきで 、東 京、大阪の全建築を地下室を有す る 3 階 建 i立に改造

し得? こり とせば 、地商 に幾多の飴積 {t>生 じて共配置景況は誠 に理 想的と なるで あら うと思

はれ るのである 。



通行者の組難、救設の翁 に は公開叉は市街側商に所 ｫ 特別 の ｾＩｊＩＨ 防バ ｪ［ 桜置をし＿こ避刻 ｫ 所

を設〈る事も必要となって来る D

此特設の避難所以外に、劇場叉は活動 ｅｚ 真館の虫ｦＱｾ所に特別の瓦斯 ￟Ｉｪ 誰室主＿設 ＱＱＮ いき

といふ時は油行人の避刻郷|

ふベ きでなからう力か、、。

5  都市武装計重は都市計重の理想と一致す

以上は都市計撃と| 山岳 を中心とする見地に立って一商的に考察 し・都市の卒和的正常情

態に於げる機能との闘係を敢て考察の外に置いて論じ来つ fこのであるが ・此等の諸計繋が

若し都市の平和時の文化活動と淡交沙のものであるならば此等防空都市計撃の憤値も所謂

「ゴF常時」的意義しか持fこないものに過ぎないであらう。若し然りとせば此事は我 k に不

経済な出貨を ｾｦｦＡ ふるが虫 ｦＱき 感じを興へ しむるので あって 、 共の限りに於て防空都市建設は

「必然の恕」と考へられでも致し方無いであらう。

然し乍ら ｾｍ 芸者 ｉ｜￯ ｬ￯ 計 整 は決して左様な不経済な ｉｉｉｉｾ を要求してゐるのではなし、。名は防

安でcb 1)  ，武法と 云ふも、 :民貨は卒利時に於りる 有'1¥市にとって必要不可献な計主牲を多 k 含

んでゐる ｾ ｾを知るべきで あ る 。 以下此鮎に就て少し〈考 察 して見度い。

以上諸々に於て防空事1¥市武装計霊として 、現在者1¥市の改造案 を提出し1: のであるが . 重

要-なものを要約すれば即ち

1. 防空飛行場の設置 5  公困、債援の設置

2・ ｾＩｪ 火地匿の鎖大と分散的ｼ坊 火ブ ロック の 結 成 6， 電悦、交通機閥等の地下設置

3. 道路幅員償大と 泣枇敏; 射道路の設世 7. i日十五耐火建築の奨励

4. 橋梁の耐震耐火構造の必要

等となるのである。

此中第一の防空飛行場の設置は、共位置が都市中心部から相首隔? こってゐて、者1¥市交通

上の要求を満す事は少 ｫ 六ケしいのであるが、然も不時 着 陸海として航空上の安全感ｾ哨

す利益は顕著なもので、我閣の如〈旬:n頻々として飛行機惨事の勃設するは、不時着陸揚

の設備不完全なるに依る理凶が大なるものを詩すであらうから、一つでも 此種飛行場の設

置は望ましい所と云はねばならないo 叉飛行場の檎設は飛行技術の練習を容易ならしめ 、

民間航空襲遠の助長 となるものである事は明かであらう。か〉る意味に於て防宗飛行場の

設置は平和時に於て も共意義は決 して小なるものではない事を知るのである 。

次に第二の防火地 ｆ ｚＭ の 鎖大と分散的防火 プ ロックの結成であるが 、 此れは ｾＱ 三の道路の

蛾犬 、第五の公問、前場の設置等と共に質質上 、都市の早句集家犀 を拒否す るも のであって

産業革命の影響の下に物質化 しに都市が犯 し来つ 1:誤謬を訂正するも のに外ならす 、従ボ

の者n¥市計聾の思想と 一致するものと云ふべきである。
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元来現在の者ij¥市は共人口増加と共に経済的摩泊の下に生祈環境の保健衛生を願る事無〈

家屋連絡して止まる所を ｾ［ｮ らさＧる結果、きながらーの大工場乃至事務所のまｦｉき視を呈し 、

休む可き所に非さ' るやの概念さへ興へ 、2もt集人口 、寝袋家屋は者r¥i li 生活に種々の形に於て

恐る可き弊害を生十るに至り 、此所に者1¥市をして住心地よ き所fこらしめんとする運動が .

ハワードの旧国者1¥i' li論を共先脇として相吹で起れぞれが今日の都市計霊の設展となり 、

ひいては地方計聾へと展開され来つ 1: のである。然るが故に都市の密住を拒否する計事lj は

卒和時に於て 11昌へられる都市文化生活の理想、と期せすして一致する所であり、都市環境の

整備、健康事1¥市建設なる文化的欲望の必然的不可避的結論に外ならないのである。

第三の道路Ｚｊｊ ｊｾ 大と還ＺＡｵ｜放射道路の設置は ｕｾ 四の橋梁の永久的構築並に第五の地下餓の張

展等 と共に現代都市交泊上の要求と 完査 に一致するもの であり 、従て都市の綜合計主主を企

闘する都市計笠の理想、とも合致するものにるは諭す・る迄もない所ーである。都市人口集中に

1'loふ交通混雑は 日k ｴｬｦ ｩｊｦｈ参 ｾ ｊ Ｚｲ { t > 繰返すに至り、交通緩和の問題は今日に於ては都市の枇合

問題化しゐる 事を思へば、此計設の平和時に於りる 貢献は質に大なるものある事が明らか

に知られるであらう 。

更に第五の公園間場の設置は、第三の道路鏑大、還:u、放射道路の設置 、第六の電線等の

地下草11浪等と共に者1¥市美視を中心とする整備派都市古| 宮: 家の以て理想とする所と飴りにも

完全に一致してゐる事を会11 るならば一治せざるを得ない所であり、都市環境の美化は、ハ

イマ ー トの 'I '] IJ 操を養ふに Jt 献する所多 〈、ひいては愛市心の侭掘とな り、自治振興の原動

力となる事制古るべきで あらう D

最後に耐x耐火建築物の撲附Jであるが . 此事は時代の趨勢と共に必然的な進歩の湖、を辿

り来つにも ので 、今此等の促進をなすのは 、必然に到達す べき結論への歩みを捗らしめる

に過ぎないも のであると思はれるのであって 、都市に飴分の 11'，究 を篤きしめん とするが虫n

きものでない事は諭する迄も無い所であらう。

以上は防宰都市武装号 Ｑ ＧＱＱ ぞの重要な も のを所謂「都市ｾ ＭｪＭＭ ｭＺ の王 ｉ ｪ｝Ｎ想 ｪ にｊＡ ｈ し合せて 考察 した

のであって 、 以上の柑矧 ｩ は悉ＨＺ民結決に於て一致してゐる ｾｦ { t > 見? このであるが‘ 此等の外

防空計費をのみに必要な施設の存する事も亦己むを得ない所で、か〉るものとして給水所 、

強電所の地下型設 、特別避難所の設置等があるが . 避難所は卒和時には油堂な利用方法を

考案す る事により共冗費? こる事を売れ得るであらうし、一方給水所 、護電所の地下埋設は

平常Ｇ時に於て其必 要・ｻｴ＾見ない施設なり と雌も 、 非常時 の惨害を想像するならばその ｾｎ ＡｲＺｬ は

絵りに安俄で あ ると云はねばならないであらう。 ( 大尾)

入選者紹介 本 編 のm者獄図 1 ' ¥君は大阪商科大卒市政;科 三年の製生である。そ

の前途や別口に官( すべ〈盆奇自} f ( 、撃 の 深 奥 を 級 め ら れ ん ζ とを戎む。



【懸 賞 論 文 第 8 等 第 2 席】

護 我 等 都 市

， ， 

れ の

平

四

野

方
立青

平 野 一 男 君 四 方 却j 郎 君

目 次

1. 都市武装必要論

1  地下街の瑳展に就し、て

1. 防火地直の横張

1. 銀 筋 コ ン ク リート

1. 閤立建築材料研究所の創立

1. C i¥MO U FU¥G E  

1 . 結 論

l  京都市の武装 に就 い て ( ｉ ｬ ｦ Ｂｊ 岡参 ｭｾ のと と Ｉ

都 市 武 装 必 要 論

極東の盟主 Ｎ 我等 の 日本は 今や 木造 都市の悲哀を＿っ〉んで日月 ｲ ｬ の戟 ｾ ｪｩＧ を待らつ〉ある。

我等主主築技術家 として -!l! J iの不安な きゃに就いて考へ るな らば都市武装の見に一言せさ'

か

ι

男

郎
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るを得ぬ。

日本が建図以外4の大戦に於て我等が陸 、海軍の絶大 なる組園愛により卒，f ! ! の生前を制げ

て 少 ｾ Ｑ こので あ る。

前撒度のf此守は閣内への室磁の不安は な < 1欲洲戦f 介に於りる調 . j9告の如! <  1直接に者Ilili 武

装の必要を考へなかった 。 Ｑｾ Ｇ が 次 回の戦 ｾ ￭￭Ｇｬ 主化事戦であり ＷＱｾ 行控聖戦であることは否定し得

ない。

米闘に於りる軍事用飛行機 2，000 華に 加はる 民間機数 10，800 ｾ ｾＺ民間飛行士 ＱＷ ， ￯ ＵＰ 人。

〈支那航空界は最近 5 ヶ月 間に、79機民込み 、現有控目線、数はが'i 521必 とな った) 。

話闘の戦時に極東へ詮 るで あら うと想像される J ，500 Ｚ ｾＺ＠ ( 5ヶ年計鐙完成 の場合に隊、海軍の

60% は極東に 主主るであらう〉。

アジア大時のー園が大空軍そもっ と云ふこ とはj，J 岡 fこる rl本の一大作成であり、航昼 間

|山上に於て のみ 日本は最早山園ではな 〈なつに。

露間より持太 、 千島、北海道を脅かされ、支那よりは ｾ Ｚ［ｦ的 Ｎ 九州の不安 ｾＡｎ へられる。

Ｑ Ａｊ ＳＶ ｾｊ＠ Ｙ ＳＷ 年 に於ける 飛行機の進歩を見越 し てのｾ ＧＵ 1 凶「問土防主要i盆U によれば近畿

地方の都市は安全である、と云はれている、が若し生泣を期せ十して子 ｉｾ 却し 予 ｾるとすれば

ウ ラ ヂオより東京 、 大阪、京古 ｉ ｉ ｾ 、 上恥より北九州を爆 ＺＱ 持し得ないことはな〈れ間共に化

， ｲ Ａｊ［ ｜ｬｾ 機研究の結巣寓ー にも 版般機のＱｩｴ ｭｊ 能力を増加 ｬ し 得な いと は云へなし 、 。

ｾＧ｜＠ Ｑ Ｑ ｾ Ｑ 及 同 Ａ 邑 ｬ 設 明に 於りる虫 ｮ < 陸海軍の研究 に依れば現在に於て者11市益越の 不安は少い

らしし、 o ＱｾＧ が戦 争 方 針を在来の常道 、 つ まり 敵閣の ｬ 皆 、 ＱＴＱＩＺＱ Ｑ ＺＱＺ主 力 部 ｉ ｴ 設 の金誠を第一 の ｉｉｊｾｕ

としないで Ｎ 者 Ｑ Ｑ 市宰 裂 により、政 治 中心 の Ｑ 政峻及Ｑｪ Ｑ Ｚ ｾ Ｚｦ刷工業者 ｾｬｬ￯ ｬｩ の襲撃 により 敵国に 致 命

似ｾＹｩＡへＮ然る後に主力艦隊叉は主ブ ｊ 部除の』持政と云った戦法に出ないと 誰 れが云ひｾょ

う そうし1: 後r I の場合に至りて郁子li 武装の必要を感じ↑ 旬を・|舌るこ とな く目下の困家(1'-) 非

常時間 Ｑｾ の全てが緊張の時を利用してￎＱＺし〈都市改 ｩｦｴ に就いて 金 閣民 の一 致ｼ剖結営 者 ｪ ふも

のである o Ｈ都市の上 ｾ ｾｉ 亡 敵機 正 予 ｉ｢Ａｾ せしめぬ と と が ｬｴｫ t-_の広置で、敵の飛行機絡納"1;: ，*は飛行場

を石直接する ことが先決問題である〕

我々建築技術家は一致闘結して者J l "rli 武挫に就いて研究賞行し悶家平和lの翁に最庄の努力

を搾ぐ可きであると思ふ。

ｼ給 Ｑ 東大民災の場合 に於げる木 ｦｦｩ 建 築の防 火能力 の 絶無に劃して全て を ｾ ｾＺＱＱ りつ くし ていな

がら何般に木造建築をや る か ? 共れは経桝問題 による 場合が多い。では _-f1fJ. 木is建築的

絡 (. I，;J- - 車{ 貨に餓筋 コンク リー トij!ユの111悦を切下げ ることは不可能であらうか ?
数『hst の

捻料環日ifj に依る木材防火方法は絶問不可能なりや?

現在の都市が昼裂を受け fこる場合市民の避難道路及i ! i t 難場mは完全なりや? これ等の

貼 に就いて近畿地 方の都市を見る時徐 りの不安 さに 寒 心 に耐へな い ものがある。

V lI 
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都市建築の耐火能力五避難

設備が目下建築技術家に輿へ

られ? こ念務であると同時に以

急; 賓施される可き問題である

此の問題の解決がつりぱ、

銃後の図民の活動は意のま h

になり経演封鎖恐れるに足 ら

す・満洲閣との共同戦線をひげ

ば決して米、露も恐れること

はない。

園宅F 史 防 土 図

j
y

 
ぜ'

ゾゾ

It 

2  

d  

_._ 

.'i  

ｾ Ｚ＠ l  
'畠唖z  

:gP 

一一一一"

メ 〆

. 昌司。、. .

7  l ぞ

Z  ， i  r... r  

第 l 闘

近畿 ｾＩｪ 室演習に先 立 ち園防

tsJ 舎に於ては防空演習を賞際

的に都市防設を普及せんとし

て努力され防杢普備演習と同

時に海軍では阪前[1地方で軍需

工業動員演習の一部を賞施し

て_. J ! 緩急あり? こる場合の整

備情泌を調査する主共に一般

官民の連絡協調により 、より

よ〈好果的ならんと、 i孟兵造船監督長原五郎少絡が目下準備中であるとのことである。

Ｑ ＹＳＶ 年戦争 には必十 ｸｸ 図飛行隊者 ￟ 市爆 製機が来る 。 此の目的のｾ に 者 Ｑ｜ 市改造の諸建築

的設備 に 就いて研究賞施すべきであり 、 園 家 永遠のｾにはー私人のｻ附人的目的に就いて多

少困灘な る 事↑市があらう共断然 Ｎ 都市武装 すペしに。 そし て Ｑ ＹＳＶｾｦ 戦以後 に起るであらう

第二次世界戦争に備へる可きである。

日本帝閣の建閣の道義にのっとり大和民族が一つになって 、此の危機にあ? こる可きであ

り我々建築家も蛍然忠良なるー園民 として共の職務に忠世 なるは勿論、進んで者1¥市武装の

僑に! ! 都市武装促進運動の震に全技能を登揮して全努力を捧ぐ可 きである o

陸軍省調資による列強の陸軍空軍賞勢長

英図 除 数正規耳i: 88rj ，除 、幹部隊 5 中|泳 、補助 8 rl .' 除 、飛行機数 1，580 機

米国 除数飛行機53中隊、飛行筋 2 中隊、気 球 2 中隊

建国 隊主主飛行機 242 中隊、気f. RI Orl' 除 、航 空 総 3 中隊、飛行機数 2，50 コ機 、なほ本年 に入り盛 ん

に機弦，+，

{働圏 除敏 飛行機 156 中隊、気球 18中隊、飛行機数 3，COO 機

伊圏 除数飛行機 123 中隊、気球 2 中隊、飛行機敷 1，5 )() 担当
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の多数で、 しかもわが園と比較にならぬ優勢な民間航空機を有してゐるに拘らする我陸軍の

航益現勢は

日本 除数飛行機26中除、以 球 2 rl' 除 、飛行機数 800 俄

の劣勢 に あ り 、し か も 民間航空の如引 ｩ ＷＢ ｩ合んど組むにＩｾらぬ情勢 である。 〈 昭 和 Ｙ 年 Ｖ 月 ＱＴ 日

大阪釘一 日新聞朝刊による〉

1  大陸隣接ョ リスル室 中侵入ハ、 行動字問 400 迎ノ最大幅般機 "' 11シテモ 、本土 、九

州、四園 、北海道ハ其危険倒外 = 本 リ。

1. 爆 f待機ノ行動力ガ 800 迎ニ達スル場合ハ . -:1i ハ危険困ニ 入 ルモ東京ハ itn臆ヨリスル

空襲 ニ劃シテノミ危険ア ルエ過ギズ。

1. 海上ョリ スル空中侵入ハ我海軍ノ ;第 1 (1品|示セズ) 江戸 、第 3 哨戒悦ヲ柴紋シ吏 = 航

空i I 自戒線及沿岸警戒線テ通過シ テ我有力ナル海軍部隊 トノ 合戦ヲ致問スル ニ非ザレ

パ宜施シ難・ン。

1. A ハ敵空襲部隊ノ 来袋7象想史I月( 東京ョ リ200 出) 13 及 B I ハi故主力| 嫁ノ行動 j象担、鮎。

]. 航空哨戒線ハ沿岸ヨリ 400 迎ノ l雀L 南洋群品 = 在リテハ 200 迎ノ幽ヲ想定シ、辿桁

シタルモノ ナリ。

「数年後の進歩を見越して肱収機の能 力を下の如 〈似定 して諭するが泊蛍で め る」

i出11ji 賂載量 4 噸

航 続 距 離 800 i1lt  ( 海軍大佐有馬成ili 氏著「非 'la' 時海寂凶防護本」海軍協合より

者11市武装軍民一致動作表

( 1)  軍部の捻任( 積極的防空)

1. 敵機の根臨地をｻ政壊すること 、 之は出 ｈ ｉ｜ 比軍又は雌除の任務であって未然に ｾＩｊ 泌する

方法である。

2. 敵機をｾＺｦｻＨｾ持射落し或は之制 ＱＱ 止すること ｡ 之は飛行機 、 高射 砲、 高射機闘銃 、 編成

等の任務であ って針策手段である。

( 2)  軍部以外 の拾任( 消極的防ささ)

1  敵に 目桜を隠すこと 、之は燈火管tli lJ. 或は協畿 、逃蔽することで ある。

2. 損害{ t > 極限す ること、 之は消防 、消毒 、救設する等防護手段である。

｣ｭ 築と ｦｦｩ ｬＺ合「都市と防空 」工 準士小倉持 ｉ 氏特 ｩ ｬｾＩ

地 下 街 の 設 展 に 就 い て

京{i ' 11.di 内に於げる 、地 F室調査表 (11併 11 H  ｾド Ｑ ｏＩｾ 現在Ｉに依れは ｜ 地下室総数 Ｑ ｦｉＴ Ｑ ｌ ｉ ｾ Ｎ＠

延室町節 目，150.6 坪にして ( 位置は「京都市の武接に就いて」 の附闘参加の こと ) LI .F建

築中の もの多少あ り、将来国防上益 k 増加せん とす る情態にあり我 k 技術家としても嬉ぴ

にfこへない次第であ る。



?こ f:: 不幸にして採光及換気装置により一部地下室設置を断念せる場合なきにあら 十と 想

像される。

地下 2 階 3 階への蹟張は不可能なりやを考へて見る必要がある。

建築物法施行規則第19僚及第20僚居室の採光換策の取締に抵備する場合特に非常時に備

• • • • • • • 
へる矯. 都市武接及避難施設の完備の篤. 地下室に射して「同第21僚特殊ノ用途 ニ充ツ ル

居室ニシテ Ｎ 巳ムヲ得サルモノハ地 方 長官ノ許可ヲ受ケ 第 ＱＷ 依 ｾｐ Ｙ 僚第 ＲＰ 僚 ノ 規定］依ラ

サルコトヲ得」により地下街殻展の痛に特に認可して可なりと私考し得る。

不幸にして、現在日本重要都市一度ぴ空襲 を受けたる場合木造都市建築の悲哀は絵りに

も 大 き し 敷 度の長災により受げにる情態より察するに、爆弾より受〈る被害 より火災に

よって受りる被害がより大きいと思はれる。

爆弾と同時に我々は防毒 ( 毒ガス〉設備に就いても考へる必要があれ地下室の鎖張は

目下の都市[ に於て必要の最も急: なる ものの一つで ある。

各調立し? こる地下室を多数市内 の各方面に散在 して置くことも必要であると同時に 、都

市の中心地( 商業及交通共他による) に地下街を設け地下 2 階、 3 階に筒し. 郊外電鎖線

を地下街に引込み各方面に連絡せ しめ、卒時に あ りでは現在交通事故 ( 事故 の 85. % 迄は

自動車による ) を少か らしめ、電鎖線以外の交通設備も な し. 一朝非常時に於て地上避難

設備と共力 して全市民の救助営完全 ならしめる必要がある 。 〈現在のゴー・ ストップは駿止さ

れる可きである 、より 善い方法経済的美淑的に解決に就いて研究ナる必要がある〉

京 都 市 内 に 於 け る地下 室 調 査 表 ( 昭和 B 年 10月現在〉

却型 5J IJ 地下室数 箆面fl i(:J it ) 器 見り 地下室数 室面積( 坪〉

JII Mlhi  
28  3，670.30 ーと 4長 15 536. 20 

"， 
立 E証 31 4，21 1. 60 下 F島 14 876. 70  

西 ｉｬＡｾ＠ 14  585. 10 山 科 144.∞ 

松 民{ 17  1，850. 80  太 泰 3  ?88.40  

堀 JII 
14 1，162. 30 伏 見 7  3∞.50 

ヨ王 4長
50  3，024. 70  dιbE  h  

計 191 17，15つ.60

昭和 8 年10月調夜以後の地下室増加1は下記の如し

望号 }JIJ 地下室数 室面積〈坪〉 署 5)IJ 地 下室数 * 面積〈坪〕

五: 保 27. 00 
五: 4長 10.00 

五: 4長 55.81  松 原 6.00 

山 手十 57. 70 五 4長 27. 08 

五: 佼 73.80  五 保 78.80  

西 陣 67.00 i口h  

音「 10 549. 39 

中 立 質
146. 20 

前後「表」の合計に表れたる数字により 京都市内に於げる地下室の分布情態を知 り得. 共
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の将来の褒展につ いて防空上建築家 として 叉駐舎人として興味を抱かす・には居られな い、

合 計
204 17，69 !=1.99 

防 火 地 医 の 撹 張

吾人が者 ＱＱ 舎生活をｾす上に於て 、 共 の 生活を 千 ｦ か す事項は生活力［複雑になれば なる程錯

雑混請して共の災害も複慨に深刻になって行〈のであって 、都含生活の華かさを讃へる一

方数多〈の惨悦なる様相 ー には ｦｬ ｬ ｾ を掩ふべ き も の があり年々 の都合 生活 の 犠牲者はｾ多しいも

のがあ る。都市の質問 を属す建築物について之を見るに建築物は . 地誌 、昼 裂、火災、風、

雲 Ｎ 蛾 Ｎ 担 号 、 気等種 ｫ の 外力により 災ひ さ れる。 脆弱 なる建築 物 は常 に似り の 宿 の 虫ｦＱｾ不安

を費えしめる のである 。11' でも火災による災害辰も拶し〈地長及空襲も火災をnひ易きを

以て 、 建築 物 災害の臨史を見ても火災が最も悲惨で然も共の数が多 ｌ 、 。者 ｬｬ￯ｴ￮ に人口が集 ｾｉ Ｎ ｉ

せ られ建築物 の数i;t i: R 多からん とす る現; 伏に於ては火災も盆 k 柄大せ らるる もの と考へね

ばならぬ故に . 経& i 上の見地よりするも叉都市の生活上より 見る も火災防禦の事業は目 下

際合せる此 の 非常時に於てＡ 管急Ｚの鹿置を矯 す べきである。 火 Ｑｩ ､ ｾ ＧＱ 紡ぐ 施 設は 火災 の 原因に

なる ものを除 し 別l ち火事の担 らぬ様に すれは‘ よい . その主なるものは消火施設の完成と

耐火構造建築物の強制でーある。消防設備 の 万はやや完備せる にめに火災は極めて少 くなっ

?こが 、 それも地b_Qの場合、叉は杢裂により爆埠投下なと の時には水迫ー鎖管の破裂叉はE菱電

所が l政壊し? こり 、各方面 lこ火 災が起る矯めに 消 防のブJ が不備な事がある。従って本営に安

心して都合生活を営む矯 めには耐火 構ifi の建築物を出らねばならぬ。 j折る目的の需に生れ

にも のが防火地区制であるが 、現;献は如何であるか最早地区指定後10後年の長日 J'.) { f 過し

てゐる 今i I 耐火構造建築物が如何程建築さ れた ? 此 の地直の完成がー iI 遮れる こと は関家

の矯に 不安のー 11 を永〈する詩である。
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多少円前の犠牲を受惜しでも此れが完成に努力 せねばならぬ。

諸外園に於ては防火地区に射する民家の知識が護達してゐて大都市人口集中直域に於て

は木浩建築は僅少な のである 、此れは材料生産の地方的差 異 より生す・る結果とは云へ一般

市 民の自強的努力と法規の運用宜し〈完成しに もの と想像し得る のである。勿論共の頃は

昼製等主云つにも のは 無＼ｾに長期 ［ 聞に 完成 し得 ｴ］ の で あるが Ｎ 我闘に於ては ＱＹＳＶ 年 の 危

機を 間前に控へ i 日も早〈耐火構造としなければならぬ。 我が防火地直制に於ては共の営

時我者11市 の経掛上出来得る sl {l ) の範園内に於て先づ緊急: 巳むを得 5 る場所即 ち都市安全を

期する ｾめに必要 の最 少限度 の 指定を 行 つ ｴ］ のであ るが其首時 の 人口 Ｎ 戸数と現在 の 入 門

人 1-1  戸 数

( 大 i E 14年 〉 ( 問年〉

東 Ｎｲ ｩ ｾ 市 1，995，0α J  429，000  

京 都 市 679，OCO  148.000  

名 古 原 市 768，∞o  1  64，OClO 

積 百互 市 405，000  95勺，∞コ

市111 戸 市 644，0つo 15 1，000  

プて阪 rn 2，114，αJ O 483，0∞ 

人 1-1 

1昭和 5 年 〉

2. 070，∞o  

765、0∞

907，0∞ 

620，0∞ 

787，000 

2，453，COO  

戸 数

〔同年〕

414，OClO 

162，αゎ

190，000 

135，000 

1  78，OJ O 

541，0∞ 

戸数を比較して参考として大正 14年

の国勢調安に依る もの と昭和 5 年同

調 1: F. に依るも の左記の古fI < にして 、

約 l 割 5 分伝増加| してゐ る。かかる

情態にて現在の地域制 のみ にては到



席都市の安全を期する こ 主はけ1来ない放に 、此の際大被張をなし現存の印乙二種類を印 、

乙 Ｎ 丙の三柿類としｾｪＱ ｾ 従 来の 通り、乙 ー 従来 の 桃 ｩ 主制限以外に間口納米 Ｎ 奥行 ＲＰ 米以 内

勾・1こ防火壁の誌世、内 ニ辿物構造lよ自由にしlりj 火砲設置のみ乙種同椋の:!jlJ 映を受け又円 1.

乙. 丙共に道路帆 日の扱張I j l種は 20米以上、乙種は 10米以上に内離は 5 米以上に鏑張せん

とする ものでめるつ

賓行方法は都市言|霊事業のー として匿剖整羽! 組合類似の防火施設組合そ創立 し組合設立

不可能の場合は市長直接監骨し千1・期限制に改正する 急: 務に迫られている。防火地F時 Ij 限以

外に也難場所として地下室の設世一並に地 P 下街の築巡等の事業を行ふ第 I 期色( 52 期工事とし

て其の期間内 に工事竣功せる建物には下記規定の補助金会交附するも の とし規定。は復興局

嘗時の梢JJj )規則 を準片1しその表じ依れはー

l  建物 ( 第 3 蹴 ニ摘クル建物ヲ除ク ) ノ外野J禾及桂テ 1耐火構造トスル トキ

床[ 面積 l よJ ドニ付金叩閲以内

。 建物( 第 3 枕 = 摘クノL 建物ヲ除ク 〉外壁 ヲ1耐火構造トスルトキ

床面積 i 坪 = 付金40闘以内

3  市街地建築物法第 14際ノ規定= 依ル特殊建築物| 耐火構造規則l第 I 倹及第 2 fI保 = 掲ク

} L- 建築物 ニ針ス} L - 袖助金額ハ下ノ l瓦別 ニ依ル

( イ) 第 l 僚 ユ掲クル建物

床面積 1 坪 = 付、 金20倒以内

( 川 第 2 僚ニ掲ク }L- 建物

建物ノ ;外壁床及キ1 : ヲ耐火待遇 トスルトキ

床面積 1 坪 ニ付 . 金30悩l以内

建物ノ外壁テ耐火構造トスルトキ

床面積 1 坪ニ付、金20園以内

4  防火壁テ設クル トキ

右補助金を提供して工事促進の方法をとる事 とし費金は政府より低利費金融通告?受け年々

組合員よりは受益負館及各市民 lこは町広視を支出せしめ其の賓金 lこて返納するも の とす。

鍍筋コンクリート遣の草債七万下の急務

次に上記の如〈耐火構造の普及せんとする場合に於て木浩建築物の箪僚を比較 しC みる

鍛筋コンクリート造車債

月

{主 宅 坪首り 200.00 

商 底

If 
200.00 

豊島 校
11  

180.00 
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産リ 場ー
l' ｾ ｦ＾ Ｐ Ｎ Ｈｬ Ｐ＠

木 浩 建 築 物 慰 問

A  

f l: 
日斗コ『

坪宮り 80.00  

商 E  
11 100.00 

思 校
11  100. 00 

1f. IJ  場
11 120.00 

上ＱＮＮＱ Ｍ ， の 如〈にして前者約似額以上に して 費用の闘係 ｬ て織防コンク リ ー トｾーとすることは

ｬ Ｍｩｧ簿上 な ｬ 古態が解る ｄ 依って材料及施工方法に就いて車ｻｾｾ切下げの方法を考究しなＨｲｴ ればな

らぬ。餓筋コンクリート 1 立坪に要する費用を概t): 内諜して見 るに

円

鍛
AI UA3 A  78. 0( }  

'ピ d ント 48. (J ( j  

打 手 間
IO.() け

砂手IJ 及砂
日円。00

堰板損料及羽t . l ，(
8.1111 

の虫n< 餓筋及七メントが約 7 完IJ 3 分と云ふ多大の技用を要するを' 以て第ーに右材料の j阜

ｻｾＱ 切下げの方法として記ＧｾｨＧ￭Ｚ ｩＮ ｾｾｈ￮Ｇ 及セメント の 製 ｩｩＡｩ 及 ｉｕｾ￙ の合 ａ 止を ｦ 設立し ＺＡｏ ｬ 三千 ｩ ・ Ｔ 刊で経伐 と

して製造能力及販資方法の令 ｾｲｮ 化をな し資 おＡ絶封雌保、柑ＡＮｉ ｌ 大陪 ､ｩ 場正確保としての繍削除 ｩ

ｾｾぴ 内地各地仁分工場 を設け大 帝Ｚ生 産 ｩ ｮ ｾ す司王に依丹て単 ｗｾ 切 ー 下を＿断行しｻ賃制 ｗ ， 定の打

械をする必要がある J

第二に施工方法の改良 i こ就し、ては木古建築物心 tmい京間判] 取寸法 lfz 内法を統一すれ ば

堪板入手間共他建具及接飾材全般に於ても ￦ｴ 製品 の 向上 ｾＺ計抗す れ ば ｦｴｆＨ ｩｽ とすると考へるＺ＾

次 tこコンクリート打手間に就いては従来( 土ウオセク 1) _ ター の911 きん規純なものは 、費

用の闘係上小工事 l こ於ては設置11-' . 来ぎり しも . 前記の如1¥制! 令にてぬ 1唱すれば 1 ｉ［Ｂ ｾｾｉ に ｬ

ケ所設 置 し使用せば従来の R 分の l 以上にて施工 し得る ご

国立建築材料研究所の創立に就いて

建築幡史について考へる迄 もな い 新 しし、建築材料の殻見 tJ; 次の時代文化文明建設に到

して重要なる役割を演す・ることは周知の事賓が物語ってゐる。

土 ・木 ・石 ・煉五 ・餓 ・コンクリ ー トと云つに種々の建築材料が其の時代文化鑓濯の放

に乗 り必要が生んに最早過去の建築材料 t な らん としてゐる 。

餓筋コンクリ ー ト浩の稜見は新しい時代( 建築台中心とする全文化) を生んTこ¥?

必要が最上の 「もの J ｾ生むことは事賓であると考へるな らば我々は今 岡 家未令有の 非

常時に直i i ' li してゐる 今 日、建築材料者 、建築附係者がー酬となり岡支建築材料研究所営住IJ

r r . し非常時の経補問題解決に労力し研究せば必十 、我 々は今 まで に巧へなかっ1: 新材料の



発見が 出 来得るとイ言すＧるも のでの る 。 此 の ＱＳ 川、に於て ー ｉｊ もｉｩ Ｉ ｬ ‘究所のＨ￬ Ｑ｝ Ｓ Ｇ ｲｾ ｾザー 力 、 ｩ L  e  ilill る

もt うであ る3

C A MOUF L A GE  

1  ｾＩ例年迄に於いて不幸ｼ悶 Ｑｩ￬ｴ に至り首 Ｑ Ｑ 市武装不完全なる場合 は 、現在建築物に ￯ｩｬｴ ｊ ｬｦ 式色引

を地こして じ-¥l Vl οl TF L.  ¥(】E する事が簡車なる方法である 。工場、矧央、ガス・タ ン夕、

時の機剛hli 、大)当貨lぷ. 公舎堂、 HZi合等々を色彩によって主雪崩iの場合に機1二よ り千手本位世

を不明にし、白 ｾ ｾ建築物を絶無とし、河川に維物を浮 か して ｮｾ 白 若 し 、 にが此 の 場合高架 鍛

ｩ 直は卒時に於ても主 ｮｦｮｊ に 経済 ｟ Ｑ Ｚ から ＿ごとは云へ ￎ ＧＨ ・ ￬Ｉｊ ｾ な 者 Ｑ Ｑ 市交通方法 ｦ ごとは考八 ら れね 。

感乏! : 鹿置の方 法手段に就い ては 1 Ａｬｾ ｾｴ￬ 年以前ナごとすれば現有の融機飛行能力 刀 、ら 云 って心

開dは少い のであるご

我々主して恐れる のは1¥-136年以後の第二共世界大限に於ての場合であり今よ りl長もに者1¥

J¥j A装の根本方針 lこ就いて研究すべきであると考へるものである 。

ｌ 胞 ｡ 念。 成 主置必要 の 場合に は 捌東 震 災近 〈は ｪ 副館 ｾ Ｉ 大火災等童書し、総験がある 〕

結 論

開防の 完 成は闘防第一棋に起 つ 軍部 ｕＮ｟［ 聞 の 精神的協力によって、 完 全ｾＮｬＡｲ［［ｴ ｩ Ｉ ｈｾ ＼ e  I主:r" ひ

1l J ない のである 。

伐 と Ｚｊ エ じ Ｉｩｴ 株主青 Ｑ ｜ Ｑ ｜Ｑ武装の完成に Ａ 大 っ て初めて 完 全 ｾ ＡＡｦ［ ｾｩｬｴｴ ごと 云ひ得る の である 。

軍備の古賀 ι 知市武装の完成は lりH1 の時三II' に備へる f誌に緊乏! : 賞行にうつる可き¥1¥j 題であ

れ先づ我々妓 Ｑ ， 財家は一致 ｉ ｾｩ ｬ 枯し て一 般民衆に共 の 建築的必要論を説明 し ー Ｑ ＺＺＱ もＡ Ｇｦ ＡＮ < 者1¥司1

武 装ω必袋骨肉質せしめ本年 7 H  ｾ ｊ Ｇ 阪 ｩ ｬ｜ ｲ｜Ｑ 地 方ｾ 中心として耳障行せらる〉防2主演習をして .

よりよ〈助成し一削 岩泌 を受げたる場合に悔ひなカ' らしめる矯に努力す べ きである u

京都市の武装に就いて ( 附闘参! ! の

第 1闘 に よ り 近畿地方の防2ちに就いて巧へれば此等 ill i抑より の雌繋機が再び桜持地 に附

らさ' る i.:k: 心 を して /1' 1設 し1: る場合には 8
r

)O浬の倒内に主主する事 に成 るので危険である 。

東京は政治中脳 の Ａ政戚のｾに攻般され大ｼ妓は軍事工業主要工場があると見て共の機械を

fil I(反することに依って多大の損害 を輿ふる矯に攻幣されるであらうと橡想、さ れる 。

京都の製 ｲｬ 持は大ｼ波の防ＵＱＺ堅聞と見 ＱＺ る時 、 京都 Ａ 域及東海道線の「 トンネ ル 」 の ｦ Ｎ ｩｉｾ泌双 山

陰本線の{ 波浪等が考へら れる 。

京都を犠牲に しても大|坂はとうエらねばなら ω。 そこに京都 Ili の防をの重大性があり考慮す

べ き問嗣が明日の時乍を目前に作へて後り l こも多し、。此の結に就いて局部的に京都市のjEt

供に拭いて京都ずH J : 辿築家として京白Il lli に就いて考へることも無駄ではない と考・へ られ

る。( 建築? 運動と :!t lri ] しでかj防署 J怜設も必1 l . t
でみる)
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若 し京都市内が安保されにる場合に就いて考へるならば 、 ウラデォーを穫してから 4 時間

にして京都市内に泌憎し ｦ 号 る、 共の場合我軍及民間の協力によｾ !iKi. r削除又は聴背機で敵機

資見後、 ラヂオ共他 により mll 分を H¥やして近畿地方一湾に燈火管制に より暗諜 に化し主姿

建築物及 者 ｉ ｬｔ ↑ ｩ 金問の悦 ｩ 置を阻幕により不明ならしめる ｾｦ は森易な事であるが 、 京都市の位

置は琵琶湖の作在が日iJ J l 僚で あ る以J -，t : うしでも -m内へ入る事は緑針楳がdl はぎるかぎり J長

官的 な事官にならう。

京都市内に於ける帥機持 rllきを 1象怨し得る建物をあげれば( .of . ) 一( オ 〕であ 1) 、 木造大建築

が興情線想建築のｾｈＧｩｬｩＺＨ例京耳目牒と東本 ｬｩ ザ ｩ 苛 Ｚ￬ｾ ニ ホれば二 ￍ ｲ の危険を意味するものであ る 。

栄木願寺 lこ於げる 1I心火設備等は京都騨鋭 ，1戸よ りす署するで あら う火災に 逢へば除 りにも貧

弱で児戯に等 しし、 ものである。

よ り普き徹底的( ?  i な防火設備を考八る可きである。

絶鰐に安全である震に努力すべきは「ガス舎枇」の「ガス ・タンク 」 でゐる 。

Ｑ ， Ｚ次世十 ｬ 大戦常時某問は 「 ガス ・ グンク」上に赤十字旗 ｾ ｾ ｜Ｇ ｬＺ て〉襲撃の難を遁れ に 事賓があ

るも共同の大戦に於ては最早そうした . 知識は各関軍部共に純験予みであり、 1ヰびそうし

た方法による功。は安全Tごとは考へら れない。

夜艇でない場合を? 珠赴! して3見本の「ガス曾剥:J の拶騨を百 |ー聾す る事は . 将来の京都市の

ヰIJ 径でめると考へるが 、j誌も 純情的な方法としてはれl七僚の何方川勝寺方町又は吉j詐院の

市・方に11交試同J rガス ・タンク J 大の模型を製作し現約九，J，'，'j }J j ( の「ガ ス ・グンク」を戦車 式に

色彩をなし附i l i : - - 関全点林の如 I ( 見せI放を欺〈事が第一? ごらう 。

現 存の「ガス ・タンク J Il付近には品! 京があり、ド付近ー祢が小工場地でーあり 、製r I 院を受付

fこる場令の惨j伏は官余り に大き 〈京都の受 ける被答は i徐 りに も高値な る ものであら う。

「火薬)' ILJ は筑前lに於て絶開に守られる答であり. 我々門外漢の論は不必要 と考へる。

Ｚ ι 生阜 ｲＺ ｷ 、 上総Ａ車ｊｲｈ等 の製ＺｉＡｾは交 通機闘の大学を失ふ司王にな ｢ 自動車の抑底を楽し市民

t.:l: :l(明 のi止を失ふ ことになる 。

上 総. 七僚のW) ，j[ は火災の殻生半少きも壬生率) ! ¥l は附近の情態から考へ て危険である o

1 : : ヵ; 戦時に於ける車問牧存は必すしも車庫 lこかぎらな い し' I ! J ' : 聞の場合は車) ' l ! Iこ於けるi j I>(

れ議場{ は少いから 案 外心配する程のことはないと考へる。

ｪｊ川 市烏丸より ｶ 同 僚爵 ｾ ￍＺ ｲｬ けｊＱえ ｐＴ ｾ 烏丸 より 烏 丸 山 ｪＧｅＡＮ｜ ｈＺ ｬ ｬ け ｍｊ の槌 Ｚ Ｑ 控は防火 地 ｬ 長 とし て京都市内

で・併に 1M!"火建築 7J; 多いのでー短時間の版弾投下は築外不成績に終るもの とi象想し得る。

にが此υ) ｾｾＩｪ はｌＡ ｉ ＺＺｬ ｇ ＧＰ Ｑ 三迄に現ヂ ＱＺ よりｂＡ築物の故ｾｾ的進歩を見込んでの話である。

ｐＴ Ｑ 耐 ｲＧ ｦ 版 ｉ ｉｉ ｊ 附近 の出誌は 附近が倣 梁 ＰＩ 地 ｾ Ｑ＿Ｚ であり Ａｗ Ｇｉ 持の 弘子＿におこる ｾＩｪ 火力法 ω 一 帯ｼ本 ｩ

測な場所で ある。

!iI'ノ'ki也}!Z1ii芝市:Jリj- ("tt 話 }，';: '.IJ Ｉ の 終ＺＱ併は徐州 し 得ると ｬ ￮￯ ｊ ｉｉ 寺に防宰 ω ｦＺＺ ｾＡｬ ｦ ・ ｨＯ ｩ Ｍ Ｍ 併と Ｑ ，叫 来線色

(コくは共他υ1)) 仰を もって絶問に飛行機上 より不明なら しめる必要がある。
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ＮＣ［他の建築の防主ぷ Ｑ ＱｭＡ 之本 ｩｬｬ ・刻 ｉ Ｍ Ｂ Ｍ ｩ としてはた々的に先ゾ ｾ ｰ 挫防火地 ｬｾｾ｟｜ｄ 俄 ［ｗ Ｎ ｬｩｴｾ U燦( j

-!;L附 近よ り丸太町通りに烹る線を? 丸太:OIJ より J-_線、OIr に烹るに延長する必要がゐる 。

ｌ 附記 、 ，ｉＮＺｾＩｌ線を ー ｵ 世 間 ｪ に γ 絵里，｜と ｬ た Ｚ Ｚｊｾ は将来 、 北部 、 ＱＭ ｟Ｍ 加淡 ノ， 凝灰 ｟Ｆ Ｍ Ｏｉ｜｜ ， ｬｩｬ 坊抑 止て に ｩ ぽ旅治的 ｾ ｾ Ｇ ｉｬ ｗｉ

4 町公 っ て 、;斗 憾 と す る 駄が 多 、、〉

川ｻ 際大宮より祇凶 に 至る ｉｎ ， ｮｾＯｪ 火地 ｬｾ ，｜棋を ｲＭ Ｍ ｦＮＺ 一 丸太 ｉｉｉｊ を起型 ｴ￭ として二 ＨＱ 時事を過して Ｚ f: ':t 

車 )!jt を経て 同 僚大宮に烹る必要がある r 二1阪牒に来る道路側ケ防火地[ 品にせんとするは二

1際i践はよビー 11 本に 烹 る交通j 二必要で あ るから 1:: "

〈附記 、 四 ｴ 最大 ，Ｚ ［Ｎ ［ ＧｴＧｊｦｊＱ ｲ ・ ｾ ｉｩＧ，必滋の ｩｬｬ 物 ｉ 二 木治である。法規ｼか ら ぶつでも明かに。ｲｈ ｊ 以上後退 し てある

の で木 迭 で善 、、 の だがご長与し代々 11 柿 rli 火 災 の み 場 か ら 考 へ る な らば担r) ;H! i 定必ノコ認 識 乃rJ l ' か可 し

をill 憾に思」、 ご

ｶｬｩｬ 比 よ り 四僚大 ＧＺ［ｩ［ に至る ｬ ニ ｪ 也卜 ｴ ， ｾ である。 ｊＱ ｌｊ ft華大; 誌の終型自 の建 物 が 木 ;.ii 2 1lt1述 で あ P 附 近 一・柿 木造

i j ! : 築の紛集地である， it. t 令似設11'-) に も ぜよ 、 1936年 の 非 常 時 を 前 lこ市 i止の郊外への交通 ( 職時に於

τ は 遊 猟〉 機 闘 とし r ぶ 線 iこ心つ "J きもノ〉が +;;.ii i j !:築で; }; ，る ' Ui二 ・籾非常・〈戦 争 の み で なく〉ノ〉

場 合 を 考l盤せば散り Jこ悲しい .{r: -(，:て' ある 〉

ｪ 制也東山公閣 の設置により点 山 ｴｾｪｾ を防火 ｩ 也 ｔｾｴ ｬＮ にカＯＱへ是非共挫 ｅ 縫道路の完成にゐ＿ こり ＱＺ L、E

二. 僚 通 r 五除泊 三加茂川 ニj - )11¥川聞の全部を乙祖防火地区とし( 例、一つのブロックの外

部を全て準IOI・1火にして内分でも 11/)火 -)j 泣く伝説j じるi JJII & Jl Iじ〉改修を隠 し非常の場合( 金提供

によ る利用相呉はあるが ? ) JJII&; 川ケl : fqi }判又は ill 宝剣道路代同としーて利用すべきである 。

'1!.. 山 )J I(lj;及iJl j 大文字山等、点、北、I'q==_ ｦｊｬＱ Ｇｬ ｩ の 山 営 利則し 挫蹴道路 ｉｾ［ｾ 設を賞 行し 、 ｊｊ Ｚｴ ｖＩ

1誌に多少、風致地¥11，' .，倒見IJ のilli J1I Ｑ 二 ｉ ＭｴＭＺ ｉ 襲 ｉｉｊ ｪＺる羽 Ｂ Ｑ ニがめら う Ｉ Ｑ ｾ . 大局からみて我等 Xl; 介入はL l I

金利ｽ討し卒 ｈ 寺にありでは大公，ｾｾとして 利刷し 一 樹 ｬ 山出防火の 必袋める場合はｾ 生銚湯川 ｩ とし

て Ｑ 主附する ことが賢明なる行ｾでめる 。

同 僚 ｪ ぐ ＮＧＺ｜ ー より新京 ｉｖ 正道純金 三 保大柿より Ｑ［Ｈ 汁 ｴ ， 醤京ｼ日正の三電銭棋を地下蝕と ｊＮ［ｾ し 凶 ￺｟ｦＮ ｩ Ｂｦ

1仰 1] に てーケ j 討に集めて 一大ピルケ娃ぷし 、同僚 烏丸以東川原町凶憐以北三保迄附 fH1J に地

下何台Ｈ地下に ＱＮＮＮＮＮＮＮＮＮ 日附 Ｉ 設り ￭ ＭｊＧＭ 時は ｪｦｾＩ ， ｩｩ 何とし て非 常の場合は避難場所 ｫ し て利ｽ羽し Ｎ

H¥ Ｑ ＱＱ 科 、 淀等に集令住宅を建築しではと［ｽＵへ る が経情上の Ｑ Ｑ｜Ｑ 題で坦 ＱＱ 坦ｾＮｩ￭おに絡るらしし、 。

だ が 、近 < Ｑ ｾ Ｑ ＺＺＡＶ 年の非常時ｾ卒示 Ｑ Ｑ に過し 得＿こと し て も 衣期に起るでめら れ 第二次 ｉｕ Ｚ 外

メ( 1
1
Wに1ijli へる 慌には 、 こう しに王!日;似栄を率四 . 縦掛より liJl' 究 し賞現す ぺ 〈京都市民全開力;

一致|剖紡 して者11市改造の伐にあ 〈主主、 卜1(1り遂行にーぷ4 心切力す べ きでめる 。

入 選 考 紹介 本 制 ノJm者 'I' -illi' - Ｍ ＧＩｊ 、聞 方向 Ａｩ ｩＧｬ ｬ ｜ 胤 一 行 はともにＩ ［ｾ苅 ｾ｜ ｊｾ Ｉ 除'，ill 築 工 場 採 に

(r:Ni) J され 、公 必Wi 刷 セたftJ34U刊早i l l : 築家主主である ω
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【懸 賞 論 文 第 3 等 第 3 席】

都 市 の 防 空

1 鞍 宰 と 空 襲

¥.".? 

にー

近代戦争に於りる飛行機に依る者WI !i の宗裂が闘' 毘し

い護主主主? 途け一 、その恐るべき偉力が立寄せられて以来

岩 k は我が闘士を守ると共に主要なる者I¥Hi をも守 る必

要が起つ 1: 。

之れは近代戦の過去の戦争と異る一つの大いなる特

色である 。 戦線ｾ￬￠Ｑ｜難 Ｚ Ｑｬ ＱＺ 問内 の主要 ｴ Ａ ｜Ｑ 打、工業、

w. 業中十ld地帯及び此躍に倒 t 多〈 の開民も刊しい限帆

を受けねばならない 口

J.I-ttl l ま間より今円の航宰機の張主Eが之れを可能なら

武 装 計 量

大 井 弘 治 郎

しめ1: ものであるが終来高I( 安機の護法と共に戦胴は増大する o - ! 噸飴の爆弾を積込んで

l 、800 粁の遠距離を 12 時間で悠k 飛ぴ切ってしまふヴ アージニア爆僚機等の I+'. 現は、既に

ｩｬｬＺ 界大戦時代に倫敦や巴 ｊｐ ーを製 ､ｦｾ しにものとは絡段 の ｭ 異が本る ｄ そして 今後が ｌ 宗機が如

何なる進歩をなすや橡想、を許きないが、恐ち〈散人も数年或は十数f年後のそれは. 今日よ

り は数段の俺秀なるもの にし て Ｎ ぞの誤報は吏に深建すべきものである こと は否めＺｾ l 、で

あらう =

斯の如き航宗機会用ひて敵 のマ ト［聞をｾｾひＮ殊に政治Ｎ産業 、 安通の薫Ｚ要地駅 Ｑ Ｚ る大 Ｚｍ 舎

を日棋と し て 、 Ｑ ｾｾＱ 主の恭 ｬ 或を何ひ一家にして ￯ ｨ 街を友情とイ ヒせしめ 、 市民主＿殺傷しＮひい

ては人心 を 撹縦し関内の杭ーを ｉ ｾｾ 壊せんとする作戦が真家 ｉｊ に 考へられてゐる ｡

言ふまでもなく飛行機の航路は深〈掘り下げ? こ叛壌や艦艇の符備する 海洋などに拘束せ

られない 。然かも速力に於て優れて居る 。故に近代戦争に於ては この特長を利用して、開

戦 と同時に有力なる爆撃隙は速く敵聞を襲撃し . その主なる国家機闘を破壊 し去り或は軍

需品製造を不可能ならしめ . 或は市街を? 蟻 〈等の方法を用ひて 、陸上に海上に、 米1:: 戦を

交へざ るに 閤; 奈の心臓に致命傷を興へんとするものである こ

我聞は古来外岡 ｩ こ同 で〉戦って 、未 ＱｾＧ 舎で他閑の侵入を受けに事のないのを誇りとして
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ゐ る、併しながら未来戦に於て2さよりの侵入をよ〈防ぎ得る や否や。今や満洲問題を廻っ

て東洋の卒和を保設し難きときに古って、隣閣の強大なる宰寧は常に我聞の都一市及び市民

に脅威を興へて居る D そして現在、東京、大阪等の大都合は金〈之れを防ぐべき何等の準

備 も出来 て屈な いこと は、憂慮に去をへない所である コ

2. 都 市 の 防 空

此;1こ岡家重要者( l ili の空襲が近代戦の立前であるとするならば. 我 r は々航機のう侠らさ' るこ

ＡＺｾ願ふよりも 、 航機の安礎石 ｲ 費侍し て 、 ＭＱ Ｑ も早〈都市を ｦ 皮等よ ＱＩ -..1: るべき高金の準備

をして置くことが必要である。

如何にして宰襲 に備へる べきか。之れは時期より見て二段に分げる事が 11-¥来る ο

第一段は都 ｲ ｬ Ｎ ｩ を中心として、成ペ〈迫力に多数 の防岱 ｪｾＧＨ ｬｬ ｩ 見ｊ￮ｊｩＢ 、通 信除 を配備し Ｎ 融機の

襲併を後安11 し、有力なる戦闘機除及び高射砲隊司? 以て . これを述〈 都舎地の外に於て防禦

する方法であってＮ或は大規模の防空演切に依って、 ｊＡ ｾは作戦家に依って研究 されつ｜ あ

り叉問知の事柄であるから詳し〈記す必要は無し、。

ＲＱＵ 二段は航機が既に第一段の防備を潜りて Ｎ 者Ａｬｩｴ ｩ の ｫ 広 に迩をＧ現はし ｦＺ 場令の防 ｾｖｊ 法

としては、飛行機Ｎ高射砲、 ｝ｾｴｾ 長陵、機臨調銃等の積物 ｩ 的防烈は制 め て ， 広々 ー であるが Ｎ 此ＨＩ Ｉ

他に 51! 聞な らば開幕展張 . カムフラ ーヂ、間接祭球を! l t9 tJし 、夜間に於ては狩火管制、間

接者riiti などに依って出来る fごり彼等の日棋となることを泣けねばならな L、D か〈すれば飛

行機の円棋となるものは者11舎を? 貫流する何、海岸線等であるから、聞大なる大都舎を完全

1こ飛行機の限より隠蔽するこ t は徐程の岡靴な事であり、茨大なる経費を要することに成

る1: らう D

我々は今此等の防禦方法が如何程立振なものでめるか知ることは問来ない. 従って室事長

に針する防禦の結巣がどの様になるか 、明かに推測を下すこ t は出来ないが. 禁し不幸に

して敵機に都市の形貌を稜見 されるならば如何になる fごら う由、 E

数年前に行はれに倫一敦市の防空演習の結論は、最高級の新しL 、戦争が勃殺すれば只の数

時間内に 、倫敦の成大なるr . r . : 域に轄し〈撒布きれるす J.L.斯を防」卜する事は殆んど不可能で

あると言ふことである ご

我闘の如き木浩家患の密集市何には更に恐ろし ｌ 、焼夷閣の集中攻ｾと 、 その消火を 妨 げ

る矯めに多量の75瓦wi 攻 H搾を受付ねばならないであらう D 此の幾百とな〈 木造集岡医域に

向って撒 き散らされ1: 焼夷弾は 、名Ji Jj に於て 同時に火災を起し、金iti は制めて危険に曝き

れる。これは幾度か大火の惨害を被つに我が者11市には . 最も利点を? 感するものである 。

操弾も亦都市中心部 、交通 、通信、 電気 . 水道や工場に有一i賞多〈投せ' られるであらう 。

石油タンク、瓦斯タンクも亦爆蝉の釘目棋とな るで あらう。

之等の;事柄は 、要する に現在の我が都市が. さき製に劃して金〈抵抗力 のな い、 撰夷弾に



劃して燃料をtJ il へて出 る様な、 fi2除な宜献を;f. : [(は すもので あ る。斯の虫n事者Ili !i に在りでは .

如何に周到に防備し fこりとするも 、干↑{俳J の上主 まで浸入しにる 帥の矯め に粉砕せられる蓮

命に在るのではあるまいか。

此所に 於て都市金慌を一つの要認として. 空襲 に劃して相官 のinr-I弾力ある接 11'を興へ 、

耐火建築 lこ依って耐火力制民〈し、市民の避難設備を完全にし、以て生命財産 を主主' 金に保

護 する、割安製者:IITti の建設が必要である D

そして 、戦時に於げる重要な る程度から言って 、都市の武装は 、火砲やJ l 1 : 艦等の第一線

軍備 と同様で ある。故 I::dl l-rri の武装は極めて緊要なる問題でめる 。私は以下此の川題に就

いて論じて見Tこい。

3 都 市 の 武 装 と 地 震

者Irl! iの武監青! 有司に入る前 lこ、 :(l!I i !iの式数を必要 とする 、今一つの重大な るllHf l1 とし て地

起を取げねばならない ω それは長災と室裂 とは多〈の製占で相似て居る銭である。

由来我閣は有名なる地民間である o 我園民は幸にも米L 空襲を受りにことはない、 111'し

大震災に依る苦い経験は幾固とな 〈受げてゐる。

際史上の地誌は措〈としても、明治24(，1二の美浜尾張の大地提より 、昭和 5 年の伊豆の地

込・に至る、 40年間に十数回 の大地広 に見舞はれ1=。殊に大正12年の闘東大地誌は 、京協の

大者 ＱＱ 舎をして未曾有の惨耐をｾ ｉＧＮし た ことは、 吾人の忘れ んとして 忘れ得 Ｕ る所である。昔

時最高の文化を誇つ7こ守持者I ¥b，泊防 . 救設、全子君主等全 〈その用をなさす・、水道は{ 政lj : Lし物

資は献乏し、市民はt 1-むに 家な〈食ふに物なし地震と結火の中を只逃げ廻るのみにて、

さしもの大都市も 一朝にして次献の中にさuってしまっ 1: 。といふことは都市の持つ強さ と

云ふものを探 〈考へて見ねばならないと思ふ。蛇足ではあるが蛍時の蚊字を禦げて見 るな

らば 、死者、東京その他 で 99，331 、負傷者 103，732 ，焼，':1¥されTこる維災者 、質に 180 薦入 、

焼失家屋 447，128、倒壊家屋 254，499、損害高約50位、闘と棉せられて居る。

戦争の矯め に莫大な る費用を掛けて、者11舎を強化するとい ふ事に 、JE かしい戦争1論者の

「安全』として 多大の疑惑を抱〈人があるかも知れな いが 、。f し五災の矯め に、立誠なる耐

震耐火都市を造ることを欲せない人は、恐ら〈一人もあるまい D 夫れは後者は主主災の仔J威

主? 開験に依りて熟知して居る矯めであれそして前者は、空想の領波に在る 空襲の脅威金

ぞれ程まで に感じ て居ない矯めである。

今此等の疑惑を解〈矯めに、開者ｾ比較して如何に共通なる諸紺を持っか明かにする ｄ

a. 建築物の破壊 爆弾を受けに建物は甚? ごしい被害を受ける o 500 1 t f ; 以上の強烈なる

爆弾ならば建物は到底之れに抵抗すること は出来な し、口その風聴力は共の附近にも被害を

及ぼしＮ人命ｾ損子。併し飛行機の積載能カを考へるならば全市街より見て被害の卒は僅

少である。
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地震に於て も亦建築物の被害を伴ふ。若し烈震であれば耐長力の ない 多 〈の建物を倒 壊

し、 その数は全市街より見て非常に多い 、そして必然的に多数の人命ぞ失ふ。

b. 火 災 室製の主要なる目的は 、都市を撰挑ふこ とである ; 移しし、焼夷弾は木造家屋

に向って投下され、各所から殆んど一時に蛮火する恐がある。更 に多量のEE瓦斯を撒布 し

水 源地ｻｴ＾ｾひ活水ポンプを破壊 す る等 、 消火を甚 ｦ ご し〈妨げられる。そ し て飛行術の進歩

は可なりの強風中に於ても室裂は可能である。

地主J には常に火災を1*ひ . 火災に依り て一周惨害を甚fごし〈する。その護火場所は全市

撒{問所に沙り 、水道官; の破裂等、消火に甚亡 しい支障を生十。そ して雨者共火災に依り て

一居多〈の死傷者を出す。

c. 人心不安定 室製は人 k に非常なる恐怖心を起す。強電所、電信電話局 、橋梁の破

壊に依りて聯耕を切断されfこり、或は毒亙斯に依り て人 k {t> i.lt 胤狼mせしめ秩序を筒Lす。

然し他 方蛾烈なる戦闘五識、長岡的精神は 、人心不安の中にも殻分の活気を失は ない であ

らう。

関東大ｾ災に於ては地誌と火災のヰＧＱこ人心は極度に不安に落 入 つに。通信交通は杜絶し

流言輩誇は筒Lれ飛ぴ、1Ti民は絶常的自棄的 t なり 、つひに fm苦: が; 換斑せらる、に至つ fこ。

d. 回敷 地長の最 も危険な るは最初の主要到Jのみであ る。

室裂は 日と時の定めな く間百I な〈 襲取さ れる。

以上に依りて知らる〉虫n< 、両手f に;¥Nする防衛法の闘係は極めて新援であって 、一方を

求めんとせば他方も自然と備はり 、総lては共同の目的であると言八る。

4 都 市 武 装 計 霊

前述の虫n< 耐民 、耐火、| 的安の問には不訓1I 不般の闘係があり 、共に我閣の都市として必

要献〈べからさ' るものであることは. 都市計繋より見て有利な知である。以下都市の武装

に就いて述べんとする 彪は 、ホ111部に於て多少の差奥はあるとも、復以て l耐民耐火 lこ就いて

も営て絞まるものである。

此庇に杭市の武接¥I聾主も院すべきものは、素より現在主要都市にて貫地せられつ〉あ

る 本般向わ都市計容 の 内に包含せらるべき問題であって 、ｩｉ｜ｩＭｴ ｢ 見、防 火 ｾ Ｍ ｉ 霊と共 に その一翼

ミ承り ヲ'( i3旨なる近代都市 J 宜: 見 i : 寄 興すべき l主質のものであるが 、 その内容 に於ては屡々

現行都市計聾建築物法規を新しし、角度より見直し. 或る部分に於ては更に一層の徹底 を

要求し、或ろ部分に於ては全然析しい方法を執る等の意見の Bll るのも問題の性質上ゃなを

得 5 る所ーである 。
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武装e L 、ふ言葉 l主 我々に不快な重々しい感じ{ t > 興へる賄で誼首なる言葉ではな い。 そ

れは都市生所上の 安 易と明WIを失ふ ものであっ てはならな し、。

共のｾ Ｎ Ａ壷の概要ｻｴ＾列記 す れば



a.  防火地 匿 、 防火 地帯に 依 って 完全なる防火計 ｪ ｾｬ の達成。

b.  J 二言E地域内の耐誌 . 1耐火建築の賓砲 白及び豆; 要なる建築物の防空情出の普及促進。

C.  木造家屋の多数を占める、住 居 地域は 空 地Ｎ 緑樹地を多 〈し 、 防火 ｾｴ の構築を奨附す。

d. 者Jニ瓦斯、爆弾を考慮し? こる、避Wft 地下室 、地下道の設世。

e. 道路の蹴大整理をな し 避難を容易 にし、 毒 瓦:J:9iの滞留を防ぐ。叉建物の高{氏、形

態 と風向を考慮 して諺瓦Wiの滞留を防ぐ。

f. 都市の周囲 に 大 公 国 、 成場を配置 し、 高射 砲 ｾｉ ｉＨ 地 及び避難場 所とし 、 環［伏大道路 に

て連絡すo

g.  都市の郊外に防宰飛行場の設置。

h. 石油 タンク 、瓦斯タンクの地下型設、危険な るJ P. : 妥工場の :l il J限又は lill ili 外診持。

等 を犠げることが出来る。以下)1闘を迫ふて説明敷市すること〉す。

5 防 火 地 帯

我が者11市は昔か ら幾多の大火に見舞. れてゐる o Y  1:戸 300 年の歴史は大火災の連続であっ

て、卒均 3 年間 に 1 阿の大火災 と無数の小火災を被って居る。殊に明暦 3 年の大火は最大

のもの として有名 である。如斯〈 頻 k e 災害を被りながらも . 1Mほ我々の住家が百年一 日

の如〈 木浩建築に終始 し、少しの進歩も 無 かったと 言ふ ことは 、建築術の幼稚なりしこと

〉、 経済的翌日出に依っ たも のと思は れる 。

明治以後はれ地共倒的機関の護主主にイl って、火 災に依る損害高は漸減しつ〉あると言へ

ども 、その火 災の度敢に就 いては必十しも減少せない。自11 ち下表の古n¥、火 災一件に依る

平均焼失商杭は、 i制東大災災の特例を除けば 、50年間に約* 分 に減少 して居るが卒均年火

災度J 1&は精力Hの一途を辿って居る。

之れは明か lこ泊防機関の充賞、水道

の完備に依りて大火災が少 〈な つに

事ーを示すと共に、大多数の可燃性家

屋を擁する我閤都市に於ては、火災

を絶無と 言 はやとも僅少にすること

は、消防機関のみにては不可能であ

るとし、 ふ事を示して居 る。 されば-

7こぴ天諮り地狂ひて . 入力を超越し

第 l 表 全 園 火 災 統 計

，VJ  Il¥J  皮 数 年 火災一件前 り焼 失 坪 数

明 治 14 - 23 14，566 6令

/! 
24- 3 3  Ｑ ｾ ， ＵＶＶ＠ 52 

/! 
34- 43  15，866  49 

11 
44一大i E9 17，0 16 46  

大 花 10一昭和5 17，573 128 

側主巨大震災を 除 外 して

30  

ｔ こる災 耐の製ひ来 ｦ こ らんか［忽ち 言語 に 絶 する 惨 品 Ｑ ｜ＧＱＩ と 成る ことは、 ＱＱ 佐 に閥 東大ＵＧｾ 災 のみでな

し 最近の函館市金械の悲報に見るも明かで ある。

之れ 金 〈木浩建 築の弱 製 ｴｩ にして 叉最 も ささ裂の 被 害の受げ 易いおｾである 。 故 に 者 Ｑ Ｑ 市武装及

び者11市百年の大計 霊 より見るときは、我 k は者11市の大部分の建築を 、燃へ得ない餓筋 コン
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クリート 等の l耐火建築に依って置 き換へ、将来の踊 !長を断ち . 完全な る防室 、|耐民 、|耐火

市街営形造る必要こそ根本の問題であると 言はねばならなし、。

現在者 Ｑ Ｑ 市計 ｾｬ 及び市 街地建築 物法に於ては防火地 域を設定 しＮ之 の 地 域 内 の建築を ｼ肘長

耐火構造に限定 し、 此れに依って市街を区分し 、災筈 を一区分 に極限せられ得る様に可な

り般家なる注意が刻lへられて居るが馬に、 者Ilr行の将来の安全性 とし、ふも のは一新せられ得

るも 、防空上の見地より するならば更に此の直分を小さ〈し 、防火地稽全車IH統にする必要

がある。それは焼夷慌によって火災は各所に分散せら れ、メd自が防火地借の南側 より燃へ

識がる場合を考慮せなければならないからである。

如斯〈全市{ t ' 地形、居住人口及び経済上の必要 に際じて幾十区分の小 さき ブ ロックに区

制し 、之のプロックの仕切として、庚き道路とその雨側{ t ' 1耐火、| 耐長建築を以て構築する

一連不断の防火地帯に依って網目の如I <縦憾に此れを包囲し 、防火遮臨f壁 としての役目を

司どちしめ 、最悪の場合に於ても 、損害を比較的ノl、範囲に喰止め得る犠に す。更 に都市中

心部? こる商業地医 、行政地直は栄臥l防火地匿として、之の地院内の総1ての建物は l耐火建築

をじl、て統一し、者11f. 干の心臓を保護する 安全地併にらしめ 、一紗l有事の際に於て 閤家の行政

投護 、治安維持の機能を妨げす . 産業上の打解剖呼減す る必要がある。

防火地併が完全に遮断壁 fこる目的を達する篇に はその地' 市に| 耐火建築が1
1
:京間 なく建て連

れられねばなら ない。

統計に依れば主要都市の l耐火構造と思考せらる〉ものは 、バli 京市に於 て 455，253 坪 (11討

和 5 年現在) にして全市建築物の月数 6，583，159 坪の約 12 %に過ぎなし、 。大阪は更 に少〈

8 %前後と推考 される。然して共の他の 8 8 %は全 〈可燃性構造である。

今後耐火建 築の充貨に件って此の割合 を : W% 以上にも ;精力Hせしめねば都市武装及び防

火の完成を期し得られないであらう 。

木趨家屋は爆帰や焼山慨に全〈抵抗力を有しない。 l栓fご成ぺ 〈ささ地主? 多 〈し、命中卒 {t'

少 〈し 直接の被害ｻｴＧ僅少ならしむ る方法 �［ｾ 歯首で め ると 首 はれて居る 。

6 防 l輩、 防 毒 瓦 斯

前にも述べし如〈出掛の合成は焼［Ｉｾｾ箪のそれ躍でな ｌ 、。それは上海事境等の例 と 呉れ

多数の重出目撃 にて大建築のすべ てを以上表せん とする虫nき企ては作戦上拙劣にして在り待な

い事Tごと言 lまれ て 居 れ 可能の範囲 も極めて限られて居 る。

叉重様備に1耐へる構造をする震には 、例へば 500砥の燥閣に浸{ 放されない餓筋コンクリ

ート の床の厚 さは50粧11でめ るが 、各建物に如斯き床を要求することは冗費を多〈し、|耐益

的立場より見るも遡切なる方法とは思はれない。寧ろ嵐閣の大いさを 100 旺程度と仮定し

之れを桜準にして床を定め . 戦時に於ては床上 に砂袋 、砂利を置いて相嘗の耐弾力を備へ

る桜に臨時工作を施す方法 こそより 台理的ではな いにらうか。
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重爆弾 iま精干FJ 爆取 として目 棋を選ぴ、- 殻よ〈軍事. 産業の死命を 制すべき 軍需品工場

倉庫 、停車場 、橋梁、護電所、電話局 . 政治. 軍事機関等に向 って投下せられる v 故に此

等の重要建築は重爆弾に封 しでも抵抗せしめ得る様考慮せねばならない。

又石油、瓦斯のタンクは爆般の目棋となり易きのみならす¥火: )<. の場合を? 考へて地 F槽

とすることは極めて緊要な る問題である。

之の世界では破壊の文明が建設的文明より一歩進んで居る主n¥見えるが、毒瓦斯も雌か

に其の一例であ る。英閣の文豪ウエルズが嘗て「園民は老若 yj 女を聞はす長期間平気でマ

スクを就げ て居ら れる 習慣 し 幼稚園の児童にも瓦斯マスクの使用法を教へる必要J ｾ言

つに こと は、買に毒瓦拶iの恐るべきを表はして居る。

都市防空上主張瓦斯 を防ぐには 、瓦共li の滞滞を防ぐ }j 法と室内を絡閉して瓦斯を遮断する

方法とが考へられる。殊に持久性毒瓦Wi のf ，官溜し易き者11市の中では、道路は整理蹴張し、

主風向を考慮して常に通風を良〈し。叉建物の形献をしてー側に無風地を生せ' ぎる様にす

高居建築の中庭は瓦斯滞滞を誘 〈が故に必す・挫ねばならな し、 。叉同桜に 四方を高居建築に

固まれ1=甚 Il! fの古n事問所は危険なるが故に、 防火地帯の配置にも此の駄を注意 せねばなら

ない。例へば第 1闘の如〈防火地帯の高府建築

八を二方平行に設置し繭側面 ￭ｾ 開政して、常に 一

酬 を 便 山 一 問 B と の 間 晴 輔 さ ゑ 須

の制 ｾｬｾｾ 付げる方法 に依って此 の依賠を救ふ こ うタウう1・
とが/ 1i 来る。

木活家屋は概して通風の良い方なれば瓦Wi を

避断するこ とは困難にして、半ろ通風をより良シシウ砂うφf

〈する方法制足るべきである 0 ・圃ｾ

現在の地下室には防空上幾多の駅出li が見出さ

れることは後に述べんとする所で あ るが、特に

dt 瓦其Ij の好滞tffl 場所と なる恐れあれば、厳重外

部と遮断し得る装置が必要である。

7. 避 難

第 l 凶l

阪d阜、:毒瓦均iの避難場所として地下室 、地下道 、地 下餓迅4 などが皐げられて居るが、現

在使用されつつある如き地下室 、地下道は最も被害を受り易い危険なる場所ではないにら

うか。

何故ならば地下室は蟻弾を避けるに過 するも、 毒瓦斯を防護する E 困難である。 即 ち毒

瓦JtJ iの防護には、室内は外部と全〈遮断され 、外気の侵入を防がねばならないが、多数の

人々 が総閉 しにる 1 室内に 集合す る矯めには. 必然的に換気を必要とし . 之れには機械的
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化製的装置にイタ りて消毒長 され? ご清浄なる 空気 を供給せなりればならないが. 此犠な接置を

完備せるものは極 めて僅 少で あ る。

叉地下室の多〈は採光方法の闘係によ り、いづれも 上宰に向って開放的に構造されて居

て、 例へば第 Ｒ 闘 の 釘川 、 ド ラ イエリャを造り或は裕子 ｨｾ ｴＮ足、 デ ッキグラス の様 な ｩｬ Ｎｩ ￭ 拐な

覆3 が僅かに上空 を刻 して 居るに過ぎない。若し之の按ひが小さな爆帰等に依りて破損せ

らるるならば、 室気 よ り重い議長瓦斯は7 kの低 きにつ〈虫f I < 流れ込み地下室に充満 するに至

るで あ らう 。

叉倫敦 に於ては ドライヱリヤに 命中しに蝉憾の 詰めに一時 に数十名 を倒しに例がある。

'噌 如 !lJi < 地下室、地下道に就 いては幾

ー老一 多の ｾｖｴＡ ＩＩｴ ￎ を 指 摘 し 得 るを以て 、 避 難

τ4
守

T
『
・
水

ｾ Ｑ＠ 2 悩l

下 l室

を 11的として iきら れたる 、地下室の

構造に就 いては永の諸注意 を取り入

れねばな らない。

a. 窓、出入口、階段は完全に斡

閉し得 る構造。

b. 採光は電集HH明に依 り. デッ

キグラス 、硝子短棋を駁止し、ヱリ

ヤは戦時にはコンクリ ートに て製 め

得 る柿逝。

c.  換気は窓に依ら する 、J臭気装置

を(ii11へ. 臨時にはぷ五:)¥:) ii字化装置を

附加し得 る構造と し、収集孔は第 3

|剖に示す主fl < 匝上の高 寺川 に設 〈。

d. 側壁 、天井は可及的 j享 〈ナ。

近来室内室策調整装置 を有ー する建築物の漸 〈銃 んなるは 、|め- 主主上の見地 より 喜ぶべきこ

とにして、 撃にささ気の調整のみ ならすもむ瓦:)¥:)i 防護接置を も十分考慮 し、 6f 製時に於ける避

難 場 所 として 活用すべきで あ って 、 ［将来 主 ｩｴ ｫ 奨 ｖｪ ｾ ｽ￟ ［ｊ ｊ 長すべきで あ る 。

成い道路、公園は者IITli の交通 、美観、保健上重要なる 要素であ ると共に、 民/j 火地帯 、防

説 、 通 風 の則 よ り 見て も必 要なる 所 以は既 ｴ こ記述怜 し 所 で あ る が 、 更 にｪＡ並 ｙｩ ｾＦ にも 重大 なる

役割を持つ D 大公園は武接都市に於りる砲草-にして、高射砲陣地、 探J!H燈、阻選気球等の

防禦工作に利用せらる べ きを考慮 し、必宇都市中心部の問闘 に数個所に渉 りi菌嘗なる間隔

に配置し、以て高射砲等の威力を護部せしめねばな らない。

更に我 k は之等の公園 を中心として 、多数の量生難民が群集することを珠想して 、凶周 に

級樹帯主? 以て闘みI-IJ 央に蹟場を? 設り、或は完全なる避難地下室を築造し. さき説及び猛火か
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らの安全地 1: らしめねばならなし、公開は成るぺ〈高地を利用すること に依り て毒瓦斯の

惨害を防ぐ ことが出来 る。

此等の公闘 を連事li す る環AA道路及び-r! i中権部よりする 放射AA道路は事受に営りでは激 し

い父通 、運輸、 避難{ t > ＱＹｾ 想 して 迫路 ｬ 幅員 を十 分蹟 〈し、雨 側主＿防火 地 ｦｩ＿ とし Ｎ 叉橋梁は 丈

夫な鍛橋或はコンクリ ート 橋を以て保護し. 防一室、防火号! 委主上の生命線とすべきである。

8. 結 論

大正 Ｘ 年 Ｔ 月若 ＱＱ 市計霊法 と市 街地建築物法が公布せられ て以 来 、日 進 Ｉｾｊ 歩の建築技 術に

依り 、殊に 幾多の長災火 災の試練{ t > 経て、世界に 誇るべき耐半! 耐火建築の普及 と相侠って

奮い都市- の面白石? 一新し‘ 市民の幸稲を招来し?ことは言へ、時& ¥の慶溢と都市の護展は 、

更 に新 しい種 k の国難な る問題を提出して止まなし、。

我々は現下世界の情勢念願て 、我園都市の防益上の快陥念品感し。都市武猿に就いて幾

多の新計整を? 必要とする理由を論述し? こが 、 その論旨を要約すれば 、都市の完全なる防昼

は、 都市の武装に侠? こねばなら なし、。 都市を武装す る矯め には例 k の建築物を燥縄 .火災、

若手瓦斯 に耐へ得る耐火耐長耐空建築? こらしめ 、地難場所として、特見I j の注意を要すると共

に、者11市金障としては 、道路を蛾張、整理し、公園庚場を充分成ij 坦とし。防火地帯、地区

{t>全市の主要地域に沙り て澗筏に設定し、以、て者11市{ t >益襲 よ り防護せんとするも のである。

如斯き大規模なる武装計聾は質質的に現在の都市の大改i主主? 意味す。例へば此の計霊上

の最大事業? こる防火施設に就いて諸種の統計を仔細 に)!!}i 検するに 、現在大阪市に於て指定

され1: る中位防火地域は凡そ 152，900 坪 にして全市推定建築面積 4，773，000 坪の僅か に 3.2

Mに相蛍する狭少なる部分にして、現在既に不十分なる事を示して居る。

防空上要求し得ら るる 幣紙及ぴ来倒防火土也匿を商業地域の大前分 と住居、工業地域の 一

部分と {限定すれば 、第 2 表 より約金市の 30 %に して推定延建築閥積は 2，173，700 坪 とし、 ふ

L巨大 なる地匡 を擁すべきである。

保2表 地域別 百分率( 替市域 )

地 域 別 大 阪 市 京 五 ( 1' !1 

住 居 地 Ｎｦｲｾ 19.9 5 1. 7  

商 業 地 域 32.9 28.3  

工 業 地 峻 31. 6  14. 5  

未J旨定地峻 15.6  5.5 

メιミa  計
100 

l∞ 

他方耐震耐火建築は近年頓に精力Hし? こりとは言へ、向 lま大勢を動かす に足ら す¥ 新築建

築坪教の僅々 5.7 %を占 むるに 過 ぎない。

(  2  J- V II 
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今如l斯き情態のままにて 、之の庚大なる防火地直聞に建て連ねらるべき耐火耐空建築物

が、唯r.:' .!lL1ご自然的に改築若〈は新築せらるる時期を待っとするならば 、第 3 表の新築延

坪 数 1 例年の卒均 23，075 坪よりして 、之れ が完成まで に質に95年間 を要 することとなるべ

し。質際に 於 ては餓筋 コンクリ { ト 浩は漸〈 一般化され主要年梨加 の趨勢なれば 、耐火防丞

建築の普及充質も大い lこ期待し得るも、更に奨帥助成方法を構じて、武装計置の促進を岡

らねばならない。

第 3 表 大 阪 市 新 築 建 築 物 種 別

手m 長A HH手n 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 平 均 年 平均 百分率

事事 坪 跨 押 時 3司F

木
ス、2旦Eュ

359，455  396. 034 4 12. 991 329‘083  346，277 368，772 92 

鍛 筋 混 i疑 こ| 22，9C5  19，332  25，259 21.507  26. 383 23，075  fi. 7  

鍛 廿 9，160  7.742  10. 114 8，532  7，536 8，616 2.1  

煉 3ι 18  25 222 369 0.2  

"* 

音| 393，411 I  423，10 1  448，461 359. 147  372，882 400，832  10J  

ローマは一 日にして 成 らないと 言へる 如1 < 、す べての都舎は竣百年の紫築 と富力に依 り

て築き上げられたるも のにして、 - Wl の机幅に依 りて失 はれる 損失はータの努苦に依りて

償ひ得ぎる所 であ る 。 更にそ の 経 済的 打 Ａ ｉ ｉ ｾ ， ｬｩｴｴ 含的影 響ｾ 考 へるならば 、 之 れ が防 ｩ 析 に 言完

全を期する f認めに 、糊 主主的法策の J恐々 排 し、 目標を?遠 き;符米に 置 き、以て都市護展の強固

なる礎を定む べきであ る。

入選者籾介 本編の 筆 者大井弘治虫 ｉ ｉｾ は大阪 市 ユ ， Ｇ ｲＮＺ ｘ ｩｾ ぬ工 業 製校建 築 科 の 卒業で 大

阪市朝日ピ ル内竹中工務庖 に勤務され てゐる;w，; 撃の士である 。
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1. 摺 説

tz. 就 てい

亀 井 幸 夫 郎

「内人の使命は世界をtJ Iすにある 」此の概念が砂 〈と も白 人種 の 有色人種 に劃する根本

的優越感にして . 此の考へが彼等白人間で精算 されき' る 限り東洋の守りな る我が 日本は非

常時の権紐 で あ る ｅＮｾ控 ｬ 有 せ ねばならな し、 ｯ 7m之にがL室機の護達は、時間的に 世界を縮少

せしめ、同時に我 が東伊 に於げ る航空網 の開拓に伴ひ、香港も 、上海 も. 満洲も 、或はシ

ベ リアも 目と非と の距離に 短縮 されに のである。 而 して上海 に、新京に、 或は シベ リアに

惹起 せる問題は、直 ちに我園の問題 として考へざ るを得ない程固 と固とは接近せ しめ られ

1: ので ある。J! [J もここ に都市防備の必要性があ る。

者11市は闘家文明の 中編地 にして 、 且つ経済の 中心地で ある。 都市計撃の本来の使命は 、

所謂平和時に於り る都市民の永久踊利増進の施設計聾であ ると到Lも、近時世界的の情勢は

閥際聞の非常時 k 代 を昔、起し. 嘗つては大西洋を 中心として考へ来につ1: 問題は、 今や大

平洋 を中心として園 際 問の多〈の問 題 が討 議 せられ 、 ｩＱＡＺｾ の 凡 ゆ る ｦｦ ｩｊ￮Ｎ 棋は東亜の さ さ に向 っ

てそ そが れ. 勢ひ吾が日本自鴨が東洋の守 りとして の佐世 を確保せねばなら ぬ事情の下に

置か れて居 ること を深 〈認識せねばな らぬ運命 に置かれて居 ることに祭が付〈で あらう。

今試みに東京 を中心として考へ得 る航空網を調べて見れば大路第 1闘の古川、 富山と日

123  VI I  
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本泌を経て朝鮮の雑沖がｻ 韮か ＸＵＰ キロ ｾｉ ＧＺｈ ぎる距離にして、現 今の が ｌ 住機の能力を 以てし

て容易に飛 来 し得る距離 に我閤の重要都市が存夜 して居 る事を記. 識するで あらう。然か も

航安機の設建と自立益術の進歩は一朝にして我問の各者Ili li の室裂を容易ならしめに こと を寄

人はj架 〈認 識せねばならぬ。 而して之れが針策の一 円も ゆるがせ に1/
1

1米さ' る附勢 にあ るこ

とは 今更明 ｾｫ ｾ要しない 事である。

然 る ｬ こ 我聞各者 ｉ ｬ ￯Ｍｉ ｪｾ 構 成 す る 建 築 物は如 何 なる附態に あ るか と 言八は ｜ 之 れ 又削るｾｾ心

すべ き情態にして、 関家非常時の折から閣を懇げて此の貼に附心を持fこねばな らぬ情勢 に

ある と言 つでも敢へて過言 では ないので ある。

有I¥i li 生 活 を子f かすこと の設も恐ろ しいものは何んと 育 つで も火災であらねばな らぬ J 地

誌の矯め建築の刷 11. r によっ て多 〈の死傷者 をH-¥すと 言 ふ ことは祈] に悲惨な ことで あ るが .

それに も哨して乱惨なのは 、此の出災に 11、ひて必す・起る火災の矯めに倒れる人箭の死傷の

彩 しきは最 も酔品の極みである ことは、彼の大 l下12"/二の出火災に徴 す るも 明か な ことであ

るc 古来有1¥市は大 火 災の矯め に共の存在の基礎を失ふ場合が多かワ? ニカ人 間際附係の545符

の度 を非常に 刻 ｬ へ 、且 つ 者 ＱＱ 市 が その 闘 の主な る経 済 ｾ左布ーし得る↑ Ｑ 守 勢 に あ る 今 日に於て Ｎ
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都市の船場は i宜もにその園の基礎を危ぶませることを窓1J 1 えするのである。故に欧米諸国に

於ては早〈より以上の危険より都市を救ひ 、且つ者11Thをう主工会な情態に置〈手段として 、者1¥

ｈｪｾ 構成する建築物釘耐火的ならしむるに全力を注ぎ、燃へ易き木浩建築の 者 Ｑ Ｑ 甘 ｩ よりメ ー

ゾン リー の燃へき' る都市の貨現を可能ならしめ 1: のであるが、欧削大戦に於ける航宰機に

よるロンドン製惟は更 に都 iH武 抜 の 必 盟|生をi t ( j 感せしめに のである o U再来航米各園 に於げ

る背11市武挫の 11¥1題は防犯1 と攻 :1慌にあり とな し、ーに| 耐火建築 による 都市の構成 し 二 に 都

市空港の建設 と保護 に封して着々 その官現と訓練に努力全惜ま なかっ fこので ある。け れと

も濁り我聞のみは此の問題より取り残されに感ありと民Hも、今にして此の叫- に一般の輿論

ｾ喚起しＮ 恐るべき さ き裂 に劃して 我園主要古ｼ叶 ｪｾｾ 全 に守る 様 努力するは我が 都市 計霊家

立立に建築家の義務であらねばならぬと信子るのである。今此! 怠に過去に於ける惟史的火災

を紺介し、 1守3 f < i の戦争に於ける古11市主主従に 1l J 、大火災の 如何に;' (.1:る べ き もの であるかの脱

皮を想像する資料とし 1: し、。

2  歴史的火災

従タktjt 界に於ける大火災

と梢せ られた のは 161均年1命救

ω火災 、IR同年12 月紐育大火

( 出害約 1，7uO蔦仰) 、1871 年

10 月 シ カ ゴ の 大 火 ( 民 筈 約

ＱＶ ， ＸＰＰ 高す ｉｾＩ 、 Ｑ ＸＷＲ 年 ＱＱ )=J ボ

ストンの大火( 損害約 7，000

高弗) ， 1904年2月 パ ル チ モ ア

大火Ｈ損害約 Ｔ ， ＰＰＰ 蔦 ［ｪ ｬｾＩ ，1906 

年4月桑階大火 ( j 長客約35，000

問。1¥λ 等が著名な大火 とされ

て居るが . イII Jれも それ等の背

き経験 に依り、建築に大なる

-;t; lj限を刻lへてf ¥J iかる 悲惨事を

繰返さぬ様努力しに結洪が燃

へき' る者11mの出現となっ 1: の

である。現今蹴米の如何なる

著名な都市と臨も 何 れも不燃

性材料を以っ て構成 されざる

はな い。恐ら〈我園の如き 大

rrk 白句大火災tt 車支凹

負a 2 由l

ｉｾｓ＠



火による大なる制寄金繰返へきるる事はないであ らう と想像出来る o ( 第 2 凶参) 1( D

我閣の者l¥r !iは、-8 米より繰返し大火の悩みを受りながら相鑓らする建築物の改良が行はれ

す戸、依然 として 燃焼| 生の) j 危拐なるオtiti 建築を以つで甘んじて居るの である。

明治維新 に至る迄i 1:戸 3005ドの挺史は宜 に火災の辿慌 にして 、殊に明勝 3 年の大火の如

きは最大にして 、且つ目安却 を極めた ものであり 、徳川幕府 300 年間江戸の者11は30回の多数

に上る恐る べ き大火災と、 ｉ ｾ 数十同の大火 に柴iまれにのである J 之等の大 火による 災害は

管に江戸の場合のみな らす・大阪に於ても 、或は京有11に於ても者IITli 建築物の可成大なる分量

を烏有 に師せしめにので 、共の者11度直接にス/ I ¥jtをに非常なる損害: を被って居るのである。

以上は悟史 的大火の総ｾ姿であるが 、 此のおめ に如何 な る方策と防 備手段 が誹ぜ ら れし カ・

と言へば 、徳川時代に於ては主 として「火の) l i 心」による rj!i 倒的1i . 防備に外な らな/ J >った。

明治維新よりれ方 i白iへの改..' I'.:T; 行はれにのであるが 、目1)1↑[ 挫築の' A' 令1i . る方策の樹立と

すふ こと 迄には徹底せす・と 9tH も、11月?f i !) Ｈｱ 三壬 ｉｪｾ ｾ＠ ):] 有11"iの建築物に射する建築命令は不燃

焼都市住設への艦肱; であるとす? 倣すぶが 11'，来る 。

りれども一般の民l論は虫fLl ! J i 幾多の背き経験と兆六なる出咋を被ってボ? こにも Ji リら子 、内1;

"di 火災へ の防備手段は消防ポンプと非常報知機の哨設 と、 f消向肋- 岩若勾の往設にゐりとなして .

句{ 依交然として 「υ江; 戸の1花u ヨ1'(: や力か‘ なりしhば凶tμi の大火物 i託の J必βm肌L式土封H士挫二j主l住;の;詳卓必巳米 t:.'ご先めさ，る 1泊肖h似似白的

仙防;1備杭手段以外 に(，何H可IJ 等- .紋の輿川沫王をを?引力か' 匂さF るβ引' 仙l

Ｑ五 ｩ の大岩出 ｊ 火災は、前主ｮ［の消防署と 、 消防ポンプ と そして非常級会 Ｑ Ｑ 機が系外役 に立た ｾＮ る 毛 討

を立設し1: 。

大 I ER 年に 於ける有11m計γ!子法1えT!i j勾士山主主築物法の地行は 、部 "i { t > 不燃焼陀にすべ〈剖則

的な Ｑ ＱＢＮ護 主 ｾｩ とｊｪＭ Ｇ ｦ ，故 し得ると民 ｈ も 、 輿論は依然として泊倒的な Ａ， Ｉｪｗｩ のみに Ｑ こよ り 、 火災 の広

に英大な維持を失ふのを不思議とも，Uはさ' るJ J ，I. :lkにみるのは ‘ 百1¥rli の火 災に釘する防備 /jfii

設が直接古11市建築|当然iにある ことカ 2一般に山j砕きれき' ることを，O7味するものでめ る。

今試みに 1 ¥大再Ilrli に於りる古Ili ! ｩ の杭悩 ＨＱＢｊ￟ｍ ｩＧ ｩ 手段 Ｑ Ｚ る ｼ坊火 地ｫＡ ｩ ， ＺＺＡｪｬｪ による不 ｗ［ 焼古 ｉｬｦ ｬｩｾ 主誌

への賞績が如何なる純度に行はれて 居 るかは次表の六大古11'''i! W火地 IJi:.1師問調によって如l る

ことが 同 来る。右初抑ｼ日 ｉｔ 市↑打｛防防［ ｾ宰さの立場力か，ら して如如 ｬ 何 に Ｒ裟芸 Ｔ心 心心、 ＱすＮ べき γ引ＧＡ附ｼ

居る。

第 1 表 六 大 者1) rli  1坊 火 地 直 面 積 調

，!l T  li j' 1ミ 地] . ! ! ; の種別 数 制ii 考

，つ00

甲 穏i 集路線式州 ll la m152 l 吋 大 正 14. 4.  22 

;東 ←.M  、e  

乙 種

集 l明 日，000 .  __  ___ I  ( 施行年月日 〉

一 -路 線 式 1  130J O 1  175，o∞ 

==- 1  rn面絞に謝する

辺μ、a  計 I 1，7ω I  1，7叩 比率 7. 3%

〈ζ の表次頁に鎖< )
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額

ｾ＠ 闘

39，060 

大 疋 11. 12.  1  

甲

路 線 式 39，060  

集 図 4，275  

6，675  

五1 都
乙 種

路 線 式 2，4α 〕

市 面 積 に霊せする

45，735 
45，735 比 率 0.6%  

I日h  

計

集 l姐 56. 5CO 

152，920  

大 正 12.  10.  1  

甲 種

路 線 式 96，420 

集 幽

46，560 

大 阪
乙 種

路 線 式 46，560  

市 面 積 に 劃 す る

199，480 199，480  比 率 0.4;百ｾ＠ 針

集 閥 138，OJ O 

189，0∞ 
大 I E 14. 9.  1  

申 濁

路 線 式 51 ，∞o  

集 図
滋 控5 乙 fiJi 

路 線 式

合
189，α)() 189，α)() 

市 面積0に.5到%する

比率

築 聞 50，700 

75，546 

大 IF. 12.  '2.  11 

甲 積

路 線 式 24，846 

一 一
主義 凶

93，558  

刑l' 戸
乙 種

路 線 式 93，558 

市 面 積 に釣 す る

169，104 169，104 比率 2.3%  ｾ＠ 前-

集 閥

51，240  
大 豆 12. 7.  I  

[J .I  
種

路 線 式 51，240  

大 正 13. 2. 15  

〈遺カ日〉

集 閥

35，340  

名 古 尉 乙 ;fffi 

路 線 式 35，340 

市 商 談 に童話 するL>. .  

言十 86，580 86，580  
比 率 0. 2% '" 

即ち 出火災の影響 を傑 〈被った東 京にして僅か市面積 ( 醤市商積) に封し 7. '03%に過ぎ

ざ る 程度 にして、 ＱＺＱＮ つ日本 の 心臓にして、東洋 の マンチェスタ ｾＱ こる大阪などは、締〈な

かれ市面積 に劃 して 0.4% の 僅少の面積が防火地匝であるのを見て、如何に吾園の重要諸

青11市が非常時に於げる 都市空襲 に封して風前の灯の情態にあることを説知するであらう 0

・カ山る不安な現状の下に我園の何れの都市もある. 一方翻って航空機の設建は銃々その度

を 刻 ｬ へ、 その性能の 極めてＺｾまくべき 程 度に 達 して居るのは近時 の雑誌 等 の 報 導 に 徴 するも

明かである o 加之近時、 郁子↑1・空襲への; 爆獲物の砂F究とそ の進歩及能力の偉大さは貨に恐る

べきものがある。而して今後航空術に劃する捌: 究設逮は加速度的に褒展の度をかlへ. 航密

機の製作工業 と、封敵動作の要求からして、航室機の犬いさ、速度、上昇高度、航主主織蹴

力、搭載力等主主々その度ｾ 加 へっし 巨大航宰機に よる 航空隊の出現も決して夢物54i( では

ない時代になりつ〉、風醤急: にして終に国交断絶せん とする や、同時にささ中艦隊は敵闘の

主要都市の大主主製 となって、 胃険小訟的幼き頃の想像がま b あたり眼前に展開するであ ら

うこ とは. 現貰の問題 として吾人は考へな くてはならぬ運命にあることを探〈認識せねば

ならなし、。

世界列強に於て現有する空中武力は、駿 ｫ 予として日進月歩の情態にあり・ｦｉＧｲ ｾ 日の靭者

必らす・しも 今 日の王た らさ' る有機であ るo ヨたの第 2 表は昭和 9 年初踊ーに於げ る列闇陸軍の
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自 ＱＱＺ ｾ 主 武力の保有する数量である。

第 2 表 列 園 陸 軍 航 空 及 防 窓 兵 力 敷

/'*l 1'; 飛 行 機 数 高 身f 抱

ーーー

日 本 約 モ ∞ 1  J防隊と l 除

Y ピ エ ー ト

昭 和 Ｘｾ Ｑ 月
銭| 剖約九湖立聯隊約 5、猟立大l珍16

3，0∞ 以 上

ア メ リ カ
2，050 

7 聯 隊約 200 門外に

高射機腕銃 5，000 ( 本数字 は縁側i兵器を 舎之

ア テ y ス

約 3，0∞

4 聯隊: ( 32中除〕と 3 聯 除 砲 数 160 ["J  

〔戦時は 5，0∞〉

イ ギ リ ス

t''1 9.>0 正規軍高射 砲 2 大協: ( 6r/，隊: ) 48門 、地方

(タト に布I l 充用 1，6∞ 〉 .'f(1功g);1l長閑 3、砲数不詳

イ タ リ ー 約 1，5∞

野戦高射砲聯隊 5、議 IDw . に臆する陣地

高司J 司令25、砲数約 140 門

以 下 時

以上の数字を検 する Iこ我閤は 昼の誰 りである航安機に闘する限り列岡の比でない事が辺I t

解されるであ らう o 之にカ/ 1ふる lこ我問に於りる航空事業は近時漸〈にしてその絡についに

ばかりで 、時に政 府 より 莫大なる 柿助ｾ受けて出現しにのが所謂日本航空総選 ［舎 ｪ 社 にし て

〔第 1 同参! ! ( i J 、之にダくいで日満合併の満附釘L安株式合ni 士が新設され、僅かに来rr義州、奉天.

新京 、ハ ル ピン、チチハル等主要都市聞に 3，160 キロに亘 る航空路が貰施されにに過ぎな

いのである。

鎗者は只 いに つ らに我問の者15i l均七桂j ; ; 防長的立場 より寒心す べき 情態にあることを訴へ

る の ではなし、 ｣ 即ち斯〈の虫ｦｉｾ悲観すべき↑ ｬｖ 態より ＱＱ 往出するには如何なる手段方法が榊ぜ

られるべきかを詳述する )lIri 序として此鹿に引用しにまでずある。

3  武薮都市の建設と都市計量の徹底

航詮i機の張主主は有来の戦三[ 1 : の方 法 iこ大革命を もにらしにと 言八る o そして者| 叶[ 室製が戦

術 ｫ 最も有効である事が認識されるや航ｾ機の改良に大なる刺 ｴｦｈ･ 興八Ｎ同時に都市武装

が痛感される時代になっにのである。何故なれば、戦争の究極は勝利にあるので 、勝利と

は敵闘をしてより 1[1- ( 戦闘意志をな くなさしむるにあって. 必らす・しもそれは在来の如 き

職場での戟年 ｉＺｾ 立 ｮ 求しない ｯ 即ち此蕗に戦時に於りる都市安製の重要性があるのであり、

そして者11"1ti は都市の謎 りを附保すベ〈武装の必然性があるのである o 吾人は之れが針策を

汚究せねばならぬ運命に置かれて居る事を認識せねばならぬo 然らば都市の武装 とは阿佐

意味して尉るかと 言ふに、それは「都市営構成する建築物の空襲に1討す る備へ」であると

言ふ事 を即座 lこ答八得 るが、然し者11市武接の問題をづn織的に考究すれば次の如I ( 大別す る

こ とが /-!- '，来る。

即ち( イ ) 積倒的武装者[1市 と(ロ 〉消極的武猿都市の二方法がそれであ る。而して此の二大

別の内に包含さるべき武装工作は次表の如 〈考へら れ る。

1-2 9  V I  



第 3 表 都 市 武 装 工 作

ー イ

絞州的武装都市

一 防 会 飛 行 除

Ｍ ｦｾ 射砲除及問機腕銃砲除

攻 撃 的 ;; x 機 関 一 仁 史 詩 話 苦 言 臨

ー防 ＿ ｾ＠ 氏、 目立 "i 'j 

Ｍｲｾ 但 コ足以，， Ｑ＼ 此 放流気味

lー夕日 宇佐の新設立主同E ii'i: 

I佐一|
1- 設 浴 の 保 護

ー ロ タ片

者I¥"r↑[武装工作一

イ

ロ

ハ

一
一

一
一

一

一

廿

川

H

1

u

F

 

治

相技武的
印

判
泊

1- ISl j 火 地 慌 の 46t! 日え

不燃焼都市の建設ー|ー不燃焼i l ; 築物の助成

燈 火 性 制

Y自 I!i j

救 ly}. ... . 聖子 世ii

{岱装遮再配( カモフラージ〉

げれども本表に於て、筆者の特に諭せ' んとする P:1題は. 右!i 極的武装事i叶f に於げる ( 口) 及

( ハ〉に附する問題でめる 。而して此の問題こそは者l¥i l均一日tf 家或はi ! ! 築家が充分巧究し、共

l1':↓ J的成築をもにらさねばならぬ責任と 義務を有して肘るも の と{言するのである 。

'-' fi :者はうたっilll 民序として ( ロ〉に闘する空港の問題を検討せ んとす 。

4. 都 市 空 港 と 武 装 都 市

航空機の張主主は谷地からと 宵 ふことは何を ［立 ｮ ［ｬとして居るかと 言 へば 、 ぞ れは自 ｩｌ谷機 向ｾ［ Ｚ

j): 虫n何に進歩改良されにとしても . ｴｊ ｩｃ 益機の向 ｦｅ 活 Ｑ ｉ 七に ｾｊｲＺｕｩ し、棋な住地ぞ設備せすしでは

立味が ないと 言 ふことである。即も航安機の程遠はそれ自身の fJI 究も必要であるが 、同時

に益事岱の設備な 〈しては健全なる程遠は望み得ない のみな ら子 、これ含有効に利用するこ

とも不可能であることを意味するのである e

n舶に i地問、門車に停車場の必要 なる如〈釘l 益機にも 益継の1必要なるは 勿論であるが此

の谷地に闘する ｾｬｻ りその必要科度は前二者に遥かに優るも の がある 、 と言ふのは門車 、 Ａ￭

舶は臨時に随所に停車碇泊が可能であるが、航法機に取っては寸時も谷中に停止すること

を許さぬものであり. J 3 . つ離着陀の場合にも事i伎を芯起し易いが故でめる。

増して や武装都市としてがL安除を考へに 入れる時、者Ilr li 些 t告は者1¥市の誰り に射し. 最も

重要な意義ｾ有するものであるは ｩ Ｇｪ ｘ へ て 喋 ｫ を要しないと鮒も ‘ 此 の益能 に射して一般は

最低の嗣心しか向げられてないのは 、民l論の指滋に到して殺が闘 の有11Th計畏家と建築家が

あまりに無力であつにことを意味するものであらう。

お11市計書法の第 l 僚を此庭 に引用 す るまでもなく ・… ・・“交通、衛生 、保安、経済、等云 k "

. . として交通を第一要件と して居る に も拘らす¥ 安の交通である航法闘{ 系に於ては何等

者11i-Ii ?l 十霊的考胞を拶1¥はれて居らな いのみなら す¥甚しき に五つては . 此れはー航谷局の問

題であ るとなして、 都市計詳的に は敢へて此の問題に倒れざる何!j態 にあるのは何ん として
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も者11市の念速なる蛮展と非常時に於ける都市の謎 りと言 ふ問題に封し尚々しき事であらね

ばならぬコ主少〈とも武装都市の建設 を自 主主として此庭に新しい都市計主喜一の問題が提案 され

Tこ る 限 札 所

謂都市の謹 り

の完備を期す

るにめ、先づ

第一に宰継の

配置とその保

護計聾を樹立

せねばなるま

い。然らば如

何なる手段方

法が此の目的

を浦すことに

なるか、それ

は芸大に詳述す

る宰従の衛星

的配置と 空港

保護の矯めの

愛園耕作地の

提唱で あ る。

例へば空港

の配置と言ふ

ことを考へれ

ば、英園の如

〈政府所有の

ク ロ イ ド ン 宰

港を始めとし

て 、 ロ ン ド ン

を図る周囲に

相堂大規模の

民間飛行場が

衛星的に分布

されて居るの

? イ ‘) ; : . 〆至急

1933 年 度

英 国 内 飛 行 場 着 陸 埼 薗

e流 舟 村 省 徳 行 局

。R 閉. . : 思f T士号

。 自動車l{! i f sl l $行局即7 . . 1 ' 杢場

0 事;行規 H 守 主 党 司F詩人 ;;<，，1主主hι I I I f

来 高是 付 ｾｾ｢ｴ ヲ幸町宮 ｾ ｾ量 入 ヲｾｾ主ゆ ノ ｩ 町

+-if-:有男島? 刊明文 ' L コト= Ｑ ｩｻ｝ Ｑ ｾ ・ ｽＱｦ，ＢＧｬＭ 町

『ニ2 昌 弓z f UT

1t. ラ与

帯固徳行協会リーフ L.. Ｂ りｾ

tf'; 4  I胡
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はロンド ン市の室の設 りを強固にして居 ることを物語 るも のであ る( 第 4 闘参照〉斯〈 の

如〈我が大阪、或 は東京の場合にしても、平常室中輸送の目的 に使用されて居 る空港 、或

は飛 行 験校 、叉 は遊覧飛行 合 祉 、 共の 他 が ｬｾ さ機製作所 に 凪 す る テ ス ト 用飛行場 等に封し て

は、之れが設世認可の事項 と助成 に闘する 事柄等を考究 して 、都市の誰 りにtNする 武装を

行 はねばな らぬ。即 ち東京或は大阪の場合で も以上の111; に立! 州l して、 安地の配置青1-需此ぴ

に 不 時 着陸の矯め に 備 へる 変閤耕作地 、 又はゴルフ場等の分ギ ｬｩ 計主 ｩ ・ｾ 行 ふ こと がｈｲ要であ

らうと 信す・る。

が 然し 此ｾ で問 題 と なるのは 、 山 岳多 〈 成大な 卒士山に 乏 し〈 且つ 土地 が蝕り独陥 な 我が

閣の様な場合 に於ては、只11'1に非常時のみを議想、 して飛行場或は不時着陸揚等を設定 して

お 〈事 は全 〈事情の許 さY る事 であるを以って 、通常運輸の目的 にサ { ピス して居 る芸芸能

を非常時の場合に直 に利用出来得る様に珠めの設備を施 してお〈 司王が最 も令理的にして 質

現 の可能性のあ るもの であら うと思ふ。

然 ら ば両者の目的ｾ相備 へ 得 る 者 ＱＱ 市空港の規肢 と その位置は如 何 なる程度 が 理想、 で あ る

か と言 へば . 之 にはEP論乙! 段あり て何れ に も決定し難し と鰍 も、一般の認め て居るのは 、

先づ規模の黙 より 諭す・ れば 、800 米卒方の敷地があ れば無難である と言 ひ得 るが、然 し現

同Fー帽

/ 、 x
r 、 、、

f一一一: ":';: :一一 「

寸 ー ー ら Ｍｲ づｾＮ 一 一 寸 一一
¥ 

一ｾ ＯＮＺｴ 、 一一一一 、 ｲＭＧ

草 Ｑ Ｑｩｊ ノ 、ｾ〆Ｏ

賀'i 5 問 ｧｾｴ 佐 治 Ｚ普通に有する形態

今宗継が普通に有する形態は第5 闘

に示す如 き形憶が一般 であ る。そし

て之等は何れも土地確得 に相官図刻i

な事h!j の下 に於て、各方聞の研究の

結 * 到達 しに形ilkなるを以って . 者11

rti昼港の形j伏決定に有力なる資料 fこ

るを疑はす。 即 ちささ地形;U，決定の有

力なる僚 jlj コは 、恒風の方向に針 する

考@: であること が節 5 闘に於て明瞭に清明された誇であると思ふ。

ハ ーパー ト大摩ょの者|叶1・Rt-jn:研究室1こ於げ るヒユーパ ート ・エム ・ウィリ アム 氏は、此の住

港の規模 を決定 する 僚件 として次の事柄i ' : 翠げ て居る。 即 もささ継を決定 する最初の要素は

敷地の院 さと 言ふ鳥liにして、 之れが都市計繋の 一単位 として充分に研究 されね ばなら ぬと

主張して属 仁 且つ此の規模は益港の斤! 注によ って決定されねばならぬとし 、安継の用途

に闘して 次の項目ｾｾげて居る。 即 ち

1. 航宰郵便 4.  航空 タク シーサービス 7  試験飛行

2 運 輸 5. 観光友遊覧飛行

3. 飛行E別交 6.  自家用飛行機 による 航空

以上の如き 宰継の用途のみなら す' に使用される 椋 k なエ ア ・トラフ イツ クの種類 による

こと も勿論であるが、叉航空機の性能にもよる と言ふ事 も重大な要素 として 考 へに 入れね



ばならぬ。印l ち宰港の大さを決定するには 、航空機の離着陸に必要なる滑主距離及上昇角

度が重要なデ ータとして考へられねばならぬ。

守u大航空研究所に於て質験 され? こる我闘技客機の性能試験の結果に よれば . 芸大の如き結

果が瑳表されて居る 。

tr;; 4 表

F OK K E R  F' V  I l b引 M 性能官職成検

自監陸

湖 量 昭 和5 年 7 月. 2 3 日
地 上 風 速

3 ・22 株会 = 1 1 田崎正寺の時

場 所 立 JII 

- Ｒ ・ ＸＵｾ］ｬｏ ・ Ｓ 尚の時

飛行機 Fokker  F_ Vl l l NM 

一一- Ｓ ・回 ｾ］ＱＴ ・ Ｐ 嶋崎
飛 行 蜘

4- 300. 厄

一一 4 ・53句，= 1 6 . 3偽 の 時

合

越

度

{

粁

ノ

旬

)

ｾ￪＠

100 

600  

。。

正6

1:10  

I GO 

0 0  

0  

0 払

ω 度

。合き

。 水 平 脱 ( 米 )

‘'且ま. 2 .

5  1<. 

F Ol¥. 1叫 R F.V  Il b- 3M 性能賓駿成績

着 陸

測 量 昭 和 5 年 7 月2 3 日

場 所 立 川

飛行樋 Fokker F. VlI b-3 M 

飛行重量 4. 300l f  

地 上 風 速

一一→ ＳＮ ＱＵｾ 秒 ］ 11 .3粍偽 明 寺

3 . 70 均 = 13 .3略 構

ー_.- 4 ・40米秒 = 15. 8粍 今 の 時
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即 ち F okker. 1". Vl l  b - ::l M は、地上に 尾悼をつけて 滑走する のは全滑走時間の 9- i l 7

ｍ にしてＮ 平均 ＲＲＮＥ 尾悼 を上げる 時の速 度 は離陸 ｪｬ￟ 度の Ｑｬ ｾ ＳＴＮＥ 、卒均 ＲＰＮＥ 、無風 ａａ

態 に ｩ 災算 す れば ＱＵ ｾ Ｔ Ｓ ＮＥ . 平均 28. % を示 して 居 るコ

前表 によると出張の場合は大略 200 米内外の滑走距灘 を以て離陸 し、 700 米位に於 て高

度60米位 に達 す るこ とが示 されて居 るが、着陸に際して は之とは多少趣を具 に して居 る。

即ち 4 0米位の高度か ら約 500 米位先方 に於て着陸 し、 それ より 更に約 300 米 i立の地上の滑

走距離に於て停止のj伏態 になるので、此の全距離が約 800 米 を示 して居 るのである。故に

此 の賞験の結果か ら し でも 、 齢 な〈とも 宰 継は離 着陸の 方 向に 到 し て Ｘ ＰＰ 米の 距向 ｴｴ ｾ 有 す

ること が理解出来る が. 寅際の場合には 、之れにカHふ るに放客の数 と荷物の多寡等によ っ

て更 に多〈の滑走距離を必要 とする 場合が多 いので、 者11市益構 としては、 最低以上の如き

規模のもの でなげれば、 2さの交通機関への停車場 としては その機能を織込し得す・と 言ふの

が前表に よって誰明される ので ある。げ れども土地の情出 より 東西南北に 各 k 800 米卒方

の土地を挫得するに 困難な 事情の作 ふ場合が多いので、 iι 風の方向に劃 しては砂くとも前

記 800 米以上の距離 を用意せねばならぬ と言 ふのが空港設計の一般的要件である 。

室 惜の設計 として 都市 計 繋 と 闘係 する 事項は大ｮｊｬ￭Ｍ次 の 如き 事項 ｾ ｾ 告げ る 事を 得る 。

1. 規模( 将来の横張 も考へに入れ る事 ) 2， Ｚｊ Ｑ ｾ ｪ 伏 3  地形

4 目 土質及排水 5. 気象及 日!!(¥ 6.  附近の情態

放 に武敏都市への積極的方法の第一要件? こる 空港 と飛行場 に闘しては大略以上のtll しと

鰍 も、 之が配置計霊如何は直ち に都市の誰 りに 影響を来fこすも の故、之は砂 くとも 者11市防

室機闘の配置計聾 によって 左右 されるも のであ る。

第 6 闘 に示す略圃が都市防主主機闘の配置要国であるが( 第6 闘参!! H) . 都市計聾 上の立場ー

からｾ継を 考 へ る 場合之 による 事が相蛍困難 Ｑ ｳＮ事情が ｷ ふ場合が 多い の で 、 只周聞に分布

されてあ る民間飛行場 と相侠って以上の防空機闘へのM助となり 、同時に武装都市として

の攻撃的任務の震への航空機の機能を護揮する 棋 にする必要があ る。之れよりして室継の

保護施設 の問題が考究 され ねばな らぬのである。

5. 空 港 の 保 護

非常時 に於りる 丞港が如何に 重要 な主義を有するも のであ るかは%J 述の如1< であると雌

も、 只翠に 空港を配置 しにと 言ふみ では全 〈意味がな いので . 之が機能 を充分夜七1"する 震

には、zsi佐の保護 と言ふ問題が研究 され ねばならぬのでゐる 。イIIJi lXな れば空港である 映り

常 に航 空 機 の 出入 が頻繁であ ること は賞然な 事 で 、 此 の航 ｑＮ 機 の ｾ着 に 玄 ｊ する 安 全 率 と 貢

ふ ことが宰継 の 機能に ｉ 皇［ ちに 影響 して ｾ るも の で あ る 。

最近英閣 に於ては、此の問題に劃して都市計ー葺的に法令の 力を借りて 、航空法の周聞 に

於ける障害物に謝する制限を行って居 るのは注目に値する 。
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ロパート氏の説に随へば珠定されに空港敷地ょう 11児の範囲に於ける陣何物の調査が行

はれねばならぬとし . Ｗ Ｑｾ 行最低滑走距離は、線、ての方向に向って ＶＰＰ ヤードの飛行面積を

6  
M:  

!A: j  

用意せねばならぬ事を主張し、向ほ航空機の設達によって. ｾ芸能の周回に於け る障 碍物の

問題を或る程度迄解決を付り得るとしても、有 炊 ｪ ｬｾ 行閥横 の 周悶には ｊｏｏ ヤードの隔を有

する ペ ルトランドによれ而ーも ｾｉｩ 、ヰ ｉｉｬｴ 以外何等の障碍物のない土地に取りｼ主 ｬ まれて賠らね

ばならぬ事を説寺 、E つ1' 1時と雌も 31只を超過しではならぬ事を主張して肘るのである。更

に室継の保 l訟に劃しては、空港の湖l} 苦l印ーより 11盟の範聞に於げる 高居建築物、或は共の他

の障問物に劃して極めて合理的な制限が行はれて居る。即ち空港の周囲 に以上の如き障碍

物が林立し、航空機の護着に支障を来 fこし危険の恐れありと認めに場合航空大臣は、その
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の移持 、叉は撤去を命ぜねばならぬ場合には、通蛍に制的をなし得る様補償の道も緋じで

ある。

要 するに空港は 、非常時に於りる都市[ の武接に於りる: r & : ，1終的任務に重要なる闘係含有し

て侍るのであるから 、宰港より極め て容易に何等の支障なしに航室機の出設が可能である

様な方法を講じておかねばならぬのである D 例へば木津川D i J ごある大| 庇益港の如主、その

問悶が大小の工場に取固まれて居り、無数の附突が林立 する桟では如何Iに空港の用意が油

営に行はれて居つにとしてもそれは通常の室中輪迭の矯めには Ｑｲｲｈｾｾ 値のみならす、都市の

武装には何等の役にもならなし、三誌を認識せねばならなし、。大阪都市計聾委員舎の報告によ

ると 、大阪空港を取り傘( 30の大工場の内煙突を有しない工場は僅か 6 工場にして 、殆ん

ど全部の工場は煙突を有し、その数賢に 57本の多数に主主し . 何れも 66尺より 200 尺の高さ

に迷するものがある情態である。故に 筆者は 此廃に 都市計輩 的 立場 より室港保 設の目的ｾ

以って 、その周聞に高度制限金行って 、平常時に於ける航益機の /1¥入に 支障を来 fこらしめさ'

る手段を構す' ると共 lこ、ー非常時に於げる都市武装の立場より 室11[ の 自由に活動し得る根路

地とし. 都市の誰り に謝する機能を充分設揮し得る稼にせ ねばならな い( 此の問題に闘 し

ては第4 及 5 表に示 しに航ささ機の性能試験に基 主、 航空機の安全に離着陸の出来る離陸角

度及着陸角度と 言 ふこ とが科書得的に研究さ れ、 ぞれによ って問閣の陣時八の制限念行はね

ばならぬが、之れは本論文ではPI告する事にする。( 普通一般に行はれて居る上昇角度は 1/ 12

1/ 2りならば先づ安心とされて居る )。

けれど之等の制限を必すしも法律に基い て民間の桃利 を制限せするとも 、' 許て所深飛行場

に行はれに如1¥、園民の愛園心に評へ、益港の周回へ愛国耕作地、或は愛図芝生' 市の虫r I き

益i也の提案を行ふの も念場に廃する 一方法であると信子るのであるが、恒久的施設 として

は 、 都市計霊法第 ＱＶｦｬ 妖及同施行令第 ＲＱ 僚 に基き徹 底的 に地帯牧 ｭ 等の方法 ｾ榊じて此 の日

的を貨現せしめるか、或は市街地建築物法一凶行令第11僚に基きて比較的存易に高度制限を

行ひ、既存の室港の保護の目的自? 主主せしむるが如何に急務であるかを此彪に主張するもの

である。

6 不 燃 焼 都 市 の 提 案

自 Ｑ｜ 市の誰りにまＮｊして盗継は極めて重要なる使命を分指せねば ｦ よらｾｊＮＺＤｾ詳述して米 Ｑ こが

最後に lil 叶iの武装の最後的工作として不燃焼XI¥i liの資現と 言ふ ことを提il 目して 11.. まないも

のである 。

吾人は波多の苦き経 ＱＱ 貨 と莫大な ｴ 員 Ｇ［ ｉｴ とを被りながら ・ 白 Ｑ｜ｬ ｬｩ の災 ｾ ［ｴｦ に到して之が防 Ｑｾ［ｕＢＺ 作

を秘りて来 fこが、然し誰が将来の地辺、或は火災及共の他 自然力による民主1子力 t絶無である

と 言 ひ得ゃうか。此鹿に 都市計聾家並 に建築 家等が Ｑ Ｂ 片長 ｬ 耐 火構 ｩｩｅ 物 の宜 現が 者 Ｑ｜ 市 ｾＡＺｪ，｟ Ｇ 全 な

杭置 に置き、 或は被Ｇ ， ｆｩｾ 妓少限度に Ｑ ＱＺＺめるに主ｲｉ ｻｬｩ Ｑ｜こ必要であるかを扱 ＡＱＱｊ せしめる棋本があ
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るのである 。

即 ち吾人は将来我聞に於 て地震及火災が絶無である とは決して断言出来ぎる様に、非常

時 に於て敵図の者[I，li岳製に射して敵機が我が大阪市・な れ 或は東京市頭上に 現はれな いと

は何人も断 言 出来さ Ｇ る 事 で あらに 此鹿に ｾＩ ｪ Ｖ＾［ 問 題の惹起 せる大いなる原因がある こと は

明ｾ k  ＭｴＧ要しないこととＡｌ ｾｬ も Ｎ 吾人は只い ｔ こ づらにお祭り騒ぎ式な、消極的挫難防 ￍｉｾ￮ 手段に

甘んじて居る場合ではない 、りれども叉決して消極的l訪問手段? こる燈火管mlJ . 或は消防 、

救護 、轡備及{翁接遮蔽等の手段が不必要であると 言ふ こと を主張するもの でもないが、現

今航空機と航杢術の設建は 、盲目飛行を可能ならしめ、I F. 確なコンパス と、 毎時 に於ける

航空速度の測定 L 地羽! 率的智識によって海岸線 と河川の形態 に より森易に目的の都市を

程見し得るのである o 之れに加ふるに 、爆弾と毒瓦斯等の威力は 、如何に恐るべきもので

あ るかは 今夏 ｬ 喋 々 を必要としな い 程周ｾ， ｬｬ の事宜で あ る ｯ 故に結 論 的に述 ぶれ ば 、 如 何 な ｬ る

防備手段も之等の前には全〈無力である と言ふのが筆者の見方である。であるから消極的

都市武装に封しての論及は一切 符l略するこ とにし. 此EEに前表の積極的の都市武装手段? こ

る安港 と不燃焼音[I rl i に闘する貼のみに就いて論及し?こ所以である。

即 ち防火機附配世 に到する考察l立、空襲機の要地侵 入i 1iTに之を迎へ撃にんとする 意聞に

なるものであるが . 如何に積極的防備 を整ふるとも向幾・パ ーセ ン トかの敵機の目的地上空

に到達する 事あるを7象1111せねばならぬ。彼の世界大戦中倫款の受けにる 空襲回数は 104 回

〔内飛行舶によるも の5 t回) にして、今試みに投下碑痕- t ' 我が東京の日本橋及銀座附近に移

して見ると ｾＱ Ｗ ｨ｜ＧｾＱ＠ ( 次頁会HH) の如〈なり 、之が若し木造者11市で ある大阪の場合を考へで

も、全 u此↑ 突を? 畳ゆ る科恐る べき で あるは想像に難〈なし 、。

故 に吾 k 建築家は常 lこ来るべき込' 火災に到して被符 を最少限度にJr. め得る手段として、

耐民耐火構造物の研究と建設に聖母 し不断の努力を櫨棋 して来た のであり 、之が都市計霊的

に は 、 防火地直の指定 、 或は防火建築の奨 ｫ Ｇｪｾ Ｑｊ 等を着 ｫ 宜行して ＪＱ この である。りれども更

に非常時 に於り る都市益製の場合を考慮すると都市の武装は 、主主 k 此の IIj lJ 度の徹底が痛感

されて来 1: 諜である 3 今試み に 第 1表 により 東京並に大阪の防火地直面積をよL較 して見る

に、 東京の fp種防火地直面積約 530 ヘク ターノ1.- ( 1，586，000坪) に釘し大阪は約 その 10分の

1  1i- る50.5 ヘ クタール ( 152，920 坪〉に過ぎ 5 るは . [応益的立場 よりして真 に心細い情態に

あ ると 言はねば なるまい Ｈ 第 Ｑ 表及 ｕ ｾ 3 国参照) 。放に寧ろ積極的ではあ るが、不燃焼者11市

建設への宜行的針策が講じら れねはな らぬ時である t 信す・る のである。

7  防火地匡の横張と不燃性建築の助成

以上論じ来につに 司王を要するに 、慨 に大阪市の場合を考へて見 るに、我闘の心臓にして

東洋のマンチェスタ ーが空襲による被害基亡 し し 共の経済的機能力:停止する械になった

とす れば 、それは直に我園の運命にも影響 して来 る事は想像に難〈ない。
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釘i 7 悶 Ｑ 世界 大 械 に 於けるロ ｹ ド ＺＯｾｭ の 時落下せる爆聞 の あとを東京の中根地�ｬＱ［にプロット せ る阿
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火災は者:11市保安上最大の脅威にして 、長火災及風災 、共の他非常時に於ける者11市宰裂に

各種の符柄は、却するところ火災によると 言へ るを以て 、者Il diーの総ての柿造物は、耐火的

ならしなるを現代表li 市計査の原則とすると州 も、キ- 邦者Wrli のt n ｾ＠ 燃焼性材料 lこよって建設

されて居る都市にあっては、経掛上及習慣上也も lこ之の! 原則{ t > 賀行し得す' とし、へども. 先

っr法規の定むるところ に随って、之が宣明を期す様努力するは 、恒久的都市武装への積極

的沙行であらむばならぬと思ふ。故に筆者の提唱する如く 、都市に特定の地匹を設け . 不

燃地帯の造成をはかるは 、 者 ｬ￭ Ｍ ｲＡｩＢ Ｚ武 装への肢も有款なる手段にして、者 ｉｬｲｬｩ 災学 ｦｾＩｪｊ ｦＺＮと損害を

僅少に! とめ得 る唯一の方法で あると信十るのである。之れは非常時に於て骨に不燃地帯と

して有放に役立つばかりでなく. 市民に都合の! g、避難所を提供する E になるのである 。

放に h走近の建築事の研究は、 Zfl に耐足 、|耐火的手!W造への科事的検討のみならす¥防空建築

(1附燥姉建築) への研究を促し、仰せて之れが具開的方策を要求して居 る時代となり. 且つ

建築家は防火地直制の徹底を促進のｾめ書置す ｪ せねばならぬ義務をれはせられて居ると思

ム、。

f古iHま刊行の| 山火地問; 制に於げる乙柿及甲障の分類は蛍然撤去さるべきもので 、有 色防火

地lぶとして不燃焼地帯を造成せんとする映り総て不燃焼性材料による構造物によって此の

地帯が慌充されにる地帯で あらねばならぬと 思ふ。

然し斯る理想を偶げにとしてい経情的 t条件が之に作はす' しては賓現不可能なるを以て

此鹿に防益並に ｾＩｪ 火建築助成に Ｓ 討 する問題が 汚究されねばならぬのであ る。

然るに現存大|仮に於げる耐火的高! 骨建築物の賓I1えに鑑みるに 、所百円ピルヂ ング税なるも

のが徴牧され 、 都市の保安 的 立場より耐火建築物の ｈｉ 現を大いに ｾｉｌ 害して居るのは 、防 空

建築助成の立場より大いに考慮を要すべき鼎であらうと思ふ コ

8 結 び

以上を要約すれば、軍部に闘する幕門的部分以外は

1. ? 港 と飛行場及不時着時場の配置と保護

2  防火地匿の横張と防袋、防火建築の助成

3_ ! ] 、公閑及公開の4刊li

以上三項 目が都市計書家及建築家が非常時に於ける都市武装に射して積極的に参奥せぎ

るを得ない重要な項目にして 、こ れが者Il d'iの諮りを係; ・保はらしめ. 都市武装としての妓果

を捧げ得るに最も重大施設であると信す・る。 ( 舎はり 1

以上の論文の矯めに引用し? こる女献次の如 L- ;:0 

l lnsi l  l¥[ fltht' w>; 1' h，'  C' bs h 川・( ¥，] ，J t u
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今 泉 7 月京阪紳を中心として耳障行せらる L 陸軍

防笠宮買脅を機としとれ が.IJi }長似訟の 第一歩として

:JQ; ; 3: ! お合 十t 防火防空建築の普及31fi: rc 都 市 計 資 の 搬

J e を計るために次の如11き目的方法に依って都市 武

装促進えs! I 請を起したことは阪に幸運表したが 、 更に 。

防主主演習に参加 L て本 協合司王* 唱導 し31ミった使命 白

を宣 揚壮λ とす る ものである。

目 的

防火防銭建築 の普及促溢

防火地区の鍛大

防火 地威 内建築完成 の促進助成

避難施設の完備i

環日先放射道路Zえ公F i il f >" t i 場の設泣

都市航 空港の建設

賓行方法

都 市武装に附す るi l l : 議

武装都市建設に就ての論文懸賞募集

武装都市展覧舎 の削俄

;品括責並に映 t，E合に (t，てる} 主体

「都市武 装」 ノJ 特椀

パ ン ア レ ツ トv ) 後 fi i hHIl"

ポスター の懸 賞募集

武装名古市建設 に闘する座談合 のUfJ他

燈火管制の調査

重要建築物に於ける 俗 装i!:li i依避難主主管

都 市航 空 港言I"m案の 懸賞募集

武装都市建設迦陥1の設置

以上の 目的遂行の ため に各分娩職説' を定め之れ

を次 の B 部となしたそ の名 郁及係委員は次の iiIiで

ある。

総 務 部

調 霊 堂 部

展 覧 部

記 録 部

加

附

部

部

部

務

停

期

国

計

財

山

且

政

令

都市武装促進委員曾

委 員 長 池 周 負:

副 委 員 長 波 江 悌 ').::

1 織 務 部 部 長 中 告書誠 - [t l; 

幹 事 内 藤 発 一 委 員 渡 部 圭 有

2 財 務 部 部 長 安 井 武 雄

幹 事 徳 致 命 否 問 石 田 信 火

幹 事 補 英 之 助 委 員 井 上 繭 最 長

委員 小 笠 原 鈎 問 古字削 民

間 鈴 木 末 尾 間 湾 問 敏 雄

同 z r ; . 塚 鈴 吉 岡 藤 島 哲 三 郎

向 飯 高 達 夫 問 節 回 定 慾

同 岩 尾 保 衛

3 調 査 郎 部 長

幹 事 山 岡 誠 問

委 員 伊 藤 和 夫 同

同 鳥 井 捨 滋 問

問 宮 本 長 治 問

問 平 日 間 甲 一 同

同 板 井 公 威

4 宣 { 車 部 部 長

委 員 篠 原 太 郎 同

同 姫 野 武 同

同 阪 口 芳三郎 同

5 展 覧 部 部 長

幹 事 阿 国 孝 3j 同

同 北 垣 熊 之介 委 員

委 員 大 倉 三 良11 同

問 中 尾 保 同

問 角 尾 m彦 悶

向 山 口 疋 主 主 腐 託

賜 託 伴 野 三千 良

6 演 習 部 部 長

委 員 今 林 彦 太 郎 問

問 永 瀬 正E 三 同

凶 三 橋 閥 太 郎 同

同 松 井 清之助 問

問 池 岡 宮 彦 同

[，iJ  JI[ 口 一 二 [fi J

間 藤 烏 哲三郎 同

同 和 悶 甲 ー 帰 託

促 進

協 曾

運 動

の 事

に

業

鳥 井 信

吉 田 信 武

黒 岡 政

本 間 乙 彦

三 浦f ; ¥J 史

問 本 1正樹

徳 政 金 吾

溜 潔 良 弓

本 多 E 滋

岡 本 新次 郎

村 野 E察手5・

加 藤 義 ; :f

玉 置 豊 次 郎

中 西 六 良1;

早主主 ::n:JlJ] 

繭 宮 正 治

音 納 喜 久治

' J t 膝 従 長 主

主l二 井 誠 一

古 家 正 治

山 崎 英 二

新 名 積 夫

伊 東 恒 治

富士 tiY，j llt 一

宗 本 長 治

十 河 安 維
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賜 託 丸 川 英 介

同 大 谷 一 治

問 川 野 正 滋

間 三 虫f 悌 す;

委 員 本 Jn 林 八

I"J 大 倉 三 良1¥

1，可 内 藤 元 一

同 浅 野 新 一

悶 ｴ ｬ ｬ Ｚｾ 川総 体 ・

悶 存 多村 義 雄

!白l 荒 木 E 巳

!日l 平 野 忠 鍬

ｾ碕 託 鈴江無不ｊＧｩｾ

r，iJ 山 本 忠 孝:

7 記 録 部 総 長

委 員 秋 川 容 代 治

lfiJ 加 藤 持 JJ

I"J 桐 本 梢 岩 佐

Ｑ ｾＱ＠ 中 西 六 良(1

同 さf 岡 信 武

B 曾 計 部 部 長

委 員 松 井 治 之 助

同 約J 131 光 次 郎

同 須 西 署 f朱

同 武 内

同 稲 津 記 入

委 員 績 山 主主雄

問 ｘｾ 井総政

同 宮 脇 晴 美

同 水 路i 大 治

同 手J1 FiI ヌ目Eヨ，注-

同 問 中 瀬 一

同 村 井
進、

同 山 口 久 芳 郎

日担j 託 世ｾ rn )_4: :....: 長s

1ti 僑 築 治

同 新 名 癌1 Ｉｾ＠

l司 |品j 川 孝 労

同 内 藤 克 一

同 本 多 正 道

1，!;- * 栄 二

重量1望見談を中心に委員の意見溌表ありたり 、

5 月18 日第十六 削除! 宛抗省参加方申出 し慮 6 月

14 日食長宛是非多加相成皮旨回 答あ P たり、

6 月16 日、委員 の八 日市飛行第三三聯除見事 16名

参加 、

6 月27 日建築倶楽部に於て

大日本絹綱株式合i祉事務取締役 ど村 貞 吉 氏

外 2 1ヨの儀袋i ! f f i Wi に闘する講演令 l開催、委員21

<<の 11:1 1おありた り、以七( 内総記〉

財 務 部

本 財 務 部 は其' 伐 mは一般よ り募集す る もの にし

て、其 の寄附4訟は何れも有盆のもの に使 )jJ すべき

ととは論を侠たず 、 放 に是が使途に 3b胸奥 す る 矯

めに致俄編成を nすととになり居れり、第 l に腕

係市町村の有力者に向 って 約 330 名にI ' J して招符

燃を後したり。

合 場 l土指il 業令官自にして 'z_，' 日( 6 月14日〉参合する

もの招 待 者 側63名 協 合 側 12名なり、宴了る頃片 1，1司

令 長 よ り 一 場 の挨 拶 と 共 に後 援 を 依 頼 す 、 次 で i也

ru委員長より :比率業の内容を設明す 。

都ホテル枇長池松氏答積率を述 ベ午 後 8 時頃散令

各 部 は そ れ ぞ れの分 泌 事 項 に 依 て 活 動 を 開 始 し : す 。

今 や 着 々として 1' r行に 日も足 らざる有様であ る。 次 で 合 長、松釜高IJ 合 長 よ 明 匂話X は 口政 1亡て寄

今各Ｑ｜ ＱＱ よりの ｾ［ｊ 品報告を掲げ て 其 の 欣況 を報 告 ｉ ｉ ｉ Ｎ ｊ を依桜す。

する。

線 務 部

常部分娩司J ，: JJU:l:

(  1 )  各 部 の連 絡 及 統 制 に 闘 す る 事 項

( 2 )  武 装 都 市 建 設 に 闘 す る 座 談 合 VH他 I] p.Jt

( 3 )  1軍部と交渉に闘する事項

( 4 )  主主他各部に周せ ざる事項

;先づ 3 月20日第四側聞司令部宛 委 員 舎 の 防 空 前

習参加方申出し、民主 5 月 3 日合長宛に是非参加中目

成 度 旨 の回答があった 、

3 月27日朝日 ピルデ イシ グクラブ別 主 に於 て

陸 軍 技 術 本 部 員 工 兵 大 尉 木版 友二氏

の「都市防空と建築に就いて J 講 演 舎 を催し、 委

員長初め 20名の委 員 出 席 せ り、

¥/ ) ) 寸 4 2

4 月 16日 建築 IH然)' ;11に於 て

「都市武装に闘するドド. 談合 J t出催、

委 員長、岡 ｬ 令長そ の 他 ＲＶ 名の 出 席あり 、 竹般車［ｾ

￨ ｬｾ 歌洲大敵手の際法欧中にて其の際 に 於けるｾ

安井部長 、ヲ1: 上常務、徳政、il11の 幹 事 は 共 に 大 林

組 、竹 中 工 務 庖 を 訪 問 依 蝋 す 、後 、ヲ干し浦 、徳 政 氏

等は更に大倉正fl 、 fM7]( 組 、{ t ; tz家等 を 訪 問 依 蝋 す

目下得附申込を受けたるも の合 告の釦l し。

以 上 の 如 く に して 本合の務{1切に 反 す るとと甚だ

し〈然るに汲報の 通り 都市武装促進事業は愈々 WI

日切迫 し目下各市1共着々と治行中なるを以 て何司王

各{ 立の速かなる寄附を乞」、次第である。〈徳政. i ' e )

調 査 部

11討和 9 年 4 月24 日

先づ者ｾ市武狭促治委員令作 目 Ｑ｜ 分殺 、 ｨ ＺＴＧｩの具 位案

を作成し 、幹事舎に徒出し修正決定を願，ふことと

す。下の如し。

l 庶 務 部

1)  武装都市雄投 ｬ 亡 闘するゆ ｴｾ 舎閥催事項

2)  軍郊と交沙に似uするI J :P i'l

3)  其他 各 部 に 勝 せ ざ る 事 項

2 財 務 部



寄附金募集に 闘する$: J J l i

3 調 査 部

1)  下記の目的 1' . : . 到する基本調査に闘する事

ｾ＠

目 的

l  防火防空建築の後1 * . 11己主主

l  防火地阪の抜大

l  防火地区内建築完成 の促進助成

1  避難施設の完備

l  環 ｪ 伏放射 ｪｦｦｩ 路及び公 Ｑｾｾｨ ＧￌＮＧ揚の設泣

l  都市航空港の建設

2)  趣意書に闘する事JJi

3 )  防火建築助成促進建議案のh 成に闘する

事項

4)  武装都市建設に就い ての論文及び ポスF

一懸賞募集案に闘す るIhfll

4 宣 体 部

1)  講演及び映温舎の開催に闘すと1 . 4長嶋

2)  パ :--7 レ トの強行に附する事項

3)  ポスター( 案は調交部- ( ' ，成〉の製作及び

西日付に闘する事iji

り武装都市建設池間の設置に陸相する事項

5 展 覧 部

武装都市展覧舎の閥 俄 に闘する事項

6 演 管 部

1)  防主主演脅 lて参加lに闘する事項

2)  高層建築物に於ける it%袋 、; 些縦、; 監灘演

T雪に闘する事項

3)  燈火管制 に闘する事柄

4)  其他防怨演視に闘す る事 :Cjl

7 記 録 郎

1)  都 市武装特斡統制斡 に附する事項

2)  記録 に闘す る一切の :th猟

8 合 計 苅1

1)  預算編成に闘す る事 r民

2) 令銭 出納に闘す る事ムfi

JI付手rl 9  'of. 5 月 4 A  

1  都市武装促進漣動趣意書

2  都市武装に就いての論文募集

3 都市武装に闘 す るポス F ー闘案募集の 3 案

を決定す。

l昭和 9 年 7 月7 日

前曾合 より随時十数闘にわ た りて 曾合を 開き 、

下記の岡市を製作す。

I  Ｉ ｊ ｾｾ Ａｩ 刑 Ｑ ｉ 地方選路系統改 良 計 Ｚ￮ｴｬＺ 案

2  大阪市防火 地 ｬ ｾ ｾ 鎖大計ＳｬｬＺ案

3  大阪市に於ける避刻必ー路の系統と巡' 級統l交

1) 現 況

2)  者f，市昔I'>; l l : 路線完成時

4  大阪市総地鍛大計提案

5  大阪市都市防律的改治計質案

6  市1I戸市防火地隠1*. び総 i也改良吉I' m案

7  京:都市防火地区及び絵地改良計11干家

8  :jt日ij i航?)!.港昔1':世家

Ｑｲｾ 仇 Ｑ

を完了する とととせ p 、依つで 、以 | に於て 、主曜

に計兎 したる本部の事業 : ｾ＠ 1  xi 1 を俄すのみに で、

大部分を完成せり。〈古 11 1;;1:! )  

宣 侍 部

: 剤事部が第 Il i l J 都合に於て協議 し・ 委員長に報

告せ る数定事業及び微生事は次の語。である。

A : i 桜前合貸 手 1，000. 00

内 大 阪 合 場 ' 佐 映 出 講11rt i議I続 H 3∞.00  

300.0。
京 都

市1
I戸

11 

11 

11 

11 3('，0，αコ

以上 3 恒|交首長袋 、雑貨 、』長波 11 100.0 0  

地方講演合U 11 ｉｾ ∞ ＮＰＰ＠

内 和歌山、奈良、大津、津 J 脱出性、教

賀 、 舞鶴 Ｗ 市に ｊｾ け る台場費 、 都

附誘J程 、映瀦{ 部用夜、各 ￥ 200. 00 

￥ 1，400. 00 

右 7 市に於ける旅 'i1i.&雑貨 /1 300.0 0  

パ y ア レツ ト刊行袋 11 1，6∞.∞ 

内 パ ン 7 レツト 1 ;位 1 ;紛 10銭 5，α)() 加

￥ 5∞.00  

11 2 種 11 11 11 

￥ 5∞.∞ 

11 3 積 11 11 11 

￥ 500.∞ 

編斡費及雑貨
11 

100.∞ 

ポス F ー印刷' 貨 11 1，∞O.∞ 

内 ポ ス ? ' - I枚 9t を1 ，筑枚
/1 

9∞.00 

向上司業費
/1 

100. 00 

飛行機使用貨体迦間貸
11 

5∞.∞ 

内 ピラ 印!i，IJ 資
11 

150. 00 

飛行機費( I  日〉
11 

3∞.00 
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同 ，-事在宅主 ν  "o.oJ  閥期 昭和 9 年 7 月 ! 日より同 2ヲ日まで とした

合合後、x. l砂袋 、粥t費 11 20:) .00 ・ 其の 出品陳列の内谷の概略を列記すれば次のj I D

合 計 11 6，α:0.∞ りである。

此他テ ヂォ放迭に 4 る宣憾の計3! i O: ¥事もあり 、提

出せ る源郷に幾分 の指減を見たが、大位以上が事

業計金の級幹をなすものであって 、各委員分婚 し

て、各種費 JH、合易型Fの調査に着手し た. ，兵問波

江部長は多f古の 放 を以て部長を僻せ られ、一頓挫

を来 したのであるが 、 6 月22日の部合に於て徳 政

新部長就任の挨拶ぁ p 、珠算第一次支出決定官(880

闘 を以て取りあへず木!京大尉講演を要約せるパン

7 レツト 5. 0∞ 郊の作製、懸賞募集ポス F ーの 1(等

首選図案 5.∞0 部印刷 、及び態募 ポ スF ーを7 月

9 日 より 朝日ピル ショウウ イ Y r" ウに陳列する本

に決定、又大阪に於ける講演及映也合は 7 月 13 日

夜中央公舎堂に於て行」、事にほ Y 決定せ p 。

( 本多記〉

展 覧 部

展覧部に於ては展覧合に闘する事演を分婚す。

展覧曾の目的と しては防主主君主管を泌 して「防火

種築の奨励」都市建築及都市計輩に封ナる大衆の

闘心 をH子ぷ ζ とを主眼として; 之にfti -るとととした

本展覧舎は第 1 回委員舎を 5 月 1 日に 聞いてか

ら舎を重ねるとと 14回、小委員合 2 回でるる 。

合場は 三三越と 決定し規模、内容、数算書宇に到し

て続々協議接衡 を設ねた結果激算として 3，∞o U11  

の決定を奥へられたのである 。

誌に於て愈々 tt 行に着手し爾来村野部長を始め

委員の非常な努力を綴け 、出品陳列材料の兆J.Rr.こ

;点作西走し東京に北垣幹事 出張す るとと 2 聞に及

むだ 、陀軍省、内務省 、都市計笠東京地方秦員合

建築製曾、文部省東京科皐博物館、助 主主倣J毛他 に

接 ｾｪ を ｩｬｬ ねた結 果種々 ｦ 史浩Ｚ を受けて ］ ｍ 合良 ＼ ｩｬｬｩ ん

だ、京阪市11間に於ても大 阪府に 、市民博物館 l'こ依

縦した、 叉出品陳列品の新し〈考案すべき もの及

作品に就ては各委 員之を 分携し て之に従事した 。

斯〈し て今 や共の大慢の内谷を光沢するに至つ

た。
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展覧曾名は

近 畿防空演管記念

「大空への武装」

主 償 却i 開法人民本建築協合

後 援 陸 軍 省 、 海 軍 省

展 覧 倉 内 容 栂 略

・中央ホー J l-.iE函

1  近畿防主主演脅早わか り ( 泡俊男Ilii' 正装置大壁

商 盤〉

l  愛図献納 兵務 Ｇ Ｚ ｨ ｏ 式小ｾ中聡香機 ・ 詰 ｩ 射

砲

・曾場人口アーチ

- 空襲下の大大阪〈大パノ弓マ〉

l  近畿防空演習の )1上視 を想定せる泡動 ・貼 l成

擬 晋 ・幻燈空列車動員の大 ハノラ 7 場 面

・ 室 の 傍 威

1  ;1曝聞の威力( 電斜里占i威装置〉

l  欧洲大験中ロン ドy 市は新〈多〈の爆郊に

見 舞れた Ｈロ ンドン市爆 ｾｾＱ 投下模裂〉

1  欧洲大験中はとれでも防げたが木造都市の

日 本で は 駄目だ Ｈ パ ＹＭｾ 中防響模 型〉

1  パ P ー市内 に務ちた爆獅の磁片〈貨物〕

l  とれが日本の主主に現れたら どうするか〈ツ

ヱツペリン機 ロン r" ;/ 市主主拠の闘〉

l  パ リ ー 市の爆 剤 彼 ｾｴｩ の闘

l  パ リー市の; 爆弧投下地脳1

1  敵 洲 大械に於ける死傷者統計表

l  険洲大験問列強の受けた空襲と其損ｾｊｦ

l  主要義克新一覧( 見本を添付 〉

l  投下爆掬の種類〈貨物大の切1R を添，は

l  軍用飛行機の性能 と見分け方

l  列強の軍用飛行機潟民く 13枚〉

1  爆弼で破壊する 11 手が か L るが焼夷却なら

容易である C: 爆弾による被篤 )I) d兄潟反22枚〉

・室への用意

l  民署員に設備せる防毒筆 〈人形使別大場而〉

l  ピノレディ y グに設備せる避級品庁( 模型〉

l  備へあれど憂無し〈バ リー空襲の 前後比松

表〉

l  都市防 ｧｾ ｾ 領 〈 演 脅親書ｾＩ

l  後報体主主系統( 演脅規約)

1  ｧ ｾ 波 書寄 羽ＡＮＲ土其解除体主主方 ＯＱ 、Ｈ猷忽規約〉

1  近畿防 主 主演習後火管 ｪＱｩｬｊ ｉＡ，ｾ城 Ｈ 猷笥規約〉

1  燈火管制基 咋' 表〈話f管規約〉

l  電燈溢ひ方 の貨際( 貨物〉



1  聞東防空演習に於 げる燈火管制j の貧施完走況

( 苦言良重責十枚〉

1  俄袋 ・遮蔽の一例( 紛〕

l  防護兵なき揚合の注意

l  義克新防護用蚊張( 貨物〕

l  防毒菌各称( 男女〉防毒衣

1  爆矧の爆後l怒力表

1  爆 朔 の 命 中 $

l  用途陀( 1<る 投下; 爆郊 の税類

1  自働呼吸器〈人形使用〉

l  酸素吸入器〈人形使用〉

l  モ ー ル ス サ イ レ シ 摸 糊

l  防ｾ兵備要領翻

・防空から見た建築

l  火災で最も恐るべきは兵火なり

1  硲・過波 j羽- 新の都市型聖遜〈篤良〉

l  女子供は地下鍛 内へ避難せよ〈大阪地下俄

ｾ型及説明〉

i  大阪地下鍛ど Ｚｾｾｭ の威力

1  1": 界主要都市地 F鍛闘而及第民

1  都市は飛行機か ら斯〈の如〈見落さる、大

空へ武装せよ( = - ユーヨ ーF ・東京・大阪

空中ｾ反〉

l  都市の不 安 〈大阪に於ける保安上危険なも

の L 分布図〉

i  六大都市地域及防火地区倒 Jえ説明

1  六大都市防火地区面積比絞箇1 ( とれでも不

宮とだ燃えないE玉城を早 〈綴けよ 〉

l  大阪の防火地底面積と耐火建築而績の比較

間

1  大阪の耐火建築 は年 々 ζ れ丈けし か ｾ た ぬ

( 聞表〉

!  大阪防火地底内建築物階数別問

l  大阪中植部耐火建築物分布陣

!  大阪市 に於ける耐火建築の建坪比較銅

1  耐火構造 にｾｾ する諸外閣の法規と我図法規

の 比 ｾ ｜主

l  都市武装浸館主主種

・ 火 災 の 歴 史

l  東京の大震火災はどうして 消 えたか( 東京

大震火災鎗. 1 1 : : ) ) 事情調査園及説明〉

l  東京大震火災僕 11: り延焼方向闘

1 同 延僕時間待闘

i  宇け くそ で御江戸の撃 と申 ナな り〈東京 火

災史〉

1  木造都市は 火事を繰返す( 大阪火災史〉

1  大阪 は 西風が多〈商 南 西風 が ｾ ぃ 〈大阪 の

風向風速悶〉

l  大阪市へ東京震火災後火地貼移嶋岡

l 同 巴恩; 爆強投下地貼移縛闘

1  同 倫敦爆弾投下地鮎移縛闘

l  大阪市の後火分布岡〈昭和 8 年度〕

l  大阪市の消防機関配置問

l  大阪 11年間火災損害問

l  会関都市火災表〈昭和 7 年度)

l  木経都市i同官官はたった 3 時 間 で 会 滅 し た (

的 ｦｲｩｦ の 大火阿及同事 ｾｾＳ 枚〉

I  i吐界大火災比較肘l

・武装都市建殺案

!  大阪都市防主主的改造案

!  大阪中心よりの遊畿密度前l

l  内外航空港問IU 憲民( 篤J ! i ; 7 枚間 4 枚)

1  航空港計金案闘

1  熱皮表による建築材料の燃焼科度( 貨物を

添ふ〉

1  不燃質小住宅の新工法摸型(10種〉

l 同 軍事反及岡商( 10枚〉

1  土 砂 コ ' /tt ロート に到する投下爆郊の侵1f/(

tJ 表

l  戎る防ｾ建築〈倒Ｉ

!  大阪妓建築模型及最近 の築城〈パノ ラマ 7

1  都市中心地理想案

l  珂想的防象者宮市〈パノラマ〉

1  大阪シピックセンター懸賞蛍還問案

1  都市主主袋ポスタ ー( 10枚〉

l  欧洲大戦中滞欧せし名士の感想

外主主種 以 上 ( 加 藤飽〉

演 習 部

首都挽 ｾＱＮ 事演は

1  防主主演習参加 に闘す る事項

2  重要建築物に於け る僑袋 、遮蔽、避車産、 t貧

習に闘する事項、

3  燈火傍制j に闘す る事項

4  其の 他 防［ｾ主演習に閲 す る事 項

委員舎 の防主主演習会加方法に就 き軍部 より 0 回

答に

.)  4 5  V ll 



部より軍富良¢・食奥を受け各奇十てっき tA装遮蔽を

研究するとと L せり 、 以上〈内藤記〉

取t 掌

:1111市 武装特1"[. に闘す る事項記録に 闘する 事 項

都 市武装を特車iFし各方耐 の名士 に御願びしてそ

の識見或 は研究せ らるるととろ を掲載して以って

都市武装の必須伏〈べか らざる所以を高唱す

更 に防笠宮立習 に参加 の 目的に肉 って行 はれ る各

柿事業の終遜貨統 を正確詳細 に記録に残 し後日各

約の編 輯及調査資 料に充1i ¥' ・す

' &郊 の分携事項は

( 1 )  ｾｈ 差 出納に闘する 事 項

( 2 )  決算編成に闘する 事項

7 月 5 日財務郊 の1 ' t 行激算決定 をfすって部舎を

閃 〈数 定 に し て現 在の蕗、特 に御報告申し上ぐ

べきも 乃な く決算編成は 都市武装委 員舎 の活 動

の終結後御報告の濠定、〈松井記〉

記 録 部

曾 計 部

菜地区又 は某建築物傍接遮蔽等の直接指導援助

にイモナ

の事項あ りた るに五 り、委員宿員 の I-.m: 築 物 の

俗事M 駄に I仰する研究 をな す ζ とと せ り、

6 月20 日部の11)令合をな しその際中津純務部 I

長 より 京郊と の交渉絞illll 亡付設明あり たり

常 日委員の一郎は飛行機より の知識を得るた め

近日飛行機 に梁 るの打 合せ をなす.

6  J' J  ＲＱ 日付 を 以 て第 Ｑ Ｖ 向 ｬｩ ｲｾ ＮｩＱ 留守参謀宛航初参

加に闘する制部協議 に 闘し て はＧ， ｾｬｲ 部 委員伊東↑ 百

消京 t信ずる EZi 泊知l す、

6 月23日大阪コ厳 に於 :T る? 戸製尚子1及EZi波法

制t見限設部委員及他部委員 18名出席、

6 月27日第 211l1l¥11委 員舎 に於で積脅に於ける

鯵火作 ｩｾｩｊ につきでは京都市 Ｑ ｉ 戸に於ては各 々 Ｕ ヶ

所 、大 阪は 10ケlfr を撰び て認 民 の撮 影 その 他の

調査 瓶妻美をな すとととし以上 に闘し委員宿員す ;

Ｗ 月 Ｓ 日 ｕ ｾ 3 四部委員令 開催 、竹腹部長、中

ｉ 科 目白著者可 ｾｓ 長 。 交 沙 によ り ， ｱｬ ｾ ｾ ｩￇ に 於て最近撮影 せ

ら れし大 阪 市 上ｾ ｾ約 Ｒ ｾｏ ｏ メ ートノ ｌ よ りの 役中窃

市 対)開 lこ貸奥されとれを中心 に委員一

同窓見 を交換し更に細都の建築物に つきて は軍

一 国 案 審 査 概 評

金帽を通じて標 語 が非常に拙劣 の感あ り、中には 諸 問を な さねも の も あっ ｦ こ且文字 の主 ｾｊ

が悪いのが多かつ1: 。色彩に就いても概して陰鞍な感じのものが多〈黒と 赤・に限 られて ゐ

fこ様fご。叉意匠に鑓化が乏し〈一般に消観的 の ものが多かつに。今Ib し積駆的で軟かみの

ある 朗 なものがあっ て欲 しかっ 1: 。

1  等 無難の作と思ふ. 十字にち lかれにる赤線が相営の効果を牧めて罵 る様に思はれ

る。只日本建築協舎の文字が今少し犬きく明瞭であって欲しかっ1: 。

2  等 平凡であるが無難の作、飛行機に今一唐の工夫があって欲しいと思はれる 。一

般に活祭に乏しい憾みがある 。

3  等 科i積極的であ るが飛行機の取扱ひが如何にも玩具然として面白〈ない、文字が

悪い標語は ( ガツチリ築ケ防火防空) 位に止め今少し大きくすれば効果的であったらう 。

タスポる関 す都 市 武 装 に

( 五: 十普順〉

郎

賞

郎

巳

一
二

五

克

山

川

回

正

野

字

烏

問

弁

員

葛

古

霜

武

鍋

幸子審

日 本 建 築 協 舎 前j令 長

話lt 戸 ?''.;j 等 工 業 撃 校 長

京都高等工芸事態 校 教 授

与4 慨

洋

士

家郵

工

VI I  1.4 6  



外 視

〈男子部病棟〉

， ::0-. J  

ーームーゐ一一. ._ .  - . . ← ， ム

一 一 一 ・ 円 い 引， ・・-. ' ｾ Ｉけ

-一 一 ー- 一一 一 . ー '  

一一
男 子 部 病 練 第 1階平面園

男子部病 棟 第 2 階平面圏

男 子 部 病 棟 第 3 階卒函圃

( フランス) . : . オ ル の 病 院 乗 療 養 所

フランスに於け る結核病を摸絶する 目的で

閑家委員の熱心な支持の下に. ドウ・セー

ヴル腕立の気持の よい病院粂療養所が創立

され. 夫々 に特色 をもっ 31問の主 なる機闘

から成立っ てゐる。 @l も

( 1 ) 施療所

一般外来患者の診察を行ふ。

( 2) 病院虫食療養所

患者に粟物療法叉は最新の外科的手

術を行つ? こり乃至は轄地療法を行は

しめる。

( 3) 前記の ( 1) ( 2) を綜合しにものo

男女を区別牧容する 2 病棟がめっ て夫 k に

は 52 病床が設備されてゐる 、何れも 3 階

建で

第 1 階に 3 人! 牧容の病室

第 2 階に 2 人f ' 1A' 1 

があって. 何れも 各病床は硝子のスクリー

ンで‘ 仕切られてゐる、第 3 階に重症患者の

ために 1 人床の病室がある 。

病気には枇合的な階級は存在 しないの fごか

ら、 凡て の患者は病気に劃 して等 しい手嘗

を要求 してよいとい ふ見解から . 此庭では

月住者は皆師の選揮が自由であり、病室の希

望 も随意 になってゐる 。そ れと同様に所属

の皆仰に劃しては患者 の診察、各種試験及

びその鹿置を開放 してゐる。

( L'  Archi tecte 誌より 中西六郎 〉

建築家アンドレ・ラポ 1 ) - 147 VI I  



正 面 図

ア ラ y スの オ ー ト ・ サ ヴ オ ア l際、の 普 j iTJ に ラ ・タ レ リヱ- J I - と い

ほれて ゐる地方 の グ エプ リア :y ( 海抜 14 0:) 米 〉に 療養 所 が 竣

成 して か ら、そ の附 !習の小 関野堂 がF付加 され たのである o ｾ反 発

ETr (I! IJの希 望 で は渡廊下で本館 と直 接に連絡さ せ る税 りであっ た

の が、建築家の意見で! J U r:の 如 ( j) IJ @Jのもの にな っ たら しい。

此蹴拝堂の計 舟 IH 勾合IJ的な もので大開 な取 扱 ひ を して ゐ るが、

数 合 か らの建築 係 長 で あつに ロッテ師さ へ も稲扮 して ゐ る伎 で

ある 。 こ の 間 拘 ｾＱｳ Ｑ Ｚ の内部壁 岱 は ロ ッテ師がＱＧｦ像祭の 立場か ら 、

自身 の素 晴 らし い課 ｭ を 説 明 しで Ｑｊｾ 家 のア ｹ ヂ ユル ・ ザルラガ

氏 に萎 腐 して I_H来 上 った ものである o j l l }.拝堂 の2] 工商計 鐙 も亦ロ

ッテ而li の要 求 によリ[ f l I i 診に なっ てゐて 、 JF.而 に Iよ階段の あ る玄

関 が主り 、利 保 め な内 P[.l が それに相生j してゐ る。充分な 光 線 を

採るため i 宇[1似1; の様 なも のが附加 されて ゐ る。 松 野全 日二 つ の

刻 字iii 軌 を持っ て ゐて最 長 の ものが 内PFの祭 J-ft へ の波紋に一致 し

て ゐる 。 ID[A井 のi立筏 {: 地 上 而 で 11 111. 60 その向 さ1-: 内法 で

9 m となっ て ゐる 。

( L'  A l" chit ecte 誌よ P 中西六良[¥)

"  

平 面 圏

VI I  148 ( フラシス) 夕、エブリアンの療養所の謹拝堂

内 部

縦 断 面 圃

建築家 ポル・77' 弓ハム及アンリ・ JL. ・メーム



Ｎ ＮＮ Ｎ ｾ ，＠
F  ドー

-_ ｾＮＮｾ＠

第 1 階平面圃

ＨスｾＭｦンＩマ ｆ リヴ ｆ 飛行倶楽部

外 観

( L'  Archit ect e  誌 よ !J '1' 西 六良11)

.2階平面画

縫築家エレ・ゲチエレッヴ・ソト 149  VI I  



全 景

プー JL . 側姿圃

' ull 150 ｴ スｾＭｴン Ｉ マドリサドの屋外水泳場 鍵築家エレ・ゲチエレッヴ・ソト



第 11剖は: ー

ア メリ カ合衆図 コロ y ピ ヤ 州

ワ シ y トy 市 に 於 け る園 舎議 事

堂 及び そ の 泉 水 の 照 明は ウエス

チ y グハ ウ ス枇の設 計 に なり、

その使用' i " ' u: 力 及 そ の 装 置 に 於て

も 世 界 最 大の ー っ と A merican

City 誌 は 自 讃 し て ゐ ま す。

( The  Arueri can City 誌を:ょ

り 内藤克一〉

第 2 圃

1& 3 圃

第 1圃 ( 7 メ リ 力 ) 合 衆 国 誠 事 堂 の 戸 外 照 明

第2・3圃 ( 7 メリカ) 新しき戸外照明としτ のナトリウム・ラムブ

第 1 圃

1933 年 J.it アメリ カ に 於け る 自 動車

事 故 に 依 る死 者 30.500 人。 マ サ チ

ユ ーセ ツj'H リピーア ( 海 水 浴 地 ) の

プ ロー ドウェイと ロ ビー ア 総 公 聞 道

路 との交叉1111i は照 的 不明1 i のため 、 か

ね て危 険場 所 と さ れて ゐた もの で あ

るが 、最 近 ゼ ネ ラル ・エ レク トリッ

ク ・コ Y パ = ー の研 究室 にて透 明 さ

れた1 O.OJ O ル ーメ y 交 流 ナ トリユ ー

ム・ ラ: - - 7 ' を照明] 用 に使 j 目される こ

とにな っ た。

ナ トリユーム・ ランプとは 管Ｇ［凪 ｾ ｽｉ ｬ

され る ネオ y ・テ y プに似 てゐ て 、ガ

ス放 射 ラ : - -7' で あ る。 ナトリ ユーム

を 気 化 させ る た め に 200
0

C の高 温

度 が 必 要で あ り、 とのた め熱 を 先づ

小 廷 のネ オ y ・ガ スを 利 用 し て後 生

し且っ それ を失 は な い 装 置 、 2えζ の

高温に耐へｾ ｾ Ｎる ガラス管が新し く 研

究されたも の で あ る。 ラ : - - 7・は 直 径

3 吋 、長さ 16 IIf の ガ ラ ス 行 で この

中 12 II f だ け が 後Y亡する 、 更 にこ れ

を 完 全 に 反 射せ しめるた めに 酸 化 に

耐 へ る絞 蕗 砲 さ れ た ア ル ミ = ユーム

の反 射 総 が 取 付 け られたもの で あ る

高さ 20 尺 の 支柱 に ζ れ を 取付 け 支

柱 は 約 250 xnn陥 に 立て ら れた 。

ｾＲ 聞 は交叉 ｬＡ｜， Ｇ ｪ の ￟ｴｉｈｊ 、 第 Ｒ 脳 ｬ は夜

間を 示 したもの。

阪草申国道の桜 に弱 い 光 り が チ カ チ カ

す る の で な く又 強 くぎらぎら す る の

で もなく 諮 路 は 見 易 くと れ と 云」、 自

の 疲 努 を 従 え な い と 紹 介 し て あ りま

すp 道 路 照 明ば か り で な 〈航 怨 港 公

樹 、競 技 場 の :従IHJ 照 明 に も 絡 来 は 利

則さ れるこ と込恩はれ ます。

( The  A meri can Cily誌 内藤必ー〉
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東 側 外 観

児輩の 7こめの寄宿合の新しい試みで建築家

は米閣に於て多〈 の仕事 をしてゐる新建築

家である。

外部はセメン ト塗 、25華はスレ ート、 外壁

は中昼で厚さ 11 吋. 南側の 2 階を支へて

ゐる鍛佐は僅かに直筒 4 吋である。

( へcchi t eじtural Rcvi ew 誌 よ り 本 多 正道 〉

1. 2 階卒面圃

VI I  152  ( イ ギ リ ス ) ダ ー テ ン ト シ の 新 寄 宿 舎

南 側 外 観

ｾ＠ - 一一一」t ｉ ｾ ｴ＠ 1  

建築家ハウ及レスケーズ



2 階 廊 下

( イ ギ リ ス 〉 ダ ー テ ン ト ン の 新 寄 宿 舎

食堂からロシヂを望む

建築家ハウ及レスケーズ

娘 室

153 VJ I  



外

吊上式の尾根を用ひ? 二組立自在の絡納1 l : j 1 のが[ 却で・ある 。

今 H 一般に用ひられて居るプレイム構造の代りに 、断 I(J i固に示

す虫f I < サス ペンシヨ ン ・システムを肱用しにものである。

大 5 は内法で長 さ 1，000 吹、rl] 500 択、高さ中央部で 22:1択、

長壁面の所で 175 択で 、断面の直筏 150 択の飛行船が同時に 2

事納まる様に設計されて居る。

風献に謝しては同型の絡納庫のモデルを作り風洞試 験に依って

得られ? こデ ータに従ってそのディストリビュ ー シヨンを決定し

たと 言ふ。( ダイヤグラム 参 )1の

構迭の安全から 言 つでも、工費の経済から言つ でも . 従来の格

納庫より大に 優 るものfごと 言はれる。

耐久性に就いては、構造、材料共同告最近のサスペンシヨン・

ブ リツヂに劃比す べ きも ので、 大 儒 100 ｾ下位は大丈夫＿ごと保

請 されて居 る。

( Archi tectnral  Record 誌 よ り がf名利} 夫〉

三)

マ' Y PI CA. L INT C. R M[ _ Ol AT L  ｾ｛｟ ｃｔｉｏ ｎ＠

VI I  154( ア メ リ カ 〉 新 型 の 格 納 庫

叡

u ，区F!f???F:???円官叩可1引1E1

ｾ￭ 乃早

己「吻 ｩ ｾ 、

以「吋E4

u 何吋』

.... IN U  ＢＮ‘柄 υ Ｇ ‘ ｾ 01.. .611. . . . . .  

瓜震のゲイヤゲラム

ｾ＠ [Xli<J 

l I r. l 丘比主且

I  

ｾ ｟ ＴｊＹ Ｎ ・ー ‘・・，

ロ! l i l l . . . . I ! ! 且品単U出品

砧必国l 2! I

代 表 部断面 圃

E主計家 ロビンソン及シユタインマシ



自動車を乗入れて乗車の

健見られる様に設計され

? こニュージャーシ戸の釘'

外映番劇場である。

卒商闘の主n< . スクリンに

向って 自動車を配列オる

様に設計せられ. 後部の

自動車が前の自動車に硯

野営妨げられない様にス

クリンの方八適度の傾斜

が取られである。

スクリンに接近して 60

0 の椅子席が設りられ自

動車をスクリンの背後の

駐車場に置いて、杓子m;

で見物することも ｾｉＧ ，Ｊる

様;になって居る 。

くArchi t ectural Record 

誌より 新名種夫〉

司

、e

ＮＮｾＮ ・ ・ Ｑ ・・ＮＮ山Ｂー ・・、Ｎ ‘・ ・ ・ＮＮＮ
・・.. ... ‘・ー.‘ ・. h... .  
ｾ Ｍ圃 ・・・ｾＮ ｾＮ＠ ...ーー・

( アメリ力) 自動車上から見られる野外映書劇場

スクりンの正面

卒 面 圏

建築家 R. M. ホリンゲスヘヴド( 弟) 155 VI I  



外 観

ハンガリ ーのマ トラ山脈の頂上 1，000 米の高所にあり 、恐ら

〈こ の間の建築物中最高所に位するものであらう。

山の宿として設備の完備しにる貼色、共土地に産する各種の

材料を極めて有効に利用したる黙に於て、興味ある建築であ

る。

近〈の山から切り出される非常に美しい安山岩で 、卒に割れ

易〈 、 表面ｾ細工する ことも 腐 〈ことも不必 要なものがある

が 、外壁仕上にそれが用ひられて居る。

安策調整設備には若葉集の熱営利用して居るが、燃料には石炭

や瓦斯や重油等を使用しないで 、ホテルの間近〈茂って居る

Nmの木を利用して居る。

か くの如 〈にして山間僻地に 孤 立 して居るホテルではあるが

何等の不便も不経済をも感じでは居な いと 言ふ。

( Ar chit ectul' al  F Ol' ull1 誌 よ り 新名紐央〉

サ ロ ン

VJ I  156 (ハン力. リー) Kekes ホ テ ル

人 口:w廷外翻

Ladi slaus Czonka 

建築家

Ladi sl aus Mi skol czy 



〆『、

( ハンガリー 〉 ナショナル・スイミング・ホール

外 観

St. Margaret ' s 島にあれ種々なる用途に

使用される様に計聾されて居る。

左右サンポ ーチのある部分は他の部分の垂

直調に劃 して水卒の線を表はして調和の妙

を得て居るが . 正面及背面は一種モニユメ

ンタ) 1 - に取倣はれて居る。これはーは前面

ダ ニ ュ ー フＧＱＧ ｉｉｊ の ｾ ｉ ｴ 大に劃して建物を針躍さ

せる潟、ーは北東の強風に封して充分抵抗

し得んが矯であり、更に、周聞の公閣の美

翻を破壊しない様に能ふ限り外観をｾＡｩｩ純 化

せんとしに矯でもあり、又そのフアサード

ヵ; 全館として主要出入口誼に玄闘を形造っ

て居る震でもある。

外部仕上の 2 度焼の友褐色の煉瓦の色が森

の維の背景とよき調和を保って居る。

この建物の中心を? なすものは張間 30 米の

アーチから組立てられに水泳場で‘ あ れ こ

こには中央部に大プ ール と そ の 周 闘 に 3，0

00 人を収容し得る観賢席とがある。

燦房換策共衣服を? 着け ? こ観賞者にも裸睡

で運動しつつある者に も遁嘗なる様に設備

されて居る。

( Archi tectural  FOrul U 誌より 新名紐夫〉

ブール内部

建築家 Al f red Haj 60s 157 V I I  



各 事 務 所 に は 郵 便 局、銀 行、食堂及缶1) 商人 1':- 劉

する貸事務室等 が設けられである。事務所の

建 築は鍬筋コン夕日 ート 詰li;，5l イノιE屋、床は 会

部ゴム敷 で ある 。

( Archit ectural  Forul l J 誌より すf名稀夫〉

金 景

事務所外観

市 場 内 部

VI I  158 ( ハンガリー) 7 ' タ ベ ス ト の 中 央 市 場

ダ = ユ ープ河畔 に 新 設 せ ら れ た 果物と 野 菜 と

の 中央 市 場で あ る。

農場や果樹園と市場とを迅速に聯絡する様に

ト ラックのｾに長 さ Ｒ Ｓ Ｉ 米 の プ ラ ッ ト ア オ ー

ム を有 L 、200 械 の貨本 の軍基潰 し得る停車場

と、 ダ z ュ ープ河町57]t 還 を別用する 翁 の派 結

後 着 場 の設 備 を持 っ て 庶る 。

市 場 は張 問42米 の大ホ ール内 l亡設 け ら れ必 要

な腐 さl亡仕 切 られで 居る。ホ ールの雨{ Ul Jは会

部硝子窓になっ て居て、充分に日光と主主気と

を供給して 居る。

地下室は トラックやZ11f 事 の 置 場 になっ て居り

階 段、エ レペ - ，5l 一、 ス ロー 7 ・等に依っ て混

雑な く上部主 交遁し得る様になって居る持

建量産家 Al acai  von Muenni ch 



翻ク十

絞習士事内宮官

- 11 1出:i 時

官 一

"''' T"1 

1  1  I  

.. l i ゐ

との母 校 の主 要部分は乗馬練習場と

滋 とで ある 。

乗馬練習場の ア レイ ムの構 法 が渡っ

て 居 る。 聞に見 る如き 鍬筋 コ y ク ワ

ート 構 造 で あ るが、天 井市 中央 部 で

約 70 吠 、屋 根 は銭網 コ './ 1' リー ト

天 井ーはプ ラ スF ー仕 上。

日光 は上官官クレ ヤ ス トーりー から取

られ充分 採光の 目的を 主主 してゐ る

( Archi t ectural  F orum 誌 よ り

事rr 名智i夫〉

園

Franz Paul hei nC弟) 159 V I I  

面平

建築家j T AT T E RS AL L J の 乗 馬 車 校( ハンガリー)



l 階

l 配 官Z 室

2 倉 庫

3 泊、 防 所

4  3.等 待 合 室

5 鐙 務 皇 室

6  旅券事務所

7 鐙 局

B 主 要 油 路

9  移民事務所

10 リ フ ト

11 切符賀揚及荷扱所

12 税 胸

13 ｾ＠ 宙産 主主

2 階

1  7. ラッ トフ オー ム

2 見 送 入 室

3 &4  税 胸 事 務 所 及 カウ ' . /! i l -

5 港 濁 委 員

6  自動車置場

7 斜 道

8  検 査官事務 室

9 ポーター
10及 11 1. 2等検査所

12  fl 丹客待合笠

13 事 務 室

14  列車貨物取扱所

15 内 陸

16 税 関 へ の通 路

17及 18 トア リ ス ト・ ピユ ー ロ ー

19 際 幹 部 卒:

20 金事政への沼 路

21 1徐 容 税関

22- 24 事 務 室

( Moderne  Bauf or men 誌よ り

本多 IE泊〕

外 観

¥ー
r - - .. . . . . . . . . . . 一、. . . . . 士士て. . _- ..... . . . . . . 二三1・------ -- 二一:

寸

」

一
忠

岡V

判岨 ［ｌ ヨ ｾ 。 ヒ ｝ 一 三よ 士三 ヨ
Ｍ ・ ・ Ｐ π ＢＱｾ

.  ・・
一 .  .  

， 
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人 口ホール及関税への通路

( イタリー〉 ゼ ノ ア 港 の 新 桟 橋

外 観

建物の長 さ180 米で. 1 階海側は事務室と

3 等船客用諸室 . 陸側は将来臨港銭道の出

蛮黙 となる。2階は 1. 2 等舶客用室 と1，700卒

方米 の自動車置場があ る。而して此の建築

は建築家の千 になつにも のでな 〈、所謂 ヱ

ンジニ { アによ って設計 され ?こ ものである

事は注目 に値する。

( Moderne  Banfor men 誌 よ り 本 多 正道 )

建築家ルイジ・ピエフテイ 161 VI I  



ハンプ J!.- ゲ交官外のガソリシスタンド

( Model' ne  B :l uf ormen 誌よリ 本多正道〉

クーシユーレのガソリンスタンド

V I I  162( ドイツ) 三 つ の ガ ソ り シ ス タ ン ド
建築家 カール・シユナイゲー



敷地の成大な ? こめに卒家建である。居間は

東向で 60 卒方米あり、そ の隣に食堂とロ

ンヂがある。寝室は床を少し高〈してその

下に蓮時手の部屋? とつである。主慢は中

空髄石{ t >用 ひ、屋糠? ごり極 〈低い木の トラ

スを?車E んでめる。

( Moder ne Raufor men 誌よ り 本多正道〉

ｊ ｾ 旺 ｾ回船田区 ｼ
' 1-必‘

(  ｾィＮＧＩ ) ロ ー ハ ウ ゼ ン の 夏 の 家

南 側 外 観

主 要 玄 関

平面圃及断面 画

(IIl oderne l:l auformen 誌よ P 本 多 l主主主〉

築建家 ワ) ) . . . ター・フ) ) . . . トマン 1 6 3  ｖｉｾ＠



二人

( B はu mei5ter 誌よ り 桐本楠旅〉

司司

伊丹
. “ -，・

じrurul ri戸(les E rdges山 S $ C$

1 階平面圃

VI I  t 64Cドイツ ) 建 築 家 の 吾 が 家
建築家 Hauschi l dt



食堂より居間を望む

( ドイツ ) 氏 の 田 園 住 宅x  

外 叡

/  

二島

① 

g:九

山田

=

c

i

r

-
-

， 

・・.‘ . .. .(.‘

卒 面 国

( B :l u mei，ter 言志より 桐本楠雄〉
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外 翻

居 間

( Baumei ster 誌 よ り 柄本楠雅〉
卒 面 圏

1

1
0
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南 側 外 観
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「 南 海 道 沖 大 地 震 の 謎 」 及 「 北

西 大 阪 地 塊 の 慢 性 的 運 動J ( 要約)

ま ｬｾ 皐博士 今 村 明
』恒

害問に於てはその主要地震幣の主ｾｾＩ ｾ が何れも海中を通り 、 その支幹が網の目の主 ｮ (， 交叉

してゐる結果、地民政 )，11と云ふ最 もMi 要なる問題が他の題目 研究 に比しその調夜研究に| 緊

しＮ経桝的に且 Ｎ ｾＱＺ 術的に 、 多大の不ｻ更を感す Ｇる結果、最近まで取り残され ＱＺ 傾向にあっ＿こ

のである。然るに最近精平FJ 水準i J ! l J;fii :の膝用によって、吾 k の経験する普通地誌は何れも急:

性の地塊運動によって起ること力引l られ 、E その急; 性地塊運動の世IWが今村博士によって

設明きれ 、吾闘に於ける大地民預! 知に 一大光明が黙ぜら れにのである D

過去数百年間地長所勤の術環を示し、 その度々に設内 に莫大 なる損害を興へ1: 南海道沖

地震帯が、最早ぞの所動を繰り返へきないと何人が言へやう 、安政元年の南海道沖大地震

を経験してよりすでに 80年の今日所詐i北西大阪地沌の漫 '1生的運動力: 近時幸子し〈進行しつつ

ある事賓が今村1専士によって明かにされ「北西大阪地塊の迫性的運動」或は「南海道沖大

地震の謎 J 等の題目 によってしばしば再々 に符告を穫して居られる 、今その内容を極〈簡

単に書いて見ゃう a

先づ地塊運動とは何んであるか 、手手 k 地球表皮に相営する地殻は厚さ平均 40- 50 粁で

あって 、 それが外移; の上に浮んでゐると 考へら れるが、 ぞれが大陸塊や深海床部にI夜分さ

れ、 陪塊は叉・裂鮮によって無数の断商、即 ち地塊に分裂してゐるのである。この地塊が何

等かの理由によって傾斜或は降起. 或は沈下をなすと之が地塊運動である r

今或る地方に地震が起つにとして、そ の地方の水準網の再iJl IJ の結果を地震以前の結果と

比較研究して 見ると 、各地:f:_Aが各 k 佃 k の運動をなしに事が知られるのである。而もその

後の定期的水準測量によって、こ の士也君主時に起つ仁会: 性の地塊運動と同型のものが. 徐々

に即 ち漫性的に同じ或は反射の方向に地主主後にも進行しつつある事が明かにされ. 向且こ

の同型の而も相営幸子しい漫性的地塊運動力: . 地長前にも起りつ つあっ? こ事が、数度の地震

に主 って詩明せられてゐる事は主主闘に値する事であらう 。

さて 、問題の大平洋側大地民について見るに 、是等大地長 と2. に接近した宇島地塊の傾

斜蓮動との聞には ‘ 特種な闘f系の存在する事が認められるのである 。即ち 、房線、三浦の
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雨4三島. 紀伊牛島、 室戸牛島等. 其の地質構造が相似し、各 k ぞの沖合に大地震が起つに

時は何れの場合も南上りの色、性的傾動力: 起るのである。賓例を見ても 、安政地震に際して

の紀伊 、宮戸雨傘島の南方の隆起、大正の聞東大地震の品約束地地の急性的傾動が是を詩明

してゐる。斯様な傾動の原因が所謂起震カと呼ばれるもので、この 「ス トレ ス」が次第に

繋積されて之が地塊の弾性的歪みの限度を越えると破壊を悲起する事になる。之によって

急性的傾動を示すものであるが. 之等の牛島地塊も卒時に於ては漫性的な f頃動をなしつつ

あるのである。之は急性的なものと 同型では あるが、方向反封、即ち南下りのものであっ

て年平均凡そ 1，000 荷分の 1程度の傾斜である。之を前記地震時の念性的傾動の凡 そ 1(l i偽・

分の 1程度の傾斜に比較して見て、 この漫性運動力; 若し同じ調子 にて 100 年問機組しt: と

すれば、其の積算 しに値が正に急: 性的傾動 と同じ位取の大き さになるのである。吾が南海

迫ー方面に於て歴史的に見て 、E 卒16年 、明感 7 年. 度長 9 年、賃永 4 年、安政元年 、 と約

100- 150年の間隔に大地震が繰り返へきれ 、E その間隔の永ければ長いTごりその地震力の

大なる事も偶然の結果t: とは言ひ得ない事賞である。この漫性的傾動を紀伊牛島について

言へば、水準測量 t 串本に於ける検潮儀詑鍛 とを綜合観察 するに、 最近30年間 に正南方へ

約 Ｑ Ｕ 椀ぐ室戸 ｉｬｩｩｪｊ は南東方へ 約 ＲＰｾ 四〕の沈 下をなしに 事がまま擁立てられてゐ る 。 この宇 鳥南

部の南下りの漫性的傾動は . もっと大観して見ると其の北方への延長部がある。即も北方

嬬沖 地問より大阪、 岸和田 、，和歌山、問主笠を経て串本に至る綜路の水準密化を検査して見

るし池田町、信蓮村、 区l走塁町の溢を不動の軸として 、池田 一一信主主間即ち大阪湾沿錦部

は需れ下札紀三井寺走塁 ｾｲｬｾ 心に膨らみ、国溢ＮＱ［ＱＮ、南は叉次第に沈下して地波と僻する波 Ａｖｾ

形の地殻費動をなしつつあるのである。この地殻の費形がその地殻の構成分子 f: る{閑 の々

地塊lこ如何に表はれて居 るかと見るに、 その地波の膨らみ に位する名草地塊( 紀三井寺村〕

は昭和 3 年に至る 30年間に 74耗程隆起しfこが、次の 4 年間に更に 26耗を加へTこのである D

この結果 、過去に於て極めて静穏であつにこ の地方が 、大正 9 年以来突然活動を始め 、年

々幾百同 とな〈局部的地震 を起しつつあるのである。 この現象は明かに地塊の傾動の増進

にwへる地震力蓄積の結果と見ら れるべしかつての関東地方に於げる地震活動力: . 非局

部性大地震 を以て共の絶頂に主主するに先t: も60年乃至 80- 90 年聞は前震活動の時期であ

って 、局部性の犬/J、地震が相次いで頻繁に起 L この時期を更に遡る百数十年間の静穏時

期に比較して、著しい特異性を表はしてゐ ｴＺ 事を想ふ時、今是等の地 塊蓮動ｾ只局部的小

地震 として看過し去る性質のものであ らうか、この時にあ? これ吾大阪市北西部をr片t J る

北西大阪地塊が、周囲地塊より潤立して一種の沈下を始めつつある事は正に注 目に慣する

ものである。この北西大阪地塊 t は東南境を市の中央部t: る堺筋、 日本橋iit 附近を縦貫 し

阿南は海岸線を以て限り、北端は略ぼ話JIJ 崎川 に沿へる正三角以の吾大阪市商工業の中心部

をl

l

i むる地塊である 。陸地iJ1lj量部の調不日こよれば、 この地塊は明治Hl 年以来昭和 6 年10月

までの質測結果を見ると 、前記市中央部の断層線を東南境として漸次沈下しつつあり 、市



も沈下は近時加速度的に進行して年平均4tMと云」、結くべき数字を示すに至つ fこのであ る。

今昭和 6 年10月より同 8 年 3 月に至る 1 年 5 ヶ月間の再度調交の結果を見る に、その最大

量は 8.95 和tl1に主主し市の中央部水準槙番競 230 の 1 呑 にては 7. 86 極 、237 呑にては 7.18 糎 、

何れも年平均 5 糎以上に達してゐる のであ る。 この大阪地塊の漫性沈下運動力: 南海道沖地

援の副現象 と断す・るならば、この沈下運動は蛍然、蛍分は同じ趨勢を辿る べ きであって 、

近畿南海に蓄積 しつつ ある起震カの解放か若し〈は自己の運動が急性に轄す・るかによりて

始めて終贈するであらう J 言ひかへれば、 このi尤下運動は紀伊牛島沖大地震か、 或は大阪

の局部的地起の準備行動 とも見られ、一歩譲ってこの地塊運動が撃に漫性に 終始すると し

ても 上 下の喰泣ひ年々 ＵｾＶ 細にも及ぶ断屠が、吾大大阪の中央を縦覧してゐる事賞は 、

地土地下を聞はす¥既存のものは 勿論 、将来築迭 さる べき営造物に封しでも山々しき大問

題でなければならない。

過去に於て地援活動の循環を見せた南海道沖地誌が、最近に 於て亦繰返すにろうか 、此

は勝術的にも重大且難解なる問題である。而しながら賓際問題として考へる時は共の彪法

は極めて簡輩である。吾 k は最悪の場合{ t ' { 限定して之に封して災害を未然に防止し、若 〈

は之を軒減する 手段を取 ることでなければならな い。地謀及びそ れに附随する 津波は、 自

然現象であり、入力の政て及ぶ所ではない。而しながら震災は地民が人の生命財産に及ぼ

す災害 とすれば、吾 ノーは寓全の会11識と努力とを以って之を菟れ得べきものである コ何時大

地長持ti良が主将てもや1J 等の災害が起らぬ犠用意して置かう では ないか。

今村岡士は大 1[ 15年11月に護表され1: i地誌に合つに時の心得」の中に次の様に言って

居られる。1 " 大地法 に蛍り最初の 1 分聞を凌ぎ得 fこら ば綾早危険を枕したと見倣し得られ

る。 蝕炭恐る るに. ! - t らす¥ 地割に吸込まれる こと は我固 にては絶割 に無い. 老幼男女線、て

プj のあらん限り災害防 lトーに力む べ きである。火災の防 lトー を真先にし. 人命救護を其のヨたと

すること是即ち人命財産の損失を最少 にする手段である J ( 要約桐本梢雅)
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都市計董の新方向 芝田園建築へ の回首

大 須 賀
-、

巌

今から 20年前この方の世界のtbみは 、大都市生活への方向へひたすら進められた口勿" 命

大占，nti 生活櫨讃のみがあっ1: 識ではない、同じ大都市生活ーへと zt みながらも、悲しそうな

聾 を ふ り た て 入 大 都 市 生 活の呪ふべきこと{ f - - 職業的に蹴れ廻はるも の 〉スツカリ考

へ込んでしまっ? こがイヤイヤながらもついて行ったも のもあ るにせよ 、大都市生活を中 心

とする腿風は世界中を 吹きまくったのである。恰度資本主義がその華やかなる行進を 100

年この方、悪口をい lまれながらも、別に大しに修正を自ら施すこともなしに、然かもそれ

あるが矯めに資本主義に基 〈欠陥の救済; を続の料と して生活しに人 々が多数あったが矯め

に、資本主義下の事業家等は己れのなkする ま〉 に利読をドシドシ挑み喰 して、そ の喰ひ散ら

しと汚物とを枇舎に地り出す一方 、サ モ迷惑そうな顔をしながらも( その資菩んピであら

う〉それを自己の事業としてーー或枇合事業 に閥心を有する 有力家がいふ仁、 「救はれる

ものは被救護者でな〈して、 救ひの事業の闘係者七」 とい ふ事hli も内在しつ〉、兎も角も

世の中はドウャ ラ牧まって、資本主義は華やかであつに。

然るにそれが 、例の岡際瞬間mt 退! 騒ぎ以来( 満洲閤建設の頃よりして ) 費本主義にも暗

い影がさ し. 資本主義の寄生生活者は一一これを攻撃するのをその11佐ーの職業として! 阪や

か で あ っ た 部 分 の 者 ふ 宿主の悼の衰弱は亦寄生虫自身 の委託微 となる如〈に白から勢ひを

喪ふ て しま ふ?こ。 一方大都市主義は農村主義の大撃 に盤せら れて、 何事も農本主義の名糾

{f ll 昌ふ るにあらさ' れば成併に疑ひめ る、現日本の前士舎H犬態{ f 見出し1:。

曾てテームス何上幽濯な森の中に 、赤い家から生れ? こ整術的な思想、は、肱大陸の地に育

まれて、セセッシヨン式となりアールヌーボ ー式となり、ウィ ーンのウ エルク シャツ テに

ホフマン教授とコロ ・モーサーァ教授の協力の花が吹き 、ワイマー ルにグロピウス 氏のパウ

ハウス の「生集める 、現質的な、質現的な 、塾術」 といはれる のであるが 、この聞に於げ

る建築の歩みはセセッシヨ ン運動によ って導かれるにせよ、インターナ ショナルズムであ

るにせよ、叉タクト氏によって¥-臥洲の新建築は日本の古い、明朗簡潔な建築から様山教

へられる」も のであり「米間や駄iJ 十| の無節操な模倣は東京の将来を暗黒にする」と 訪1¥へら

る〉も のであ るにせよ、 事貨は一一一 日本 の建築 も亦世界の建築 L 資 本主義の大都市主義

の大行進をつ V けて居つにことは明白である 。資本主義が大都市主義がそうであつに如 I <  
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に、建築も亦それへ の修正もｾＡ兄 ｬ 且もあった 。そのーっ として、 位宅改良 とか簡易住宅とか

いふ運動も ｾＹＱｊ かそうであり、 ｉｊ 、住宅の建築の懸賞募集といふ運動は多分にそうしに意義を

含んで居つ1: 。冗費で遊製して来? こ人 k の英圏直輸入のアロットメント、調滋直輸入のク

ライン ・ガ ルテンは農耕地を主として唱へられ叉試みられ? こところのものであるが . 直 輸

入? ごげにその小屋が、彼の地の形式その j1，t でなげればその心地がせない駄に於いて、少〈

とも日本としてはがf建築であるに相違ない。

こうし1: 資本主義 と大都市主義との所産 として、 修 正 とも改良とも或は叉1i1H1t ¥とも見ら

れ得るものも供ふて、建築の赴〈とこ ろの ものは、 f品々大河の奔流の女n< 大都市主義的新

興建築の大波小波は捲き立て持き 立て 、大都合尖端ジ ャズ文芸俣の産主と して. モ ダン東京

国舞曲ｾ生み、千一夜大阪狂想曲ｾ生み、メロデイー銀座を生み、幻想曲千日前を生んだ。

蹴洲大戦前後に約15年宛の計30年の新興建築の建設は、現代人生活の「線、ての領域を把

握しなければならない」も のであつにことは事賞であつに 。然るにオーストラリヤとパイ

ヱルンの園境町フ・ラウレナウに生れ、吾 k の中高島生修業の時代を副業 lこノj 、諸家として働か

なかつにならば 、本業の建築助手では飯を l食ひかね? こヒットラアが猫逸政権を支配するに

及んで、パウマイステルは閉鎖を命せ' ら れ1: 。ウイン のウエク レテツ テは「仕事がな〈な

っても 立行かない J ｾ革命に直商してしまつに。位界的ＩＨ建築家が日本八遁 ｩｬｬ して生活の安

定を寛むるといふ新聞記事すらもが書; かれに。が日本とても 、五一五事件以、来の急: テンポ

の非常時風景は兎も角として、大都市主義に劃する農村主義の強調高 11日は、従来の大都市

主義建築の華・やか さを その催 に維持す ること は困難となっ? こ 。建築家の群が新興満洲の郊

野にその限を放つにことは勿論であっ 1: 、。干しf! f都都市計聾、諸官術建築の大々的嚇し立

てのあ るにも拘 らす¥ 賓際内地建築家に員而日に輿へられ? こる謀題は 、注文は、自衛的拶

住民の農耕地部落のプランで- あった D

日民主? 時じて見る。米閣の而して世界的でゐつに農産物不況による一般経済の不景気打開

の焦慮は、その聞大統聞の選挙にも叉大統領の施政方針にも大なる影響を輿へ ii. い識には

行かぬ o ル ーズヴエルト氏はいふ「者Imili 十霊を奨Vi{l J せよといふ運動は、現に 10年もし〈は

20年前から各所で行はれてゐ? こが、閤民は前途に何の考へもない無定見極まる都市計蓋と

いふものは 、恐ろし〈無駄なことを悟るに至ったー! とoi i i なる土木・建築・圏整技術の寄: : + :

*111工式な都市計葺は 、慢性の疾煙者に モ ヒの注射を潟す以上に或は鎮痛削を飲ま せる以上

にあり得ない。道路が先＿ム建 築線が急Ｚ務 ｲｾ 、否公闘が生命 線 「ごと ザふ ところのも のは 、

正に小供の兄弟l喧嘩以上で‘ もあり得ぬ。道路に往来の人がオヴアする、一地に住民が過群
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の密居するに封 L て「何によってかJ e いふ考察を欠いでは、者lli l'i計聾は単なる計書であ

って都市生活の規準?こる べき ものであり得なし 、。都市計聾とは大都市計聾也 とし 、ふ15年乃

至20年前頃の考は( 私が丸亀市長営時その小都市に都市計釜石? 施行せゃうと して、大部分

の人の反封をうりに。それより 5 - 6 年前に幅岡市助役嘗時は製校合を鋭筋コンクリ ート

迭 にせ ゃうとして翠市的反割にあふた〉今日では再吟味せらるる事 t なった。従来の者| 叶i

を翠 に 枇舎過程としてこれを統計にのみ見て、者 ＱＱ 市ｾ繁柴ならしむる背後のもの或は下部

構造を見るのを忘れ、その枇合生活の分析を叉生活諸居間のｼ制係等 ｾｉｾｾＩ 却して居った主こ

ろのものを、今や農村不出 による 都市機( 肢をマサ府マザと見せつけられて、初めて一一恰皮

伽噺の肖 の附 と口と旧:門との話のや うに枇舎は醒 された。

ルーズ ヴエル ト氏は更につづりて いふo 1 " 賞際今迄の都市計聾は筒路は扶すぎる が、なく

てもよいところへこれを設け 、商業地域はあまりに人家糊続 にすぎ、郊外殻民策 とし、へば

?こY 住宅の設計のみ? ごつに、園民は何が故に都市 と問機地方開褒の計壷を樹てぬか と次第

に疑問を起すやうになって来?こ」と 。我園の不良住宅劃策は 20年前頃迄は農村漁村のそ れ

が封象 として問題 とされにが. そ の後の大都市主義の時代 となっては主 として大資本或は

大都市の非常な る悪果に劃して、而して封策 として取扱は れにも のが、アパ{ トメントの

虫ｊＱｾ準大建築的なものでな げ れば、 建築家の創作的興味を唆らぬ も の である かの感をさへ

| 仕入に抱かしめ? 二。非衛生地匡の改良 と市街地建築物法の埴用は こうして賞際に油用せ ら

れなければなら ぬもの〉上に適用されす・して、適用される必要のな いも の〉上にのみ油刑

せらる〉かの如き憾みさへ想はきれにのである。 玉置盟次郎君の所論「不良性宅針策 に就

いて の管見J ( 都市公論所載) 中不良住宅の封策をその殻生防止と現存不良住宅 r攻良の二方

詮あ るを示 し. 世人が殺生防止に闘して全然意を携はな いのを l奨じて居るが、準・克 これ等

は大資本主義大都合主義の野奨垂れ放し主義の結果に過ぎ ない。同君の主張 する「不良性

宅は建設されにものに非すもして、成長するものである」といふ達見及びそ の針策 として の

不良住宅の成長を矯きしめない主義は. 大都市主義をして各般の揺に針して成長せしめな

い封策であり、市繁栄の原因を培養せん とする針策 と軌 をーにす るとこ ろのもので もある

のであ って. 私の20年五j{i 主張 し来つに ものカ; ( 素より微力で何人 の耳にも入らぬからして.

今 日ある のは只l待の勢のみが然ら しめにのであ るが) 統制緩債に、地方計置 に、自力更生

に種々 の棋 相 の下 に 質現 せられんとしつ 〉あ る の時 Ｎ私は建築 家諸君へ Ｎ 男欣に 、前 ・ｾ 加

らして岡閤建築 に注倒せられんこと を提噺する。

同国建築は必然的に郷土建築 と多〈の部分を 一致せしむ・る 。ili i して本合は己 に郷土建築
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については、一杯なら令特鞠慌を費行し叉特殊の研究をすら鴛して居るのを承知してゐる。

叉悶悶建築は郊外住宅とも共通するものが多分にある、而して本舎は叉これ迄の住宅博覧

合に於てこの方市{ にカを識して居ることも承知して居るが . この際すべてをお破算して .

私共のお先祖がこの園土を経営するに営って、手に弓と鍬とを執って II引こ野獣を迫ひ岡に

>WI・や して生きに時代の気分に 還つ に ( 金銭経情競争犠棋の勝利者となって. シコタマ現金

を領有し或は定額の月給年俸に安易に衣食する人の道柴にやる周囲生活でな< ) 新興日 本

の枇合機成に民の生活者1: るべきもの〉新住居ーを創造していに1:.' きた い口偉大なる大都市

建築家が その生活方式のドン誇りとして描いに、彼の大きい高い畿つかの塔とその周園地

の憤ったな 室地と 交通機関とのヴイシヨンに相封する. 理想的回国建築でもよい. そうでな

く、現在我開現在の農民の家を生かして. 炊事に叉は暖房、通風、採光設備の改良によっ

て農民の衛生及び文化に寄興するところのものであってもよし、。こうした方面への我園建

築家諸氏の開拓は、我園建築家諸氏のよりよ〈生〈る道でもある t 同時に、世界的危機大

建築家の 5 人や 10入やは養ふて徐りあることが人類文化への大なる功徳ともなり得る事と

もならうかと ，曹、ふ 口

昭和 15年を期して 皐紀2600年紀念寓同博覧舎を開催すべし東京市舎はいよ いよ 乗祭に

なっ 1: と見られる決議 を篤しに 、叉同時 にオ リシピック競技もこの際開催すべ し 招請方

法にも本腰になっ ?こと偽; へ聴〈 。オ リンピックはいふ迄もなくその重芸術競技に於いて建築

の部門が . 主催閣の建築家に大なる期待がかげら れて居る。博覧舎々場建築が我岡建築家

諸氏の世界 に冠 1: る優秀を示 す機舎であ る許 りでな い。この博覧舎を契機 として世界の更

生に脆けする回国建築の優良作品展示の機舎でもあり得る。光りは東方よりを如賓に、我

開建築家の手になる新興建築は 、世界不況退治の鍵鎗ともなるもの . 則 ち間関建築である

と私は考へる。

工場の農村化は殴洲の先売者によって巴 に鴛さ れた のであるが、日 本は農村の工業化に

よって更正せん こ主 の修験者? こちんと してゐる。奮日本の文化お茶の湯と 俳句の趣味は己

に欧羅巴にとり 入れ られて、 彼等の文化更生の悶への中 に幾分の新鮮味 とな ったのである

が. 我閣としてはE手ろ敬寂の形式的消極的に堕したこの文化を 、和清?の民家的積極的に よ

って新文明を築かんと す るのが 、その行 〈道である。文事方面にはパ Jt ザツク に還れ との

聾 もきこ ゆる。

結語と して、 都市社合易保の構成ロパ ー ト・ E ・パ ーリ 毅授のその著「都市」 に引用 する オ

スワ J L- r ・シユベングラ ー氏の需をモヂっ てい ふならば . I都市文化の矯め に都市紳の殿堂

を築きつ〉あつ に建築家は . 農民に もその家主? 築いてや るべき である」 と私はい はん とす

るものである 。
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会主

員同 負 契 約 書 改 正 要

ヒ2

1ヨ

請責契約書改正聯合調査令

本調idは建築泉令、 日本 ill 築士合、 日本建築協舎及建築業協合 の四合聯合 にて 昭和 8 1ド4 月

改 正 した るもの λ 要旨 を後日 の参考と して 幹 事、武 ? 苦笑一氏之 を記述 L たる ものなり。

緒 百

我 閥に於 て一 般 に ｉ｜ ｊ ひらるべき建築 ｾ ｲｦ ["' t 契約書

の制定の隠史 を膨i る と、建築か舎が，or ｾ萄で建築 ｡ ｩＡｩ

負契約書及び訪 負規終 とれー」、 ものを作 っ たのが最

初である。 記録を辿 る主 夫れは明治43"1三 1 月のiffi

常総舎 に於て建築 訪負契約書 ('1・1民を決定 L . 同年

2 月 14 日の役員舎に 於 て委員 2 4名を 指 名 し、其委

員が第 1 ffi l の舎 合 を 2 月21 日に開いて委員長を五

選 L 、特別委員 を設けて是が調査を m託し たので

あっ たo ｾ将 来 織委員舎を Ｒ 月 ＲＱ 日が ら ＱＰ 月 ＱＲ 日迄

の聞 に前 後 3 1f11、其他特別委員舎 を 7 1[11、都 合 10

FiJ の舎 令 を京れて成案 を符 た所で努年. l l pち4 4年 1

月 の通常f阜、舎に i::1{告し之を可 決 した の であ った 。

其時 乃委 員長並 に委員 11

委 員長 中村主主太郎 君

委 員 池 田稔君 、伊藤吉太郎君、忍野男 三良li

君 、 中総精一郎君( 特別委員 〉、岡本警太郎君

( 特 別委 員〉、大倉喜 = 郎 君、大江新太郎君 、

笠原敏郎君 、葛四国司o p，'C特別委員〕 、武田五

一 君 、 岡村鋲君 、長野字卒治君 ( 特別委員〉中

村 係 治君 、内田 四郎君 、矢 橋賢 吉君 、 11I下感

次 郎 君〈特 別 委 員 入 稲 岡 'jr 次郎 索 、佐野手IJll )f

君 、木子幸三郎君 、三橋 四郎君、滋 賀 蛮列君 、

柴 短期!太郎君、法 藤f冷予E君

であった。其後設計者 及び話一負業者の立場 から も

之を 研 究す る必要を認めて 、請負契約書家聯合調

査 舎 と云」、も の を設けられた 。其 時の委員はヨたの

様 な ものであった。

建 築 準 合 大 熊 7存邦 君 笠 原 敏 郎 君

久 野 館l君 和1' 11 信夫君

渡主豊 波 郎; g

日本建築協舎 舟 橋 7喜一 君 古木 久吉君

主主溢 節 君

日本 建築士舎 中僚がf 一郎君 l目 前 向 介君

中 村 停 泊 君

ι 11" ，174 

建 築 業 協 舎 横 河 民 締 o p ， 小 倉 保 治 手t

む!j- 7川島之助煮

此 の古河ヨモ舎は大J E . l l "1三4 年 10 口に第 l l
f1

1の線、委

員舎 を開 き、委 員 長、幹 事 を11. 選 し、ill 築士合集

を原案として特 ill j委員合 を設 1)" て調査を進める事

にしたの であった。 夫 l土次の卯1くで ある 。

委 員 長 敏河民中;IU'l'l 幹事 出 浦 高 介 君

特別委員( 主主 築 早 合 〉 久 野 節君

〈日本建築協合〕 舟橋 存 一気

( 建 築 業 協 合 〉 小 倉 保 尚 宏

(  [1本主t 築士合) ｬ ＡＺｊ浦高介 ［ｲ ｾＧ

爾司ぇ大l E l l 年 4 月 10 日から大正 12年 3 月2 8 日住

専車、委員舎 を 21fl l 、特別 委員舎を ，') Ifl l 、計 7 1
f1

1聞か

れ て共案を鳩山秀夫博 + の査閲を総て決定 L たの

が大正 12年 8 月に公表せら れた D であった 。

其後関東の大震火災 を終 て校[司 に於ける 主I! ; 築界

の進歩 Ｚ士 目録 しい も のが あり 、 叉近年Ｚｪｽ働者災 ｾ ｴｩＺ

扶 助法 、 ［｜ｦＮに問 責 任保険法の制定 を 見 るにｾ っ て

漸次民間 に於 け る標準として普及され 来 った請負

契約書並 1こ;市11 負規科 に改践を 力11..&、べきも のがある

こ とを節感さる L に奈 って 、期せず して前 に聯 合

した各舎 1! 1I ち建築早合 、日 本 建築士令、日 本建築

協合 、建築業協 舎 の各 に改E 委員舎 の様な ものが

設けられて淘自の立場か ら是が改正 の研究を進め

られ て居った 。 此の各舎の意向が期せずして 一 致

した のでま互 に市l lli lの主催者 であった建築拳舎が再

び主催者 主なって調 査舎 を作 る事に して前記阿舎

に賛成 を求めた所が各舎 の同意 を得たので、 話ー負

契 約書改 正聯合調査舎 と云」、ものが設けら れ る司王

lをな った。 さ 号して 昭 和 7 年 10月 18 日に第 1 Jii l の

委 員舎 を開き委員長、幹 事の瓦還をし たc それ は

次 の如 くであ る。

委員 長 中村 俸治 君Ｈ建築ｾｾ合同 ｉ 合 長〉

( 日本建築士令〕 出 浦 高 介 宏 函村 好 時君

山下 ｾ良 Ｑ｜ 君



( 建 築 業 協 令 〉 武宮 英 一 君 ( 幹事〉 置〈事になったのである 。

鈴 木 TI i 君山脇友三郎君

( 日 本 建 築 協 合 〉 今 林 彦 太 郎 君 宅 問 古寺君

安 井 武 雄 君

( 建 築 事 舎 〉 小 野 二 郎 君 小 島 祭 吉 君

藤 本 勝 佐 京

;J:t:後 12月 6 日に第 2 回を聞いて特別委員舎を開

いて下記諸氏に調査を附託した 。

特 別 妥 員 ノj、 ぬ 祭 吉 君 出i市 高介 君

格 回 目17君 武 宮 英 一 君

調 ｾＲ 僚に於て は其 第 Ｒ 項 に完成 期日迄に諦負人

が完成引渡をな し得ない場合 に其遅延に蚤|ーして逮

約合を梯ふと云占、33であったが 、第 1 現に工事の

策手及び完成のこの期 日を約束して居る以上 院芳

手の退廷に到 ・ しても罰 ｩｾｊ !-t人 は責任を負」、べきもの

であると云ふ考へから「期日迄= 完成セサル J と

云』、字句を「規定= 迩反シ ? l /レ」と改め「完成引

渡 = 歪ノι 迄 J と云』、字句を「遅延ノ期間内 J と云

ふ字句 に改めた次第である 。

爾来日年 4 月 7 日迄 に総 委 員 合 5 凹、特別委員

合 3 問、都合 8 1TI 1の合議の紡果改正案の成案を得

たので、前色! と悶様鳩山秀夫博 士 の 査 閲 を受けて

之を決定し、其決定案に付て各舎 の同意を得たの

で昭和 B 年 4 月に各舎からー務に之 を 後 表 し た 次

第である。

それから従予来R契 約f容写は 2;温血を作製して1常吉事者 及

び保設人が捺印をした上で1滋a

大j E l l 年 の 聯合調査合の時には今日の 如 〈請負

契約に 関す る思 想 が 進 歩 して居なかった震 に注 文

者 の 立 務、設 計 者の立場及び諦 負者の立場から色

々な議論が出て多少紛糾を見た司王もあったと云」、

て置〈と云』、Z事長で あつたが 、慈 賞 1' : 1 : 監督技師が之

に限を渇して技術上の事 は其意見が童書重され 、監

督f支H市が認、印 を契 約 書のー郊に押僚 して居る例も

ある に拘 らず、契約書の上には 此意味に於ける「監

督f支目前 j は! 列に現れて居ないの で、 民 督 技 師 も ー

額の立合人或は契約舎の内容を承知して居る君主人

の様なものとして契約書の上に現すと云ふ惑に改

められ、随ってｾ管技師も怨名鉄印する事にな っ

穏であるが 、爾来最土舎の進歩と共に示日負業者の立 i た。

場と云』、ものも了解される様にな P 、今 回 の聯 合 j 前 記 の 契 約 書 第 2 後 第 2! 買の修正は『工事の 着

調査舎に於ては何等の波測もな〈互に良 〈打解げ i 手を遅延せば本規定に基告義務迩反( 債務不 履 行〉

て議を進める :$i l ; 出来たの は誠 に 仕 合 せ で あ っ て ; 止して損害賠償の原 因となるは言を侠たず、従 て

ーに キ目 立の充分なる週 Ａ併 に［ｊｾ < ものと考へられ! 寧ろ契約容i : ! ' I ; 2 僚に依り此場合をも合めて損'li-Jl 音

る。骨 ｬＧ し此合議の検討中 、 前回の合 ｅ 誌に ｪｪ をける議決 ｴ 賞 Ｇ制の 預ｾ c主主約令 の 規定〉を 矯ナ は便宜なる の

の 級低を な した色々な論議が詑ｾ止に止められて居 ｩ みな ら ず、工事 の 治手を￯ｅ ｬ｀ なら し むる賃金あ る

なかった事は非常に遺憾に恩はれた。夫れ で今恒I ｩ ものと信ず。同僚を「前頭ノ規定 ｾｾ 反シタノ ι 時

の舎 議に於 ける各種の主援等に付ても飽鍛に留め i ハ請負人ノ、 ilil 延ノ期間内」云々としたるは「工事

て置 かなければ此次の調査合に於て不使を感せZ ら i の完成の遅延の場合のみなら ず、 清手の遅延をも

れるに 相j'jj! ないから是が記録を残して匠〈と云ふ i 合ましむ る窓なり 』 と云ふ約山博士の注意に基い

事は非常に必要であると云』窓見が此調査舎の委 j たものである 。

員の聞に唱へられて、王室に其要領を 飽絞して本編 i 2.  建築工事詩貨規程改正要項

を草する事にしたのである。 此中で改 E された駄を列記すれば次の如くであ

1. 契 約書改 正 要 項 ! る。

契 約 容の中で改 i E を見た貼を列記すれば次 の様 i 第 1僚 の 「請負契約締結後」とあるのを :t(I に「契

である o 1 約締結後」として請負の こ字を省いたの は是 がな

ｾＱ 僚 の 詩負代合の 支 排 は規程の 第 ＱＷ 僚に明記 ｩ < ても意味は明瞭であるので 、成るべく簡潔にず

されて居るやうに 、工事完成の後共目的物の習| 波 i ると云』、主 旨であ る。

をなすと同時 に工事の代命全部を仕扮ふ礁が原則 i 第 2 依「契約' 61・事者ノ保讃人 J とある中の 「契

になって居て中l UJ既務部分 に到す る支携は使宜上 i 約営事者ノ」を省いたのは前同様の意味である 。

之をなすもの で あると云ふ考へ方であったのを 、 i 叉 f 'iii・事者ノ、他ノ同資絡アル者J とあ るを「夏 =

多くのj.'r 際の揚合に鑑みて部分挑ひを原則 と す る ! 相 手 方 ノ 承認、セ ル者」とした のも 意味は 同 じで且

事に 決 め、其時期は最初に岱事者が協議決 定 し て ! っ相手方の承認を符ぎる者 l亡盗 P に取替へら れる
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惑を 防〈・意味 を附加 し た の で あ る 。 ， の項を入れたのは第 7 依の 見出し に監督技師 とあ

第 Ｓｾ 葉 「 請負 工 事 ｊ の 「 誘負 ｊ を省い た のは 筒 ｪ って第 Ｘ 僚の現場係員に闘する依演の中に ＡｉｩＺｦＮ 脅技

潔にしたもの 、叉「他人」を 「第三者J と改めた: 自uに闘する 王J ; も普いである のは 訴; らないと云ふ事

のは字句を法律的にしただけで ある。 で、第 8 僚の監督技師 に闘するものを此僚に移 し

第 Ｔｾ 長 第 1 : f l ' i で「本契約書」の本の字を省い i たのである。 i 監 督 技 師 ρ 工事監督上現場係員 7

たのは 、 な〈ても ｧｾｊ るからで、 「 詳細岡］依リ監 ｴ i 置クモノトス J とあるの は現場係員を置く事を原

督技官!日 ノ」とあるのを「問書並 = J と改めたの は i J1IJ とすると 云 ふ意味である。併し小工事にあって

必ずしも 詳 細闘ばか習でなく、又必ず し もｾ督技 ｪ は其必要 のない事 も津山 ある ので 、 之に 但 舎を付

師ばかりでないからである。又 「本 問書」の「本J : け て 「但 シ工 事 ノ 程 度 = 依 リ之 7' ili カサ ノL コト ア

を「之等ノ J と改めたのは悶菌 、仕 様 書 其 他 の 書 : ｬｾ ヘシ」とした の である 。 「契約賞事者」の「契約 ｪ

類を意味させる然めである。第 2 :fl'i i 第一= 記載 : を省いたの は無くてもg . . ' I j るからである。

シア リテ他 =i 尉レタルモノノ、岡商及ヒ仕様書ノ各: 第 Ｘｾ 最 前述の ｾ ｮ ( 監督技師に闘する事項 は此

= 記載シタルモノト看倣シ施行スへシ」とあるを ; 依より省、 い た。現場係員 は主として施工上 の底 督

「不明ナ ｬｾ 部分アルトキ又ノ、 ｭｩ 局ア リ ト認メ ｆ ル ｪ をなすものでＦるか ら 之に 「専 ラ」の字を加へ て

トキノ、請負人ノ、其工 事 = 完苦手 スノL 前監督技師ノ指 ! 其意味を明にし「盟主督 」 を i ' s' 役J に改め たの は

悶ヲ受クへシ」と改めたの は常に間百及び仕様書 j 監督技師 の監督と紛ら は しいからである。第2 、第

に矛 盾のある哀を承認して居るが 如く見 ゆるので i 3 項を獲現して l 項 とし 、現場係員 がEi i1雪技師の

其の 40 ; : : ; 買を泊、し、そうして第 3 演の意味をま互に附; 現場に居ない時には之を代理するも のであると 云

加へた の で あ る。従て第 Ｓ ＺｦｬＧｩは省略された課であＺｾ 、 事と共に其権限 の ｾ屯閣 は 詰負人を して 工事の望号

i 更をなさしむる事を符 ない ものであると云」、惑 を

る。

当¥; 5 俊 改 正 な し 。 明 に し た 諜 で あ る。

第 6 僚 現 寸 悶 及 工 作 闘 の 外 に 模 型 及 び 見 本 に j 第 9 依 見出しの「材料検査」とあ るのを「検

付ても同様で あ るか ら之を 加 へる事にした 。随つ j 査及ヒ試験」としたのは第 7 僚 のmで述べ た理 I11

て其見出しの字に於ても此見本及模型を加へ、叉 : 1':: 依る 。其 第 1 演で「工事= 袈スノι 」を「工事f目」

本文に於て 1'1役荷にして契約後に監督技師から出 : としたのは簡潔にした もの。仕綴舎の外に「共他

る詳 細関等が初めに示されたる岡商仕様書 よ り も ; ノ 害 類 」 と 云」、字句 を入れ f 激メ j と 「受 クへシ」

粍皮の: l l i いものが出る例もあ習 、叉夫等の闘商が j の文字を入れて「受ケタ ル後之ヲ使用スへシ j を

非常に時期を失して出る様な事もあるので、之を j 渡した の は是 も同様である 。第 2 演を 会部削除し

ｾＱｊ＠ ( ' 震に「契約舎 z 添 附 シタル関商、仕様書其他 i て之を 4 の項 に列記したの は材料の試験をi l ] 滞な

ノ| 岡容= 依 9 J  e 云」、字句に改め且つ 「工 程 表 = < 行」、べき率、検査 及び試験の結果合絡しな い材

鐙ミ J e 云』、字句を入れたのである。又請負人が; 料を用び ない率、施工後試験をして見? と結果、合

提出すベき工作闘の遅れる事を防〈・震に第 2 演に j 絡しない笥J f r は修理叉 は改築すべき事、仕様 舎 に

「所要ノ時期= 於テ現寸悶ニ基キ」、「遅延ナク」の; 明示されて居る以外で材料及び縮工の検査放に まえ

字句を入れた課である。さうして第 3 ;f頁に 「模 型 i 験の震に特ーに費用を要する場合 は請負人に於 ては

及ヒ見本= 付テノ、前二: f l ' i = 単ス J 主云」、新たな字 l 漁想せざる lfr であるから是は注文者の負携とナペ

句を入れたのである 。 : 主事を明瞭にしたのである 。

第 7 {! 最 近来建築の材料及び施工の仕方が複雑 j 第 10俊 工 事の後 更 又 は; 旦加をなす場合に監督

になって来たｾめ是等の検査主主に試験を 行はせる ｩ 技師 が奥り知らぬでも宜し い 様に見える在来の字

惑 が皮々あるので、其事を入れて 「材料 ノ 検 査 J 匂を「訴事者及監督技師カ協議ノ上之 7 鴛スモノ」

とあるのを 「材料及ヒ施工ノ検査並= 試験J とし j と改めて明瞭にした 。 i 話F 負代合= 噌減ヲ及スへ

たので ある。叉是等の検査放に試験は必要があれ i キ」の字句を省 い たの は此字句の矯に槍減を及vr

ぼ行ふものであるから 「行フコ トアルモノト λ J i さない場合 が却て不 明瞭 になる事を避けたのであ

としたのである。「何時= テモ」を 「随時J にした i るo ζ れから以下 を演 を 改め従て「前mノ 場 合 =

のは簡潔にした迄である。まま に第2 : ; 買に監督技師 l 於 テ」を入れ 、工事 の 俊更又 は逗加には必ず注文
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容を ｅ 遣する 、 ｾｰ ち文容に依 て記録 を重量す事に ｌ 、

「書類 を提出セサル」を「書類ノ提 IH '7 怠! ) "" lt- J  

に改めたのは敵意にでもする様に見える文句を: J ' ? t

かにしたのである。

第 ＱＱｾ 葉 此民主に は第 9 後に依 る検査及び試験 に

主主背した場合も合めるｾに「及第 Ｙ 僚ノ規定 」 と 云

」、字句を入れ「施工シタル揚合 」を「施工シタ P ト

認、メタ ル時」としたのは勿論認定に依るからであ

る。 そうして元の第 9 僚 の 第 2 !買に記載 され て居

った工事の一部を解君主検査し符る事をまEに附加へ

て、倫其結果話ー負人 の責めに蹄ナペき司王由に込ー か

ざる事列明したる時に は請負人 が損 害の賠 償 を し

な〈ても宜しい事を明にした諜である。

第 12俊 英 見 出 し の 「 就 業J を 「努務取締J に

型軽更した のは努働者災害扶助法に依る災害防止設

備等の問題 が這入って来るので 範闘を民〈した の

である。随って本文に於ても 「従業者災害防止設

備」の字句を 加へた課である。

第 12t拒rifll i - 負人叉ノ、其代表者 J の「叉ノ、英 代 表

者」を省いたの は請負人で 明自主て・ あ るからで ある。

株式含量士号事の法人に於ては代表者が出るのがt吉然

である。別 に歌ふ程の事もないからである。其他の

細 い改 正 は字句を養浬し簡潔にしたに過ぎない。

第 14後 見 出 し の 「使用人」 を 「従業者」にし

たのは使用人と 云 ふ 字 が 不 明 瞭 で あ る か ら で あ

る。「使用人、職ヱも人夫等」 を 「一切ノ従業者J

に改めたのは範閣を炭〈して金書官を包含せ しむる

錫である。

第 ＱＵｾ 長 此俊演は何時でも注文者と請負人とが

封 立的 に置かれる俊項である錫に其利害の相反す

る動からなかなか一致を見刻b 、場合が多いのであ

るが、今度の聯合調査舎に於 ては此俊Z買に 付 ても

何等紛糾を 見なかった事は時代 の進歩と共に双方

の立場が到解されて 、五に紳士的に戎船迄 は飛 歩

す ると云」、態度で穣やか に接 街の 出来た賜物であ

る。誌に問題になるの は工事中他人の 生命 、身 初、

財産に損害 を加へた場合、及 建 築の 目的物に隣接

せる管造物に損害を加へた場合に之を誰が負徴す

るか と云」、里占であるが、最列断の困難なのは設計

の週 P に防護設備を施 したに拘 らず損得を 加 へ た

揚合に注文者の責任とすべきか言背負人の責任 と す

べきかの駄にある 。此空宇に付て は種々協議の結果

契約の目的物に隣接して居る管造物の保護及び之

に関聯する工事は先づ最初 に設計にあるi I Dl ' J 、 又

I ' . t 殿昔十にない場合には契約の範間内で請負人 が考

案して骸計者の承認を符ー?と沼 P にn施して見る。

き う して術工事の逆行にイ? って叉' J ' l : 際の欣況 に感

じて其の施設置を更又は蓮加の必要を生 じた場合に

は是は契約 の純国外と考へる 。 さうして常事者及

び!Ji:[ 督技師 が協議 をして別 に之を施工すると 云」、

惑 にした 。是 は前規平星第 3 ) 賓と同じ考であるが「腕

聯スノレ工事= シテ施設ノ俊更叉ノ、道知 ノ必 要 7 生

シ グルトキ ノ、」と明瞭忙し とれを第 1ｾ買 に置 い たの

で あ る。次 に工 事の施工中第三者の生命 、身路、財

産 俸 に ｾ ｊ して拐待を加 へ 又 は 最初 の 設計に従ひ及

び前に述ペた施設の型軽更又は迫力日をして施工した

工事の銭に隣接替建物に釣して損害をカ日へ 、又 は

隣接の居住者と の問に損ー宮に闘する紛議を生ピた

場合には先づ請負人が直接に仕事を して居る ζ と

であるから英一切の廃理解決に im- ｾ 、之を誠 意を

以て関l痛に治める事に努力する ととにし 、其費用

は笥・事者及びE主将技師が其原因を考究し て協議を

した上で其負撚'傾 を決めると云ふ事にしたのであ

る。但し其原闘が音背負人の 不注意又は施工の過 失

にある耳目f 明であれば無論請負人が車凋に其責ーめ

に任 ずると 云」、惑を切にしたのである。鷲規粍に

於ては其第 Ｒｾ に 請負人が工事 の 施工中又 は 材料

運搬に際して他人の生命、身慢、則産等に損訴を加

へた時には必ず市1i 負人のみが其賠償の義務を負換

する誌になって居た。併しな が ら請 負人 l主要する

に注文者の代りに工事を食施ず るものであるから

其不注意叉は施工の仕方の悪かった鴛 l亡起った鏑

筈は負換す べ きＺｮｾ は 常然であるが 、 如 何 なる原悶

に依る 1fl J i- をも線、て言背負人の負携 とすると云ふ事

は苛酷であ る と云」、考へと 、現場に於ける隣接密

造物放に近接居住者等に闘する損害賠償問題に 付

て請負人の資 でないもの は諮負人が金然関係しな

いで注文者に之を奏してしま ふと云」、事は事賃上

の問題として交渉の図革 ｦｾ や解決の遅延と云」、様な

事を 来 すので此鮎に付て は部i 負人 は無関心ではな

く自ら準んで第ーに其庭理解決の任に首ると云」、

誠:訟を被i歴する事になった言撃である 。此 駄に付て

は現在で は官公磐の契約等に於て l土伶 ほ j十務的に

一 切の責任を請負人 に蹄せ しめ て居る ものも津 山

あるが宜〈考へ て見ると夫は注文者が解決の困難

を恐れて仕事を引受けるm; . 負人の弱味に乗 じて責

任 を 締 嫁 し て 居 る も の 主 言 っ て も 差 支 は あるま

い ｯｾ 規程の第 Ｑ 演は醤規程で重量きて居るか ら 之
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を除いて第 2、 第 4 の n 買を痩めて更 に前述の主

旨によ P際句をカHへて新 し く 第 2! 震を作 った。此

僚 の 見 出しの「生命身極財産= 霊サ ユノレ注意」とあ

るを 「 第 三 者 ］Ｍ ｾ ￍ スノ ι 損容 ｊ と改 め た の は統括的

に範悶を民〈したのである。

第 ＱＶｾ 長 「岡県罷工其他ノ」を「労働争議等 = シ

テ」と改 め たのはｦｉｩｾ悶を民 め た もの である。叉 ￭］ﾭ

基 悶スノレ」 とある を「ト認ムヘキ」と改めたのは剣

定に依るべきで あ るか らである。叉 「ノ銭 = 己ム

コトア符サ ル トキ J とあるを 「シタノレ トキ」と改

めたのは 判定に依って明かになった時初 めて問題

にな る か らである。 叉延期の必要は工事に着手す

る事の出来ない揚合のみなら ず工事 の主主渉 l亡支 障

を生じたる時 にも 必 要 で あ るか ら 「或ノ、工事ノ准

渉 = 支 障 7 生シタル時 j の字句 を入れたのである 。

第 ＲＸ 僚が賀 ｾＲ Ｙ 僚と な り 、 第 ＲＹｾ 長が第 ＳＰ 僚となっ

たのは次の僚交 の猿王型に依 る。

第 Ｑ Ｗｾ 長 契 約 書の場 合 IC述べた様 に今 凶 は請 負

代 合 は 部 分 扮 を原. f! IJ とする事にした 関係 上、元 の

依! f l の工事完成 の後で目的物の引渡と同時に支抑

」、と云』佼F句 は常然改正さ れ た言撃である。J l Pち契

約舎の ｾ Ｑ 僚 に 記載される べ き其時期に支梯 が 行

はれる ので あ る か ら 「訪負人ノ、契約書第 1 ｾ長］記

載シタル時期= 工事ノ一部竣成 = 釘シ」主改めら

れ た の で あ る。 其 第 2! 頁に i iiIl貨 7 以テ」と云」、

僻勾を掃入したのは第 1 ! 買の掠消された部 分にあ

る字句を此民主に移したに過ぎない。

第 ＱＸｾ 襲、第 ＱＹｾ 長 、第 ＲＰ 僚に於ける字句の訂 正 は

文 意 を 明 僚 に し:或は 不必要の文字を 除いたもので

ある 。

第2 1依 「 契約ｾ Ｎ事者 ｊ の 「契約」 を除いたのは

な〈と も明瞭 である からであ る。又「本契 約 ヨロ

生スル様示U1主義務ヲ 他人 = 譲 渡 ス ル J とあ るを

「第三 者 7 シテ賞事者 !il ｉｾ 地位 Ｗ 緩承セシ ム ル 」 に

改めた のは法律的に見 て字句の可笑いのを改めた

に過ぎない。

費 ｾＲＲ 保 不必要なる文字を取ったに過ぎない。

第23俊 滋には昨年努働者災害扶助法令及び努

働者災答扶助責任保険 法令の制定を見たに付て其

￸ｲ ｾｬ Ｇｬ 事業主としての責任に関す る 僚演 を 新に附加

へ たの であ る。 隠っ て 以下務規程の各僚 は順送り

になる諜であ る。
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ｾｾ Ｒ Ｔ 依 其 tfi 1 ｾ 又は要求せら る ｨ 火災保 険の 期

間が工事Wlfi 日以外 に及ぼさぬ事は勿論である が之

を明記し、工事用材料をも合むペ老事を明瞭に L

保険詑分 を監督技師に提示して相手方双方共に之

を承知して置くと云ふ惑にしたのである 。叉 第 2

E買に槍築叉 1:;: 修給工事の場合に契約の目的物に閥

ｬ￐ｾずる修造物其他を火災保 険に 附する必要 が ある

場 合に 於け る保険料の負 携 を明阪 にし たー演 を知

へた 。 隠って ＧｬＧ ｂ 規程 の第 ＲＡ 買を ｾ Ｂ，［ 3! 買とし、火 災

保険金 の民主分 に闘して第 17伎 の原則の愛更に よる

修 正 と 共 に予fi規 程 の文句 が廻 り詳 かっ たのを 簡 明

に直し たの で ある。

if; 25依 此4長女 の中 には 「材料ノ不良」と か「工

事 / 粗悪」とか「各部 ノtE ヒ、破損雨漏J 等 の 字

句 が這入 って 居る が、是 は 「工事 各部 ノ殺主主j と

云」、文 句で殺 さる L か ら省いてしまった 。又 綬 庇

槍 保 の時期 に付ては金部 1 ヶ年間と云ふ事に して

木建建 築物其他 の建築物と云ふ 区別をなくした の

である。 是 l土法人な どにあって は決算の都合 もあ

って 何ｾｉｬ ｮ も無 決算 に 延引し て 置くと云ふ事 が 甚

だ具合 が 惑いので、叉 請負人 の方で も誠 意 を以 て

す る者 は 此彪に 1 ｾ 三 とあっ ても 向ほ後迄 も ＱＧｴ際 の

信 用をmんずる上 か ら槍侭の Jt l亡得、義上任ずる の

で其区別 を しな( て も宜 しいと 云ふ事にな った も

のであ る。 又「慈Al : 又ノ、 J の字句 を抹消し たの は

程かでない字句 を泊、 した 迄である 。殺痕挽保 の期

間 は l 年 と 決めて も民法には夫れ夫れ規定 がある

おである から百1i 負人 の重大な る過失に基医! したも

の に謝し ては 民法の規定に従」、事を明般に した 課

であ る。

釘 ｾＲＶｾ 長 見出し の 「修補」 を 「殺主主修補」とし

たの は意義を明般にしただけである。 i 前依= 示

シタ ル」の字句を省いたのは言』、迄もな い事であ

るからで 、其他 の修正も簡潔に した に過をないの

である 。

第27後 見出し の 「見積皇室」とあるを「契約ノ

後更及解除 J としたの は本 文 に於ては 見積皇室ほか

P でな〈 、要 す るに契約 の型軽更及解除となるべき

理由を掲げてあるのであるから営然の努更と見て

宜しい課て・あ る。 本文に於て「請負人 」 を i "1古事

者」と 型軽更した のは罰!i 負人の み契約の後吏叉 は解

除をなすととを符ずとす るの は片務的である と云

」、 ので注文者 にも 同等の義務を負はしめ て常 事者

と云」、字句に改め た隷である 。叉主主理由となるべ

きもの に天災地震、職飢 、英 他非常時を加へたの は

第 ＱＶｾ 長 延期 の 場合と同じ事 で「主主算 、 見積主主 ｊ を



除いたのは第 i 僚 に 於 て 是は理 由 に な ら ぬ 事 が 明 ! 第32依 「前数 僚J を 「前 4 僚 J に改めたの は僚

かであるからであ る。又「物倒ノ脱党」とあるを: 瑛を! l J ] 際にした諜である。 又 「 依 り 使用材 料 代 償

「物償及損害銀 ノ後 動 J と 直 し た の は 総 立 の 場 合 の ; 及 工 手mJ um' 7 支梯フ ヘ シJ とある のを 「基 キエ

さかでな〈其反主雪の下落 の場合も合め又ｾ銀を も合 費 ヲ 清 算 シ テ 之 チ 支 梯 7 へシ」と 改 めたのは字句

めたの である o の意義を rPi くして総てのもの を包合 さ せ 様 と云」、

第28依 第 1 ｾ英に於て「監督談。 Ｚ￯ｉｩ ノ窓見 Ｗ 徴シ ｊ 窓 味 で 、叉第 2 Ａｦ ｾ に 「 前夜ノ場合 ］ 於テ訪負人ノ、

と云ふ字句を入れたのは工事の 中止を命ずる場合 I 現 j伏ノ他契約ノ目的物 ア 注 文 者 = 引渡スコ ト7 妥

に注文者のみが知l って居 て 監 督 技 怖が知らぬ様な A J と入れたのは『往物未完成の中に契約j排除あ

場 合であ る事は 不都合を生ずる司王になるの で監 督 : り た る 揚 合に於 て は 注 文 者の工 費支 排畿務 1<こイナて

技師には必ず知らせ 、 又監督技師が［怠見を附加へ ｉ は負ｪｩ［ Ｓ Ｒ ｾ 長に依 ｄ 明瞭なるも右完成建物 の 引渡し義

得る様にして置く と云ふ務にした課であ る。 そ れ j 務 の請負人に干f ‘ するやは疑を生ずる告余地あ りo 古文

か ら 「諦求j を 「要 求」に したのは少しく意味を に別文を設けて疑義を遊く るを よしとす。而 して

強めたのである。其他の俊更は字句 を明瞭にした 。右 引 渡 義 務 と 工 授 の支扮義務とは同時底行の闘係

のに過ぎない。に立つも の とｪＱｰｾナ。建物未完成中 の 解除 の 揚合 に

第29俊 「何時= テモ」 を省 い た の は 必 要 がない 於 て 右 建 物 に付 ての危 険 負 携 、普 管 義務 等に付き

からである。「停止若 クノ、 J を省いたのは停止と 云 問 題 生 ぜん も 右 I-:l: J，!J t L 人の引渡義務の履行の提供

」、意味が不明瞭である事主 、停 止 に は必 ず契 約 の . あ る 以 上 注 文 者に移るも の と解すべ し。又引 渡 物

解 除 が 伴」、からなくとも差支ないと云』、意味で之 。に付 ての議庇修品目の義務 は解 除 l亡依 り消滅 し、 加

を省 いた 。 告: 賠償 の問 題 と して残存す るのみ。 蓋 し之 も 注 文

第30俊 英 見 出 し の 「 工 事 中 止」 を 「向 上 j と : 者 に 付 き 右 J ) 解 除の 結 果 に 於 て 存 す る 賠 償せ らる

したのは 前 項 に倣 っ た ので あ る 。 本 文 に 於 て 「 到 : べき釦害なればなり』と云』、鳩山博士の注意に依

来 シ」 と云ふ字匂を「経過後」と直した の は 其 方 。 っ た も の で あ る。

が一層明僚になると思はれたからである。 負j133ft革 本 僚に於 て も 停止 の字句を康めた 。 そ

ｾｲｩＳＱ 俊 英見出し の 「解約 J を「同上J と改め ! れ か ら rJt 日銀消滅 ノ時」と あるのを 「俊更セ ラ

たのは前僚と同じである。本文に於て 、 第 l 演 に 。 レダル完成: J Vl 日ノ翌 日」と改めた のは延期待; の揚

「前 2 俊 = 依ル 中止 期I町内ノ、部良人ハ危険負抱ノ j 合も 合め た意味の庇いものにした課である 。 共他

安 二任セ スJ を綿入したのは醤規程には明般を依 j の後更は僚演の整理に依て溢・然起 って来る訂正 で

いて居たからで、従 て元 の 第 i 演 が第 2 E買 に な っ 白 あ る 。

て其本文に rzえ注文者又ノ、現場ノ都合= 依リ工事 白 第34f! 転 法 律 的 の 文 字 に 替えた些r細な聖書更の み

］ 着手シ ＱｾＮ サノレ ＱＹ ｊｲＮｬｊ 日ml =.  2土ヒタノレトキ」の僻 j である 。

句を入れた。是は解約 をする原凶 がp! 主中 止 期 間 が : 第35fl 長 「決定」とあるのを rgo1 j 断」と云』、字 に

長 い 銭 ば か P で な し に 工 事に着手し絡な い J91閲 の ι 改めたのは 民法の法文に於ては* ' I j 断と云ふ字が常

長引く場合をも合 め る事が'iit然であると云」、考へ に 伎はれて居るのでそれに倣った迄であ る。

から出たも のである 0 ・ 〈昭和 B 年 10月31 日秘〉
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編 輯 後 記

日本 llt)eは、七月 を期 して行は れ る軍部の近

畿防宰演予1{ f 機舎として 、都市武装に闘す

る一般の注意喚起を目的とする。

口 その目的を以て設けられた n本建築協合

者I ¥" r I i 武装委員合の防空知識の普及宣停蹴で

もあ る。

口記事の内容に於て、将叉執筆者の顔振に

於いて 、これ程の充貫主? 見せ得7ここと は、

恐ら く雑誌「建築と枇合」始まっ て以来の

ことで あらう。

口陸軍大臣林銑寸 断制下をはじめ 、植回参

謀次長 、 古推 参謀ｾ ｾ 一部長 、 ぜ ￯Ｇ 内 第 四帥 園

長 、 ｦＡ二郎 ｬｾ 打 開 削 回参謀長の軍部諸星 、 誌 に

!際大阪府知事 、[ 綱大阪市長等の 、公務御多

忙中 に も闘らする本誌の矯に特に記事を寄せ

られにこと は、本協舎の光栄 とする所であ

れ 叉 本 誌 本披谷頭の異彩である。謹んで

執筆者各位に謝立を表 す る次ｾｾである。

口合員の執筆者も( { : j. .，td こる顔振であ り、堂

々に る陣容である。

V II ' 80 

建 築 と 祉 審

第 17 輪 第 7鋭

l jJ 庁 .50闘( 郵税 2 銭〉

毎月 1回 1日議行 定 債 12加 6 ∞闘( 同 24 銭〉

昭 和 9 年 6 月25日 印 刷 昭 和 9 年 7 月 1 日 夜 行

言行ゐ銅受 鷹 取 陽

西 宮市今 f ; I t 町浄門字受 f;jt 605番 地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東区内淡路町 1丁目 7番地

強 行 所 EF 日 本 建 築 協 舎

大 阪市北区中之島3 ノ3朝日ピル

電話長本局( 23) 4500香 ( 6)

指替口座央阪39.975番

特約販貿信 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 区京町堀羽子板繍西

電 話 土 佐 掘 2440番

鋸替口座央阪お84香

禁 輔 載

本 誌に錫 識せ るも のは 、一切 ζ れ を無断 にて

鱒載 し又は単行 本 K 上梓その他の複製行錫を

なすととを禁ず。

口更に 、本協合募集の都市武装 に闘する懸

賞営選論文を刻lへ . 本蹴は遂に堂々 180 頁

の大部のものとなっ 1: 。正に普通蹴の 3 干名

大である。

口その上、都市武装の知識普及の目的を以

て、本批に限り 3，000 部を増刷し、 一般の

誼也・なる 方面に配布す ることにしに 。非常

時の今 日、 特に防空演習に際 して、 大に訴

する所あ りと 信する。

口各末に南海道沖大地長に闘する今村氏の

論文及都市計霊に闘する大須賀氏の論文 を

掲載 し?こ。

口各方商多数 の原稿を集め に矯と 、本蹴に

映り 、表紙の闘案に、こ れも 本 協合募集の

都市武接宣徳用のポ スタ ーを新 し〈 使用 し

に箆等に依って、 雑誌の蛮行が多少遅延し

1: 。巴むを得な い遅延であるが . 本蹴の強

行{ f 待って居る合員の震に、編輯 として こ

』にお詑をす る衣第である。( 新名〉

慶 告 掲 載 料 金

普 主主 I  1  頁 I  1  図 15∞ 

普 通

普 通

〈前附傭1買}

告頁 I 1 回 I  8.00 

l 頁 I 1 回 I 45.00 

普 沼 I 1 頁 I 1 回 I 40.00 

志向J } ピ王じ土日 竺L

ト | を 頁 I 1 回 I  20. ∞ 

表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 I 60.∞ 

一 一一
表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45.∞ 

表 紙 4 I  I 頁 I 1 回 | 加.∞

建築事務所総 I 1 欄 I  I 凶 I  1.5 

一 一一
{溜築調時調阿茶内) I  1 欄 I  1  回 5.∞ 

御 注 文

御注文 はずペ て前金で本合直接 又は特約脂へ

鍛 替貯金又はf毒事事で御挽込を 願ひます。郵券

代 用は一審l省、代金引換 はお断 P致 します。



懸 賞 競 技 臆 募 圃 案 募 集

第 8 回建築展覧合第 2 背[¥懸賞競技設計岡案を建築塾曾や員より募集致しま

すから奮って! 態募されん事を希望致します。

建 築 皐
盆T

E J  

東京市京橋区銀座西 3 丁目 I 番地〈京橋 1232・1238)

規 程 ( 第 8 回建築展覧曾規程抜率)

第 Ｑ ｾ 条 本合ノ舎期 、舎場及事務所ハ共ノ虫nシ

舎 期 昭 和 9 年 9 月下旬= 於テ 1 迦間

舎 場 三 越 本 庖 内 ( 東京市日本橋区室町 1 丁目〉

事 務 所 建 築 接 合 ( 東京市京橋区銀座西3ー1)

第到底 出品テチCノ2 部= 分ツ

第 1部 自 由 出 品 第 2 部 懸 賞 競 技 徹 募 出 品

第6 僚 第 2 部懸賞募集= ツキ定ムル所次ノ 如 シ

1， 課 題 伎 宅

位 置 都 市 ノ 近 郊

敷 地 600卒方メートル以内

延 面 積 200卒方メ ート ル以内( 室数及室ノ大サ等任意)

構 造 、 様 式 任 意

2，所要因面

卒面国各階( 1階卒面園ハ配置刷ヲ殺ネグルモ ノ〉縮 尺1/ 100

立面園( 各商) 縮尺1/100、断面闘 ( 2商) 縮尺 lハ00、滞 納圃( 構造及材料テモ示

シタル主要部分) 縮尺1/ 20、透視圃( 外部)

設計概要及工費概算ハ簡単= 陥l商ノ後白へ記入スヘシ

用紙ハ大惜原闘紙学折大、紙質自由、岡両ノ仕上ハ随意トシ寸法ハ純テメ{

トル法ニ ヨル

九 l寧募闘築エハ氏名及l情蹴ヲ記入セス 、別 ニl fIf . . 募者ノ {j 牟所、氏名ヲ明記セル紙

)-'1" ヲ封入シタ) 1 - 封筒ヲ添付セラルヘシ

一国案 ｩ 示ニ各ｾｉｪ = 包装セラJ l - へシ

七 締 切 期 日 昭和 9 年 9 月 3 日( 月) i E 午迄= 建築感含事務所へ提出セラルヘシ

Ｕｾ 審奈員

市 浦 健 大 熊 喜 邦

川 元 良 一 回 溢 泰

藤 島 亥 治 郎

6，賞 感募闘案エシテ鑑宅E=合格シタルモノノ内特= 優秀ナル モ ノニ封シテ

ハ金牌叉ハ ｾｬｍ 年及副賞 ト シテ夫々賞金ヲ ｅｅ 輿ス 、 其ノ［敷ハ審査ノ結果之

ヲ定ム

7.. J f ! J . . 募園祭ハ之レヲ出版スルコトアルヘシ、 此 ノ: 場合著作権ハ本舎= 蹄属ス



建築夏季講習舎開催

主 催 京大建築同窓舎

唱E 期 7 月23 日ョリ26 日迄 4 日間

禽 場 大医市北匡来!野田 9 丁目( 市電来事子国 9 丁目停留，iJT 下車) 大仮帝理大軍基工事

部 第八講義室

定 員 200名( 申込順エヨル)

曾 費 2 闘 易経生 l 隆]50銭( プリ ン ト代 ヲ含 ム)

申 込 所 大仮市東匡今橋 4 丁目 1 番 地 三 菱 信 託 ピルヂイング 3 階21披室 、京大建築

同窓舎( 振答呑蹴大肢 78429 呑. 電話本局 4657 委)

申込方法 振替貯金= ヨ リ申込マレグシ、受領誼トシテ聴講券ヲ詮附ス。申込= 徐裕ア

ル場合ユ ハ首 日曾場ニテモ受付 ク。

課目及講師

二 十 三 日

自午後 6 時

ギ 9 ジ ヤ の 今 昔
京 大 壁 土 授 森

田 慶
歪 同 7 時 工 拳 博 士

自午後 7 時 10分 構

歪同 9 時
造 物 振 動 論

京 大 助 教 授 棚

エ 拳 士
橋

目日- A【 a  ‘  

二 十 四 日

自午後 6 時

法 隆 寺 修 築 に 就 て

法隆寺修総理務

苦15
E定問 7 時

事務所 目民 勝
で口ι ・

技師工築士

2Z後; 号10分 住 宅 建 築 界 の 新 傾 向
三越 住 宅 部 岡

技師工接土
田 孝 男

二 十 五 日

自午後 6 時

ス エ ー デ ン の 建 築

大阪 市 技 師 伊

藤 不口 夫
歪 同 7 時 工 拳 士

2S後 ; 立 時 新 し い 建 築 材 料

大阪 市 技 師 新

エ 修 士
名 種 夫

二 十 六 日

自午後 6 時

描 画 基 礎 工 法 に 就L 、て
大 倉 土 木 技 西

村 安 彦
至同 B 時 師 工毒性土

皇 自 後 詰 10分 建 築 皐 の 新 分 野 前京大L 博教授 ｪｾ＠
工 築 士

田 五



建 築 材 料 陳

出 品 者

1・6 銅製建具建築材料 三機工業株式合 枇

2- 4  
木工品

日本祭 器 製造株 式合 駈

大阪支底

5  
合板寄木 フ ロー P ング 富 士 建 築工獲株式舎利

7  

リノリユーム其他昨H!
東洋リノリユーム株式 l

ロロu  
曾最上

8- 9  
六甲ス レート日本石料l

野 湾 幸 三郎 商 底

悠六甲 F イル

ｾ 玉石工所
10 1 トラ パ ーチ シ

11 Iロールプラツグストツ| ユ z ホシ トレーヂ ングl 日

フリーク |コ /'>マ = ー

アサヒ ライ トsi鳴プテ| 工材枇

Ｑ ＲＭ Ｑ Ｔ Ｑｾ＠ -: t: : .  :..:;， ＺｾｾＺ＠ -:'.1 
ス !l - y 9 チ ツトスタ

イ y

12- 141屋狼 克 各 種 |高松 菊 治 郎 商 底

15 I特 許 能美式自 働火災瞥| 合前 駐 能 美 筒 曾

|報渡世及消火後置其{ 也

16 i衛生器具 |大阪城口研究所

11 1衛 生 器 具 |株式合祉須賀商曾

18 I衛 生 器 具 |西 原 衛 生 工 業 所

19 
水洗便所ヨネ 7 ラツシ |米 本 祭 商 庖

ユパルプ

回

目

印

日

阪

信

応

大

支

商

枇

所

阪

三

舎

割

以

大

達

式

出

一

一枇

一

野

株

阪

曾

小

器

大

式

一

枇

陶

所

枇

株

曾

洋

躍

進

陶

名

東

出

祭

淡

合

ル

ル

カ

ロ

叫

イ

及

慣

刷

F

グ

附

枠

掛

?

器

窓

務

プ

陶

製

用

ル

生

鎖

措

担

-

術

銅

内

力

作

4

内

川

υ

内

t

q

d

A

マ

q

u

n

d

円

4

。
，‘

25  

Z キス" ， Y !ノヨ /' m-

/ v ト

9 イル 山本築業商庖

26 1各種タイルテラカツ !l l大阪窯業株式合軍士 I  63 

列 場

回

目回 者出

制 署捜 | 材 料 種 別 出 品 者

41 各種匙築用塗料 |東: 5i. ペイン ト製造株式1
Ｑ ＱＭｉＧｬＮＡＺ￶Ｂ＼ＮＦＺＯｦ＼ￕＮ Ｏｕｾ Ｍ ＧＭＱ＠ I曾枇

42- 431建築用命燭材料ホワイ| 住友 itt 銅鋼 管株式曾彪

トプ ロ Y ズ水道 鋼 管 |  
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